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(1)浦入湾全景 (平成 7年、南から)

(2)浦入湾全景 (平成 9年、南から)



巻頭図版 2

(1)M地点 (嶋遺跡)全景 (真上から、上が北)

(2)N・ B地点全景 (東から)
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(1)A地点全景 (東から)

(2)O-1地点全景 (南東から)
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(1)○ -2地点全景 (真上から、上が北西)

(2)O-2地点石敷き炉全景 (南東から)
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(1)○ -2地点 S K02全景 (北東から)

(2)O-2地点下層焼土面全景 (南西から)



巻頭図版  6

(1)○ -1地点鍛冶炉 508～ 10全景 (西から)

(2)O-1地点鍛冶炉14断面 (東から)
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(1)丸木舟出土状況 (南東から)

(2)丸木舟出土状況 (東から)
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(1)○ 地点ほか出土製塩土器

(2)N地点出土弥生土器
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舞鶴市字千歳小字池カナル・花ヶ口ほかで実施した、浦入遺跡群に関する報

告書を『京都府遺跡調査報告書』第29冊として、ここに刊行いたします。

この発掘調査は、関西電力株式会社による火力発電所建設に伴い、舞鶴市の

依頼を受けて、舞鶴市教育委員会と協議した調査計画案に沿って、舞鶴市教育

委員会と（財）京都府埋蔵文化財調査研究センターとが主体となって、平成 7年

度以降、平成 9年度までの 3年間にわたって実施致し ました。各年度の調査成

果の概要については、逐次 『京都府遺跡調査概報』 ・『京都府埋蔵文化財情報』

に掲載してきたところであります。

本書は、各年度の概要報告で果たせなかった詳細な事実の報告を行うととも

に、それらの諸事実を分類・集成し、考察を加えたもので、これをもって記録

保存の責務を果たしたものと考えます。

刊行にあたりましては、舞鶴市教育委員会には現地での発掘調査の実施から

本書の刊行に至るまで、多大のご理解とご協力を賜わりました。また、京都府

教育委員会をはじめ、関係各方面から、有益なご指導ならびに助言をいただく

ことができました。この場を借りまして厚く御礼申し上げる次第であります。

最後に、この仕事にかかわった担当職員諸君の労苦をねぎらうとともに、本

書が京都府のみならず、わが国の考古学研究の進展に寄与することを、心から

願ってやみません。

平成13年3月

（財）京都府埋蔵文化財調査研究センタ ー

理事長樋口隆康
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1 本書は、京都府舞鶴市大字千歳字池カナル ・花ヶ口ほかに所在する漏文遺跡群の報告書であ

る。本調査は、関西電力株式会社が計画された火力発電所の建設工事に先立ち、舞鶴市の依

頼を受けて実施した。調査は、平成7年6月19日から平成10年3月18日まで、行った。

2.現地調査および本報告にかかる諸経費は全額舞鶴市が負担した。

3.発掘調査は、舞鶴市教育委員会と当調査研究センターとが分担して行った。発掘調査区は、

舞鶴市教育委員会が、火力発電所の建設計画等に基づいて、 A地点から順にR地点までを設

定した。このうちA・B・D・E・F・G・H・M・ N・O・Rの各地点について、当調査

研究センターが発掘調査を実施した。本書は、上記各地点のうち、 A・B・M ・N・O・R

の各地点について、報告するものである。

4.本書に掲載した遺構図の方位は、鍛冶炉実測図を除き、国土座標平面直角座標系第VI系によ

る座標北を示す。鍛冶炉実測図の方位は、磁北である。

5.本書に掲載した遺構図のうち、特にことわらない限り、薄い網点は焼土、 濃い綱点は炭層を

示す。

6.本書で報告する遺構略号・番号は全て調査時のものである。

7.本書の執筆は、辻本和美 ・田代 弘・筒井崇史 ・藤井 整（以上当調査研究センター）・松本

達也 ・水野聡哉（舞鶴市教育委員会）・和泉大樹（千早赤阪村教育委員会）・岡田憲一 ・伊藤栄

二（以上奈良大学大学院）が分担して行った（所属は執筆当時のもの）。

8.遺構 ・遺物の出土状況は、丸木舟の出土状況を除き、各調査担当者が撮影した。丸木舟の出

土状況および遺物の写真撮影は調査第 1課資料係主任調査員田中 彰が撮影した。

9.本書の編集は、調査第 l課資料係の協力を得て、田代・筒井が行った。

10.本書で報告した資料のうち、出土遺物については全て舞鶴市教育委員が保管されている。調

査に関わる実測図・ 写真等の記録は当調査研究センターにおいて保管している。

11.本書は、舞鶴市教育委員会の調査報告書と不可分の関係にある。浦入遺跡の調査成果につい

ては本書のみならず、岡市教育委員会刊行の『浦入遺跡群発掘調査報告書』（平成13年刊行）

もあわせて参照されたい。
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第 l章序 説

第 1節調査にいたる経過

1.調査にいたる経過

序説

浦入遺跡群は、京都府舞鶴市千歳池カナル・花ヶ口ほかに所在する。浦入遺跡群は、舞鶴市の

北東部地域を占める大浦半島の西縁部に位置し、舞鶴湾の湾口に面している。大浦半島西端部の

海側に突出した岬の先端には、松ヶ崎と通称される砂鳴が形成されており、この砂噛によって外

海と隔てられた小さな入り江は、浦入湾と呼ばれている。

今回、この浦入湾を埋め立てて、関西電力株式会社の石炭火力発電所が建設されることになっ

た。浦入湾を取り囲む沿岸部や背後の丘陵地では、これまで縄文時代から中近世にかけての各時

代の遺物の散布が知られていたが、この建設計画を受けて舞鶴市教育委員会では、平成4年度か

ら建設予定地内の分布調査と試掘調査を実施した。この試掘調査によって、各地点から縄文時代

から平安時代にかけての集落遺跡をはじめ、古墳、製塩・鍛冶生産に関連する遺構群の存在が確

認された。これらの遺跡については、浦入遺跡群と総称することになった。

建設予定地に係る埋蔵文化財の取り扱いについては、京都府教育庁指導部文化財保護課と舞鶴

市教育委員会で、協議が重ねられた結果、発掘調査の対象範囲が広大であること、また、工事着工

までに速やかに発掘調査を終える必要があること等により、舞鶴市教育委員会では、調査対象地

を大きく東西の 2地区に分け、西側地区について当調査研究センターに発掘調査を依頼された。

当調査研究センターによる現地調査は、平成 7年6月に開始し、 平成10年3月をも って終了し

た。なお、現地での調査終了後、平成12年度までの 3か年をかけて整理および報告書作成作業を

実施した。今回の調査に係わる費用は、全額、舞鶴市が負担した。

各年度の調査内容については、本文で詳述するが、浦入遺跡群の調査は、京都府北部ではこれ

まで例のない大規模な調査となった。まず、製塩に係わる遺構が広範囲に遺存することが確認さ

れ、これまで不明な部分の多かった若狭湾西部の古代製塩の実態を知る上で重要な調査となった。

さらに、今から約5300年前に遡る縄文時代前期の丸木舟や縄文時代早期から晩期に至る遺物が多

数出土し、当初の予想を上回る多大の成果が得られたO また、今回の調査では、遺跡発掘という

考古学的分野のみに留まらず、浦入地域の地質や古環境の復原に留意して作業を進めた。なお、

この報告書をまとめるにあたっては、同時に実施された舞鶴市教育委員会の調査と不可分の関係

であり、両者の調整をはかりながら実施した。

最後になりましたが、舞鶴市教育委員会をはじめ、関西電力株式会社および現地や室内の作業

で献身的なご協力をいただいき、ご助言を賜った多くの方々にお礼申しあげます。

（辻本和美）
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京都府遺跡調査報告書第29冊

2.調査体制

発掘調査の調査体制は、以下の通りである。

調査主体者 樋口隆康（理事長平成7～ 9年度）

調査責任者 木村英男（事務局長平成 7～ 9年度）

調査担当責任者安藤信策（次長兼調査第2課長平成7～ 9年度）

事務局 園山 哲（次長兼総務課長平成7・8年度）

福嶋利範（次長兼総務課長平成 9年度）

調査担当者

安田 正人（総務課長補佐兼総務係長 平成7～ 9年度）

杉江 昌乃（主事 平成7～ 9年度）

今村正寿（主事平成 7～ 9年度）

鍋田幸世（主事平成 7～ 9年度）

松尾幸枝（主事平成7・8年度）

西村 晃（主事平成8・9年度）

西林 紀子（主事平成8・9年度）

奥村清一郎（調査第2課課長補佐兼調査第2係長平成7年度）

辻 本 和美（調査第2係長 平成8・9年度）

石井清司（調査第2係主任調査員平成8・9年度）

増田孝彦（調査第2係主任調査員平成8年度）

黒坪一樹（調査第 2係調査員平成 7年度）

尾崎 昌之（調査第2係調査員 平成 7年度）

田代 弘（調査第2係調査員平成 7・9年度）

大岩洋一（調査第2係調査員平成 7年度）

奈良康正（調査第2係調査員平成 8年度）

筒井崇史（調査第2係調査員平成8・9年度）

発掘調査参加者（順不同・敬称略）

平成7年度：中西貞子・伊藤栄二・小西久美・楢本順子

平成8年度：奥田栄吉 ・藤田龍太郎・渋谷悟・妹尾活明・谷後恒美・上羽真弓・柏木大延・

田中昌樹・楢本順子・福田和浩・見持浩一 ・小西偉之・ 青木志帆 ・植村悟・岡根稔・尾根史

郎・加藤秀典・加納幸正・鹿野 塁・佐々木英二 ・谷口隆司・萩谷良太・長谷川健一・平井和

彦・藤井 直・三好清超・村下尚司・ 吉谷智美

平成9年度：和泉大樹・伊藤栄二・大洞真白 ・岡田憲一・加納幸正 ・谷後恒美 ・楢本順子・萩

谷良太・福田和浩・水野聡哉

整理作業参加者（平成 7～12年度）

谷口成美・中村ひろみ・真下春美・松本綾子・山下令乃・末武重美・安達幸子・西山久子・山

田豊子・清水雅彦・陸回初代・楢本順子・森川敦子

-2-



序 説

第 I表調査期間表

年度 調査地点 調査期間 調査面積（m')

平成7年度 M地点（嶋遺跡） 平成7年6月19日～平成7年12月22日 3,200 

N地点 平成7年12月4日～平成8年2月28日

D地点 平成8年 1月8日～平成8年2月28日

平成8年度 N地点 平成8年4月16日～平成 9年2月3日 5,800 

B地点 平成8年7月26日～平成 9年 1月21日 1,800 

A地点 平成8年10月21日～平成9年3月7日

D地点 平成8年4月16日～平成 8年6月11日 1 440 

F地点（浦入西2号墳）平成8年8月1日～平成 9年8月1日 600 

平成 9年度 A地点 平成9年4月14日～平成9年11月20日 7,200 

0地点 平成9年6月l日～平成10年3月18日 8,000 

R地点 平成9年11月26日～平成10年2月27日 650 

（合計） 28,690 

次年度に継続して調査を実施している場合は、調査面積は記していない。

また、現地調査および整理作業中は京都府教育委員会 ・舞鶴市教育委員会をは じめとする関係

諸機関からご指導を受けるとともに、下記の方々から有益なご助言をいただいた。記して謝意に

替えたい（順不同 ・敬称略）。

石部正志 ・岩本正二 ・入江文敏 ・近藤義郎 ・岸本雅敏 ・畠中清隆 ・水野和雄 ・橋本俊介 ・赤沢徳

明 ・奥村牧弘・川村俊彦 ・中野拓郎 ・橋本勝行・加藤晴彦 ・山田真宏 ・高橋浩樹 ・岩田文章 ・泉

拓良・長谷川達
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京都府遺跡調査報告書第29冊

第 2節浦入遺跡周辺の環境

1 .地理的環境

浦入遺跡群の所在する舞鶴市は、東に丹後半島、西に越前海岸にはさまれた若狭湾西部にあた

り、リアス式海岸特有の入江と半島が交錯して美しい景観を呈する。

舞鶴湾は、若狭湾より、幅約 1kmの狭い湾口から湾入すると、正面には戸島が前面を塞いでい

る。湾はその戸島の両脇からさらに東西に分かれてのびた後に南へ屈曲して良港を形成する。海

の両脇には急峻な山地が迫る。両湾の奥部には沖積地が発達し、東舞鶴・西舞鶴として市街地が

形成される。舞鶴市の地形はそのおよそ80%が山地で構成される。地理的に北側は若狭湾があり、

隣接市町村との境界はいずれも山昔地帯となる。東は福井県大飯郡高浜町、南は京都府綾部市、

南西は同加佐郡大江町、西は同宮津市と接している。また、舞鶴市の西部には丹波山地に源流を

発する由良川が北流し、舞鶴湾口の西側で日本海へ注ぎ込む。

舞鶴市はこのような地理的条件から、市域北東部に位置する大浦半島の大浦地域、東湾奥部に

位置し旧日本海軍の拠点となった東舞鶴地域、西湾奥部に位置し近世田辺城の城下町として発達

した西舞鶴地域、市域西部に位置する由良川下流地域、の 4つの地域に分けられる。

遺跡の所在する大浦半島は、舞鶴市域の北東部にあたり、標高300～500mの急峻な山岳地帯が

全体の面積のほとんどを占め、その山岳地帯の聞に流れる小河川が狭小な平野部を形成する。

浦入地区は大浦半島の西端、舞鶴湾口の東岸にあたり、北から湾入する湾口とは逆に南から湾

入する浦入湾が形成される。湾の両脇には急峻な山地が迫り、湾奥部は北側から南方向の浦入湾

へと閉口し、東西北の 3方向を山に固まれた幅150m・奥行き600mの谷が広がる。浦入湾には西

北西から東南東方向へ伸びる砂噛がある。この砂噛は舞鶴湾口の複雑な海流によって湾口の東岸

を侵食した海流が、流れがゆるやかになる浦入湾手前で東方向へ入り込み、海流が運んできた土

砂の堆積により形成されている。浦入湾は、この砂鳴によって舞鶴湾と隔てられており、入口部

幅は約120m、湾最大幅は約300mを測る。谷は急峻で奥行きが狭く、河川も小さく流入する水量

も少ない好条件に恵まれ、日本海側に発達した潟湖が古来の形状をそのまま残している。大浦半

島には他にも古代の潟湖と推定される三浜地区があるが、土砂の堆積によりかつての形状は失わ

れている。

地質構造はベルム紀に形成された舞鶴層群と夜久野岩類、志高層群そして古三畳紀に形成され

た荒倉層、難波江層群等が互層となり福井県西端から中園地方までの北東から南東方向へ続く細

長い舞鶴帯と呼ばれる地帯上にある。浦入地区はその北帯にあたる夜久野岩類に該当する。浦入

地区北側の山を越えると、舞鶴帯とその周辺部で見られる粗粒の黒雲母を含む花両岩との境界線

になり、博打岬の海岸線に広がる白（花両岩）・黒（閃緑岩）のコントラストが美しい地層の分かれ

日が見られる。浦入地区は花両岩が風化して赤樟色を呈した花岡岩パイラン土が基盤層である。

（松本達也）

4 
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第 l図 調査地周辺地形図（上： 若狭湾沿岸部地形図 下：大浦半島周辺地形図）
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京都府遺跡調査報告書 第29冊

2.歴史的環境

(1)縄文時代

縄文時代の主要な遺跡については、浦入遺跡の周辺のみならず、 京都府北部全域を対象と した

い。なお、京都府北部における縄文時代遺跡の分布状況については、大き く大浦半島周辺の大浦

地域 ・由良川下流域 ・丹後半島内陸部・丹後半島海浜部、の4つの地域に分けて概観する。

大浦地域 これまで3遺跡が知られる。若狭湾に面してアンジャ島遺跡(13）と小橋遺跡(14）が

ある。アンジャ島遺跡、では、乳棒状蛤刃石斧2点が出土し、 周辺から縄文時代後期の土器片が採

集されている。小橋遺跡では、サヌカイト製の有舌尖頭器が採集されている。大浦半島の付け根

には、坪の内遺跡（9）がある。縄文時代後期の土器片や石鉱・磨製石斧等が採集されている。

由良川下流域 代表的な遺跡として、志高遺跡（33）・桑飼下遺跡（38）・三河宮ノ下遺跡（H）な

どがある。志高遺跡は、由良川の河口から約lOkm上流の自然堤防上に立地する。縄文時代前期の

土器群が層位的に確認されている。また、 住居跡 ・炉跡・土坑等の遺構群が検出され、集落の存

在が認められる。桑飼下遺跡は、志高遺跡、から 2kmほど上流の自然堤防上に立地する。調査の結

果、縄文時代後期の北白川上層式期の良好な土器資料のほか、900点以上の打製石斧をはじめ、

石棒 ・石柱 ・岩板 ・土偶・耳飾などが出土した。また、 48基の炉跡が検出された。三河宮ノ下遺

跡は、桑飼下遺跡からさらに約 5km上流に位置する。出土遺物には、縄文時代後期の土器群を中

心に、前期から晩期にかけての土器が散見できるほか、 石鍛 ・石錘を中心とした石器類、映状耳

飾片などがある。また、住居跡も検出されている。以上のほかにも、JI！底の砂利採取に伴い土器

片などが確認された散布地が、約 2～3km間隔で、確認されており 、縄文時代を通じて、由良川遺

跡群というまとま りを確認することができ る。

丹後半島内陸部 代表的な遺跡として裏陰遺跡（G）がある。遺跡は扇状地に立地する。早期と

後期の土器群を中心に出土したほか、出土遺物には石鍛 ・石斧 ・石皿 ・磨石・石錘などがある。

また、この地域では、押型文土器が出土 ・採集されている遺跡が多い。

丹後半島海浜部 日本海に面した海浜部には、浦明遺跡（A）・画石浜遺跡（B）・浜詰遺跡

( c）・宮ノ下遺跡（D）・柳谷口遺跡（E）・平遺跡（F）などが所在する。

久美浜湾付近には、函石浜遺跡.r甫明遺跡がある。浦明遺跡は、久美浜湾を下に見る段正上に

立地し、晩期を中心とする遺跡である。浜詰遺跡は、現在の汀線から約400mのところに所在し、

中期末葉～後期初頭の土器群を中心に石鍛 ・石錘 ・磨製石斧などが出土している。松ヶ崎遺跡は、

浜詰遺跡から 1kmほど内陸部に位置する遺跡で、近年、行われた調査において近畿地方北部にお

ける縄文時代前期の土器編年を検討する上で重要と考え られる土器群が出土した。さらに 8～9

回東には宮ノ下遺跡、がある。宮ノ下遺跡は、表裏縄文土器等の早期末の土器群が出土したことで

知られており 、「宮ノ下式jと呼称されている。宮ノ下遺跡から約13回東に平遺跡がある。「平式」

として知られる縄文時代中期末の土器群のほか、石鍛 ・石錘などの石器類も多く出土している。

（和泉大樹）

6 
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第2図調査地周辺主要遺跡分布図

1 .浦入遺跡群 2.白石浜遺跡 3.瀬崎遺跡 4.大丹生遺跡 5.千歳下遺跡

6.千歳上遺跡 7.下佐波賀遺跡 8.上佐波賀遺跡 9.坪の内遺跡 10.千田古墳群

11.三浜遺跡 12.三浜丸山古墳群 13.アン ジャ島遺跡 14.小橋遺跡、 15.朝来群集墳

16.行永窯跡 17.行永遺跡 18.妙見山古墳 19.匂ヶ崎遺跡 20.倉谷丸山 2号墳

21.倉谷遺跡 22.切山古墳 23.菖蒲谷口遺跡 24.上殿古墳 25.田辺城跡（舞鶴城跡）

26.引土遺跡 27.女布遺跡 28.城屋窯跡 29.喜多古墳群 30.白杉古墳

31.和江ニイザ古墳（群） 32.八雲遺跡 33.志高遺跡 34.川向古墳群

35.シゲツ墳墓群 36.シゲツ窯跡 37.水無月山遺跡 38.桑飼下遺跡 39.地頭山根古墳

40.桑飼上遺跡

A.i甫明遺跡（久美浜町） B.函石浜遺跡（久美浜町） c.浜詰遺跡（網野町） D宮ノ下遺跡（網野町）

E.柳谷口遺跡（網野町） F.平遺跡（丹後町） G.裏陰遺跡（大宮町） H.三河宮ノ下遺跡（大江町）
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(2）弥生時代

弥生時代になると、舞鶴市域における遺跡数は増加する。以下では舞鶴市域の遺跡について述

べることにする。

京都府北部では、弥生時代前期の土器に貝穀による施文が見られ、弥生時代の開始期にはこの

文様が多い山口県西部の影響が考えられる。舞鶴市域では由良川下流域の八雲遺跡（32）・志高遺

跡にその影響を認めることができる。

弥生時代中期には、由良川下流域に志高遣跡 ・桑飼上遺跡（40）、東舞鶴地域に行永遺跡(17）・

匂ヶ崎遺跡(19）があり、由良川流域だけでなく東舞鶴地域まで遺跡が広がる。この時期には、 志

高遺跡の貼石墓、桑飼上遺跡 ・行永遺跡の松菊里型住居、匂ヶ崎遺跡の銅鐸があ り注目される。

弥生時代後期には、由良川下流域に志高遣跡 ・桑飼上遺跡、西舞鶴地域に菖蒲谷口遺跡（23）・

女布遺跡（27）があるほか、若狭湾岸にあたる大浦地域でも三浜遺跡(11）・坪の内遺跡（9）・大丹

生遺跡（4）などがある。墳墓は、由良川下流域にシゲツ墳墓群（35）・水無月山遺跡（37）などがあ

るが、丹後半島ほど顕著で、はなく、由良川下流域をのぞく 3地域では未確認で、ある。

弥生時代終末から古墳時代初頭の遺跡としては、由良川下流域の志高遺跡や三庄太夫墳墓があ

る。特に三庄太夫墳墓で一括して出土した供献土器は、外来系の二重口縁壷と在地系の後期弥生

土器の系統をヲ｜く土器が共伴しており、土器編年の資料として、また、被葬者の性格を考える資

科として重要で、ある。

(3）古墳時代

古墳時代前期の遺構・遺物は志高遺跡などで見られる。古墳は由良川下流域の川向古墳群（34)

などがあるが、ほかの地域では切山古墳（22）が前期に遡る可能性をもつほかは不明である。

古墳時代中期では桑飼上遺跡で住居跡群が検出され、当該期の土器の良好な一括資料が得られ

ている。大浦地域では近年、千歳下選助、（5）で鏡 鉄器・ 玉 ・石製模造品が大量に出土し、海浜

部における祭杷遺跡として注目される。また、これととも に大量の土器が出土しており、 古墳時

代中期の土器編年が遅れている当地域にと って重要な資料である。しかし、当該期の古墳の調査

事例はなく、古墳時代前期～中期の古墳については不明な点が多い。

古墳時代後期には三浜遺跡 ・丹生遺跡などで遺物が散見されるが、明確な遺構は検出されてい

ない。後期でも後半期から終末期にかけて古墳、特に横穴式石室を内部主体とする古墳が多くあ

る。由良川下流域では和江ニイザ古墳（31）・地頭山根古墳（39）、東舞鶴地域では倉谷丸山2号墳

(20）・上殿古墳（24）・妙見山古墳(18）・喜多家奥古墳などがあり 、大浦地域とその周辺では白杉

古墳（30）・田井古墳 ・三浜丸山古墳群(12）・ 朝来群集墳(15）・干田古墳群(10）などがある。特に

平地の少ない大浦地域とその周辺地域に、舞鶴市域では最大の横穴式石室を有する白杉古墳が所

在することは、海上交通や塩生産など、海との関わりが強かったことを想定させる。朝来群集墳

は舞鶴市域では数少ない群集墳の一つであり、どのような階層の人々の墓域であったのか、被葬

者の性格が注目される。

三浜遺跡・磯葛島遺跡で出土した製塩土器の中には、 古墳時代にさかのぼる可能性のものもあ

8 
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り、近接する三浜丸山古墳の被葬者が製塩に関わった可能性も考えられる。

（水野聡哉）

(4）飛鳥・奈良時代

この時期の主要な遺跡は由良川流域で多くの調査例があり、多くの成果を得ている。以下、由

良川流域を中心にみていくことにする。

飛鳥時代の遺跡には、シゲツ窯跡（36）や志高遺跡 ・桑飼上遺跡・桑飼下遺跡などがある。集落

遺跡としては志高遺跡・桑飼上遺跡 ・桑飼下遺跡などで竪穴式住居跡などが検出されている。こ

の中には綾部市青野 ・綾中遺跡群などで顕著に認められる「青野型竪穴式住居跡」なども確認さ

れている。シゲツ窯跡は飛鳥時代後半から末にかけての須恵器焼成窯である。当該期の須恵器窯

は丹後地域でも検出例に乏しく、貴重な調査例である。

奈良時代の遺跡には、志高遺跡・桑飼上遺跡・桑飼下遺跡などで、大きな成果が得られている。

とくに桑飼上遺跡では、奈良時代前半から中頃にかけての規格性の高い大規模な掘立柱建物跡群

があり、遺物も転用硯や稜椀をはじめとする金属を模倣した須恵器杯類など「官街的色彩（律令

的土器様式）の強い遺物Jが多数出土している。このことから、国街 ・郡街などではないとして

も何らかの官街的な施設であったと考えられている。また、志高遺跡、でも、同様に掘立柱建物跡

が多数検出されているが、桑飼上遺跡ほどの規格性がなく、遺物で硯や墨書土器が少ないという。

奈良時代中頃まで竪穴式住居跡が残ることからも、一般集落と考えるべきであろう 。桑飼下遺跡

では、 二彩陶器片が出土している。

以上のような由良川流域における遺跡の分布に対して、東－西舞鶴や大浦半島では顕著な遺構

は確認されていない。しかし、東 ・西舞鶴地域では、奈良時代の須恵器窯として行永窯跡群(16)

や城屋窯跡群（28）などが知られる。また、平安時代前期の倉谷遺跡、（21）では、奈良時代の遺物も

多数出土しており、東・西舞鶴地域にもこの時期の遺跡が多くあったことをうかがわせる。また、

大浦半島周辺では、 三浜遺跡・白石浜遺跡・大丹生遺跡などで、奈良時代ないし平安時代の製塩

土器や製塩土器支脚が出土しており、浦入遺跡において製塩が最盛期を迎えた頃には、大浦半島

全域で製塩活動が行われていたと考えられる。

(5）平安時代

大規模な遺跡が存在した由良川下流域では、平安時代前期まで遺構の存在を確認できるが、そ

の後、大規模な洪水に見舞われたため、顕著な遺跡はみられなくなる。これに対して、東 ・西舞

鶴地域では新たに遺跡がみられる。代表的なものとして、 倉谷遺跡と行永遺跡がある。倉谷遺跡

は、平安時代前期を中心とする掘立柱建物跡群が検出されており、隣接する大溝からは大量の遺

物が出土している。行永遺跡、は平安時代末頃の遺跡で、丹後型黒色土器椀に丹波型瓦器椀 ・白磁

椀などが一括出土した井戸などが検出されている。この資料は12世紀中頃に位置づけられ、浦入

遺跡における製塩の最終時期を考える上で、重要な成果で、若誌。浦入遺跡における製塩活動は、こ

の行永遺跡井戸資料に併行する時期をもってほぼ終わりを迎え、同時に浦入遺跡における人々の

活動痕跡もみられなくなる。 （筒井崇史）
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第 3節発掘調査の経緯

1 .舞鶴市教育委員会による試掘調査

調査地周辺の地形は南北に伸びる谷を中心とし、南に閉口する浦入湾の東西沿岸部と西側の丘

陵から南東へ伸びる砂鴨地形を含んで複雑な地形を呈している。しかし、昭和30年代から行われ

た果樹園のパイロット事業によって旧来の地形は大きく改変されている。

舞鶴火力発電所工事予定範囲内における周知の遺跡としては、湾沿岸部の浦入遺跡、砂瞬上に

ある嶋遺跡、そして市道平～瀬崎線の道路工事中に土器が出土した浦入古墳、浦入地区と舞鶴湾

口の丘陵上にある浦入西古墳群の 4つの遺跡・古墳群が確認されていた。

本調査に先立ち、平成4・5年度に埋蔵文化財の範囲と性格を確認する目的で、谷部や平坦地

を中心として計70か所の試掘調査を実施した。試掘調査では、浦入湾奥部の東西の急峻な山地の

裾を中心とした、湾沿岸部および砂鴫上が、遺跡として確認された。しかし、谷部において遺物

の流れ込む状況が確認されたため、正陵斜面においても当初の予想を越えて遺跡の広がる可能性

が想定された。また、湾沿岸部で検出した製塩遺構の周辺には、製塩作業にともなう多量の炭・

灰や製塩土器の廃棄層が確認されたため、浦入地区内において、これらの供給を行う生産場所の

存在が想定された。試掘調査は主に谷内の平坦な地形を調査したことから、谷の枝谷や尾根頂部、

丘陵斜面については本発掘調査と並行して新たに試掘調査を行った。

2.地区の設定

試掘調査によって遺跡の範囲を把握することを心掛けたが、工事予定範囲は約100万ぱ（浦入湾

を含む）の広範囲に及ぶことから、工事中の不時発見も想定された。そこで、試掘調査によって

明らかになった遺跡の範囲だけでなく、工事予定地全域を覆うことのできる地区割りを設定した

（第3図）。

地区割りの設定には、国土座標系を利用した。なお、調査地周辺は国土座標第VI系に含まれる。

浦入遺跡の調査に当たって設定した地区割りは、その北西隅に位置するx=-51, 900・Y=

58,800を原点として工事予定範囲を覆うように設定した。

地区割りは、一辺lOOmの大グ、リッドを設定し、それをさ ~ 

らに一辺 5mの小グリッドに分割した（第 3・4図）。大グよ

リッドは北方向より I・II・III……X皿とローマ数字で示

し、 13に分割した。また、西方向より A ・B・C……Jと

a b c d e I 9 h 

アルファベット大文字で示し、 10に分割した。なお、グリ

ッドの名称はそのグリッドの東南隅交点をもって行った。

大グリッドの中には小グリッドが南北・東西おのおの20

区画ずつ並び、計400の小グリッドからなる。小グリッドは

北から 1・2. 3…20とアラビア数字で示した。また西か

らa・ b ・ c…… tとアルファベット小文字で、示した。小

7 ~ 

一
O 30m 

第3図 j甫入遺跡群小地区割り図
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グリッドにおいても、南東隅交点の杭をもってそのグリッドの名称、とした（第3図）。

なお、調査に伴う基準杭は可能な限り Smごとに設定し、杭の名称、は大グリッ ド・小グリ ッド

の名称、をそれぞれ記入し、例えば「AI -a 1 Jというように表記した。地区名は、小グリッド

の東南隅交点に相当する杭の名称に一致させた。

（松本達也）

3.調査の経過

上記の試掘調査の成果を受けて、遺跡群の西側を対象として調査を開始した。以下、年度ごと

に調査の経過について述べる。

(1)平成7年度

現地調査の初年度にあたり、 M地点（嶋遺跡）の全面的な調査に着手したほか、 N地点（浦入遺

跡） ・D地点（浦入西古墳群）においても発掘調査を一部実施した。

M地点は、舞鶴湾口の東岸に形成された松ヶ崎と呼ばれる砂噛上に立地する。調査の結果、縄

文時代（中～晩期）・弥生時代（前～後期）・古墳時代・奈良時代の遺構 ・遺物が検出され、長期に

わたってこの地点が利用されたことが判明した。M地点の調査成果としては、弥生時代中期以前

に遡る海岸線を検出したこと、土層観察により縄文時代における海水準の変動を確認したこ とな

どがあげられる。

N地点 ・D地点の調査は年度末に着手したため、表土掘削と遺構検出作業を実施したにとどまる。

(2）平成8年度

平成 7年度に引き続き N地点・ D地点の調査を実施したほか、新たにA・B地点（浦入遺跡）、

E・F・G・ H地点（浦入西古墳群）の調査に着手した。N地点は、浦入湾の最奥部にあり南東向

きの丘陵斜面に立地する。調査の結果、弥生時代後期 ・飛鳥時代 ・奈良時代の大きく 3時期の竪

穴式住居跡 ・テラス状遺構 ・流路跡 ・鍛冶炉跡などの遺構を検出し、多数の遺物が出土した。と

くに奈良時代の遺構群からは製塩土器 ・製塩土器支脚が出土し、製塩作業に従事する人々の居住

域と推定された。また、N地点の東南部に位置する谷状地形から縄文時代早期から後期の遺物包

含層が確認され、周辺にも当該期の遺構 ・遺物の存在が予想されたO

B地点は、 N地点の北東に隣接する丘陵斜面に立地する。奈良時代のテラス状遺構 ・鍛冶炉跡、

などを検出した。

A地点はN地点の南に位置し、東向きのE陵斜面に立地する。調査は年度末に着手したため、

表土を掘削し、遺構検出作業を実施したにとどまる。

浦入西古墳群の調査では、F地点において墳丘周囲に外護列石をもっ直径約llmの円墳（浦入

西2号墳と呼称）が確認された。内部主体は、平面形態や羨道部の構造からみて、いわゆる竪穴

系横口式石室に属するものである。全長4.25mを測る横穴式石室で、羨道部の前面には墓道を付

設する。石室の天井石は全て抜き取られていた。築造時期は、副葬された須恵器から 6世紀前半

に比定される。また、 D ・E・G・Hの各地点は、調査の結果、いずれも自然の地形であること

が判明した。なお、浦入西2号墳の石室については、関係機関と協議の結果、現地点から少し離

円
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れた場所に移設保存されることがi:k:i ~＇－＝ 。
(3）平成9年度

平成8年度に引き続き、 A地点の調査と新たに0・R地点（浦入遺跡）の調査を実施した。A地

点では、舞鶴市教育委員会の試掘調査の成果をふまえて調査を開始したが、 A地点の北側に隣接

する谷部、およびO地点の調査にあわせて両者の間にある斜面部において、それぞれ遺物包含

層 ・遺構が検出されたため、当初の調査区をA-1地点、北側の谷部をA-2地点、 A-1地点

とO地点に挟まれた斜面部をA-3地点とした。調査の結果、竪穴式住居跡・テラス状遺構 ・掘

立柱建物跡・柵跡などの遺構を検出し、 多数の土器類とともに、製塩土器や輔の羽口などが出土

した。なお、 A 3地点では、平安時代後期の地滑りを確認し、遺構がこれによ って破壊されて

いることカf明らかになった。

0地点は、 工房群と推定されるテラス状遺構が多数検出された、A・ N地点の東に接する臨海

部に立地する。南北に長いため、北半を0-1地点、南半を0-2地点と、 2地点に分けて調査

を行った。0-1・0-2地点ともに、旧日本軍関連施設の建設や耕作地造成に伴い、汀まです

べて埋め立てられていた。このため、遺構の遺存状況を把握することは困難であったことから、

調査に先立って、重機を用いて試掘調査を行い、遺構や遺物の包含状況を確認した。その結果、

対象地すべてに製塩遺跡にかかわる遺構の存在が推定され、全面について調査を実施することと

なった。

調査の結果、 0-1地点では、広範囲にわたって、奈良～平安時代の汀とみられる海岸地形と

ともに、この汀線から丘陵裾にかけて奈良～平安時代の製塩炉跡や鍛冶炉跡が多数検出された。

また、 0-2地点では、 A-3地点で確認された平安時代後期の地滑りに伴う流土によって、埋

められていることが明らかになった。この地滑りの上下面から、製塩に係わる大規模な造成面や

炉跡を検出した。上層の製塩炉に伴って出土した製塩土器 ・製塩土器支脚は、12世紀中頃に位置

づけられるもので、 若狭湾岸における土器製塩の終罵時期を知るうえで貴重な資料となった。

R地点は、M地点（嶋遺跡）の位置する砂噛の付け根部分に当たる。調査の結果、縄文時代中期

の遺物包含層を確認するとともに、その下層から縄文時代前期に形成された海成砂に埋没して丸

木舟が出土した。丸木舟は、残存長 5m・幅1.1 mを測り、これまでの出土例のなかでは大形品

に分類され、外洋航行に用いられた可能性も考えられる。なお、丸木舟は、 ウレタンによる取り

上げ後、平成10年度から 3か年の計画で保存処理を実施した。

(4）平成10～12年度

当調査研究センターが実施した浦入遺跡の現地調査は、平成9年度に終了した。今回の調査の

結果、各年度毎の出土遺物が多量にのぼることや調査内容が舞鶴市教育委員会担当分を含め多岐

に及ぶため、平成10年度から、 3か年の計画で整理作業および報告書作成作業を実施した。整理

作業については、舞鶴市平整理事務所と当調査研究センタ一本部で、行った。

（辻本和美 ・田代 弘 ・筒井崇史）
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4. 舞鶴市教育委員会の調査成果

(1)調査の経過

舞鶴市教育委員会では、本調査に先立ち遺跡の範囲と内容を確認するため、平成4・5年度に

試掘調査を行った。その結果をうけて、 A地点から R地点までの調査地点を設定して本調査を実

施した。試掘調査を行っていない地点については、市教育委員会が本調査と並行して試掘調査を

行い、遺構・遺物などの確認された地点については、その都度、協議により対応を決定した。遺

跡の規模が広範囲であり、市教育委員会だけでは調査体制が不十分なため、湾西岸部については

（財）京都府埋蔵文化財調査研究センターに調査委託を行い、市教育委員会は湾東岸部について調

査を行った。

市教育委員会による調査地点は、谷東側の丘陵部の I・ J ・ K地点、 J地点と K地点の谷から

広がる扇状地形を呈する P地点（試掘調査によ ってP地点の下層に縄文時代の遺物包含層が確認

されたことにより、 上層遺構検出地点を P-1地点、縄文時代の遺物包含層の調査区を P-2地

点、基盤層まで掘削した谷奥側を P-3地点とした）、湾沿岸部のQ地点（北半部を Q-1地点、

南半部を Q-2地点と呼称した）、過去に須恵器が出土したL地点の 6地点である。

平成 7年度は I・ K ・ Q地点、平成8年度は J. L . p 1・Q地点、平成 9年度はP 2・

P-3・J. Q地点、平成10年度はP 2 . p 3・Q地点の調査を行った。以下、時代毎に説

明を行う 。

（松本達也）

(2）縄文時代

p 1 . p 2地点において縄文時代の成果を得た。P-2・P 3地点は、浦入湾の東側に

位置し、（財）京都府埋蔵文化財調査研究センターが調査を行ったN地点と、ちょうど浦入川を挟

んで対岸に位置する。調査面積は、約2,400m＇で、ある。

P-2地点は、浦入遺跡群の中で最も縄文時代の調査成果が顕著であった。谷地形であるため、

土石流等の影響で二次堆積ではあるものの、一部で早期後半から前期初頭にかけて層位的に成果

を得た。最下層からは、胎士に繊維を含み厚手で外面に縄文を施文する平底の土器と東海地方を

分布の中心とする粕畑式土器が出土した。アカホヤ火山灰がブロック状ないしは層状に混在する

遺物包含層からは、表裏ともに縄文を施す土器や、それらに半蔵竹管状の工具で刺突文、あるい

は押引き文を施す土器が一定量出土した。また、これらとともに大形の滑石製の映状耳飾りが出

土しており、決状耳飾りの最古型式の帰属年代を示す重要な資料となった。これより上層では、

前期の羽島下層 E式や北白川下層式などの土器が出土した。 また、これら層位的に確認し得た地

点以外でも、早期後半から晩期にかけての土器型式が確認された。なお、 他地域に分布の中心を

もっ土器として、早期では茅山式・粕畑式・ 入海式 ・石山式、前期では関山式や北陸地方に多く

見られる土器、中期では新保式 ・新崎式の各土器が出土した。また、当地点で出土した石器類で

は石錘類が多く 、海の積極的利用が想定できる。多量の石鍛も海洋性生物捕獲具として用いられ

たと考えることも可能である。遺構は少ないが、集石炉や焼土・配石遺構などが検出された。

14-
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以上のように、 P-2地点では、住居跡こそ確認していないものの、多量の土器や石器類が出

土しており、調査地周辺部に集落跡、が存在することは、ほぼ間違いないものと考えられる。この

ことは、 50点以上出土している石皿からも保証されるものである。

また、 P-3地点では、縄文海進によって形成されたと思われる海蝕崖を検出するとともに、

調査区最深部で表裏縄文土器などを検出した。

（和泉大樹）

(3）弥生時代以降

弥生時代以降については、古墳時代前期の竪穴式住居跡、古墳時代中期の竪穴式住居跡や土坑、

古墳時代後期の横穴式石室墳、飛鳥・奈良時代の竪穴式住居跡やテラス状遺構、平安時代の掘立

柱建物跡などの遺構が検出された。また、浦入遺跡を特徴づける生産遺構として、奈良・平安時

代の製塩炉、古墳時代・平安時代の鍛冶炉が海浜部で検出された。遺物包含層からは弥生土器も

出土した。

弥生時代は顕著な遺構が少なく、 P l地点で後期の不明遺構や溝などが検出されたが、住居

跡は検出されなかった。また、 P 1 . Q l地点で谷からの流れ込みと考えられる前期・後期

の土器が遺物包含層から出土した。

古墳時代前期は、 Q-1地点で竪穴式住居跡が l基検出された。中期になると、 P 1 . Q 

l地点において出土する遺物量が飛躍的に増加し、鍛冶工房跡 l棟・竪穴式住居跡3基・土坑・

溝・不明遺構が検出された。後期になると、遺構は確認できないものの、遺物は p-1 . Q-

1 . Q 2の各地点に普遍的にみられるようになる。湾を見下ろす尾根上には横穴式石室を内部

主体とする浦入 2号墳（K地点）や須恵器が出土した浦入古墳（L地点）が存在する。これらの古墳

に先行して浦入西2号墳（F地点）があり、西岸部から東岸部へと墓域が移行していく様子がうか

がえる。

飛鳥 ・奈良時代は、 J・P-l・Q-1・Q-2の各地点で遺構が検出された。この時代は竪

穴式住居跡および斜面地に造成されるテラス状遺構の数が飛躍的に増加し、居住域が海浜部から

] . p l地点の丘陵斜面部に移る。これは、奈良時代になり、海浜部が製塩を行う場として機

能したため、居住域は少し離れた地点に移ったと考えられる。また、 Q 1 . Q 2地点の包含

層や平安時代の製塩遺構のベース層にも当該期の遺物が一定量存在しているので、東岸部の丘陵

斜面にも西岸部のA・N地点同様に竪穴式住居跡やテラス状遺構が存在したことがうかがえる。

平安時代は、湾沿岸部が活動の中心地として機能し、 Q 1・Q 2地点が主体となる。平安

時代前半はQ-1地点において製塩遺構や掘立柱建物跡がみられる。後半になると製塩の中心地

は湾口に近いQ-2地点へと移る。居住域には掘立柱建物跡が存在するが、製塩の生産量と比較

すると少ない。しかし、日常雑器は一定量存在し、また、 Q I地点のE陵の緩斜面地で掘立柱

建物跡が存在するなど、飛鳥 ・奈良時代に引き続き緩斜面地を利用した居住域の存在が想定され

る。その他の地点は遺物もなく耕作地として機能していたのかもしれない。

Q l地点の正陵緩斜面地で「笠百私印」の押印をもっ製塩土器支脚が出土した。文字資料と

-16-
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してだけでなく、製塩土器支脚に押印されていたことが何を意味するのか不明で、あるが、出土し

た製塩土器支脚の年代観から、9世紀代に「笠」氏が製塩に関与していたことを証明するものと

して重要である。

鎌倉時代は遺物が散見されるのみで、遺構も検出きれなかった。 耕作地として利用されたので

はなし叶、と考えられる。

以上、時代ごとに湾東岸部の遺跡の概要を簡単に記述したが、浦入遺跡の特徴である製塩遺構

と鍛冶遺構についてやや詳しく述べる。

(4）製塩遺構と鍛冶遺構

①製塩遺構

Q-l・Q-2地点の海浜部、約200mの範囲にわたって検出された。製塩遺構は製塩炉とそ

の廃棄層から形成される。製塩炉の構造は、斜面地を削り平坦面を造成し作業面を作り出す構造

である。形態は海側に閉口する「コjもしくは逆「Lj字状の周溝をめぐらし、周溝によって区

画された内側の平坦面は被熱している。被熱面上には敷石および石が据え付けられた痕跡は確認

できなし、。その形状から 「方形区画炉」 （図中ではKRと略する）と呼ぶ。奈良時代後半の方形区

画炉は、Q-1地点の海抜 lm前後の海浜部にみられ、平安時代の製塩炉は、 Q-1.Q-2地

点の海浜部の海抜2m前後のほぼ全域で見られるようになる。平安時代に入ると方形区画炉は大

型化し、海側に多量の廃棄層を伴うようになる。製塩炉は複数回の作り替えが行われ、数面にも

重なる作業面とそれに伴う幾条もの周溝が検出されている。

隣接する若狭地方での製塩炉の形態は敷石炉であり、長年の研究によ って製塩炉と土器がセッ

トになる ことが証明されてぷ誌。しかし、今のところ浦入遺跡群で検出された方形区画炉は未検

出である。j甫入遺跡における初現の製塩炉形態は、方形区画炉という製塩炉形態が完成された形

で導入されており、製塩技術の導入先が今後の課題として残された。奈良時代の製塩遺構が検出

されたことより 、丹後地方においても塩生産が行われていたことが確認された。今回の調査にお

いては海浜部において採献過程に関連する遺構は確認できなかった。

②鍛冶炉

古墳時代中期の鍛冶炉も海浜部での検出である。Q-1地点のテラス状の竪穴式住居跡内に鍛

冶炉が3基存在する。日本海側における古墳時代中期の鍛冶炉の検出例として貴重な資料となる。

飛鳥時代以降では、西岸部でテラス状遺構などにおいて鍛治炉が多数検出された。東岸部では平

安時代後期にQ-1地点の海浜部に柵で因われた掘立柱建物跡内において 3基検出した。また、

Q-2地点では山腹につくられたテラス状遺構内において 3基の鍛冶炉状遺構を検出した。

（松本達也）
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第2章検出遺構

第 1節 M 地 点 （ 嶋 遺 跡 ）の調査

1 .遺跡の位置

検出遺構

M地点（嶋遺跡）は、浦入湾口の西南端に形成された砂噛上に位置する。砂噛は、先端部が広く、

取り付き部が狭い、杓文字のような形をしている。南東方向に約300mにわたっており、最大幅

は約lOOmを測る。浦入湾は舞鶴市字浦入に所在するが、この砂瞬のみが対岸の字千歳の飛び地

となっている。嶋という小字名があり、調査前は千歳の畑地となっていた。嶋の先端部は松ヶ崎

と通称されている。かつては松が植えられていて、沿岸航行の標識として利用されていたらしい。

松ヶ崎からの眺望は良く、大丹生・千歳はもとより対岸の白杉・青井・ 吉田、南は西舞鶴、北は

宮浬市栗田方面を見渡すことができる。この地点は、海上交通の要衝であり、沿岸漁労活動の足

がかりとしても重要なところである。

2.調査の方法

舞鶴市教育委員会による試掘調査で、砂噛の全域に遺物が分布し、特に、砂噴の中ほどに遺物

が集中する傾向が認められた。ここでは多数の柱穴・小土坑のほか、弥生時代から平安時代にか

けての生活遺物、製塩土器細片などが採取されており、人々の生活痕跡が良好な形で遺存してい

ると予想された。また、砂鴫の中央で安定した泥炭質の堆積層を確認した。この層は安定した層

準を持ち、砂明の形成以来、変遺の歴史と歩みをともにしてきた可能性が考えられた。

そこで、砂階上での古代人の生活痕跡を明らかにすること、砂鴫の成立・変遷を考古学的手法

で検討することを目的として、発掘調査を実施する計画を立てた。調査は、砂噛中央付近で面的

な調査を行うため、図版第2のようなトレンチを設定した。その後、泥炭層の堆積状況と砂噛の

堆積環境を検討するために、東辺と南辺に沿って十文字にトレンチを設定した。

調査は、まず、重機を用いて調査地区全面の表土を除去し、その後、人力で掘削・精査を行い、

遺構の検出を行った。試掘調査では、表土下30cm前後までのところで柱穴・小土坑などが検出さ

れたので、第 l段階としてこの面で精査を実施した。精査の過程でトレンチ北側に向かつて遺構

面が傾斜することが確認されたので、第2段階として、この面を追求する目的で重機を再投入し、

地形の様子と遺構の有無を確認するなとミの調査を行った。この結果、弥生時代前期以前の汀線を

追求するため、第3段階として、泥炭層の性格や堆積状況の調査を行った。

3.検出遺構

表土層を除去して精査した結果、黄灰色～暗茶褐色砂層が遺構のベース面となることがわかっ
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た。この面で柱穴・ 土坑・集石遺構などの遺構と、縄文時代中期から近世にわたる遺物が多数出

土した。遺構は、 SKOSに弥生時代前期の土器片が少量伴うのみであり、これ以外の遺構は遺物

を伴うものがなく、遺物の上から形成時期を明らかにし得るものはなかった。DXII nl5区か

らDXII i 14区にかけてベース面上に弥生時代前期から中期後半にかけての土器を含む黒色粘

質土が局所的に堆積しており、この付近に形成された遺構は、弥生時代中期以前に形成された可

能性を指摘できる。

(1)土坑（図版第 3) 

土坑は円形のもの、長楕円形のものがある。弥生時代以前に形成されたと推定した黒色粘質土

を埋土とするもの（ S KOl ・ 07・09）と、これ以降に堆積した暗黄灰色砂層を埋土とするもの（s 

K02・05・06）とがある。

S K01 長軸約O.Sm・短軸約0.6m・深さ約O.lmの楕円形を呈する土坑である。

S K02 直径約1.3m ・深さ約0.5mを測る円形の土坑である。

S K05 直径約1.2m ・深さ約0.3mを測る円形の士坑である。

S K06 直径約l.lm ・深さ約0.2mを測る円形の土坑である。

S K07 隅丸方形の土坑である。長軸・短軸とも約0.75m ・深さ約0.4mを測る。

S K09 長軸約l.lm －短軸O.Sm・深さ約0.5mの長楕円形土坑である。

(2）集石（図版第 3)

トレンチの南西隅で検出した蝶群である。上部は撹乱を受けていたが、下部は遺存状況が良好

であった。撹乱により遊離した牒と埋土を除去したところ、際群が2つあることがわかった。際

群は、縄文時代の海岸堆積物と推定される青灰色砂を基盤として形成されていた。礁群はこれよ

り上位に堆積した暗灰色の土壌化した砂層に埋没していた。帰属時期は、遺物を伴わないので、

青灰色砂層堆積以降という以上のことは分からない。

集石を構成する礁は、数cm大のものから人頭大のものまで大小ある。いずれも輝縁岩の円礁で

ある。松ヶ崎の南岸にこれと同様の円礁が自然分布しており、砂鳴の表層にも散発的に認めるこ

とができる。こうした礁を採取し、配石した遺構と考えられる。

集石 1 長軸長1.2 m・短軸長0.6m・高さ0.2 mを測る。

集石2 長軸長1.1 m ・短軸長O.Sm・高さ0.lmを測る。

4.砂噛の形成と土層堆積状況

( 1）砂噛北側における弥生時代以前の海岸線の検出

上記の調査を終了した後、断ち割りをして土層の観察を行った。その結果、遺構のベースであ

る黄灰色～暗茶褐色砂層が、北側に向かつて傾斜していることがわかった（第 7図A B、c-
D、E-F）。この土層は安定した面をなし、傾斜は海水面下に及んでいた。海水面下約 2mま

で掘り進んだところ、ゆるやかな弧状を呈する海岸地形の一部を検出した。この土層の上層に堆

積する明黄白色砂は湾内の現在の汀線を形成する海岸砂層と一連のものであることから、検出面
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がかつての海岸であった可能性が高まった。黄灰色～暗茶褐色砂層上に黒色粘質土が部分的にみ

られ、ここに弥生時代前期から中期初頭にかけての遺物が包含されることから、検出面の形成時

期はこれ以前と推測された。

そこで、海岸地形の形状と遺構・遺物の有無を確かめるために、面的な調査を実施することと

した。埋土である明黄白色砂を除去したのち、黄灰色～暗茶褐色砂層上面で精査を行った。その

結果、調査区の北端に沿う形で、東西60m分の海岸とみられる傾斜面を検出した。海岸堆積物で

構成された脆弱な地盤であること、海水の浸入が著しいこどなどの安全上の問題から、掘削に限

界があり 、傾斜面末端を確認する には至らなかったO しかし、傾斜面は平均して海水面下 lm前

後の地点まで検出することができ、 一定の成果を得ることができた。傾斜面はさらに下方へと続

いていたが、遺物を包含する黄灰色～暗茶褐色砂層は海水面下 lm前後のところでみられなくな

り、堆積環境をほほ把握することができた。海水面下で、は、漂着物とみられる木片や貝殻などの

自然遺物とともに、少量ながら遺物を検出した。遺物は、縄文時代晩期末頃を上限とし、弥生時

代中期頃までのものが認められた。明黄白色砂層は弥生時代後期から古墳時代前期の土器片がみ

られ、この時期の堆積層と推定された。

以上のことから、この傾斜面は、弥生時代中期以前に形成された海岸汀線であり、この海岸を

埋没させている明黄白色砂層は、弥生時代後期以降の堆積物と推定するに至った。このことから、

これらの堆積物は、縄文時代晩期以降の海水面変動（上昇）によるものと考えられる。

(2）縄文海進と砂噛の形成

以上の成果を受けて、その後の調査の方針について舞鶴市教育委員会と協議を行った結果、砂

噛の南側の状況とともに、縄文時代の海水面変動の痕跡の有無についても調査することになった。

調査区の東端に沿って南北のトレンチ、南端に沿って東西のトレンチを設定した。

掘削後に、土層観察を行い、断面図を作成した（第7図G H）。士層の検討の結果、砂噛の基

盤は喋層であり、この疎層を核として砂礁が交互に堆積し、幾度かの水没と陸化を経ながら現在

の地形に至ったことが判明した。以上の所見は、自然科学的分野に属するものであるが、その結

果から以下のような問題点が浮かび、上がった。

¢砂噴の基盤となる磯層は縄文海進によると推定されるところであるが、その当否を明らかに

し、それ以前の砂腐の形成過程を地質学的に明らかにする必要があること、

②縄文海進以降に砂噛の陸化や水没など大きな変化がみられる。砂噛の変化は海岸での人々の

生活に可能な限り変化の過程を明らかにすべきであること、

⑤砂噴上で縄文時代中期以降の人々の生活跡が発見されているので、未確認の縄文時代遺跡を

浦入湾岸で追求する必要があること、などである。

このうち③については、次年度以降の調査予定地内で認識を新たにしてとりくむこととした。

① ・②については専門家に検討を依頼することにした。

①は、株式会社ニュージェックに依頼した。調査区の断面観察、土層の年代測定や花粉分析な

どを、松ヶ崎の形成過程について専門的立場から検討してもら った。②は古環境株式会社に委託

内
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し、松ヶ崎形成後に堆積した泥炭層の年代と分析などを主に検討してもらった。検討結果の詳細

については、紙幅の関係上、記載することができなかったが、松ヶ崎の形成と変遷については、

巻末の付載を参照されたい。ここでは、これらの成果をふまえつつ、考古学的立場から簡単にま

とめておく 。

a.松ヶ崎の形成以前

旧石器時代後期に該当する約 2万年前のウルム氷期最盛期には気候が寒冷化し、海水準は現在

と比べてlOOm以上低かった。その後、気候が温暖化し、海水準は次第に上昇した。松ヶ崎は

9000年前頃までは形成されでおらず、この場所には沖積粘土が堆積していた。この時期は気候が

温暖で、あり海水準は 20m付近まで上昇した。

約9000年前は縄文時代早期前半の押型文文化期に相当する。浦入湾岸でこの時期の人々の活動

跡は確認されていない。

b.縄文海進と松ヶ崎の形成

9000年前～6000年前にj毎水準が急激に上昇した。いわゆる縄文海進である。海水準上昇により

浦入湾外から土砂が供給されて粘土層上に砂礁が厚く 堆積し、松ヶ崎砂牒層が形成された。海水

準は最大でTP. 5 m付近まで上昇し、このとき松ヶ崎喋層は＋ lm以上の高まりとなった。松

ケ崎磯層の堆積時期は約6000年前である。

浦入湾岸で人々の生活痕跡が明確になるのは、海水準が上昇して松ヶ崎が形成されつつあるこ

の段階である。約7000年前頃の縄文時代早期後半に属する資料が最も早いもので、舞鶴市教育委

員会が調査した浦入遺跡P 2地点で茅山式・粕畑式など、この時期に相当する土器型式が発見

されている。入海式・石山式などの土器型式を経て、早期末の表裏縄文土器に至る土器型式も確

認されている。表裏縄文土器は6300年前の鬼界アカホヤ火山灰の良好な堆積層中で検出されてお

り、土器型式に年代の一点を与えうる資料として重要である。

c.海進後の松ヶ崎の変遷

①海水準上昇は6000年～4600年前までで終了した。この聞は安定した海水準を保ち、松ヶ崎砂

喋層の南側付近を中心として砂礁が堆積し、 2列の砂群堆が形成された。砂群堆聞に砂層が堆積

するとともに、浦入湾側にも砂層が堆積した。

この段階の資料として、松ヶ崎の付け根にあたる R地点付近で5260±90B.P.の年代を有する

縄文時代前期の丸木舟がある。海水面がなお高水準にあった時期に製作 ・使用されたものである。

松ヶ崎では対応する時期の土器類は検出されていない。松ヶ崎はまだ出現していないか、活動の

場として利用しうるほどの環境に至っていなかったのであろう 。この丸木舟は、湾奥のP 2地

点に居住した縄文時代前期の人々が利用したものであろう 。

②4600年前頃には海水準がT.P. 0.4mまで低下し、松ヶ崎が陸化した。砂群層もこの水準ま

で削平され、アシやヨシなどが繁茂し、腐植層が形成された。周辺は漁掛・採取の適所となった

であろう 。縄文時代中期の船元N式前後の型式が該当する時期である。松ヶ崎ではこの時期の土

器はみつかっていないが、 P 2地点に居住する人々はこの場所を生業の重要な場として、丸木
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舟に乗って幾度も往来したと想像される。

③4600年前以降に海水準が再び急、上昇し、 T.P. 5 m 以上に達した。浦入湾外からの砂礁の供

給が行われ、新たな砂礁がT.P. 2 m 以上まで堆積した。海水準は次第に低下し、 2600年前頃に

はTP. 0.4m付近にあった。松ヶ崎では4000年前頃に位置づけられる縄文時代中期末から後期

初頭にかけての土器が少量検出されている。この頃に松ヶ崎は陸化し、生活の場として利用され

ることカfあったのであろう 。

④2600年前頃には海水準がT.P. -0.4m付近にあり、松ヶ崎は陸化した。アシやヨシなどが繁

茂し、上部腐植層が形成された。下部腐植層が形成された4600年前と類似した景観が浦入湾に出

現したとみられる。今回の調査で検出した海岸汀線はこの陸化に対応するものである。検出面上

でみられた腐植士層は、上部腐植層に相当する土層であり、縄文時代晩期末から弥生時代中期中

葉にかけての土器を包含している（図版第58～60）。この土層を埋土とする土坑やピットがわずか

ながら認められ、この場が生活の一部として利用されていたことが確実視される。上部腐植層の

14c年代測定値のうち最も古いものが2670±80B.P.、最も新しいものが2120±80B. P.であり、

出土資料と矛盾しない。

⑤海岸汀線として認識した陸化時の土層は、安定した面を成している。これ以降、松ヶ崎の北

縁を中心に、黄灰白色の細粒砂が厚く堆積する。この層はゆるく、表土をなす撹乱土層直下まで

厚く堆積している。弥生時代後期から古墳時代の土器片の包含がみられた（図版第61）。 2600年前

以降、現在に至る聞の堆積層であろう 。

（田代弘）

第2節 N 地点、の調査

N地点は、浦入湾の最も奥まった西側の正陵斜面に立地する。斜面はおおむね南東に向って傾

斜しており、標高は 3～26mを測る。調査地のほぼ全域から、竪穴式住居跡・テラス状遺構・流

路跡 ・製塩炉跡などが検出された。なお、テラス状遺構とは丘陵斜面に造られた不定形な段状の

造成面をさす。テラスと呼ぶ平坦面には、整然とした柱穴や鍛冶遺構を伴うものなどがあり、一

様ではない。これらは、大きく弥生時代後期・飛鳥時代・奈良時代の 3時期に分けられる。また、

調査区のほぼ中央を、北西から南東に向かつて開析する埋没谷地形があり、ここで縄文時代の遺

物包含層を確認した。

以下、時代順に報告する。

1 .縄文時代

縄文時代の遺構・遺物が検出されたのは、 D四一g10・h10・h11・i11・112の各地区を中

心に広がる埋没谷地形においてである。調査は埋没谷地形の南西部を層位的に調査したにとどま

り、その全容を把握するには至らなかった。ただ、西側については、谷地形の肩をほぼ確認でき

た。その検出状況から谷地形を復原すると、推定最大幅25m・検出長20m以上、最大の深さ 4m

前後を測り、扇状に広がると予想される（図版第 5）。
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遺構は、後期に属すると思われる焼土 ・石囲い炉を除くと、顕著なものは検出されなかった。

また、遺物は主として遺物包含層から出土した。

谷地形および遺物包含層の堆積状況を第8図に示した。谷地形の最上層には、弥生時代の流路

跡SDOIや竪穴式住居跡SHl6などが形成されており、その下層に縄文時代の遺物包含層が、比

較的厚めの無遺物層にはさまれながら 3層確認された（以下、上層から包含層 I・ II ・皿 と呼

称）。

なお、包含層 Iの調査では、埋没谷地形の南西側の遺物包含層を除去して、おおむね旧地形を

検出した。包含層 II.固については、調査 トレンチ内での断面観察と小規模な面的調査を実施し

たにとどまる。

包含層 1 谷地形の南西部を、包含層 Iの上面まで重機で掘削し、 精査を行った。その結果、

石囲い炉 l基 ・焼土2か所を検出し、遺物包含層から多数の遺物が出土した。包含層 Iは、流路

跡SDOIのベースである茶灰色牒混じ り砂質土層などの下層に位置する暗茶褐色砂喋混じり粘質

土層である。包含層 Iでは、 D刊 h 10区を中心に縄文土器が出土した（図版第65・66 62～ 

140・第19図）。 包含層 Iは出土した遺物から縄文時代後期前葉の遺物包含層と考えられる。

石囲い炉は、D刊 i 10区で検出した（第9図）。炉跡の遺存状況は良好であるが、還元された

砂礁混じり粘質土層から検出されたため、原位置を保っていない可能性もある。炉跡は、厚さ 4

‘1 

1茶 灰色礎混じり砂質土
2暗茶縄色砂磯混じり粘質土

（包含層 I)
3.黄褐色ないし淡茶渇色粕質土

（縄文時代後期のベース）
4.茶掲色砂磯

(20-3Ccm大の礁を多く含む）
5.淡灰茶褐色穣混じり粕質土

一一一 (Iと同 層か）
6赤掲色粘砂土（焼土）
7灰色～青灰色砂磯
8.茶褐色砂礁

(20～30cm大の礁を多く含む）
9.茶褐色組砂
10.茶縄色粘質土
11.灰色～淡青灰色粘土

（小礁を少量含む）
12.茶掲色礁

(20-30cm大の礁を多く含む）
13.灰色～青灰色磯
14.灰黄色穣
15.暗青灰色粘土

（包含層皿、 炭化物を含む）
16.黄櫨色粘質土

ウ7,//7,///"
16 

。
第8図 N地点縄文時代調査区土層柱状図
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Sm ～ 5 cmほどの扇平な石

5個を 「UJ字形に並

べている。長軸長0.4

m ・短軸長0.35mを測

6m る。内面は赤く変色し

てお り、炉底も固く焼

け締まる。炉跡周辺か

ら土器片が出土した

（第四図141・142）。石
4m 

囲い炉は、検出された

層位、出土した土器片

から縄文時代後期に位

置づけられる。

包含層H 包含層 I

のベースは黄褐色ない

し淡茶褐色粘質土層で

あったことから、谷地

4m 形がもっと深くなると

考えられたため、谷地



形のほぼ中央部で、重機による断ち割りを実施し

た。その結果、さらに下層にも遺物包含層の存在

が確認できた。そこで、谷地形の南西部に長辺22

m・短辺13mの、矩形の調査区を新たに設定して、

重機掘削を行った。包含層 Iから約l.1 m掘り下げ

ると、遺物包含層が確認できた（暗灰色粘土層 ：包

含層II）。 包含層 Eの標高は、海抜3m前後を測る。

薄い包含層のため、細片化した少量の土器片（図版

第64 42～44・49・51～53・59）と石鍛2点（第28

図2・5）が出土したにとどまる。包含層 Eは、出

土した遺物から縄文時代中期の遺物包含層と考え

られる。

包含層川 包含層 Eの下ベースも黄褐色粘質土

ないし灰色砂喋層であったことから、調査区の南

東部をさらに重機で掘り下げた。その結果、包含
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層Eから約l.5～3.2m下層で基盤層（黄樫色粘質土 第9図 N地点縄文時代調査区

層）を確認した。また、調査区の東端で遺物包含層 検出石囲い炉跡実測図

を確認した（暗青灰色粘土層 ：包含層皿）。 包含層Eの標高は、海抜O～lmを測る。出土遺物は

細片化した縄文土器（図版第63・64 1～40）や石鍛（第28図3・8）などがある。出土した遺物か

ら縄文時代早期末～前期初頭の遺物包含層と考えられる。また、調査範囲内での最低標高は－

0. 308mを測る。

包含層田を中心に花粉分析および炭素14年代測定を行った。炭素14年代測定の結果、包含層皿

については6450±70B.P.という年代を得ることができた。

2.弥生時代後期～古墳時代前期

弥生時代後期～古墳時代前期の遺構は、調査地の中央付近で検出されたが、遺存状況は良好と

いえない。検出された遺構には、流路跡・竪穴式住居跡があり、特に流路跡SDOlからは大量の

遺物が出土した。

( 1）流路跡S001 （図版第 6・7・67～80)

遺構の概要 D四一 f4 . g 5・h6 . i 7区などで検出された。SDOlは、検出長28.2m ・ 

幅3.6～6.OmJ,1_仁、深さは、後世の削平のため場所によって異なるが、 0.4～1.2mを測る。SD 

01の上方は、 D四 f 4区よりも北西側では、飛鳥時代ないし奈良時代の溝跡と重複していた。

下方は、削平のためDW-j7区付近で消失する。また、 SDOlの南西部分は、現代の水路が敷

設されていたため、撹乱が著しく、調査を行うことができなかった。なお、この撹乱部分からも

S DOlと同時期の土器が多く出土した。

27 
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埋土の推積状況 S DOlに2か所の土層観察用のセクションを設けて堆積状況の観察を行った

（断面a a’・ 断面 b-b’）。 断面aーどでは、大きく 2層に分けることができる。上層（ 1～ 

6層）は、耕作等に伴う整地土のようであり 、遺物は含むが、i走路埋土とは考えにくい。下層（ 7 

～1 1層） はさらに 5層に分けることができ、各層から弥生土器が出土した。特に最下層の暗青灰

色喋混じ り粘土層からは多量の弥生土器が出土した。また、断面 a a’の上方では、 比高差約

1 mの段差を確認したが、詳細は不明で、ある。

断面b b’では、 SDOlの埋士として茶褐色砂喋混じり粘質土層(12層）を確認したが、遺物

の出土量はそれほど多くない。断面 b-b’付近で、縄文土器と思われる土器片が出土したため、

この断面に沿ってさ らに下層まで断ち割りを行った。その結果、先に報告したように縄文時代の

遺物包含層（包含層 I）を確認した。

遺物の出土状況 S DOlから出土した遺物は、大半が弥生土器であり、同時期の銅鉱 l点があ

る。このほか最上層では、古墳時代に位置づけられる土師器のほか、須恵器や製塩土器支脚など

も出土した。弥生土器は、 SDOl底面に比較的まとまって検出された土器群が4群ある（図版第

7)。また、流路の埋土からも大量の弥生土器が出土した。このほかにも 、縄文土器の破片が少

量ながら出土している。最終的な出土総量は、整理箱にして約50箱である。

埋土から出土した弥生土器については、調査区の地区割りにもとづいて取り上げた（第ll図）。

弥生土器はおもにD四－g5・h6区を中心に出土した。これらは 2次的に移動している可能性

が高いが、出土状況から、DVII g5地区に分布の中心があると判断された。

L~ 11 . om 
a’ 

L~且官

ヲ放
。 4m 

1茶樟色磯混じり粘質土

4茶灰色粘質土

8灰茶色磯混じり粘質土

11.暗青灰色磯混じり粘土

13.償茶色砂磯混じり粘質土

16.第15層に類似

2晴茶褐色砂磯混じり粘質土 3燈茶色砂磯混じり粘質土

5灰燈色砂磯混じり粘質土 6.檀褐色砂磯 7茶褐色粘質土

9.青灰色磯混じり粘土 10.淡青灰色磯混じり粘土

12.茶褐色砂磯混じり粘質土（SDOH里土）

14.第13層に類似 15茶灰色磯混じり砂質土

17.暗茶褐色砂磯混じり粘質土（包含層 ｜） 18.灰茶色砂磯混じり粘質土

第10図 N地点流路SDOl土層断面図

口
δq

L
 



S DOI底面から出土した弥生土器については、大

きく 4群に分けることができる （A～D群）。

A群は、 D四一 f4区に位置する。長軸長2.2

m・ 短軸長1.Omの範囲に、 SDOIの底面にほぼ接

して検出された。A群か らは、斐（32・36・41・

43・52・63・68・75・83・95・96・98・100・103・

106・114. 135）・鉢(153・181・182）・脚部（242・

243・247）などが出土した。

B群は、 D四 g 5区の北より、断面 a-a’付

近に特に集中して出土した。多量の弥生土器をこの

付近に集中して投棄したと考え られる。B群からは

査（ 8）・護（38. 77・85・111・118. 132・136）・鉢

(151・157・164・168・192・193）・高杯(195・

214）・底部（297）などが出土した。また、土層断面

a a’のセクションから銅鍛 l点（第30図）が出土

した。これはB群の土器群とともに投棄されたもの

と考え られる。

C群は、 D刊－ h6区の北東隅、 SDOlの肩に若

干のまとまりを持って検出された。C群からは、

査 ・斐などが出土しているが、 量的には少なく、図

示していない。

D群は、 DVII i 6区と i7区の境界付近で、 S

DOlの埋土中からややまとま って検出された。D群

からは、査（22）・蓋(120）・器台（240・241）などが

出土しているが、 C群同様、 量的には少ない。部分

／ト／

介、
's. '9 
唱も

I". 
寸

~ ~ 

』p

。

， 
ず

’；＞ 

.s-9, 
『b

検 出遺構
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ォ、

ちも

寸、、
10m 

的に近現代の畑の耕作に伴う撹乱がある。 第11図 N地点流路跡SDOl地区割り 図

上記の 4群のうち、 A ・Bの2群については比較的原位置をとどめていると判断されるが、

C・D群については不明である。

出土した遺物から弥生時代後期後半に位置づけられる。

(2）竪穴式住居跡

竪穴式住居跡を 4基検出したが、丘陵斜面に立地することや飛鳥時代の遺構群に削平されてい

るため、その全容は明らかでない。出土遺物としては、弥生土器・古式土師器などがある。

竪穴式住居跡SH05（図版第8・80) D刊 e 10区で検出した。丘陵上位側の西半部のみが遺

存していた。削平されていたため、正確な規模は不明であるが、方形を呈する竪穴式住居跡と思

われる。周壁溝や主柱穴は検出されなかった。床面上で焼土を確認した。遺物は、床面上で斐の

-29-
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底部や高杯（333～335）などが出土したが、いずれも細片である。出土した遺物から弥生時代後期

ないし古墳時代前期に位置づけられる。

竪穴式住居跡SH 16（図版第8・80) D四一 f7・f8・g8区で検出した。正陵下位側を失

うほか、住居跡の北東側約1/3が後世の土石流によって削平されていた。また、住居跡の大半が、

埋没谷地形を埋める土石流上に造られていたため非常に検出しにくかった。住居跡は、内側に約

0.4mの段差をも って 2段に掘り込まれていた。住居跡の規模は、外側がほぼ円形を呈し、復原

直径12.5mを測る。内側の掘り込みは隅丸方形に近い形状を呈するが、土石流で削平されている

ため正確な規模は不明である。内側の掘り込みに周壁溝が認められた。外側のテラス部分の機能

については不明である。柱穴は上段の床面上で l基確認した。

遺物は、いずれも埋土中から出土した。また、鏡形土製品と思われるもの（332）も出土してい

る。出土した遺物にはやや時間幅が認められるが、下段から出土した土器群から弥生時代後期末

ないし古墳時代前期に位置づけられる。

竪穴式住居跡SH 17 （図版第8・80) D VII f 9区で検出した。竪穴式住居跡SHl6の南に位

置する小規模なテラス状の遺構である。丘陵下位側を失う。平面形は方形と思われるが、全体の

規模は不明である。竪穴式住居跡でない可能性もある。遺物は、床面上から斐（336・337）・高杯

(338・339）・器台（340）などが出土した。出土した遺物から弥生時代後期に位置づけられる。

竪穴式住居跡SH 28（第12図） D四 h 10区で検出した。古墳時代以前の遺物包含層の調査中

に検出したものである。削平が著しいため、正確な規模は不明であるが、周壁溝 ・焼土が検出さ

れた。遺物は、周壁溝から弥生土器細片が出土したのみである。検出された層位などから弥生時

代後期の可能性を考えた。
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第12図 N地点竪穴式住居跡SH28実測図

ハ
u

q〈
U

3.古墳時代

古墳時代の遺構として、

竪穴式住居跡 l基を確認し

た。

竪穴式住居跡SH 31 （図

版第11・81) D四 f 11 

区ほかで検出した。「L」

字形にめぐる周壁溝と、残

存幅0.6～0.Sm程度の床面

を検出した。 住居跡の北東

半は、土石流の上面に造ら

れており、遺構の検出が困

難であった。床面上で柱穴

を6基検出したが、全てS



検出遺構

H31に伴うものかどうかは不明である。

遺物は、周壁溝から土師器高杯（ 4）、柱穴p3 . 4から斐（3 ）・高杯(1・2）などが出土した。

出土した遺物から、古墳時代中期後半頃に位置づけられよう 。

4. 飛鳥時代

飛鳥時代の遺構は、調査地内のおもに南半で検出された。遺構には、 竪穴式住居跡 ・テラス状

遺構のほか、鍛冶炉跡と思われる焼土などがある。

(1)テラス状遺構

テラス状遺構SH 10（図版第 9・81) D刊 － e 10・f10区ほかで検出した。調査の結果、少な

くとも 2基のテラス状遺構が切り合っていると判断された。すなわち、 SHlOの床面の大半は S

Hllと重複しており 、その一部と周壁溝を検出したにとどまる。遺構の北東半が土石流の堆積土

上に造られていた。柱穴は SHll床面上で検出されたものの中に SHlOに伴うものがあると考え

られる。SHlOとSHllの先後関係については不明で、あるが、さほど時間差はないと思われる。

出土遺物のうち、明らかに SHlOに伴う遺物は、周溝内から出土した移動式竃（第20図299）に

限られる。また、埋土から出土した遺物は、 SHlO、SHllと区別することが困難であったため、

一括して取り上げた。埋土出土遺物としては、須恵器蓋A・B・C、杯A・B・C、椀C、土師

器杯・斐（5～ 8・10・12～16・19～38）、製塩土器・製塩土器支脚（図版第96 1～ 8）などがあ

る。出土遺物は複数の時期にまたがる。

テラス状遺構SH 11 （図版第 9・81) D四－e 10・f10区で検出した。SHll は、北東隅を欠

く。丘陵上位側の周壁は、約3.7m分が約0.3～O.Sm突出する。周壁溝は、北西部分のみ確認で

きた。テラス面上では柱穴を10基ほど検出したが、建物跡などを復原することはできない。

また、 SHllのテラス面において鍛冶炉と思われる焼土面を少なくとも 2基確認した（鍛冶炉

1 . 2 ）。 どちらの焼土も炉底などはすでに削平されていたが、床面直上の埋土を採集して洗浄

した結果、ごく少量の鍛造剥片が検出されたことから、鍛冶炉跡と判断した。

明らかに SHllに伴う遺物として、柱穴から出土したものがある。柱穴p2からは須恵器杯A

( 9・11）・高杯A(17）が、柱穴p1から須恵器高杯A(18）が、柱穴P4からは土師器査（32）が、

それぞれ出土した。また、鉄i宰（図版第146-18）は、埋土出土であるが、鍛冶炉 lに近接して出

土した。

S HlO・11は、柱穴出土遺物を上限として、埋土出土遺物を下限とする。各柱穴から出土した

遺物は浦入 I期に、埋士から出土した遺物は浦入E～IV・ VI期に位置づけられる。なお、浦入遺

跡における時期区分は、第3節（3）の b項を参照されたい。

テラス状遺構SH24（図版第15) DVI-k20区で検出した。テラス面上で焼土を検出したが、

周壁溝や柱穴などは検出されなかった。テラス面上に段差が見られるため、時期を違えて造成さ

れた複数のテラス状遺構、あるいは竪穴式住居跡が重複している可能性がある。遺物には、須恵

器蓋Bの破片などがあるが、図示していない。出土した遺物から浦入E期と考えられる。

1
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以上のほか、D四－d5・d6・e6区でテラス状遺構SH29・30を検出 した。どちらも埋没

した谷地形の斜面部に造成されており、削平が著しいが、テラス状遺構と考えられる。遺物は、

須恵器 ・土師器が、谷状地形の埋土と合わせて多数出土したが、明らかに遺構に伴う遺物は出土

しなかった。出土した遺物から浦入 I期ないしE期に位置づけられる。

(2）竪穴式住居跡

竪穴式住居跡SH 01 （図版第10・83) D四一c7区ほかで検出した。N地点でもっ とも高所に

位置する。東側に SH04が重複しており 、全体の規模は不明であるが、平面形は方形と考えられ

る。周壁溝はない。柱穴は 1基確認した。住居跡の北壁の隅寄りには造り付けの竃を もっO

竃は、住居の内部に煙道を有するもので、煙出しを住居跡の外部に設ける。全長約2.2mを測

る。焼成部・煙道部ともに天井部は崩落しており、上部構造は不明である。焼成部は堅く焼け締

まっている。煙道はほぼ真北に延びる。竃が周壁の隅によ っている点や周壁と竃の聞が床面よ り

も高くなっている点などが、京都府綾部市青野 ・綾中遺跡群などで検出されている、いわゆる

「青野型竪穴式住居跡Jに類似手詰。ただし、［青野型竪穴式住居跡Jのように竃を造る部分を掘

り残すのではなく 、いったん掘削した後、改めて竃を造り付けている点が異なる。

出土遺物として、杯B(89）が竃上から、聾A(90）・斐B(91・92）が竃の東側で出土した。この

ほかに土師器査の破片などがある。出土した遺物には須恵器が含まれず、詳しい時期は不明であ

るが、浦入 I期ないしH期に位置づけられる。

竪穴式住居跡SH04（図版第10) D四一 c7区で検出した。竪穴式住居跡SHOlの東側に位置

する。E陵下位側を失うが、平面形は方形を呈すると考えられる。柱穴は 2基検出した。周壁

i茸・竃などはみられない。

出土遺物がないため時期は不明である。また、 SHOlとの先後関係も不明である。

竪穴式住居跡SH08（図版第10・82) D四－ e 12区で検出 した。丘陵下位側を失うが、平面形

は隅丸方形と考えられる。SHOSは、後述する竪穴式住居跡SH09と重複しているが、検出状況

から SHOSの方が新しい。SHOSの先端部に見られる焼土は、 SH09に竃を伴うことから SHOS 

の炉跡と考えられる。北東辺の中央に土坑がある。周壁溝・主柱穴などは確認されなかった。

出土遺物としては、床面上から土師器聾A(49・51）・査（52）がある。また、埋土から須恵器蓋

A (39・41・42）・杯A(43・46）などが出土した。出土した遺物から、おおむね浦入 I期に位置づ

けられる。

竪穴式住居跡SH09（図版第10・82) D VII -e 11 ・ e 12区で検出 した。先述のように竪穴式住

居跡SHOSと重複する。SHOSより一回り大きく、 北東辺に竃を伴う。竃の構築材の芯として角

礁を使用している。竃の煙道は、ほぼ真北に延びる。周壁溝は確認されなかった。柱穴は床面上

では確認されなかったが、周壁と重複、あるいは近接して、柱穴が認められた（p 1～ 4）。これ

らの柱穴がSH09とSHOSのどちらに伴うものかは不明で、ある。

出土遺物としては、須恵器蓋A(40）・杯A(44・45）、土師器杯B(47）・聾A(48）・斐B(50）、

移動式竃（53）などがある。50は、 竃周辺から出土した。53は、埋土から出土したが、造り付け竃
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がみられることから、 SH09に伴うものかどうかは不明で、ある。出土した遺物から浦入 I期に位

置づけられる。

竪穴式住居跡SH 12（図版第11・83) D四一 i2・i3区ほかで検出した。丘陵下位側を失う

ため、全体の規模は不明であるが、平面形は隅丸方形を呈すると考えられる。床面上で、小規模な

柱穴を l基検出した。周壁溝は有さない。住居跡の東寄りで、竃の残欠と思われる焼土を検出し

た。北東問から住居の外に向かつて溝状のくぼみがあることから煙道の可能性がある。

出土遺物として、須恵器蓋B・C、杯B・C、土師器杯B ・蓋A・ 鍋Aなどがある。このうち、

須恵器杯c(81）、土師器皿Ab (85）・斐A(87）などが竃の周辺から出土した。他のものは埋土か

ら出土した。また、埋土から製塩土器の破片が出土した（図版第95-1～ 4）。 出土した遺物から

浦入E期ないし皿期に位置づけられる。

竪穴式住居跡SH 15（図版第11. 82) D四－ g 11 . g 12区で検出した。丘陵下位側を失うが、

平面形は隅丸方形を呈すると考えられる。住居跡北隅を含む北東半については、土石流の上面に

造られており、遺構の検出がやや困難であった。周壁溝 ・主柱穴などは確認されなかったが、床

面上で焼土を確認した。

出土遺物として、床面上から須恵器蓋A(54）・杯A(55・56）、土師器杯A(59）・斐A(60）・斐

A (61～63）、石錘（第33図5）などが比較的まとまって出土した。土師器杯A(57・58）は埋土出土

である。出土 した遺物から浦入 I期に位置づけられる。

(3）土坑

土坑SH21 （図版第83) D刊 n 2区ほかで検出した。当初、竪穴式住居跡と考えていたが、

平面形が直径3.5mほどの半円形を呈することから土坑と判断した。また、床面が水平とならな

い。出土遺物としては、埋土から須恵器蓋B(64・65）・杯B(66～69）・躍（70・71）、土師器杯B

(72・73）・聾B(75・76）・甑（74）などがある。出土した遺物から浦入E期に位置づけられる。

5.奈良時代

調査地の北東側を中心に、テラス状遺構5基・竪穴式住居跡 1基などを検出した。テラス状遺

構は居住用の掘立柱建物のほか、製塩作業に関連する作業場として利用されたと考えられる。

(1)テラス状遺構

テラス状遺構SH 13（図版第12・84) D四 j 4・j5区ほかで検出した。テラス状遺構SH 

14と近接しており、重複関係にあると考えられるが、前後関係は明らかでない。遺構の撹乱が著

しく、幅0.8～ lmのテラス面がかろうじて遺存していたにすぎない。周壁溝 ・柱穴 ・焼土など

は認められなかった。

出土遺物としては、須恵器蓋B(97～99）・蓋c(100）・杯 B( 101～ 1 07）・杯c( 108～ 

111）・躍(112・113）、土師器杯A(116～118）・杯B(121・122）・椀A(119・120）・皿A(123・

124）・皿B(125）・聾B(126～128）、移動式竃(129）などがある。これらの遺物の大半は、埋土か

ら出土したもので、テラス面直上から出土したものはほとんどない。SHl3出土土器には、若干
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の時間幅が認められる。出土した遺物から SHl3は浦入E期ないしE期に位置づけられる。

テラス状遺構SH 14 （図版第12・86・87) D四－ k5区ほかで検出した。竪穴式住居跡SH22 

と重複関係にある。当初、SH22と同一の大規模なテラス状遺構と考えたが、テラス面に段差が

認められたことや遺構の掘形が屈曲することなどから、 2つの遺構が切り合っていると考え、南

西側を SHl4、北東側を SH22とした。SHl4は、 SH22との切り合い関係や撹乱などによって、

その全容は明らかでない。周壁溝・柱穴 ・焼土などは確認されなかった。しかし、堆積土のの厚

さが lm近くあり、埋土から多量の遺物が出土した。

出土遺物として、 須恵器蓋B(197）・蓋c(198～203）・杯B(209～215）・杯c(219～227）・皿

A (217）・皿c(231～233）・高杯B(216）・椀c(234）・斐（235・236）、土師器杯B(237・242）・

杯c(238・240・241）・杯D(249）・皿B(243～248）・斐A(251）・斐B(250・253～255）・護C

(252）・鍋A(257）・甑（256）・士馬・輔の羽口などがある。これらの遺物はいずれも埋土出土で

あるが、椀c(234）のように明らかに時期の異なるものをのぞくと、比較的土器相と してはまと

まっている。輔の羽口の破片（図版第145 11）が出土したが、SHl4では、明瞭な鍛冶関連遺構

を確認することはできなかった。SHl4の内部もしくは周辺部で、鍛冶関連作業が行われていた

ことを示唆すると考えられる。また、SHl4からは土馬が出土している （第32図－2）。出土した

遺物から浦入国期に位置づけられる。

テラス状遺構SH 19（図版第13・85) D W j 3 ・ k 2・k3・I2区ほかで検出した。大規

模なテラス状遺構である。テラス面で柱穴を多数検出してお り、テラス面の南西半では掘立柱建

物跡として復原できた（PI～P 11）。建物跡は正陵の下位側を失うが、桁行6間(10.Sm）・梁間

2間分（2.9m）を確認できた。この建物跡に重複して周壁溝が検出された。北東半では、建物跡

などとして~原できるものはなかった。

遺物の大半は埋土から出土した。出土遺物としては、 須恵器蓋A(140）・蓋B(141・142）・蓋

c (143～145）・ 蓋G(146）・杯B(147）・杯c(148～150）・高杯(152）・査(151）・練り鉢(153・

154）、土師器杯A(155～157）・杯B(158～160）・皿B(161）・聾A(162）・斐B(163～166）・鍋A

(167・168）、製塩土器 ・製塩土器支脚（図版第95-5～10）などある。製塩土器は、完形の製塩土

器支脚（8）が埋土から出土した。また、細片化した製塩土器が、周壁溝やテラス面よりも若干浮

いた状態ではあるが、ややまとま って出土した。出土した遺物から浦入皿期に位置づけられる。

テラス状遺構SH20（図版第14・88) D刊 m3区で検出した。複数のテラス状遺構あるいは

竪穴式住居跡が重複関係にあると考えられる。テラス面の中央付近に段差がみられ、この段差に

沿って直径0.3～0.5mの柱穴が4基並ぶ（Pl～ 4）。また、テラス状遺構SH23で検出された柱

穴 l基（p 5）とで、「L」字状に屈曲する柱列が復原できる。これが柵なのか、掘立柱建物跡な

のかについては不明である。長辺3問分（4.4m）、短辺 1間分（1.7m）を確認した。SH20では、

周壁溝や焼土などは確認されなかった。なお、西隅付近で人頭大程度の礁が、長さ4.lm －幅0.7 

～l. lmの範囲にまとま って検出された。テラス面からは浮いており、 SH20よりも新しい時期

の暗渠などと考えられる。
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遺物の大半は、埋土から出土した。出土遺物としては、須恵器蓋c(258・259）・杯B(267・

268）・杯c(260～265）・杯（275・276）・椀A(269 ・ 270）・椀B(274）・長頚査（271～273）・斐

(277・278）、土師器杯A(284）・杯B(283）・皿B(279～282）・斐B(285）・鍋B(286）・甑（287）、

製塩土器 ・製塩土器支脚（図版第95 16～18）などがある。出土した遺物から浦入町期に位置づけ

られる。

テラス状遺構SH23（図版第14・88) D VII n 3区ほかで検出した。テラス状遺構SH20と重

複関係にあるが、前後関係は不明である。また、北辺の周壁が大きく屈曲することから、SH23 

も複数の遺構が切り合っている可能性がある。遺構の南西側がすでに大きく削平されており、規

模なども不明である。周壁溝 ・焼土はみられなかった。テラス面上や周壁と重複して柱穴が確認

された。ただし、建物跡として復原することはできなかった。

出土した遺物としては、須恵器蓋c(288・289）・杯B(293・294）・杯c(291・292）・皿A

(290）・椀B(295）、土師器杯B(296）・鍋A(298）・査（297）などがあり、いずれも埋土から出土

した。出土した遺物から浦入IV期に位置づけられる。

(2）竪穴式住居跡

竪穴式住居跡SH22（図版第15・86) D四 I 4区ほかで検出した。テラス状遺構SHl4と重

複関係にある。周壁溝は検出きれなかったが、柱穴や焼土を確認できた。主柱穴は、 直径0.5～

0. 7mを測る柱穴が3基ずつ、 2か所にまとま って検出された。これらの柱穴から、 SH22は3

回程度の建て替えがあったと考えられる。

出土遺物としては、須恵器蓋c(174・175）・蓋F(176）・杯B(177～181）・杯c(182～184）・

椀B(185）・ 査(186・187）、土師器杯A(191～193）・杯c(188～190）・斐A(196）・蓋B(194・

195）、製塩土器・製塩土器支脚（図版第95-11～15）などがある。遺物は、埋土中から出土したも

のに限られる。出土した遺物から浦入固ないしIV期に位置づけられるが、遺物の大半が埋土出土

であることから、この時期まで竪穴式住居跡が存在したことを示すとは考えられない。

(3）土坑

土坑SK 02（図版第12・84) D刊一 j5区で検出した。テラス状遺構SH02の北西に位置する。

形状的には士坑SH21に類似した円形状を呈するが、丘陵下位側を失うため正確な規模等は不明

である。残存する最大径は1.6mを測り、規模の点では SH21を一回り 小さくしたようなもので

ある。

出土遺物としては、須恵器蓋c(130～132）・杯B(133）、土師器杯B(138）・杯c(134・135）・

椀A(136）・聾B(138・139）などがある。出土した遺物から浦入皿期に位置づけられる。

（筒井崇史）

第 3節 B 地点の調査

B地点は、N地点の北側に接するE陵の斜面に立地する。斜面は、 N地点と B地点の境でやや

傾斜する方向を変えており、おおむね東南東に向いている。標高は 8～18mを測る。検出された

遺構は、テラス状遺構3基 ・土坑状遺構 1基のほか、鍛冶炉と思われる焼土4基を確認した（以
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下、鍛冶炉 l～ 4とする）。 遺物は、遺構からごく少量が出土したにとどまる。また遺構周辺か

らも遺物が出土した。これらは遺物包含層出土遺物として報告したが、中世須恵器や瓦質土器な

どが含まれている点において他の調査地点と異なる。なお、これら新しい時期に相当する遺構は、

検出されなかった。

B地点では、当調査研究センターの調査に先立って、平成7年度に舞鶴市教育委員会による試

掘調査が行われている。この試掘調査では、鍛冶炉や、テラス状遺構SHOl ・ 02などが確認され

た。これらの試掘調査の成果も合わせて、 B地点として一括して報告する。遺物も同様に、舞鶴

市教育委員会の調査で出土した遺物も含めて報告する。

1 .テラス状遺構

テラス状遺構SH01 （図版第17・97) D VI -o 15・016区で検出した。テラス状遺構SHOlは、

遺構の遺存状況が良好とはいえず、テラス面のほか、周辺で多数の柱穴が確認されたことから、

複数の遺構が重複している可能性が高い。テラス面の外側（北側）で確認された鍛冶炉跡も含めて、

S HOlとして記述する。なお、 遺構の北半は、舞鶴市教育委員会の試掘調査で確認されていたも

のである。

テラス面は、幅0.6～ lmほどしか残存していなかったが、テラス面を中心に多数の柱穴が検

出されたことから、複数の掘立柱建物跡ない し柵が重複していると考えられる。また、SHOlの

北側に 「L」字状に屈曲する別の落ち込みが認められ、複数のテラス面があったと考えられる。

鍛冶炉4基は、いずれもテラス状遺構SHOlのテラス面の北側でまとま って検出された。現地

表から鍛冶炉の検出面まで、わず、か10数cmの深さしかなかったことから、鍛冶炉本体や鍛冶炉を営

んだテラス面などはすでに、削平されていたようである。

遺物は、埋土中から出土したものが大半である。出土した遺物としては、須恵器杯A( 1）・杯

B(2・3）・椀（4 ）、土師器蓋B( 5）・聾c( 6）などがある。また、鍛冶炉2からは須恵器杯B

cの小片が出土した。出土した遺物の時期が複数の時期にまたがることから SHOlの時期は特定

できないが、鍛冶炉2については浦入皿ないし町期に位置づけられる可能性がある。この点はB

地点検出の他の遺構とも矛盾しない。

テラス状遺構SH 02（図版第18・97) D VI -s 9 ・ t 8区ほかで検出した。北東側は舞鶴市教

育委員会の試掘調査で確認されていたものである。テラス状遺構の北東半では周壁溝・柱穴など

が検出されたが、南西半では、テラス面を検出したのみである。なお、南西半で、は周壁に沿って

人頭大の礁が検出されたが、この礁がSH02に伴うものであるかどうかは不明である。柱穴は、

列状に並ぶものがあるものの、建物跡として復原できるものはなかった。テラス状遺構の南東側

に長径l.9m ・短径l.2m ・深さ0.3mの浅い土坑状の落ち込みを検出した。

遺物は、埋土から出土した。出土遺物としては、須恵器蓋Ca ( 7 ）・杯c( 8）、土師器杯A

(10）・杯B( 9）・杯C(11 . 12）・皿B(13）・聾(14）などがある。出土した遺物から浦入E期に位

置づけられる。また、 テラス面の南東側で確認された遺物包含層からはSH02出土遺物よりも新
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しく位置づけられる瓦質土器鍋（第21図71～73）などが出土した。これらは、浦入遺跡では最も新

しく位置づけられる遺物である。

テラス状遺構SH 03（図版第19・96・97) D VI -q 8 ・ r 7 ・ r 8 ・ s 7区で検出した。テラ

ス面の検出長が18mに達する大型のテラス状遺構である。テラス面の幅は0.6～1.Smしか残存し

ていなかった。テラス面上に複数の段差が認められることから、複数のテラス状遺構が重複して

いると考えられる。周壁溝は認められなかった。直径0.3m程度の小規模な柱穴を多数検出した

が、柱穴群を建物跡として復原することはできなかった。また、比較的多数の焼士や炭溜まりな

どが検出された。これらの多くはテラス面から正陵斜面下方に向かつて崩落したような状況で検

出された。

遺物は、埋土・床面上のほか、遺構の南東側の包含層から出土した。出土した遺物としては、

須恵器蓋（15）・杯B(16・18）・杯c(20～22）、土師器杯A(25）・杯B(24）・杯c(23）・斐B

(26・27）・鍋A(28）などがある。また、遺構の南東側の包含層からは、製塩土器・製塩土器支脚

が出土した（26～28）。26・28は、接合しないものの、製塩土器のほぼ全形をうかがいうる資料で

ある。27は全高の非常に低い支脚である。両者はともに 2次堆積層出土資料であるが、浦入遺跡

における最古段階の製塩土器と製塩土器支脚のセット関係を知る上で重要な資料である。出土し

た遺物から、 SH03は浦入国期に位置づけられる。製塩土器・製塩土器支脚もほぼ同時期と考え

られる。

2.土坑

土坑SH04（図版第16・97・98) D VI t 11 ・ t 12区で検出した。当初、竪穴式住居跡もしく

はテラス状遺構が著しく削平されたものと考えていたが、床面が水平にならず、やや傾斜してい

ることから大型の土坑状の遺構と判断した。また、柱穴状の遺構 1基を検出した。

遺物は、埋土から多量に出土した。出土した遺物としては、須恵器蓋（30）・杯A(29）・杯C

(32～34）・壷（35～37）、土師器杯A(42）・杯B(40・41）・蓋A(44）・蓋B(45）、中世須恵器（47）、

瓦質土器（48）などがある。47・48などのように明らかに後世のものが混入するが、出土した遺物

から浦入国期前後の遺構と考えられる。

（筒井崇史）

第4節 A 地点の調査

A地点は、 N地点の南約lOOmに位置し、ほほ東向きの正陵斜面に立地する。標高は 3～35m

を測る。第I章第 3節で述べたように、 A 1・A 2・A 3の各地点に区分した上で調査を

行った。調査の結果、 A-1地点では、竪穴式住居跡 1基・テラス状遺構6基・掘立柱建物跡2

棟・柵2列・土坑3基・溝2条・柱穴150基余りなどを検出した。A-2地点では、テラス状遺

構をはじめ、柱穴や土坑、焼土などを検出したが、遺構の密度は希薄で、あった。 A 3地点では、

後述するように、地滑りによって遺構面が崩落していたが、遺物を包含する土坑状の遺構や柱穴

を約60基検出した。
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なお、 A地点でも、平成 7年度に舞鶴市教育委員会によ って試掘調査が行われた。この試掘調

査では、鍛冶炉と思われる焼土面や、テラス状遺構SH05・08の一部などが確認された。ここで

も、個々の試掘調査の成果を、 A地点として一括して報告する。遺物も同様に、舞鶴市教育委員

会で出土した遺物を含めた報告を行う 。

1. Aー 1地点

(1)掘立柱建物跡

A I地点で検出した柱穴群は200基近くに達するが、このうち建物跡として 2棟を復原する

ことができた。出土遺物は多くないが、各柱穴から少量の須恵器・土師器などが出土した。

掘立柱建物跡SB 01 （図版第22・99) C咽－ I 6 ・ m 6区ほかで検出した。桁行 4間（7.8 

m）・梁間 2間（5.3m）の掘立柱建物跡である。検出した柱列は北西・北東の 2辺、 7柱穴分であ

る。主軸はN35°Eを測る。桁行の柱穴（Pl～ 5 ）は、 一辺が55～95cmを測る隅丸方形または隅

丸長方形を呈し、深さは70cm前後を測る。確認できた柱痕跡は直径20cmないし30cmを測る。梁間

の柱穴（p 6・7）は一辺が50～60cmを測り、桁行の柱穴よりもやや小さい。これは大きく削平さ

れているためと思われる。なお、梁間は、 p7よりもさらに南西にのびる可能性もあるが、 SB 

02が梁間 2間であることから、 SBOlも2間と考えられる。

時期の判断できる遺物がほとんどないが、後述する SB02とほぼ同一主軸であることから、浦

入E期に位置づけられるものと考えられる。

掘立柱建物跡S802（図版第23・99・105) C咽 k 7 . k 8・I8区ほかで検出した。桁行

3間（7.3m）・梁間 2問（5.Om）の掘立柱建物跡で、 SBOlの南東に位置する。柱穴は、南西辺と

南東辺の交差する柱穴が検出できなかったほかはすべての柱穴を検出した。ただし、 Plがやや

小さいので、その北西側に位置する柱穴である可能性もある。主軸はN36°Eを測 り、SBOlと

ほぼ同一の主軸である。E陵上位側の柱穴は径0.8～l.lmを測り、平面形が円形もしくは楕円形

を呈する、やや大型の柱穴を主体とする。しかし、丘陵下位側では、削平が及んだためか直径

0.4～0. 7mの円形を呈するものが多い。SB02で柱痕が確認できた柱穴はない。

出土遺物としては須恵器蓋B(12・13）、土師器杯B(17・19）・杯c(18）・皿A(15）・蓋A

(16）・鍋A(14）などがある。遺物はいずれも柱穴内から出土した。12・15はp2、13・16～18は

p 3、14はp8から出土した。出土遺物から浦入E期に位置づけられる。

(2）柵列

掘立柱建物跡2棟に重複するように、 2列の柵跡を検出した。

柵跡SAOl （図版第22・99) C咽－ I 6・m5区で検出した。掘立柱建物跡SBOlの北西側桁

行の柱列にほぼ重複するように検出された（p 8～12）。主軸はN36。Wを測り、 SBOlとほぼ同

一の主軸である。柱穴は平面形が円形ないし楕円形を呈し、径0.5～O.Smを測る。 P10～12では

径20～25cmの柱痕を確認した。SBOlとの前後関係は不明であるが、それほど時間差はないであ

ろう。
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出土遺物としては須恵器蓋（4 ）・杯C(5・6）・聾（ 9）などがある。 4・5・9は柱穴P8、

6は柱穴pg、8は柱穴P8もしくは p2から出土した。出土遺物から浦入E期ないしW期に位

置づけられる。

柵跡SA02（図版第23) C珊－k7・k8区で検出した。掘立柱建物跡SB02の北西側桁行の

柱列と重複して検出された（p 10～14）。主軸はN37。Wを測り 、SB02とほぼ同ーの主軸である。

柱穴は平面形が円形を呈し、径0.3～0.5mを測る。柱痕は検出されなかった。出土遺物は須恵

器・土師器・製塩土器の細片が出土したが、図示するには至っていない。SAOl同様、 SB02と

の前後関係は不明で、あるが、それほど時間差はないと考えられる。

(3）テラス状遺構

テラス状遺構SH02（図版第22・101) C咽 l 3区ほかで検出した。床面上で直径0.6m・深

さ0.3mのやや大型の柱穴もしくは土坑と思われる遺構を l基検出した。遺構の遺存状況が悪く、

埋土・柱穴からの遺物の出土はなかった。ただし、 SH02の周辺から士師器蓋B(112）が出土し

た。遺構の時期は明らかでないが、 A-1地点で出土した遺物の大半は、浦入III・ IV期に位置づ

けられることから、おおむねこの時期に該当すると考えられる。

テラス状遺構SH03（図版第22・99) C四一 l5 . l 6区で検出した。掘立柱建物跡SBOl・

柵SAOlと重複する。テラス面の遺存する幅は非常に狭く 、調査以前に大きく 削平されたと考え

られる。SH03は、 SBOlあるいはSAOlの建築に伴って、テラス面として造成されたものと考

えられる。

出土遺物としては、須恵器蓋B(1）・蓋（ 3 ）・杯c( 7）・聾(10）・土師器鍋A(11）などが出土

した。出土した遺物から浦入国期に位置づけられる。

テラス状遺構SH04（図版第24・100) C四一m5区ほかで検出した。テラス状遺構SH05と

重複する、やや小規模なテラス状遺構であるが、 SH04の正陵上位側の掘形ラインは直線となら

ないため、土坑である可能性もある。また、 SH04の南半には、床面に段差がみられ、別の遺構

が重複すると考えられる。周壁溝は検出されなかった。柱穴は直径20cm程度のもの 3基が検出さ

れたが、建物跡などとしてのまとまりは認められなかった。

遺物は、埋土から出土したものが大半を占める。また、埋士から細片化した製塩土器がまとま

って出土した。製塩土器は、 SH04が埋没していく過程で、 一括投棄されたと考えられる。出土

した遺物としては、須恵器蓋c(41～44）・蓋D(45・46）・杯B(51）・杯c(47～50）・高杯B(53）、

土師器杯c(54～56）・聾A(60）・斐B(57～59）、製塩土器（図版第105 12～20）などがある。出

土した遺物から浦入皿期に位置づけられる。

テラス状遺構SHOS（図版第24・100) C四－n5区ほかで検出した。SH05の北西半は、舞

鶴市教育委員会の試掘調査で確認されていたが、溝SDOlと重複していたため、形状等について

やや不明瞭な点がある。床面上やその周辺で、多数の柱穴を検出したが、建物跡としてまとまる

ものは認められなかった。なお、 SH05は、竪穴式住居跡の可能性もある。

遺物は、埋土から出土したものが大半を占める。出土した遺物としては、須恵器蓋c(61・62）、
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土師器杯A(63）・斐A(64）・鍋B(65・66）などがある。出土した遺物から浦入国期に位置づけら

れる。

テラス状遺構SH06（図版第24・101) C四一 n4区で検出した。小規模なテラス状遺構であ

る。床面が平坦であるものの、周壁が直線的で、ないことや、小規模であることなどから、士坑の

可能性もある。遺物は、埋土中から出土したものが少量あり、須恵器杯c(105）を図示した。出

土した遺物が少ないため詳細は明らかでないが、浦入田 ・N期に該当すると考えられる。

テラス状遺構SH08（図版第25・101) C咽 h 8・i7 . i 8区ほかで検出した。比較的大

型のテラス状遺構である。遺構の北東隅部分は、舞鶴市教育委員会の試掘調査で確認されていた。

遺構が土石流によ って破壊されていたため、正確な規模は不明である。北隅部分のみを確認する

ことができた。北隅部分を一部を掘り残して周壁を形成する。テラス面上には、周壁溝は認めら

れなかった。柱穴は多数検出し、 2棟の建物跡を復原することができた（建物跡 1. 2 ）。 また、

鍛冶炉跡と考えられる焼土を 2基検出した（鍛冶炉 1・2）。

建物跡 1( p l～ 5）は、桁行3問分（長さ9.5m）・梁間 1間分（2.Sm）を検出した。建物跡の主

軸は、 N24°Eを測り、 一部が遺存していた周壁の主軸に一致する。なお、母屋と考えられる建

物跡の北側に直径20～35cm程度の小規模な柱穴が3基（p 6～ 8）が、建物跡 lの北辺に平行して

並んで、おり、庇などの支柱と考えられる。鍛冶炉 lはこの部分で検出された。

建物跡2は、建物跡 lとは主軸を異にし、桁行き 3間分（p 9～12、長さ6.7m）を検出したが、

梁間に相当する柱穴は確認できなかった。しかし、柱穴の規模が建物跡 lとあま り変わらないこ

とから建物跡と考えられる。以上のほかにも多数の柱穴・小土坑などが検出された。

鍛冶炉と思われる焼土は、内部に炉底の一部と思われる暗青灰色を呈する硬化面が認められる

ことや、埋土や柱穴から鉄i宰や輔の羽口片、鍛造剥片などが出土していることなどから、鍛冶炉

と判断した。焼土は、このほかにももう l基検出しているが、崩壊が激しいため鍛冶炉であるか

どうかは認定できなかった。

遺物は、大半が埋土から出土したが、 一部は柱穴から出土した。出土遺物としては、須恵器蓋

c (78～85）・蓋G(86）・杯B(88～90）・杯c(91～93）、 土師器杯A(102）・杯c(97～99）・杯D

(95・96）・皿B(100）・聾A(101）・鍋A(103・104）、製塩土器・製塩土器支脚（図版第105 21～ 

27）、輔羽口（図版第145 3）、鉄浮（図版第146-11・16）、鍛造剥片などがある。SH08の西辺

付近で、床面から若干浮いた状態ではあるが、 81・83・84・104などがややまとまって出土した。

79は柱穴P3、80・87は柱穴P10から出土した。出土遺物から、浦入皿期に位置づけられる。

(4）竪穴式住居跡

竪穴式住居跡SHOl （図版第26・第102) C咽 j 4 . j 5・k4・k5区で検出した。 SH 

01は、長辺8.7m ・短辺5.3m・最大の深さ0.9mを測り、丘陵下位側をすでに失う 。床面上で柱

穴や土坑、周壁溝などを確認した。 住居跡の内部に設けた土層観察用セクションによれば、正陵

上位側の周壁に沿って黒い腐植土がまっすぐ立ち上がっているのが確認できた。竪穴式住居跡の

周壁がほぼ垂直で、あることと合わせて、住居跡の内側に板などを当てて壁としていたと考えられ
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る。柱穴は、桁行 2間（5.Sm）・梁間 I間（1.8ないし2.2m）の建物跡に復原できるもののほか、

小規模な柱穴が10基以上ある。前者は、おおむね 2基ずつが近接して営まれていることから建て

替えがあったと考えられる。これらの柱穴は、 SHOlの上部構造、たとえばSHOl全体を覆う屋

根状の構造物を支えていた柱穴と考えられる。周壁溝は、住居内を全周する。おおむね幅0.2～

0.3m・深さ0.1～0.2mを測る。ただし北東辺では非常に浅く、周壁溝の深さなどが不明瞭であ

った。

S HOlの中央には、長辺3.5m・短辺2.4mを測る方形の掘り込みがある。周辺部に比べ、 0.1

mほど深くなっている。この掘り込みの北東半には、長辺1.9m ・短辺1.4m ・深さ0.2mを測る

土坑がある。土坑の底面には炭・灰層が薄く堆積していた。埋土から鉄釜の破片が出土した。

住居跡の北隅に竃が造り付けられている。竃は全長4.35mを測り、周壁から2.5mの所に焼土

塊が認められ、竃の本体（燃焼部・焼成部）と考えられる。竃本体はほぼ完全に崩壊していたが、

竃本体の除去後に床面上で燃焼部の痕跡を確認することができた。煙道部は、黄褐色砂質士で構

築される。煙道内は焼土や煙道の上部構造の崩落士などが堆積していた。SHOlで検出された竃

は、住居跡の内部に煙道部を有するものであり、類似した構造の竃にN地点で検出された竪穴式

住居跡SHOlがある。

S HOlからは須恵器・土師器・製塩土器・製塩土器支脚・鉄釜などが出土した。遺物の大半は

埋土中から出土したもので、床面上や柱穴からの出土はごくわずかである。出土した遺物として

は、須恵器蓋c(114～120・123）・蓋D(121・126）・蓋F(124・125）・杯c(129～143）・椀A

(144～148）・椀B(149）・斐(150・152）・長頚査(151）、土師器杯A(153・154）・ 杯B(155・

156）・皿B(157）・蓋A(158～160）・鍋A(161）、製塩土器支脚（図版第105-9～11）・鉄釜（第35

図）などがある。出土遺物から浦入N期に位置づけられる。

(5）溝

溝SD 01 （図版第24・100) C四一n4 ・ n 5区ほかで検出した。SDOlは、舞鶴市教育委員

会の試掘調査で検出され、検出長6.6m・幅0.6～l.4m・深さO.lmを測る。SDOlは、ほぼ南北

に主軸を持つが、北端部は大きく 屈曲して東に向きを変える。先端部に焼土塊が認められた。S

DOlの南端は、 SH05と重複するため明らかでないが、 SH05よりもさらに南へのびることはな

い。なお、両者の前後関係は不明で、ある。

出土遺物として、須恵器蓋c(67・68）・蓋F(70）・杯c(72～74）、土師器蓋A(77）などがある。

いずれも埋土からの出土である。出土遺物から、浦入皿期ないしW期に位置づけられる。

溝S002（図版第23・104) C珊－k7区で検出した。掘立柱建物跡SB02の丘陵上位側に位

置する。 北端は、近現代の用水路などによ って撹乱されている。検出長4.0m・幅0.7～1. Om・ 

深さ0.2m前後を測る。溝の主軸がSB02にほぼ一致することから、雨水をさけるために SB02 

の背後に設けられた排水溝と考えられる。

出土遺物としては、蓋(194～197）・杯(198）・高杯(199）などがある。いずれも埋土からの出土

である。出土遺物から、浦入田期に位置づけられる。
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(6）土坑

土坑SH09（図版第27. 103) C珊 j 9区で検出したO 当初は竪穴式住居跡もしくはテラス

状遺構と考えていたが、底面が水平で、ないことや平面形がいびつな形状を呈することなどから、

土坑と判断した。長軸長4.2m ・短軸長2.0mを測る。遺構の東半は、すでに流失していた。土坑

の南端で柱穴2基を検出したが、この士坑にともなうものかどうか不明で、ある。

出土遺物としては、蓋c(162 . 163）・蓋D(164）・杯B(165～167）・杯c(168～175）・椀A

(177）、土師器杯A(180）・杯c(178. 179）・蓋A(181）・斐B(182）・甑(183）などがある。いず

れも土坑埋土から出土したが、大半は底面よりも若干浮いたような状況であった。183は、 上方

から流れ込んだような状況で出土した。出土遺物から浦入皿期に位置づけられる。

土坑SK 02（図版第27) C咽－k7区で検出した。長軸l.Sm以上 ・短軸l.2m ・深さ 5cmを測

る。すでに著しく削平されたため非常に浅い。底面には焼土が認められ、埋土に多くの炭化物を

含んでいた。西側を SB02の柱穴p2に切られている。

出土遺物としては、須恵器・土師器のほか、製塩土器などがある。

(7）柱穴

柱穴は200基近く検出したが、上記に述べた掘立柱建物跡や柵を除いて、まとまりのあるもの

とはならない。柱穴からも少量であるが遺物が出土しており （図版第99-20～40）、おおむね浦入

国 ・N期に該当するものである。

2. Aー 2地点、

A 2地点は、 A l地点の北側に隣接する谷部である。試掘を行ったところ、遺物包含層が

認められたため、重機による表土掘削後に人力による精査を行い、遺構の検出につとめた。その

結果、テラス状遺構と思われる平坦面 l基をはじめ、柱穴・小土坑などが検出された。

テラス状遺構SHlOは、非常に小規模なテラス状遺構である。柱穴は確認されたが焼土 ・周壁

溝などは確認されなかった。テラス面が南東に向かつて傾斜することから、別の遺構である可能

性もある。埋土から出土した遺物のうち、須恵器蓋（図版第101-113）を図示した。

柱穴は建物跡や柵列として復原することはできなかった。

包含層出土遺物も、少量であり、図示できたのはわずか3点である （図版第104）。いずれも須

恵器で、蓋（217）・杯B(218）・椀A(219）がある。SHlO出土遺物を含めて、おおむね浦入国・

N期に該当すると考えられる。

3. A-3｝也点、

(1)検出遺構

A-3地点は、 A-1地点の下方、 A地点から O地点への傾斜変換点付近に位置する。重機に

よる表土掘削を行ったところ、遺物を包含した遺構が多数検出されたことから、 A-3地点とし

て調査を行った。
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A-3地点で検出された遺構の大半は、掘形がきわめていびつで、形状が明らかではなかった。

これは、後述するように、遺構ベース （黄褐色土）の崩落もしくは崩壊を直接的な原因として、そ

のような状況に至ったと考えられる。しかし、調査時に柱穴や土坑、あるいは竪穴式住居跡と理

解していたために、遺構番号に Sp （柱穴） • SK （土坑）• SH （竪穴式住居跡）などの記号を付与

して調査を行った。しかし、遺構の性格については、一部を除いて不明遺構として扱うのが適当

と判断した。ここでは遺物の出土した遺構を中心に報告する。

土坑SK 05（図版第27・103) C四一ml5区で検出した。長軸0.9m ・短軸0.75m ・深さ0.2m

前後を測る、やや不整形な楕円形を呈する。土坑底面に接するように須恵器椀D(190）・皿D

(191）各 I点が出土した。以下に述べる不明遺構とは異なり 、安定した地山上に掘削されている。

出土した遺物は、 A-1地点で検出されたものにくらべて新しく、浦入V期に位置づけられる。

不明遺構SK06・09・11、SH 11・12（図版第28・101. 103・104) いずれの遺構も不整形な

形状を呈し、規模もさまざまである。これらは、本来、柱穴や竪穴式住居跡であったと考えられ

るが、地滑りによって遺構自体が原形をとどめていないと判断された。埋土から多数の遺物が出

土した(106～109・184～189・192・193）。また、包含層からも遺物が出土した（220～231）。 出土

した遺物は、 A-1・A-2地点で出土した遺物群と大きな時間差は認められない。したがって、

A-3地点で検出された遺構は、 A-1地点などと同時期に営まれた遺構と考えられる。

（筒井崇史）

(2）土層断面（第13図）

A 3地点では、はじめにも述べたように形状の明らかな遺構がほとんどみられなかった。各

遺構の平面形は南北方向に主軸をもっ不整形な遺構として認識され、断面形は全て西から東へと

著しく傾いていた。東西の掘り形が圧着した状況も認められた。このような遺構のありかたは、

ベース面の崩壊等、自然的要因により東西方向への二次的圧力が加わった結果と推測された。

遺構がこのような形状をなすに至った原因を究明するため、調査区の中央部、正陵中腹から裾

にかけて土層観察用の断ち割りを行って検討した。（株）ニュージエ ツクのスタッフとともに断面

観察をした。この結果、基盤である輝緑岩とその直上に堆積する風化土壌との問に、地滑りによ

る不整合面があることがわかった。不整合面は厚さ約 5～lOcrnの青灰色粘土として認識され、約

6mにわたって検出した（第13図第2層）。矢印①は、基盤側に残された不整合面の末端である。

ここから約11mの場所に、東側にずり落ちた土層側の末端が認められた（矢印②）。 曲線を描いて

上方に立ち上がる様子が観察された。多数の各喋を含む下層の土層 （4層）と衝突して乗り上げた

結果、このような形状を呈したものと推測される。

これらのことから、遺構が形成された上層堆積物は、青灰色粘土層を境界として、正陵上部か

ら下方に向かつて少なくとも lOm以上ず、り落ちたと判断することができる。A-3地点に形成さ

れた遺構群は、地盤が地滑りを起こしたために下方へずれ落ち、崩壊してこのような形状を呈す

るに至ったと考えられる。

（田代弘）
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第 5節 0 - 1地点、の調査

1 .調査成果

0 1地点では、広範囲にわたって奈良時代から平安時代末期にかけての浜辺を検出した。こ

の浜は浦入湾ではみられないゆるやかな浜で、多くの生活遺物も出土したO 製塩土群片も数多く

認められた。j兵の背後には小段Eがあり、小規模な石敷製塩炉跡や、製塩炉とみられる規模の大

きな地床炉等が認められた。製塩炉は奈良時代のものと平安時代のものがある。製塩土器は平安

時代に属すると思われる薄手小形のものが主体であるが、 厚手大形のものも若干認められた。

また、調査地南半では製塩炉とともに20基をこえる鍛冶炉跡を検出した。覆屋などを示す遺構

は検出できなかったが、炉跡、が狭小な地点に集積した状況で検出されており 、工房跡である可能

性が高い。鍛冶炉は伴出したわずかな遺物から10世紀代のものと推定される。遺存状態の良好な

炉跡には鍛冶i宰とみられる椀形淳が認められた。また、各炉内からサンプリングした土壌を洗浄

した結果、鍛冶に伴うと考えられる鍛造剥片 ・粒状淳を多数検出している。

2.基本層序と遺物の出土状況

(1)基本層序

（田代弘）

0 1地点の基本層序について、調査区北壁の土層図（第14図）を参照して簡単に説明する。

0 1地点は、調査以前に大規模な盛り土が行われており、畑地として利用されていた（第I層）。

また、この盛り土以前も畑地として利用されていたことが土層観察によって確認でき た（第E層）。

第I層は近 ・現代の盛り土、第E層は中・近世の畑地と考えられる。この第H層の直下に、海浜

部とそれを覆うように蝶面が広がる （第W層）。 際面の海側には厚さ10～20cmほどの平安時代の包

含層が認められた（第皿層）。 喋面は礁が意図的に配されて形成された可能性が高い。疎面は0-

l地点の標高 lm未満の海浜部のほぼ全面にわたって検出することができた。際面の検出中およ

び第E層に出土した遺物によって、喋面は平安時代末頃を下限とする。これらは製塩作業を行う

ための足場として利用されたと考えられる。これらに重複してD咽 － a 1 ・ b l区では製塩炉5

などが検出された。喋面の下層は礁をまじえた海成砂が厚く堆積している （第V層）。 蝶面の直下

では、製塩土器を含む遺物が少量ながら認められた。なお、 調査の最終段階において、0-1地

点の中央部を重機で断ち割り 、後述するR地点同様、厚い海成砂層と基盤層を確認したが、縄文

時代などの遺構・ 遺物を確認することはできなかった。

(2）遺物の出土状況

0-1地点出土遺物の大半は海浜部から出土したものである。これは、遺構そのものが露出し

ているものが多かったためであろう。遺構から出土した遺物については個別に述べることとし、

海浜部における遺物の出土状況について述べる。

0 1地点では、海浜部から出土した遺物として、縄文土器 ・弥生土器 ・土師器 ・須恵器・黒

色土器 ・白磁などの土器類、製塩土器・製塩土器支脚、木製品、土錘などがある。また、ごくわ

ずかであるが、石器や鍛冶関連遺物などもある。
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これらの多くは、第皿層ないし際面検出中に出土した。遺構がある程度集中する北端部や南半

の鍛冶炉周辺からの出土量が多いが、おおむね調査区のあらゆる地点で出土した。これらは 2次

堆積、あるいは製塩や鍛冶に伴う廃棄物として、浜に廃棄されたものと考えられる。0 1地点

で検出された遺構群に並行する時期の遺物が圧倒的に多いが、弥生時代中期や古墳時代前 ・中期

と考えられる遺物もあり、顕著な遺構は確認されていないものの、浦入湾周辺において人々が生

活を行っていたことを示す。

なお、最も新しい遺物はおおむね12世紀代（浦入咽期）のものであり、その後、明治期に至るま

で、浦入湾周辺における人々の活動は認められない。

3.北半部の調査

(1)製塩炉

0-1地点北半部で検出された製塩炉跡と思われる遺構は、大きく 3つのグループに分けられ

る（製塩炉群 1～ 3）。 このうち、製塩炉群 lでは、 3基の石敷き炉がまとま って検出された（製

塩炉 1～ 3）ほか、厚手大型製塩土器をともなう製塩炉4を検出した。製塩炉群 2では、あま り

まとまりのある石敷き炉などは検出されなかったが、焼土の広がりを確認した。製塩炉群3では

ややまとまりのある石敷き炉（製塩炉 5）を検出した。

①製塩炉群 1（図版第30)

0-1地点の北端で、角離を利用した製塩炉跡や大きく造成されたテラス状遺構からなる製塩

の作業空間的な遺構群である。製塩炉跡は、舌状にせり出した正陵の先端部を大きく掘削してテ

ラス面を造成し、その上方に、角礁を利用して構築される。検出された製塩炉跡は、南から製塩

炉 1.製塩炉 2.製塩炉3と呼称した。また、製塩炉跡 Iの下層で厚手大型の製塩土器を伴う地

床炉を検出した。これを製塩炉4とする。

製塩炉跡 l～4の南東側（海浜側）に、比高差l.3～l. 6mを測る段差があり、平坦面を形成して

いる。この平坦面上には、さらに掘り窪められたテラス状遺構SX04がある。

このテラス状の平坦面の上層には、厚さ40cmに達する堆積土があり、多数の遺物が包含されて

いた。この遺物包含層は、製塩炉 l付近から北東に位置するN地点竪穴式住居跡SHl5付近まで

広がっており 、古墳時代中期から平安時代までの遺物を包含していた．これらの遺物はN地点包

含層出土遺物として報告した（図版第89～94）。

製塩炉 1（図版第31・106) D W 13 d区で検出した。製塩炉 lは、長軸長l.4m ・短軸長0.9

mのやや楕円形を呈する範囲に、 拳大から人頭大の礁を使用して炉を構築する。炉の構築は、径

2.2m程の掘り込みを穿って礁を据えるようである。ただし、後述するように製塩炉 lの下層に

は製塩炉跡4があり、その埋土と重複する部分は、第5層を底面としていたと考えられる。

炉跡の南東側にはテラス状遺構SX04をはじめとする平坦面が認められた。この平坦面は、製

塩炉 1からの廃棄層と思われる堆積層によって完全に埋没していた。この堆積層からは被熱した

礁を含む多量の礁が出土しており、製塩炉がもっと多くあった可能性もある。

ウ
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平坦面上の堆積層から多数の遺物が出土した。これらのすべてが、製塩炉 lや2から廃棄され

たものとは考えられないものの、製塩炉 1の時期を考える上で参考になる遺物を図示した(12～

29）。なお、製塩炉 lに直接伴う遺物は、微細な製塩土器片を除いて出土しなかった。

製塩炉 2（図版第31・106) D四 13 f区で検出した。製塩炉跡 lの東北東約7.5mに位置する。

径1.2mほどの範囲に、製塩炉 lと同様、拳大から人頭大の離を使用しで炉を構築する。製塩炉

2の構築にも製塩炉 lにみられた掘り込みがあるかどうか確認するため断ち割り を行ったが、据

え付けのための掘り込みは確認できなかった。製塩炉2の東南側には、製塩炉 lから続く平坦面

があるが、廃棄などに伴う堆積層によって完全に埋没していた。製塩炉2の東南側に位置する堆

積層からの出土遺物は少ない。

出土遺物としては、須恵器蓋（30）・杯A(31）・整B(32）、土師器斐B(33）、製塩土器支脚など

がある。30・31は製塩炉2の断ち割りより出士、32・33は製塩炉2周辺より出土した。

製塩炉 3（第15図・図

版第106) D四一13f区

ほかで検出した。製塩炉。
2の北東2.5mに位置す

a a る。削平を受けているよ
。。 うであるが、長さ 1.7 。

m・ 残存幅0.7mのやや。Rγ可＼ ピご11’ 
＼仁／ 、C 長方形に近い形状を呈す

oJ~ ＇ る。一辺20～30cm・厚さ

lOcm前後を測る角礁の広

い面をそろえて配石す

《ミ 阪税'JjOC7) ~~ミ る。製塩炉 1・2の南東

側に見られた平坦面は、

製塩炉3付近までのびる

が、必ずしも製塩炉3に

& ρ ~主 伴う堆積層とは判断でき
に〉

い なかったO

C> 

製塩炉3に関わる遺物
a ~ ズで、（ メボX L込主宰

として は、須恵器蓋

(34）・杯c(35 . 36）・土

師器杯A(38）などがあ

る。36は、炉跡からやや。 1円、

離れて出土したが、他の
第15図 0 1地点製塩炉3実視lj図

ものは炉跡検出中に出土
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したものである。

製塩炉 4（図版第32・106・107) D刊 13 e区ほかで検出した。製塩炉 1の下層で検出した。

長辺3.2m・短辺2.2m・深さ0.6～0.7mを測る掘り込みで、底面には焼土が認められる。当初は、

製塩炉 lに対応する製塩土器などの廃棄土坑と考えたが、土層断面の観察から製塩炉 lの下層に

位置する製塩炉跡であることが明らかになった。土層断面の観察によれば、焼土面の形成に先立

って深さ10～15cmほどの掘り込みを行った上で、埋め戻して焼土面を形成する。この焼土面が炉

の操業面と考えられる。焼土は、底面の中央部付近では認められなかったものの周囲に環状にな

った状態で検出された。底面の先端で、一辺が10～20cmほどの角離を複数認めたが、製塩炉4に

伴うものかどうか不明である。以上のことから、製塩炉4は離を使用しない、いわゆる地床炉と

考えられる。

この焼土面上から、厚手平底製塩土器や須恵器・土師器などが出土した。その上に製塩炉4を

埋める堆積があり、さらに製塩炉 lから掻き出された炭・灰が堆積していた。

出土遺物としては、厚手大型平底の製塩土器容器 I類（図版第107-1～12）のほか、須恵、器杯

B （図版第106-1～ 3 ）・杯c( 5・6）、土師器杯D( 7）・斐A( 9～11）などがある。厚手平底

製塩土器（図版第107-1～12）は、環状にめぐる焼士面の内側に積み重なるように出土した。そ

の堆積の厚さは 5～lOcmを測る。また、土器類（1～11）はこれらの製塩土器とともに出土した。

テラス状遺構SX04 D刊一14e ・ 14 f区で検出した。製塩炉 1～4の南東側に造成された平

坦面上に設けられており、ほぼ製塩炉 lないし製塩炉4の正面に位置する。平坦面は各製塩炉か

ら廃棄されたと思われる製塩土器片をはじめ、各時期の須恵器・土師器を包含する堆積層によっ

て埋没していた。

平面形は、隅丸の「コJ字状を呈し、長辺 6m・短辺3m・深さ20～30cmを測る。テラス面で

焼土を検出したが、周壁溝や柱穴は認められなかった。検出状況 ・堆積状況などから、製塩炉 l

～ 4とともに製塩に伴うテラス状遺構と判断した。SX04と製塩炉 1あるいは製塩炉4の関係は、

後述する 0-2地点の下層で検出された。焼土面2と石敷き炉SXllの関係と同様に、製塩にお

ける分業形態を示すものと考えられる。

出土遺物としては、須恵器 ・土師器などがあるが、細片のため図示していない。また、 SX04 

の下層には弥生時代後期から古墳時代前期の遺物包含層が確認された。これらは斜面の上方に立

地する遺構からの流れ込みと考えられる。

②製塩炉群 2（図版第33) C四一 t17・t18、D刊 a 17 ・ b 16 ・ b 17区ほかで検出した。製

塩炉群2は、 A-2地点から下りてくる谷部の斜面が、その傾斜をゆるやかにして、やや広い平

坦面を形成した先端部に営まれる。標高はおおむね2.2～2.6mを測り、ここを境に斜面の傾斜角

度が変わって0-1地点の海浜部へとつながる。ここには多数の喋群が認められ、その多くは被

熱した面を持つ。ただし、ここで検出された礁は、製塩炉群 lのように明瞭なまとまりを見いだ

すことはできなかった。また、これらの喋群に重複する ように厚さlOcm前後の焼土が南北13m・ 

東西3.0～3.2mにわたって確認された。
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出土遺物としては、 須恵器 ・土師器 ・黒色土器 ・製塩土器支脚などがある。これらの遺物は、

おもに製塩炉群2の検出中に出土したものであるが、時間幅があり、この蝶群や焼土がいつ製塩

に用いられたか明らかでない。以下に述べる製塩炉群3とともに、0-1地点海浜部出土土器と

してまとめて報告する （図版第114～122）。 なお、製塩炉群2の存続期間は出土した製塩土器 ・製

塩土器支脚から平安時代（浦入VI期～四期）と考えられる。

③製塩炉群3（図版第34) D VIll a 1 ・ b l区で検出した。第3群は、第2群の南約18mに位

置するが、検出状況からは単独の l基の炉跡であるのか、複数の炉跡が重複するのか判然とはし

ない。南北2.7m ・東西3.2mの範囲に20～30cm大の礁が比較的まとまって認められた。礁の表面

が赤く変色するものが多いこと、周辺の砂浜に比べて礁の検出された地点が高いこと、礁の聞や

周辺から製塩土器や製塩土器支脚が多数出土したことなどから、製塩炉と判断した（製塩炉 5）。

出土遺物としては、須恵器 ・土師器、製塩土器・製塩土器支脚などがある。これらの遺物は、

喋群の上面、あるいは周辺から出土しているが、第2群同様やや時間幅がある。製塩炉群3の存

続時期は出土した製塩土器 ・製塩土器支脚から平安時代（浦入VI期～咽期）と考えられる。

（筒井崇史）

4.南半部の調査

南半部では、製塩・鍛冶関連の遺構 ・遺物を検出した。これらの遺構は、海浜部に向かつての

びる丘陵の先端の平坦面で検出された。検出された遺構は鍛冶炉16基、焼土16か所、不明遺構4

基、溝5条、柱穴3基、製塩土器集積3か所、製塩土器支脚集積2か所、砂鉄の集積2か所のほ

か、金床石 l点を原位置で確認した。遺物は、鍛冶関連として輔の羽口 ・鉄i宰・鍛造剥片、製塩

関連として製塩土器・製塩土器支脚などがあり、そのほかに須恵器 ・土師器・黒色土器などの土

器類が出土した。

( 1）層位

。－ 1地点南半部も遺構面まで厚 く埋め立てられていた。これらを重機で除去した後に遺構の

検出を行った。調査地周辺の堆積状況は、無遺物層の黄褐色土（図版第35断面b-b’第 9層）が

丘陵側からゆるやかに北東方向へ傾斜していき、飛鳥～奈良時代の遺物を含む青灰色土（図版第

35断面a-a’第 2層 ・b-b’第 8層）がその上に堆積する。部分的に青灰色土の上に褐色土 ・

黄灰色土・茶褐色土が薄く堆積していた（断面b-b’）。

遺構は、西側では黄褐色土の上面で検出されたが、東側では飛鳥～奈良時代の遺物を含む青灰

色土の上に堆積する褐色土層などの上面で検出された。したがって、これらの遺構は青灰色土が

形成された後に造られたものと考えられる。

なお、青灰色土は完掘できなかったため、断ち割りによ る部分的調査にとどま った。

(2）鍛冶関連遺構

①鍛冶炉（図版第36～39)

鍛冶炉は16基検出された。このうち鍛冶炉12では 5回以上、鍛冶炉13では 2回の造り替えが確

認され、これを l基と数えると 0-1地点の鍛冶炉は21基以上となる。なお、断面観察を行った
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鍛冶炉 1・2・4・6・7. 11 . 13 ( 1回目）～16の10基については、いずれも浅い掘り込みを行

った後、粘土を貼り付けて炉を構築していることがわかった。また、鍛冶炉 5・8～10はいずれ

も遺構が保存されることになったため、断面観察は行っていない。

鍛冶炉 1 長径27cm・短径20cmを測り、中央部が若干窪む。

鍛冶炉 2 長径20cm・短径15cmを測る。

鍛冶炉 3 炉は撹乱により半壊しており 、一部が残存するのみである。

鍛冶炉 4 長径20cm・短径13cmを測り、浅い窪みをもっ。

鍛冶炉 5 長径25cm・短径17cmを測り、浅い窪みをもっO 赤色土は炉の周囲を半周するように

確認された。炉の直上から輔の羽口が出土したが、原位置をとどめたものではない。

鍛冶炉6 長径26cm・短径24cmを測り、浅い窪みをもっ。遺存状況は良好で、平面形は不整円

形を呈する。赤色土は 2か所でとぎれる。

鍛冶炉 7 長径12cm・短径lOcmを測り、大部分は削平・流失したと考えられる。

鍛冶炉 8 長径32cm・短径30cmを測り、浅い窪みをもっ。遺存状況は比較的良好で、平面形は

不整円形を呈する。赤色土は部分的にしか検出できなかった。

鍛冶炉 9 長径3lcm・短径24cmを測り 、浅い窪みをもっ。遺存状況は比較的良好で、平面形は

不整円形を呈する。 赤色土は 2か所でとぎれている。

鍛冶炉10 炉本体は流失し、操業時の被熱による赤色土のみ確認した。赤色土は浅く窪む。

鍛冶炉11 長径35cm・短径3lcmを測り 、浅い窪みをもっ。遺存状況は良好で、平面形は不整円

形を呈する。赤色土は lか所とぎれている。

鍛冶炉12 炉は 5基以上が重複して検出された。各炉の大きさは正確にはわからない。検出時

に平面形態が明確でなく 、炉の残骸である可能性も考えられたため断ち割りを先行して行った。

断面観察によ って鍛冶炉がほぼ同一場所で少なくとも 5回造り替えられていることが判明した。

炉の構築方法は、 l回目の炉は他のものと同じく浅い掘り込みを行い、粘土を貼って構築する。

2回目の炉は l回目の炉の浅い窪みに沿わせて薄く整地を行つで炉を構築する。3回目も 2回目

の窪みを利用して炉を構築する。4回目・ 5回目の炉は、若干場所を変えて構築している。少な

くとも l回目から 3回目の炉は連続して構築されており、 3回目の炉底には鉄淳が炉底に貼り付

いたままの状態で検出された。

鍛冶炉13 炉は 2基が重複する。 l回目の炉は長径23cm・短径20cmを測る。2回目の炉は l回

目の炉の上に薄い整地を行って炉を構築しており、浅い窪みもつ。

鍛冶炉14 長径3lcm・短径28cmを測り 、浅い窪みをもっ。遺存状況は良好で、平面形は不整円

形を呈する。赤色土は 2か所でとぎれる。炉底に鉄i宰が貼り付いた状態で検出された。

鍛冶炉15 長径25cm・短径20cmを測り、浅い窪みをもっO 赤色土は部分的にしか検出されなか

った。

鍛冶炉16 長径25cm・短径25cmを測り、浅い窪みをもっ。炉の直上には赤色土が一部残存して

おり 、この上に削平された炉本体があったと考えられる。
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②金床石（図版第39)

金床石は原位置で検出された。現状で、地表からの高さが8cm・ 長径19cm・短径13cmを測る。

おそらく肩平な円礁を立てて据え付けたと考えられるが、掘形は検出できなかった。石材は花岡

岩と考えられ、表面は河原石のように平滑である。頂部は欠損しており、鍛打を行った面の形状

は確認できなかった。ただ、現状の頂部から 1cm程度が帯状に赤く変色してお り、鍛打作業に伴

う被熱によると考えられる。なお、遺構は保存されることになった。

③その他

その他の鍛治関連遺構として柱穴 1・柱穴2.砂鉄集積 1.砂鉄集積2が検出された。

柱穴 1 直径16cm・深さ 6cmを測る。底からは鉄淳 I点が出土した0・

柱穴2 直径20cm・深さlOcmを測る。柱穴埋土から、洗浄により鍛造剥片 ・砂鉄が多量に検出

された。

砂鉄集積 1 長径55cm・短径30cmの範囲で、検出された。掘形を持たず、薄く堆積していた。洗

浄により多量の砂鉄とともに鍛造剥片も多数検出された。

砂鉄集積2 長径45cm・短径18cmの範囲で、検出され、砂鉄集積 lと同じく 、掘形を持たず薄く

堆積していた。やはり、洗浄により多量の砂鉄とともに鍛造剥片も多数検出された。

④鍛冶関連遺物の出土状況

鍛冶関連遺物としては輔の羽口 ・鉄淳・鍛造剥片などが出土した。輔の羽口はきわめて少なか

った。鉄津は小型のものが多数出土しており、特に鍛冶炉5・8～10で多かった。また、鍛冶炉

の埋士 ・青灰色硬化層（炉の構築土）・赤色土、砂鉄集積、柱穴の埋土、金床石周辺の土などの洗

浄によ り、鍛造剥片・粒状淳・鉄i宰を確認した。すべて鍛冶炉の埋土において鍛造剥片が確認で

きた。

(3）製塩関連遺構（図版第35)

0-1地点南半部で検出された製塩関連遺構としては、製塩炉と思われる焼士や製塩土器集

積 ・製塩土器支脚集積などがあ り、先述する鍛冶炉群と重複して検出された。これらの製塩関連

遺構群を北半部の製塩炉群 l～ 3に続けて、製塩炉群4と呼ぶ。

①焼土

焼土は16か所確認された。焼土は、 青灰色硬化層が見られない、掘 り込みが見られない、被熱

による赤色土が堅く焼き締まっている、などの点で鍛冶炉と異なる。鍛冶炉のように鍛造剥片や

炉底に残された鉄淳などといった直接的な証拠を欠くが、多量に出土した製塩土器や製塩土器支

脚などから製塩作業に伴うものである可能性が高い。

焼土の平面形は不整形であり、特に円形・方形などを意識して造られたものではない。大きさ

も焼土10の長軸長82cm・短軸長47cmのものから焼土15の直径12cmのものまで、さまざまである。

そのうち比較的大きい焼土4・5. 11で断面観察を行い、 4cm程度の厚さまで堅く焼き締まって

いることを確認した。なお、焼土10については遺構が保存されることになった。

②製塩土器集積
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製塩土器集積は 3か所確認された。製塩土器集積 lは長軸長0.7m ・短軸長0.6m、製塩土器集

積2は長軸長1.5m ・短軸長0.72m、製塩土器集積3は長軸長0.98m ・短軸長0.7mを測る。いず

れも厚さ約 5cm程の細片化した製塩土器の堆積層が検出された。

③製塩土器支脚集積

製塩土器支脚集積は 2か所確認された。ここから出土した製塩土器支脚を図版第109 9～26 

に図示した。また、製塩土器集積 l～ 3の上層からは多数の製塩土器支脚が出土したが、 他の部

分でも散発的に出土した。

④不明遺構

不明遺構SXOlは段状の遺構である。掘削時に埋土中より焼け石が多数検出された（図版第35

断面 c-c’第 2層 ・d-d’第 2層）。 焼け石は段上方から崩れ込んだと考えられ、上方に石を

用いた炉があった可能性が高い。SXOlは南北に延びると考えられるが、鍛冶遺構が保存される

ため完掘していない。

不明遺構SX02～04は不整形の浅い掘り込みで、その性格は不明で、ある。SX02は長軸長0.76 

m ・短軸長0.52m・深さ約 5cm、SX03は長軸長0.92m ・短軸長0.54m・深さ約 5cm、SX04は

長軸長1.2m・短軸長0.68m・深さ約 5cmを測る。

⑤溝

溝は 5条検出した。溝SDOI ・ 03・04は切り合い関係にあり、 SD04→ S D03→ S DOIの順に

掘削されている。SDOIは長さ8.3m ・幅0.5m・深さ約 8cmで、南北方向から南東方向に屈曲する。

S D02は長さ3.7m ・幅0.28m・深さ約lOcmで、南北方向に延びる。SD03は長さ4.lm ・幅0.32

m・ 深さ約lOcmで、南北方向に延びる。SD04は長さ2.9m・幅0.44m ・深さ約lOcmで、南北方向に

延びる。SDOI～04は鍛冶炉や焼土が検出された平坦面と山の斜面の傾斜変換点付近に繰り返し

掘削されており、 山側からの水を防ぐための排水溝と考えられる。ただし、鍛冶・製塩のいずれ

に関連する遺構であるかは明らかにできなかった。

溝SD05は断ち割りによって確認したもので、平面的には検出できなかった。幅0.74m ・深さ

0.3mで、南東方向に延びると考えられる。

（水野聡哉）

第 6節 0 - 2地点の調査

1 .調査成果

0-2地点は、汀に接する丘陵前面に位置し、丘陵からそのまま海へ至る。平安時代後期の地

滑りを挟む上下の面で、遺構を多数検出した。地滑り面上では、平安時代末期の製塩炉SK02ほ

かを検出した。SK02には製塩土器・製塩土器支脚が一括投棄されており、共伴した土器から12

世紀中頃のものと推定された。若狭湾岸における土器製塩の終未時期を示唆する資料として重要

である。

地滑り面下では、奈良時代前半のものとみられる大規模な造成面を検出した。造成面は広い範

囲で被熱して赤褐色化しており、地床炉と考えられる。酸化面と還元面がブロック状に集積して
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いる様子が観察されることから、いくつかの作業単位で焼成作業を繰り返した結果、造成面全面

が被熱したものと考えられる。製塩土器を伴う ことから、製塩に関する施設と推定される。舞鶴

市教育委員会が調査されたQ-1.Q-2地点でも同様の遺構が多数検出されており 、製塩の主

要施設と推定される。

なお、丘陵斜面には小規模な配石があった。石が被熱して製塩土器を伴うことから製塩炉と考

えられる。斜面の遺構は地滑りによってほぼ崩壊しているため全容は明らかでないが、地床炉と

同時期のものと考えると、製塩における分業の痕跡として注目される。

（田代弘）

2. 0ー 2地点の地区割について（第16図）

0-2地点では、調査当初に設定されていた地区割では、旧地形に対して著しく斜行すること

から、 遺物の取り上げなどについて不適当と判断された。そこで、地形に沿って地区割を改めて設

定することにした。地区割は、 A 3地点と 0-2地点の境に任意に設定された座標点（X=-

52,680・y= 59, 540）を原点とし、0-2地点の旧地形の等高線に平行する ように、第VI座標

系における北に対して東へ39°振った軸線を基準線とした。

地区割は、当初の地区割とは異なり 、4mグリッドを基本として設定した。まず、基準軸線を

Aライン、原点においてAラインに直交するラインをVラインとし、南東に向かつて、4mごと

にBライン、 Cライン、 Dラインとした。また、 Vラインから北東へ向かつてWライン、国ライ

ン、南西に向かつてVIライン、四ラインとし、およそ南北30m・東西20mの範囲を区画した。地

区名は、基準線に沿って北東方向を向いてグリ ッドの右下となる交点の名称を地区名とした。

その後、調査の進行にともなって、当初予想したよ りも北東側に遺構が広がっていることが明

らかになったため、地区割の拡大を行う必要が生じた。0 2地点の地区割では、4mグリ ッド

以上の大地区割りを想定していなかったため、基準となるライ ンの名称に不足することになった

が、Iラインの北東側のラインを25ラインとし、以下、北東に向かつて24ライン、23ラインとし

た。25としたのは、当初の地区割の大区画がlOOmグリ ッドであることから、 lOOm÷4mで25と

いう値が得られるからである。したがって、最終的な0-2地点の調査範囲は、およそ南北44

m ・東西20mの範囲となった。

3.土層堆積状況と遺物の出土状況

( 1 ）土層堆積状況（第13図、図版第46・47)

0-2地点は、調査以前に大規模な埋め立てが行われていた。0-2地点の調査は、この埋め

立て土を重機で除去し、 以下に述べる遺物包含層を検出した。なお、0 2地点は、調査以前に

開墾などによって、上層遺構面 ・下層遺構面、ともに若干の撹乱を受けていた。

0-2地点の堆積状況は、おおよそEラインを境に北東側と南西側では大きく異なる。

南西側は、埋め立て土を除去すると、遺物を包含した暗茶褐色土（第 l層）ないし黒褐色土（第

2層）が検出された。暗茶褐色土は、VB・VC・VIC・四C区の範囲に認められた。暗茶褐色
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土を除去すると、土坑SK02をはじめとする製塩炉・土坑な どを有するテラス状遺構を検出した

（図版第42）。これらは後述する黄褐色土（第3層）上面で検出されており、この付近では黒褐色土

（第2層）は確認されなかった。また、撹乱のため層位的な連続性は確認できないが、 EE ・VIE 

でも暗茶褐色土が確認された。ここでは、製塩土器支脚廃棄層 SXOlが検出された。

黒褐色土は、暗茶褐色土よりも南側のVID・ 四C・WD・ 四C・ 四D区の範囲に認められた。

部分的に暗茶褐色土の下層から黒褐色土が検出されたことから、層位的には暗茶褐色土が黒褐色

土の上層にあたると判断された。黒褐色士を除去すると、黄褐色土（第 3層）上で遺構と思われる

土坑 ・石敷き炉・柱穴 ・溝などが検出された（図版第44）。当初は黄褐色土を地山と考えていたが、

重機による断ち割りを行ったところ、黄褐色土の下層で黒色炭層（第4層）と細片化した製塩土器

土層が存在することを確認した。黄褐色土は、先述のA 3地点において地滑りによってずれ落

ちた土層から連続し、 A-3地点で発生した地滑りが0 2地点までおよんだものと考えられる。

その範囲はA-3地点の前面に限られ、 0 2地点北半部には広がらない。なお、黄褐色土層そ

のものは無遺物層である。

黄褐色土層を除去すると、W～四ライン ・A～Dラインに固まれた範囲に黒色炭層（第4層）が

広がっていることを確認した。黒色炭層は、南北16m・東西12mのほぼ矩形の広がりを持ち、

炭・灰の廃棄層と製塩土器片の薄い堆積層が互層をなしており、部分的には焼土の広がりも確認

できた。厚さは地区によって異なるが、10～20cmを測る。この黒色炭層を除去すると、ほほ水平

な焼土面（最終焼土面、第 5層）と、その上方に角礁を配した製塩炉SXl 1が検出 された。また、

焼土面上では士坑・溝などとともに鍛冶炉が検出された。面的に広がる焼士面は製塩に伴うもの

と考えられるが、鍛冶炉は焼土面の中に埋没していたため、焼土面と鍛冶炉の先後関係は明らか

でない。

最終焼土面（第 5層）を断ち割って下層の状況を確認すると、焼土面が黄褐色ないし茶褐色の整

地土（第6層）上に形成されていることが明らかになった。この整地は、ほぼ焼土面 l～3と同範

囲にわたって行われているようである。この整地は、整地以前の製塩に伴う焼土面が比較的小規

模であることから、製塩の規模拡大、あるいは新たに鍛冶を行うために、 0-2地点（とくに南

半部）に対して大規模な造成を実施して行われたものと考えられる。

整地土層の下層の状況は、地区ごとに異なる。VIC・VID・ 四C・WD区では、 整地土層を除

去すると蝶混じり暗青灰色ないし青灰色粘質土（第 7層）が広がる。この上面で掘立柱建物跡SB 

01を検出した。皿D区付近では、 最も最下層に喋層があり、焼土面以下喋層までの焼土面と整地

土層の互層状況を確認した。これによって、焼土面の形成と整地が繰り返された状況を確認でき

た。最下層の喋層は南側で確認された喋混じり青灰色粘質土などに対応すると考え られる。

以上から、 0-2地点における土層の堆積状況としては、黄褐色土（第3層）を境に、黄褐色土

上面の遺構群を上層遺構、黄褐色土の下層の最終焼土面とそれに伴う遺構を下層遺構とする。ま

た、喋混じり青灰色粘質土上面など整地土の下層で検出された掘立柱建物跡や焼土面などを最下

層遺構とする。黄褐色土層（第 3層）は、A-3地点の項で触れた地滑りによ って、下層の遺構
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第16図 0-2地点地区割り図 （上：上層検出遺構 下 ：下層検出遺構）

群 ・廃棄層（黒色炭層）を一気に埋めてしまったと考えられる。

23 
／ 

23 

／ 

、

20m 

以上のような複雑な状況を呈する南西側に比べ、北東側では、明茶褐色土の堆積が認められた。

これは南西側の暗茶褐色土ないし黒褐色土に対応すると考えられる。明茶褐色土を除去すると、

おおむね地山面が露出するような状況で、製塩炉SXl3などが検出された。

(2）遺物出土状況

上記の各層からは多量の遺物が出土した。以下、その出土状況についてのべる。

暗茶褐色土層（第 l層、図版第125・126・128. 129) 暗茶褐色士層からは、須恵器蓋F(1 ）・

56-



検出遺構

蓋（ 2～4）・杯c( 5～8）・椀B(10）・皿A(11）・皿D(12）・短頚壷(13）、土師器杯B(17）・杯

c (15・16・18・19）・杯（20）・斐A(32～34・36・37）・鍋（35. 39）、黒色土器椀A(21～24・

28・30・31）、瓦器椀、製塩土器（図版第126 1～28）・製塩土器支脚（図版第128-1～図版第

129 117）などが出土した。出土した遺物は量的に多くないが、製塩土器・製塩土器支脚にまと

まった出土がみられた。製塩土器支脚は、皿 E・VIE区で検出された製塩土器支脚廃棄層SXOl 

から大量に出土した。製塩土器は、皿 D・ND区でまとまって出土した。周辺部の撹乱のため、

S XOlに対応するものとは即断できなかったが、厚さが最大で、lOcmに達する製塩土器片の廃棄層

であった。出土した遺物から浦入咽期に位置づけられる。

黒褐色土層（第2層、図版第130～133) 黒褐色土層からは、須恵器蓋D(4・5）・蓋E(1 ）・蓋

( 2・3. 6）・杯B(7～9）・杯c(10～19）・椀c(26）・皿D(21・22）・壷（23～25・27）、土師

器杯B(33）・杯c(34）・杯D(36～38）・杯（35）、緑粕陶器（29・30・48）、黒色土器椀A(46・47）、

瓦器椀（44）、白磁（49・50）、製塩土器（図版第131 1～43）・製塩土器支脚（図版第132-1～図

版第132-73）などが出土した。製塩土器は、石敷き炉の周辺に細片化した破片が集中して出土し

たほかは、顕著なまとまりはみられなかった。また、第2層の下層は地滑りに伴う黄褐色土であ

るが、ここに地滑り以前に形成されていた遺構群が部分的に残存しており、それらに伴う遺物が、

第2層中に混入していた。出土した遺物から、浦入VI・ Vil期に位置づけられる。

黒色炭層（第 4層、図版第134～139) 黒色炭層からは、須恵器蓋c( 8）・蓋D(14）・蓋E

( 6 ・13）蓋（ 1～5 ・7 ・9～11）・杯B(15・16）・杯c(18～36）・椀B(17）・椀（37・38）・皿A

(40～42）・高杯（43）・長頚壷（44. 45）、土師器杯B(47～49）・杯E(50～52）・蓋A(54～56・

59）・蓋B(57・58）・鍋A(61）・鍋B(60・62・63）、製塩土器（図版第136 1～第137-68）・製

塩土器支脚（図版第137-69～72・第138-1～第139-70）などが出土した。黒色炭層には、堆積

状況の項でも述べたように、焼士面や製塩土器の廃棄層が確認された。製塩土器の廃棄層は、厚

さ数cmほどで、面的な広がりをもったものが複数検出された。土器類や製塩土器支脚は、先の製

塩土器片の堆積層や、黒色炭層中からやや散発的に出土した。

出土した土器には、黒色土器や須恵器椀Cなどが含まれないこと、須恵器葦E・ 土師器杯Dが

認められることからなどから、浦入V期に位置づけられよう 。

黄褐色整地土層（第 6層、図版第141・142) 黄褐色土整地土およびその下層から出土した土器

には、須恵器蓋c( 4）・蓋（1～3・5・6）・杯c( 7～23）・ 皿A(24）・高杯（25）・長頚査（27）、

土師器杯B(28～30）・杯（31～33）・斐A(34～38）・蓋B(39）、製塩土器（図版第142 2～22）な

どがあるが、量的には非常に少ない。細片が多く時期を決定する要因に乏しいが、 N地点やA地

点の遺構群に対応する浦入皿期ないし町期に位置づけられるものとしたい。

（筒井崇史）

4.上層検出遺構

(1)地滑り後に形成された遺構

0-2地点の海浜部に形成された大規模な造成面と これに伴う遺構群（下層検出遺構）は、丘陵

門
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上部から崩落した地山の黄褐色土によって埋没したため放棄されたと考えられる。この地山崩落

は、既述したように不整合面を伴う地滑りによるもので、短時間に大量の土砂を供給している。

以下、この崩落土壌を基盤として形成された遺構（上層検出遺構）について述べる。

地滑りによる土砂は、地山と同様の緩傾斜を形成し、そこを造成して土器製塩に関わる製塩

炉 ・土坑などを伴うテラス状遺構が設けられた。緩傾斜面の裾部は、湾岸道路とその後の土地利

用などによって大きく破壊されていたが、部分的に大量の製塩土器片・製塩土器支脚が集積して

いた。テラス状遺構とこれに付随する遺構に対応する遺物群であろう 。

これらの埋土は、微細な製塩土器体部破片と炭とが多量に混入する暗茶褐色土（第 l層）である。

①テラス状遺構（図版第42) 1基のみ確認した。

VB・V C区で検出した。傾斜地に直交して造成された平坦面で、丘陵前端面と西端が失われ

ている。造成当初の規模は明らかでないが、残存規模は全長約4.5m・幅約 2mを測る。

②製塩炉 2基検出した。

製塩炉 1（図版第50) v B区で検出した。テラス状遺構の北西辺の一部に重複して形成されて

いる。半円形のくぼみを作り、 30cm大の角喋を径0.6mほどの範囲に円形に配置する。喋の一部

は被熱による赤変がみられた。

製塩炉 2（図版第50) V C ・ VI C区で検出した。製塩炉 lの南東に位置する。テラスの中央か

ら末端におよぶ。長軸長約1.5m ・短軸長約0.5mを測る。lOcm大から人頭大の輝縁岩の角礁で構

成される。喋には二次的な被熱を受けたものが多くみられる。

③土坑 3基を検出した。土坑はいずれも素掘りの楕円形土坑である。テラス主軸に直交する

もの（土坑SKOl ・ 02）と、平行するもの（土坑SK03）とがある。これらの土坑は規模や埋土の状

況からみて、一連のものと考えられる。

土坑SK 01 （図版第43) v C区で検出した。素掘りの不整形な長楕円形土坑である。主軸長

1. 2lm ・幅0.65m・深さ0.31mを測り、断面形は「U」宇形である。 埋土は暗茶褐色土層の一層

である。埋土には炭と微細な製塩土器破片が均質に含まれていた。底部には特に被熱したような

痕跡は認められない。

土坑SK 02（図版第43. 127) v C区で検出した。土坑SKOlに並列して作られた長楕円形土

坑である。主軸長1.02m ・幅0.75m・深さ0.47mを測る。断面形は「UJ字形である。底部には、

角礁が認められた。喋は平坦な面をもっ箱形のもので、 平坦面を上にして土坑底面中央を囲むよ

うに配置されていた。土坑底面から喋上面にかけて製塩土器の集積がみられた。また、土坑底部

と礁の一部に被熱して赤変した部分が認められた。埋土は土坑SKOlと同じく、炭と微細な製塩

土器破片を均質に含む暗茶褐色土層のほぼ一層で埋没していた。この層からは、多数の製塩土器

支脚(19～60）が黒色土器などの土器類(16～18）とともに一括出土した。

土坑SK 03（図版第42) v C区で検出した。長軸長1.Om －短軸長0.7m ・深さ14cmを測る。断

面形は、浅い皿状である。埋土は、土坑SKOl ・ 02と同じく微細な製塩土器を含む暗茶褐色土層

である。
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④製塩土器支脚廃棄層Sx 01 （図版第128・129)

皿E・VIE区で検出された。丘陵裾部に位置する製塩土器支脚の廃棄層である。製塩土器支脚

の廃棄層については、舞鶴市教育委員会が調査されたQ 1 . Q 2地点で多数検出されている

が、当調査研究センターの調査区では唯一の検出例である。土坑SK02から出土した長大な製塩

土器支脚と同一形式のものが、大量に集積していた(1～117）。 完形に復するものは l点のみで、

全て破損して出土した。埋土の中には、微細な製塩土器体部破片が多量に認められ、支脚ととも

に廃棄された状況をうかがうことができる。また製塩土器支脚などに混じって黒色土器なども出

土した（図版第125-23.28. 31・35・39）。

(2）石敷き炉（図版第44)

検出状況 0-2地点南西端の刊C・刊D・咽 C・ 四D区で検出した。製塩土器片を多数包含

する暗茶褐色土層（第l層）・黒褐色土（第2層）の除去中に検出された。石敷き炉を構成する喋群

は、長軸長4.3m・短軸長2.8mの範囲にややまとまりをもっO また、その周辺部にも小規模なま

とまりが認められる。これらの集石を構成する岩石は輝縁岩を主体とし、風化の著しい花両岩が

散在するという状況がみられた。集石のあり方は、雨水などによる土砂の流出や崩壊などの影響

がみられ、全体に不安定な様子がうかがわれた。したがって、検出当初は、地山に包含された礁

が偶発的に集積したものと考えていた。

しかし、精査を進めるにつれて、礁の多くに被熱による赤変が認められたことから、人為的な

所産として検討する必要に迫られた。こうした礁がいくつかのブロックを構成しており、原位置

を保つ集石が少ないとしても、ある程度、離群が構成された当時の状況を反映している可能性を

考えるに至った。

このような観点で、遊離した礁を除去しながら精査を進めた。礁を包含する土層には、土器類

とともに多量の製塩土器 ・製塩土器支卿が含まれ、それらが礁を覆っていた。遺物は、礁の聞に

落ち込んでいるもの以外はすべて取り上げた。

喋群と製塩土群支脚の分布状況 牒群は、地山に普遍的にみられる輝緑岩と花岡岩で構成され

る。際群中、花開岩と製塩土器支脚に注目して、色分けして図示した。黒塗りが製塩土器支脚、

綱目が花両岩である。本来は、被熱した石材を取り上げるべきであろうが、検出した礁の大半に

被熱痕跡を示す赤変が認められ、煩雑になるので省略した。

花岡岩と製塩土器支脚に注目した理由は、喋群内に存在する花筒岩を中心としてブロックが構

成されている状況が看取されること、際群の被熱の原因として土器製塩に伴う焼成、つまりこの

際群が土器製塩炉の一部を構成したものである可能性を考え、支脚と磯群との関連を明らかにす

る必要カfあったこと、などである。

まず、花岡岩の特徴についてみる。輝緑岩が大きさ ・形状がまばらであるのに対し、花崩岩は

板状の大形品が選ばれている。赤みがあり 、結晶粒度が大きく 、風化の進んだものである。岩盤

中に脈状に産出するもので、古期花崩岩といわれるものらしい。松ヶ崎の浜辺や湾内に標石とし

て認められる白色系で、硬質の花両岩とは一見して識別し得る特徴的な花崩岩である。同種の花
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両岩が湾内に標石として認められるとしても、このように大形で、はない。湾外のものであれ、湾

内のものであれ、いずれにせよ選択的にこの場所に搬入された石材であることは疑いない。花両

岩は2次的な被熱により、いずれも著しく劣化していた。

石敷き炉を構成する喋群の検出状況を｛府献すると、いくつかの喋群がブロックをなして分布し

ていることがわかる。このブロックと花両岩の位置を分布をみると、全くの一致はみないながら

も、分布状況に一定の関連をうかがうことができる。花両岩が搬入石材であることを重視すれば、

その分布状況に計画性をみてとることができるであろう 。喋群が製塩炉である可能性を示すひと

つの状況証拠と言えるのではないだろうか。

次に、製塩土器支脚と喋群の関連である。牒群は多量の製塩土器を含む土層で埋没しており、

陳群検出時に多量の製塩土器が出土した。これらの多くは、喋群の埋没過程、あるいは埋没後に

集積したものと考えられる。これに対して疎開に圧着、あるいは疎群中に埋没している製塩土

器・製塩土器支脚は礁群形成以前、あるいは喋群に直接関連するものと考えることができょう 。

(3）製塩炉Sx 13（図版第41)

0-2地点の北東端の23D ・ 23 E ・ 24 D ・ 24 E区で検出した。ここには東西に延びる丘陵があ

り、その南東裾部で広範囲にわたって石敷き炉を構成すると思われる牒群を検出した。

この付近は畑地の造成に伴う土砂によって埋め立てられていた。土砂を除去すると、旧表土層

である腐植土があり、その下層に明茶褐色土が堆積していた。その直下で炭・灰層を伴う上記の

際群を検出した。明茶褐色土層は、上述の製塩炉跡と推定される SKOl・02の埋土と同ーのもの

と判断される。SKOl ・ 02に伴う遺物の年代は平安時代後期末頃と推定されるので、明茶褐色土

層はこれ以降に堆積したものと考えられる。喋群は、 SKOl ・ 02で使用したと考えられる大量の

製塩土器と明茶褐色土層に覆われているので、平安時代後期末頃を下限として形成されたと考え

られる。喋群の形成時期は決定的な資料がないので不明である。

喋群は、 丘陵裾部から海岸まで及んでいた。喋群には、炭・灰・製塩土器片が伴い、 2次的な

被熱によるとみられる赤変が認められた。礁は、輝緑岩の角牒を主体とし、花両岩が散発的に認

められた。輝緑岩は、地山に包含されたものが洗い出されて自然、分布したものが大半である。こ

の中に、人頭大の大形の喋が集中し、被熱の著しい場所があった。この喋群を SXl3と名付け、

慎重に精査した。

図版第41は、 SXl3を中心に周辺の磯群をやや広めに図示したものである。この図にもとづい

て、遺構の状況を説明する。

断面図をみると、蝶群は北西から南東へむかう緩傾斜地に、地形に沿って分布していることが

わかる。拳大の角礁を主体とし、大形の角離が部分的に分布している。SXl3は、この喋群の上

に設けられていた。人頭大の板状ないし角柱状の輝緑岩角喋が長軸長l.4m・短軸長1.Omの範囲

に密集し、約15cmの高まりをなしていた。一見乱雑に配置されているが、上面が水平をなし、詳

細にみると礁の主軸が求心的に配置されていることが観察される。自然分布する礁の主軸は、傾

斜面の主軸に対して直交する傾向がみられるが、この際群は主軸が求心的であり、人為的に配置
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されたものである可能性を強く示している。

礁の上面には被熱による赤変がみられ、礁の聞に、炭や徴細な製塩土器が多数みられたことか

ら、土器製塩作業工程で用いられた石敷き炉跡と判断したO

S Xl3に伴う遺物は徴細な製塩土器のみであり（図版第126-29～46）、形成時期は不明で、ある。

周辺から製塩土器支脚をはじめ須恵器・土師器などが出土しているが年代を決定づけるに至らな

い（図版第123・124）。注目すべき遺物としては、 吉見浜式製塩土器がある （図版第126-43～46）。

S Xl3付近で口縁部・体部破片が散発的に出土しており、遺構との関連が注目される。

(4）護岸状遺構

製塩土器支脚廃棄層 SXOlの南東側は、ゆるやかに傾斜している。この傾斜面とその付近には

拳大の礁が多数分布している。この場所は、正陵が海へと没入する地点、かつての汀線にあたる

ところである。礁は、丘陵から落下あるいは漂着による自然、分布とも考えられるが、 EE・ 皿

E・VIE・V E区では拳大の礁が地面に整然と圧着する様子が観察され、人工的に配置された可

能性が考えられた。平坦面造成の際に生じた喋や、その後に流出した砂礁で海岸を埋め立てた結

果、こうした喋面が生じたと考えられるのである。喋面を良好な状態で検出し得たのはこの部分

だけであったが、海岸に沿って広い範囲に分布するものと予想される。対岸のQ地点では海岸部

で類似遺構とともに護岸施設ともいうべき礁の集積が見つかっており、湾岸の開発、埋め立てが

いかに大規模なものであったかを示唆している。浦入湾岸は局所的にみられる湾入を除くとおお

むねリアス式の海岸であり、着岸しにくい場所が多い。喋面や護岸状の集積は、こうした海岸線

に新たな着岸地点を増設する結果をもたらしている。仮に意図せずに構築されたものであったと

しても、船着き場や荷おろしの場などの重要な空間として機能したと推察される。

(5）石列（第17図）

標高 lm前後の所で、石列を検出した。上記の護岸状遺構に重複して検出され、海岸汀線から数

mの所にある。等高線・汀線にほぼ平行して分布し、 一部がこれに直交して配置されている。礁

は、板状を呈し、水平に設置されていた。設置状況からみて柱を持つ構造物の根石あるいは礎石

として設置されたと考えられる。

石列を構成する石は、白色系の花両岩である。厚みや形状が良く似た人頭大の円礁で、いずれ

も良く水磨されている。暗緑色系の輝緑岩の各礁面上に設置されているので、際だった存在であ

る。浦入湾岸は輝緑岩の分布地域であり、このような花両岩の円礁をみることはできない。浦入

遺跡の北に峠を越えた瀬崎地区の海岸一白石浜ーには、同様の花商岩で海岸が構成されており、

この方面から搬入されたと考えられる。石列は、汀線に平行して直線的に配置されているが、南

側と北側では少しずれていて一直線とはならず、 2つの石列から構成されていると考えられる。

南側を石列 1、北側を石列 2と呼ぶ。ともに主軸はN46° Eで、一致する。石と石の聞は若干の

ばらつきはみられるが、約0.9mの等問、もしくはその倍数で分布している。ただし、石列 2の

北端3石の間隔は約l.4mとやや広い。両者が結節する地点に、石列 1・2に直交する石列（これ

を石列 3と呼ぶ）が配置されていた。石列 3は2石からなり、南東端は汀から 2m前後、標高 9
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第17図 0-2地点石列 1～3実測図 好な遺物包含層であるから、石
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列はこれ以前の遺構であると判断することができる。 0-2地点は土器製塩 ・鍛冶など、奈良 ・

平安時代の生産関連遺構が集中するところであり、当該遺構はこうした生産関連施設の一部を構

成する施設と推測される。

（田代弘）

5.下層検出遺構

(1)製塩関連遺構

焼土面 1（図版第46) VIC ・ VI D ・四 C・四D区で検出した。焼土は、不整形な広がりを示し、

長軸長5.4m・短軸長4.1 mを測る。焼土は数cmの厚さを測る。焼土面 lは整地土層（黄褐色土、

第6層）の上面に形成される。焼土面 lをめぐる溝は認められなかったが、焼土面の北辺に接し

て検出された SD06が焼土面 lの区画溝である可能性がある。また、焼土面 1に重複して溝SD 

03が検出されたが、これは北側に位置する焼土面2からのびてきており、検出状況から焼土面 l

よりも後出すると考えられる。また、焼土面 1の北東辺には、土坑SKOS・09がある。

溝S006（図版第46・140・144) v c . v D区で検出した。焼土面 lと焼土面2の聞を区画す

るようにE陵の上方から海岸に向かつて掘削された溝である。検出長5.6m・幅0.8～1.2m ・深

さ0.1 mを測る。SD06の北西半は、 SD03・05と重複関係が認められるが、 重機断ち割り部分

と重複したため、両者の切り合い関係はを明らかにできなかった。

出土した遺物は、溝SD05に属するものが含まれるかもしれないが、須恵器蓋（5・6）・杯B

(11）・杯C(7～10）、土師器杯A(14）・杯c(13）・皿(12）・鍋A(15）・聾A(16～18）、製塩土器

(30～34）などがある。また、 SD06の検出中に製塩土器支脚（図版第137 72）が出土した。出土

した遺物から浦入町期ないしV期に位置づけられよう 。

土坑SKOS（図版第50・第140・143) VI D区で検出した。焼士面 lと重複して検出された。長

軸長0.85m・短軸長0.6m・深さ15cmを測る不整形な土坑である。士坑内からは10～20cm大の礁

が多数出土した。いずれも熱を受けて赤く変色していた。出土遺物はなかったが、遺構の状況か

ら製塩炉と考えられる。

土坑SK 09（図版第50・第140・143) VI D区で検出した。焼土面 lに接して検出された。長軸

長0.85m・短軸0.8m・深さ 6～lOcmを測るが、検出状況から 2基の土坑が切り合っている可能

性が高い。土坑SKOSと同様、熱を受けて赤く変色したlOcm大の礁が多数出土した。出土遺物と

して、土師器杯B( 3）・聾A( 4）、製塩土器・製塩土器支脚(1～ 3）などがある。遺構の状況や

遺物の出土状況から製塩炉と考えられる。

焼土面 2（図版第47) VII C ・ ND ・ V C ・ V D区で検出した。焼士面 lと同様に焼土面の遺存

状況は良好とは言えず、不整形な広がりを示し、長軸長4.8m・短軸長4.2mを測る。焼土面は数

cmの厚さを測る。焼土面 2の区画溝として SD03があるが、南辺については、 SD03とも、 SD 

06とも解釈できる。焼土面2の上には、柱穴や土坑SK07などが検出されたほか、焼土面の下層

からも溝SD07などが検出された。

焼土面2の正陵上位側には、製塩炉SXll・ 区画溝SDOlなどがある。SX 11 ・ S DOlおよび
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S DOlによって区画された平坦面と焼士面2との聞には約0.3mの段差がある。また、この段差

とSD03の間でも、小規模な焼土の広がりを検出した（S Xl2・SXl4・Sx 15）。 いずれも細片

化した製塩土器や製塩土器支脚が焼土周辺から出土した（図版第144-40～44・47～51・53・54）。

区画溝SD03 （図版第47. 140・143) 四C・ND・VC・VIC区で検出した。総延長12.2m ・ 

幅0.4～0.6m・深さlOcm前後を測る。焼士面2を「コj字形にめぐり、区画溝と考えられる。

出土した遺物として、須恵器杯(19）・土師器杯（20）・斐（21）・鍋B(22）・製塩土器(12～24）・

製塩土器支脚（25～29）などがある。製塩土器には厚手平底のものの底部片（20～24）が含まれる。

溝SD 05（図版第47・140・143) V C ・ VIC区で検出したSXll・SDOlの南端に接し、南西

方向にのびた後「L」字形に屈曲する。重機断ち割りと重複するため不明瞭な点が多い。区画溝

S D03や溝SD06と重複する付近を中心に、製塩土器・製塩土器支脚などが出土した（4～l1）。

溝の南西端は、 SD03につながる。

製塩炉Sx 11・区画溝SDOl （図版第49・140・144) NB ・刊C・VC・VC区で検出した。

10～20cm大の角礁を長辺2.5m・短辺0.6～0.7mの範囲にやや無造作に配したものである。多く

の礁は熱を受けて赤く変色しており 、礁と礁の聞からは多量の製塩土器片が出土したことから、

製塩炉と判断した。

S Xllの前面には「コj字形にめぐる溝SDOlがあり、その内部に平坦面がみられる。平坦面

上には小規模な柱穴状の遺構や溝などが検出されたが、この平坦面には焼土面 l～ 3のような焼

土は全く認められなかった。SDOl内と平坦面の上面には、 SXllから廃棄された製塩土器片と

炭の堆積層が交互に堆積していた。SXllの出土遺物としては、多量の製塩土器片があるが、微

細な破片のため図示していない。

S DOlは、総延長8.3m・幅0.5m・深さ0.1 m前後を測る。SDOlの出土遺物としては、土師

器杯（23）、製塩土器・製塩土器支脚（36～39）。 これらは、おもに SDOlの北東半で出土した。S

DOlおよびSXllの南西半はやや削平されていた。

焼土面 3（図版第48・141) II D区で検出した。焼土面の遺存状況は焼土面 1・2よりも悪く 、

長軸長3.7m・短軸長3.2mが遺存していたに過ぎない。区画溝なども認められない。焼土面2を

区画する SD03の北側に位置することから、焼土面2と区別される。明らかに焼土面3に伴うと

思われる遺物はない。

焼士面3の下層を断ち割って、下層に3面前後の焼土面を確認した。これらの詳細な調査は行

えなかったが、調査を実施した焼土面 l～ 3に先行して営まれた、製塩に伴う焼土面と考えられる。

なお、焼土面3下層断ち割り出土遺物と して、須恵、器蓋（6）・杯c(13・14）・高杯（25）・土師

器蓋（34）などがある。

（筒井崇史）

(2）鍛冶関連遺構（図版第51・52・145・146)

鍛冶関連遺構として鍛冶炉を14基検出した。層位的には上述の焼土面 l～ 3とほぼ同一面であ

る。検出された鍛冶炉の遺存状況は良好ではない。14基のうち 7基（鍛冶炉 1・3・5～ 7・
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13・14）については炉底を構成する青灰色硬化層が確認できたが、 他のものは青灰色硬化層が削

平 ・流失しており、円形の赤色土のみが残存していた。14基のうち10基については埋土、あるい

は周辺の土を洗浄して鍛造剥片を検出しており 、鍛冶炉と認定できた。他の 4基については、 周

辺から鉄淳 ・輔の羽口の破片が出土したことや、円形焼土という形態から、鍛冶炉と推定した。

鍛冶関連遺物としては、輔の羽口 ・鉄淳 ・鍛造剥片などが出土した。鉄淳については、調査時

や製塩土器片を土ごと取り上げて洗浄したものの中に多数含まれていたが、大きなものはなく、

小片ばかりであった。鍛造剥片等の微細遺物の取り上げ方法などについては、第3章第10節で述

べる。

また、鍛冶炉に関連する建物跡などは明確にできなかった。

鍛冶炉 1 長径24cm・短径15cmを測り、浅い窪みをもっ。赤色土は部分的にしか見られない。

断面観察から浅い掘り込みを行い、粘土を貼り付けて構築されていることがわかる。

鍛冶炉3 長径30cm・短径23cmを測り 、浅い窪みをもっ。遺存状況は良好で、平面形は不整円

形を呈する。炉外周には一部土手状に盛り上がった部分が確認でき、残存した炉壁の可能性があ

る。赤色土は 2か所でとぎれている。遺構が保存されるため断面観察は行わなかった。

鍛冶炉5 長径29cm・短径18cmを測り、浅い窪みをもっ。遺存状況は良好で、 平面形は不整円

形を呈する。炉底には鉄i宰が遺存していたが、非常にもろく取り上げの際に崩壊してしまった。

赤色土は 1か所でとぎれ、炉に連結する溝状のものであることが確認できた。輔の羽口の設置に

伴うものと推定される。断面の観察は行わなかった。

鍛冶炉6 長径23cm・短径14cmを測り、浅い窪みをもっ。図示した礁は炉に関わるものではな

いと考えられる。

鍛冶炉7 長径13cm・短径6cmを測る。大部分が削平 ・流失したと考えられる。

鍛冶炉14 長径20cm・短径llcmを測る。土層確認のための断ち割りによって、半分ほどが破壊さ

れている。断面観察から浅い掘り込みを行った後、粘土を貼り付けて構築されたことがわかる。

（水野聡哉）

6.最下層検出遺構

下層遺構群の大部分は、整地されていた後に形成されていた。黄褐色土の整地土（第6層）を除

去すると青灰色磯混じり粘土などが確認され、その上面で掘立柱建物跡SBOlを検出した。青灰

色牒混じり粘土の上面で検出できた遺構はSBOlのみである。また、焼士面3で確認した下層焼

土面については、面的な広がりなどを調査するには至らなかったが、検出した層位などから SB 

01はこれら焼土面に関連する施設と考えられる。

掘立柱建物跡S801 （図版第53・140・142) VIC ・ VI D ・刊C区で検出した。焼士面下層の整

地土層（第6層）を除去し、第7層とした暗青灰色粘土ないし青灰色粘質土層の上面で検出された。

検出した柱穴は4基（Pl～ 4）で、そのうち 3基に柱材が遺存していた。建物跡は、ほほ地形に

対して平行しており、桁行き 2間分（5.2m）・梁間 l間分（2.4m）を検出した。柱穴は一辺40～

50cmを測る隅丸方形で、深さは60cm前後を測る。柱問寸法は、2.4～2.6mを測る。
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出土遺物としては、遺存していた柱材のほか（図版第150）、柱穴からは少量ながら土師器聾A

（図版第140-1・2）、製塩土器支脚（図版第142-1 ）などがある。遺物は細片のため時期を決定

するほどのものではないが、整地土層を除去して検出できた点から、浦入国～W期に位置づけら

れる。

第 7節 R 地点、の調査

1 .調査経過

（筒井崇史）

R地点は、 M地点（嶋遺跡、）の立地する砂鳴の付け根部分に位置し、南は外海、東は内海に面す

る。調査時には宅地に改変されていたが、かつては小さな入江があった。嶋遺跡（M地点）の形成

と砂噛の成り立ちを検討する上でも重要な地点である。

R地点は、舞鶴市教育委員会によって平成 9年度に試掘調査が実施された。試掘調査の結果、

製塩遺構あるいは弥生時代の遺構は検出されなかったが、表土下約20cmという浅い場所で縄文時

代中期の遺物包含層を検出した。舞鶴市教育委員会はこの試掘成果を踏まえて、当調査研究セン

ターにR地点の発掘調査を依頼された。

発掘調査は、試掘調査の結果を踏まえて、遺物包含層の広がりと遺構の検出に努めた。また、

砂l噴の形成を明らかにするため、 一部遺物包含層の下層まで掘削して調査を行った。試掘調査で

検出した遺物包含層は、ある程度認められたが、その範囲を確定することはできなかった。縄文

時代中期の遺物包含層の検出の後、 部分的にその下層の海成砂層を掘り下げたところ、砂l碕を形

成する基盤層（黄褐色磯層）の直上で丸木舟を検出した。この砂層は厚さ約1.5mにわたって堆積

した海成砂で、ここから縄文時代前期後半の土器が少量出土した。

以上のような考古学的検討を行いつつ、写真撮影・ 実測などの記録作業を行った。丸木舟につ

いては、年代と埋没要因を検討する目的で、放射性炭素年代測定法による年代測定を行った。丸

木舟の検出状況に主眼をおいて報告する。

2.土層の堆積状況（図版第56)

トレンチ上面の標高は1.3mを測り、最終の重機掘削では標高 4mまで掘削して基盤層を追

いかけた。その結果、 トレンチ西端から13m東の地点まで洪積層再堆積物からなる基盤層を検出

した。

試掘調査で検出した縄文時代の遺物包含層は、発掘調査の結果、縄文時代中期の土器を主体と

するものであった（暗茶褐色粘質土）。標高 O～0.8mにかけて、厚さ10～30cmで、堆積しており、

トレンチ西半分では陸化した土壌であるが、 トレンチ東半分では波打ち際の湿地化した状況を呈

する。この層は下層の海成の青灰色砂層が土壌化したもので、含まれていた炭化物の放射性炭素

年代測定結果は約4000年前を示している。

遺物包含層の下層には、青灰色の海成砂が lm 以上堆積しており、一部ラミナ化した砂層や生

息した員が吹き出した痕跡も認められた。青灰色砂層は幾層にも分かれて、無遺物層である洪積
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層再堆積物に至るまで続いていた。洪積層再堆積物は、丘陵を構成する洪積面に沿って急傾斜を

なしており、海成砂層はこの傾斜面を埋めるようにして堆積していた。この海成砂層は約4000年

前～約5000年前の年代を示し、少量であるが縄文時代前期の土器が出土した。無遺物層である洪

積層再堆積物まで掘り下げる過程で、標高0.5m付近で、丸木舟を検出した。

29層に黒灰色砂土がみられる。この層はその上面の均質な海成砂とは異なって、植物質を多く

含んでいた。陸地で形成された土壌を多く含む層で、陸地化していた時期に堆積した可能性が高

い。このように、 R地点の土層断面の観察によると、 29層の堆積した時期には標高 0.5m以下

まで陸地化していたが、縄文時代前期後半には海面が標高0.5m以上まで上昇し、さらに縄文時

代中期には標高 Om付近が海面で、あったと推測することができる。縄文時代の海進・海退の状況

を示す土層として重要である。土層の堆積環境 ・年代などについては、付論を参照されたい。

3.丸木舟の検出状況（図版第55)

丸木舟は、洪積層再堆積物のほぼ直上に位置し、青灰色砂層に埋もれた状態で出土した。検出

高は標高0.5mである。砂層を除去し、丸木舟を露出させたところ、当時の海岸線が現われた。

丸木舟が利用されていた当時の浜にはあまり砂の堆積がなく、陸上から供給された拳大から人頭

大の角離を主体とする。丸木舟の主軸は汀線の主軸に一致している。丸木舟より低い位置に杭跡

とみられる腐蝕痕跡があったので精査したところ、端部を扶った杭を検出した。海中あるいは水

際に杭を打ち込んで構造物を設けていたようである。碇石とみられる石も出土しており、この付

近に桟橋状の施設があったとみられる。杭 ・碇石は丸木舟よりやや新しいものであるが、海成砂

層である青灰色砂層中の遺物であり、縄文時代中期以前のものであることは確かである。丸木舟

は一見すると不要となって廃棄されたものが海岸に漂着したような検出状況を示すが、後出する

ものとはいえ、このような杭や碇石が存在する点から、検出地点は船着き場としての機能を有す

る場所であったと考えることができょう 。

4.丸木舟の形状と年代（図版第57)

出土した丸木舟は、船体の半分ほどが遺存していたO 全形は明らかでないが鰹節形とみられる。

遺存部分は幅が広く、船首から船体の半ばにかけての部分であろう 。船首とみられる船端部は、

上端が厚く作られている。残存長は約 5mで、ある。船底の厚みは約 7cmで、ある。最大幅は現状で

約 lmで、ある。丸木舟の幅は約60cm内外の例が多いが、本例は船幅が士圧による変形を受けた状

態で計測しているために、やや大きめの値を示していると思われる。使用木材はスギである。表

面はていねいな調整が行われ、所々に製作痕跡とみられる焦げ目のあるくぼみが認められた。丸

木舟の製作にあたっては、磨製石斧などで成形する際に木材を柔らかくし、加工しやすいように

することや、防水性を高めるため船体表面を綿密に整えることを目的として、松明などで木材を

焦がしながら作業を進めたと推定されているが、焦げ目はその作業を示す痕跡であろう 。

船体の一部を放射性炭素年代測定の試料とし、 5260士90B.P.年の年代を得た。丸木舟の出土
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層位に該当する青灰色砂層下層からは、北白川 Ea式の粗製深鉢の出土をみてお り、縄文時代前

期中頃に位置づけうるものである。

5.丸木舟下層検出の種実貯蔵土坑

(1)種実貯蔵土坑の検出状況と層位

①検出状況 丸木舟は、発掘調査後に科学的保存処理を施しで恒久保存することになった。平

成10年2月9日に舞鶴市教育委員会と当調査研究センターの立ち会いのもとに、保存処理の委託

先である （財）元興寺文化財研究所が取り上げ作業を実施した。木組みをして発泡ウレタンによる

固化処理を施し、固化した段階で重機を用いて切り取り ・取り上げ作業を行った。取り上げの際

には丸木舟の下層を大きく掘削した。種実貯蔵土坑は、この掘削の最中に検出したものである。

重機でウレタン塊を釣り下げたときに、多数の種実が付着していることに気づき、掘削によって

生じた掘り形の断面を精査した。その結果、黒色化した種実が集積した土坑を確認した。

土坑は、掘削によ り半分が壊れており 、掘形で断面を検出するにとどまった。上面幅約60cm・ 

深さ20cmを測り、断面は 「U」字形の土坑である。土坑埋土は土砂を除くと、ほほ種実で満たさ

れており 、一見して人為的な遺構であることが推察できた。まもなく壁面が崩壊し、遺構が埋没

したため、土砂埋土の堆積状況など詳細な検討はできなかった。

②検出層位 検出層位は、略断面図に示すように、丸木舟の検出層位である黄灰色砂層の下層

に位置する黄色砂礁層である。土坑は、黄色砂喋層上面から掘り込まれ、黄灰色砂層に封じられ

ていた。黄灰色砂は海水が現在より水面が高水準にあった時期に堆積したと推定される海成堆積

物であり 、黄色砂喋層はその基盤をなすものである。黄色砂喋層は洪積層の再堆積層であり、検

出時点に海成堆積物が及ぶ以前に形成された土層とみてよい。

(2）種実貯蔵土坑の種子構成と年代

遺構の年代や性絡を明らかにする目的で、（株）古環境研究所に種実の種子同定と放射性炭素年

代測定を依頼した。分析方法 ・結果についての詳細は巻末に付したので、以下に結論のみを記す。

①種子構成 土坑断面から採取したサンプルのうち 1kgについて洗浄した結果、 159gのドン

グリが回収された。 ドングリは、完形の個体を主体とし、成熟した種子に限られている。種類、は、

ブナ料コナラ属の一種類である。種の特定には至らなかったが、種子形状からアカガシ亜属の可

能性がも っとも高いと推定された。これは灰汁抜き処理を施すことにより食料として利用可能な

堅果類であり 、選択的に採取された人為的集積物である可能性が高い。

②年代 放射性炭素年代測定法による推定年代は、 5380±70B.P.年、暦年代はB.C. 4240年

であった。縄文時代前期に形成された遺構と考えることができる。丸木舟の放射性炭素年代測定

値は、 5260±90B.P.年、暦年代はB.C. 4055年である。本資料は、推定暦年代で丸木舟より約

185年以前のものであることが明らかとなった。

（田代弘）
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第3章出土遺物

第 1節 M 地点の遺物

M地点では、縄文時代中期から近世にかけての遺物が多数出土したが、すべて包含層から出土

したもので、遺構に伴うなどの原位置を保つものはない。細片に限られるなど資料的制約はある

が、舞鶴湾口に形成された砂噛における人々の活動時期を示す資料として重要である。

遺物には、土器類と石器類がある。土器類には、縄文土器・弥生土器 ・土師器・陶磁器などが

ある。石器類には打製石器として削器・石錐・模形石器があ り、剥片類が少量みられる。磨製石

器として太型蛤刃石斧 ・肩平片刃石斧などがある。

（田代弘）

1 .縄文土器（図版第58)

M地点では、縄文時代後期と晩期の土器を中心に26点を図示した。

lは中津式に相当する口縁部片である。2・4・5は3～ 4mmの沈線で、文様が描かれる。2は

内外面ともに細密な条痕のような調整が確認できる。5は沈線を多重に施す口縁部片である。3

は一乗寺K式に比定される。

縄文時代晩期に属する土器は、突帯文土器を中心に20点ほどある。図示した土器は、いずれも

口縁部片である。6. 7は口縁部が外反する器形を呈し、口縁端部には 6～ 7mmの間隔で刻みを

施す。6の内面は工具による撫でが確認できる。篠原式に位置づけられるか。8は口縁に接して

口縁端部に接するように上下から撫でられている突帯を貼り付けて、突帯状に「D」字形の刻み

を施す。外面調整は、左斜め方向に行った様子が確認できる。内面調整は、粗く粘土継ぎの痕跡、

が顕著に確認できる。9は色調が他の突帯文土器とは、やや異なり煉瓦色を呈する。口縁端部に

は、 8と同様に「DJ字形の刻みを施す。なお、刻みの幅は 8・9ともに 6mmを測る。10は上端

を強く撫でる突帯を貼り付け、突帯下端に「D」字形の刻みを施す。11は突帯下端に若干突帯下

の器面にはみ出して「D」字形の刻みを施すが、施文方向が他の「DJ字のものと異なり逆「DJ

字形となる。また、刻みと刻みの間隔が非常に狭く、押しヲ｜き施文に近い。12は胎土が非常に砂

っぽい土器で、器壁は 8凹前後と他の突帯文土器に比べると厚手である。突帯は非常に乱雑に貼

り付けられており 、わずか9cm程度の残存長の土器片で、あるが、左端と右端とで突帯の幅が7～

8凹違う 。その粗いっくりの突帯に円形の刺突を施文する。円形の刺突は径5凹を測り、上部に

木口のような痕跡を残す。13は上端を撫でるタイプの突帯を口縁端部に接するように貼り付け、

突帯の下端に一部器面にまではみ出すように円形の刺突を施す。14はl.5cmほどの幅広の突帯を

貼り付ける。突帯は上端を強く撫でるもので、突帯上には円形の刺突を施すが、 13のように刺突

は器面にまではみ出さずに突帯上でおさまる。15は他の突帯文土器に比して白色がかる。器厚も

4～ 5醐と他と比べて薄い。口縁端部に接するようにきわめて薄い突帯を貼り付け、突帯のほぼ
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中央部に円形の刺突を施す。また、突帯の下端と器面を同時に撫でている様子や内面の指押さえ

の痕跡が確認できる。16は突帯貼り付け時に口縁端部内面を摘んでおり 、その際の指押さえの痕

跡が明瞭に残る。突帯下端には「C」字形の刺突が施される。17は他の突帯文土器に比べて焼成

が良く、しっかりとしている。半円形を呈する突帯に 「D」字形の刻みを施す。18・19は半円形

を呈する突帯を口縁端部に接するように貼り付けて、その上に 「V」字形の刻みを施す。20～23

は極めて薄い突帯を口縁端部に貼り付けるもので、突帯上に刻みなどの施文を行わない。22・23

は器形が他と異なり、口縁部は外反しない。また、 22は口縁端部に面をもっO 24～26は晩期の突

帯文土器かどうか明言できない。24は非常に薄い突帯に径3mm程度の円形刺突を上下段でずれる

ように施文する。 25はl.5cm前後の幅広突帯下半に二段にやや不規則に刺突を施す。工具が完全

な円形でないため、逆 「C」字形を呈する。26は、口縁端部に接する突帯に円形刺突を施し、そ

の下方に波状に突帯を貼り付け、突帯上に円形の刺突を施す。

（和泉大樹）

2.弥生土器

M地点出土の弥生土器はいずれも、包含層などの資料で遺構に伴う一括資料はない。以下各時

期ごと に概観する。

a.弥生時代前期の遺物（図版第59-27～35・図版第60-60～73)

前期に属する土器には、壷 －鉢 ・聾・葦がある。査は口縁部が発達していない27・28や、やや

長く外反する29がある。いずれも口縁端面は丸くおさめ、加飾を持たない。ヘラ描沈線文は残存

している限りでは3条をこえるものはなく 、未だ多条化していない段階のものである。また、 口

頚部に段や削出突帯を持つものはなく、頚体部の削出突帯も沈線の片端をケズリ落としたものと

して30・61がある。体部に羽状文をもっ61もあるが、施文工具は貝殻腹縁ではな く、ハケ状の工

具である。頚体部に突帯をめぐらせる62～66も出土しているが、これも多条化は しておらず、突

帯上にきわめて細かい刻目を施すのが特徴である。

鉢は如意状口縁のものとして31・67・68があり 、口縁部はゆるやかに外反し、端部は丸くおさ

め、やはり刻目を持たないものである。口縁部がより直線的に広がる31には施文がない。

輩はいずれも如意状口縁のもので、口縁端部に刻目を施さないものが多い（69～72）。 体部に施

されたヘラ描沈線文は 1～ 3条で、多条化していない。また、無文のものもこの調査区では出土

していない。

蓋は査用のもの（32）と聾用のもの（33）がある。32は磨滅が著しく、調整等から時期を決定する

ことができないが、胎土などから前期に属するものと判断した。33は、口縁内面の口唇部に帯状

の煤痕跡が認められる。

これらの資料は、ヘラ描沈線文が多条化しておらず、査の口縁端面への加飾や、体部の無文化

も認められないことなどから前期中段階併行の資料であると考えられる。特に突帯の存在や、特

殊文様、赤彩などが認められないことから、中段階でもより新段階に近い時期の資料であると位

置づけられる。
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b.弥生時代中期の遺物（図版第59 36～53・図版第60 74～82) 

中期に属する土器は壷・鉢・高杯 ・聾がある。査は口縁部が長く外方向にのびる36～40が主体

で、口縁部もやや下方へ拡張する傾向が認められるが、未だ顕著ではない。口縁部が短く外反す

る41もあるが、当地域では決して多くない。端面にはハケ状工具による列点文（36）や斜格子文

(37）、円形浮文（38）と羽状の刻みをもつもの（41）があるが、回線文は採用されていない。40のよ

うに全く無文のものもあるが、この個体については色調や胎土から搬入品の可能性が高い。

口縁内面に 2条の突帯をもっ36は突帯の聞に 2個一対の紐孔が穿孔されている。この査は内側

の突帯から口縁部にかけで煤の痕跡が認められ、壷でありながら煮沸にも用いられている。出土

した壷の体部施文はいずれも櫛描文で、直線文・波状文（76・77）・斜格子文（74. 75）がある。こ

のうち櫛描原体の幅が狭く、条数が6条と少ない77は、特に施文が稚拙であ り、当地域のもので

はない可能性がある。頚部には三角形の突帯をめぐらせる36. 78 . 79と、指づくね突帯をめぐら

せる80・81がある。前者には縦方向に棒状浮文がつく 37. 78も認められる。

無頚査は、口縁端部を折り返して肥厚させる42と、口縁部を丸くおさめる43がある。44は口縁

端部に三角形の突帯を貼り付ける無頚査で、台付になる可能性がある。このう ち外面部にハケ状

工具で羽状の刻みを施す42の胎土については雲母が含まれず、チャー トをわずかに含むこ となど

から、この遺跡で出土する多数派の胎土とも異なる。こうした口縁端部外面の施文方法はこの地

域では少数派で、同様の文様構成をもっ41の査とともに、搬入品の可能性が高い。こうした文様

構成を持つ土器は金沢市二ツ屋町遺跡や加賀市猫橋遺跡、など、北陸地方を中心に散見されること

から、そうした土地との関連を考える必要があるだろう 。

鉢は直口の45が1点出土しているのみである。斐にはバラエティがあるが、大き く分けて口頭

部が如意状になる47～51と、「く」の字に屈曲する49・52・53、受口状になる82がある。如意状

のもののうち、 49・50は器壁も厚く、口縁に面をもつが刻目は施さず、口縁の一部に人差し指の

横腹を用いて大きくアクセントをつける。こう した技法の加飾をもっ斐は、 当地域や周辺地域に

広く分布しており、胎土には石英と長石の l～2凹程度の角喋～亜角礁を多く含み、雲母片も多

く含むもので、今回の調査区では最も普遍的な胎土である。これに対して51a は、口縁端部に沈

線を施し、その後上下から指頭によ って押しつぶすことで、 口縁端部を波状にするもので、北陸

地方に類例がある聾である。体部外面は粗いタテ、ナナメハケで調整され、口縁内面には粗いヨ

コハケを残す。ハケの粗さはこの土器群の中では際だつものである。この土器については、胎土

に含まれる鉱物も、いわゆる高温石英やチャート、赤色斑粒などが目立つ点が、今回のいずれの

土器とも異なる特徴である。51bは同一個体の底部と考えられるが、接合しない。

「くJの字のものは53を除いて器壁も薄く、 口縁内面はやや受口状になる傾向が認められるが、

端部に面をもたず、跳ね上げも行われていない。口頭部が強く折り曲げられる52は、体部外面に

極めて細密なタテハケをもち、肩部には 2帯の列点文が施される。体部には煤（炭化物）がこびり

ついている。最終調整のていねいなハケによ って、ケズリやタ タキの痕跡は観察できないが、器

壁はきわめて薄い。また、胎土も密で、鉱物も長石や雲母を含むが、いずれも0.5mm以下のもの
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で、やや異なっている。小片のため、拓本で報告した受口状口縁の斐82は、器壁が灰白色から乳

白色、内面が黒灰色のもので、いわゆる近江型の蓋である。

底部片も図化可能なものは掲載した。54・55が査の底部、 51b . 56・57は斐の底部である。

高杯と考えられるものは 2点出土している。58は器壁の厚い脚柱部で、杯部の剥離痕が明瞭に

観察できる。この土器には円盤充填技法が用いられているが、脚柱部の内面側から充填が行われ

ている。59は高杯の脚裾部であるが、脚端部は上方に拡張し、内面もケズリが行われており、や

や新しい傾向を示している。

以上、 中期の遺物について概観したが、前期のものと比べて搬入品と考えられる土器が多いこ

とが特徴である。出土土器の時期としては、壷の口縁端部の拡張が顕著ではなく、凹線丈も出現

していないことや、蓋も跳ね上げ口縁になっていないことなどから、畿内第皿様式古段階に土器

の中心時期があるものと考えられる。ただし、高杯の脚内面にケズリをもっ個体があることなど

から、畿内第四様式古段階から新段階までの幅をもたせる必要がある。

（藤井整）

c.弥生時代後期（図版第61-83～96)

査・斐・高杯・鉢がある。これらは、 二重口縁と擬凹線文に特徴づけられる丹後地域の弥生時

代後期の土器である。89はラッパ状の口縁部を有する壷である。聾はいずれも二重口縁を有する。

口縁端部に内傾する狭い面を持ち、擬凹根文を少条施す古相のもの（87・90・92・93）と、口縁端

部を大きく拡張する新相のもの（86・94・95）に大別できる。91・96は口縁端部が短く直立するタ

イプであり、両者の中間に位置するものであろう 。95・96は口縁外面に擬凹線を施さない。83は

小形の鉢である。88は後期中頃に位置づけられる高杯の口縁部である。

3.土師器（図版第61-97～105・113・114・122)

97～100は口縁部を「く」の字状に外反させる歪である。97・98はあまり外反しなしミ。101・

103・104は「く jの宇状に口縁部を作り、端部を肥厚させる布留式系の歪である。102は頚部の

外反が鋭角で端部をつまみ上げて面を作るなど庄内式蓋の特徴を有する。 105は二重口縁の壷で、

101・103・104などに伴うものであろう 。

113・114は杯身である。113は精良な胎土を用いた赤褐色の土器で、内面に暗丈が施される。

他地域から搬入されたものとみられる。 114はチャートや石英等が多量に混入された粗略なもの

である。122は灰白色の精良な胎土を有する。いわゆるロク ロ土師器で、椀の高台である。

4.須恵器（図版第61-106～112・115～121)

杯蓋・杯身・椀・ 壷類 ・聾などがある。

106～109は杯蓋である。106は古墳時代後期後半の杯身である。107・108は口縁部内面にかえ

りがある。奈良時代初期のものであろう 。109は口縁端部が短く垂下する。

110・111は口径lOcm前後の杯身である。110は器体が深い。111は口縁端部に傾く面を作る。
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116～121は壷類である。116・117・119・120は円筒状の頚部から口縁部がラッパ状に開くもの

である。116は端部に外傾する面を作る。117・118は同一個体であろう 。長頚査である。

115は斐である。大型の貯蔵容器である。口縁部外面に波状文がめぐる。

5.陶磁器類（図版第61 123～126) 

123は中国福建省龍泉窯系の青磁椀である。底部のみが遺存する。124～126は近世陶器である。

124は唐津産の椀、 125は美濃系の天目茶碗である。126は播鉢の口縁部である。

6.石器類（第18図1～ 6)

lは流紋岩製の打製石錐である。頭部が欠損する。2は削器である。地元に産する輝緑凝灰岩

製で作られたものである。三角形の剥片の長辺を刃部とし、側辺の一部に自然面が残る。3はチ

ャート製の模形石器である。4は良質の粘板岩で作られた石包丁である。刃部の一部が遺存して

いる。5は扇平片刃石斧である。6は太型蛤刃石斧である。

（田代弘）

第 2節 R 地点の出土遺物

R地点では、縄文前期末から中期初頭の土器を中心に整理箱 l箱分が出土した（図版第62）。

lは外反する口縁部形態、を呈し、口縁端部内面を刻む。外面は、磨滅および鉄分の付着が著し

いが、縄文が施文されているのが確認できる。北白川 Ea式に相当する。3は口縁端部を丸く成

形し、外面には、上下にほぼ均一な深さの「Cj字形爪形文を施す。爪形文の形状より北白川 E

b式に相当する。4は体部片であるが半載竹管状の工具で「D」字形の刺突を施す。胎土に金雲

母を多く含む。5は内外面ともに撫で調整の無文土器の口縁部片である。6は内面はていねいに

撫で調整が施され、外面にRL縄文を施す。2は胴上部が張り、一旦くびれて口縁部へと続く器

形を呈する。くびれ部には極めて低い突帯を貼り付け、その上部に 1cm前後の「Cj字形爪形文
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を施文する。爪形文は中期初頭のものであるが、 地文の縄文は大歳山式の撚りである。7・8は

前期末の大歳山式に相当する。7は口縁端部内外面に粘土紐を貼り付け、外側に刻みを内側にR

L縄文を施す。口縁内面の縄文帯は、段を成している。外面は、RL縄文地に乏状工具による刻

みを施した突帯を持つ。8はRL縄文地に極めて低い突帯を貼り付け、突帯上に lmm前後のC字

形爪形文を施す。内面にRL縄文帯を確認できるが、 7のよう に段は成していない。9は内面に

段を有する LR縄文帯を持ち、外面にも地文にLR縄文を施す。口縁端部よ り約l.5cm下に刻み

を有する突帯を持ち、その直下に爪形文を施す。10～12は中期初頭の鷹島式に相当する。10・11

は節の中にシワの見られない特殊な縄文を施文する。12は上部が欠損しているが、波頂部になる

と推定できる部分に円孔が穿たれており、その円孔下に円形を呈する隆帯を持つ。また、 l.Scm

前後のC字形爪形文を施す。内面にはRL縄文を施した縄文帯を持つ。13は胎土がやや異質な土

器である。文様等は、中部 ・関東地方の前期末の土器群に類似すると思われる。14は地文に撚糸

文を施す里木E式のくびれ部である。15は口縁部に突帯を貼り付けて、その上にも地文と同じ縄

文を施す。山陰地方の中期の土器である波子式に相当する。16は口縁直下に刻みを施す。施文の

要素は船元E式に比定できるが、胎土の雰囲気は船元式のものとやや異なる。17は器壁が厚く 、

底径約 9cmを測る。やや凹形を呈する。船元式の底部と考えられる。18は円筒形を呈する胴下半

部へと続くと考えられる平底の底部で、内外面および底面はていねいに撫でられている。外面に

は結節縄文で「S」字状の連続文が施文される。文様のみからみれば、石川県真脇遺跡、出土第6

群・第7群に類似するものがある。

（和泉大樹）

第 3節 N 地点 の 出 土遺物

1.縄文時代の土器

N地点出土の縄文土器は、早期後葉より後期前葉にかけての諸型式がみられ、 1200点あまりを

数えるが、接合関係にない小片が大半を占める。しかし、遺物の出土状況および遺存状況からす

ると、それらのすべてを二次的堆積の結果と想定することは難しく、その出土遺物の位置づけが、

N地点における縄文時代の人間活動の通時的様相を表すと考えられる。

以下、出土層序と既往の型式学的研究成果を考慮しつつ、N地点出土の縄文土器について報告

する。報告にあたって142点の資料を図化、掲載した。抽出条件は、土器の口縁部を主体に、小

片を除く有文体部および底部としたが、包含層皿についてはほぼ全点掲載した。なお、 出土位

置 ・法量 ・胎土等については観察表（第4表）を参照されたい。

a.包含層川出土土器（図版第63-1～第64-42)

早期終末より前期初頭に位置づけられる資料である。地文として表裏縄文および外面縄文が施

されるものが主体で、若干の条痕文および無文土器がある。刺突や突帯等の施文の観察されるも

のもあるが、口縁部より胴部上半の限られた部分に施される傾向があり 、体部破片が主体を占め

る本資料中には非常に少ない。以下の分類は、各種部位を含む破片にもとづく文様分類のため、

それらを個体に還元して再構成する必要があり 、便宜的な操作概念である点を断っておく 。
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L I群（ 1～ 6) 地文を除く装飾要素の認められる有文土器である。地文についてはLE群同

様に各種あり、後述の分類に対応する。

lは砲弾形深鉢の胴部半ばにあたり、表裏縄文の外面上端付近に、逆「コj字状を呈する刺突
（性13)

列をほぼ水平に配す。半蔵竹管状工具の内側を用い、上からみて逆時計廻りに施丈したものであ

ろう 。水平な刺突列の上段にも若干右上に抜けるような刺突の存在がわずかにうかがえ、ここを

下限とする文様帯が口縁部まで展開していた可能性もある。地文となる縄文の原体はLRで、外

面は右下がり斜位、内面は縦位に回転施文されたものである。縄文施丈後、一部がナデ消される。

胎土には石英粒が目立ち、繊維を若干含む。2は外面縄文の体部小片で、やはり半裁竹管状工具

の内側を用いた短平行沈線が施される。縄文原体はLRか。内面にはナデによる器壁の凹凸が認

められる。胎土中の石英・長石が目立つ。3も外面縄文に短平行沈線が施された体部小片である

が、文様は曲線を描いており、しばらく続きそうである。縄文原体はLR、内面はナデによるが、

下地に条痕が施されていたような痕跡が認められる。 4は外面縄文の胴部下半で、すぐに底部に

いたるものであろう 。下端の強く内屈する様子から、丸底ないし尖底と推定される。右下がり斜

位の平行沈線が胴部より続くことが確認されるが、描線は弱く、有意な施文かどうかは分からな

い。ただし、描線断面の形状から判断すると、半蔵竹管状工具の内側が用いられたようである。

縄文原体はLRが用いられ、多様多重に回転施丈される。胎土は石英・長石・ 雲母のほかに繊維

の混入が目立つ。5は比較的器体の屈曲の強い体部破片であるが、部位・方向ともに不明である。

外面はLRによる縄文地に幅 5mm弱の突帯が円弧状に多重に貼付され、さらにその上に刻みが施

される。実ljみにはヘラ状の工具が用いられるようであり、断面「VJ字状を呈する。内面のナデ

は粗く、器体の屈曲とともに、単純な砲弾形深鉢でない器形を想定可能かもしれない。6は唯一

の口縁部資料である。外傾してひらく器体に外側に被せるようにして粘土紐を接ぎ、その内面を

ナデつけ、外面を緩く断面山状に肥厚させる。肥厚して上面する口縁部には若干左下がり斜位に

なった縦位の短沈線を施し、口唇部を面取りする。頚部には左下より右上へ向かつて、 lと同様

の逆「コj宇状刺突列が2列以上平行して斜位に配される。内外面とも下地の調整はナデで、胎

土中には石英・長石が目立つ。

L H群 地文のみにて構成されるものを一括する。用いられる工具には撚紐と二枚貝があり、

それぞれが構成する縄文および条痕丈をもって二分する。さらに縄文地のLII aにおいては表裏

に縄文の施されたもの（LIIal）と外面のみのもの（LIIa2）とに細分され、これらをナデによ

る無文のものをあわせ、 4分類する。

Llla1(7～23) いわゆる表裏縄文土器である。特に際立った屈曲をもっ体部破片がないの

で、おおむね砲弾形を呈する深鉢であろう。胎土中には石英粒を目立って混入するものが多く、

繊維の混和も顕著ではないが認められる。 12などは破片下端が剥落するようにして接合時の積上

げ部分が観察され、また、体部下半については、断面に観察される接合痕が、器体の屈曲に対応

する場合が多い。内面に施される縄文の下地に二枚貝条痕の痕跡が認められる個体があるものの

(13）、一般的ではなく、むしろ胴部屈曲以下において、内面に施丈される縄文のナデ消しがしば
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しば観察される （7・19など）。一方、外面は比較的顕著に縄文が残るものの、軽く磨り消されて

いることが多い。縄文原体は内外面とも同ーのものと思われ、きつく撚りをかけた単節LRを主

とするが、 RLと思われるものが若干あるほか（20・22）、無節Rlも認められる（21・23）。 これ

らは器面の軟質時に施文されたようで、縄文の解読が困難であるものの、 13などは直前段3本撚

りであると判断され、さらに17はO段2本撚りの可能性がある。また、 10の内面下半には斜行し

て撚紐の圧痕が認められる。なお、 8. 11 については内面の炭化物付着が顕著である。

L 11 a 2 (24～39) 外面にのみ縄文の確認される土器である。小片が多いが、おおむね砲弾形

深鉢であろう 。ただし、 LI群に分類した 5についても、調整は本類と同様なため、すべての器

形が単純ではないかもしれない。内面は指ないし板状工具をもって比較的ていねいなナデが施さ

れるが、施文された縄文や条痕のナデ消されたように見られるものもある （30・36）。 外面の縄文

はLII a lに比して細かく整ったものが多いが、原体は同様のLRが主体となり、 28・35.38・

39などはRLの可能性がある。25で直前段 2本、 0段 3本撚りであることが確認されるほか、

27・36で直前段2本撚り、 28では O段3本撚りと判断される。また、 35の内面には条痕がナデ消

されたような痕跡が認められる。

L II b (41・42) 二枚貝を工具とした条痕文土器である。内外面に条痕が明瞭に観察され、内

面は共通して横位から斜位、外面は同様に斜行する41と横位に近い42がある。内面走向の相違は

部位の違いによるものか。後者は前者に比して径が大きく、上に位置するようであり、その破片

内においても上半が安定した横位であるのに対し、下半は斜位となり、条痕長も短いようで、前

者に類似する。42の外面は磨滅が顕著で不明であるが、 41の外面には条痕施文後、縄文が施され

るようである。ともに粒径 5mm近くある石英・長石を混じる胎土であるが、 41には繊維の混入が

若干認められる。なお、42の内面には焦げと思われる炭化物付着がみられる。

L 11 c (40) 無文の体部破片と思われる。ただし、外面には縄文が施文されていたようにも見

える。

b.包含層｜｜出土およびそれに相当する土器（図版第64-43～61)

中期全般におよぶ土器型式が確認されており、ここでは既存の型式に対照しつつ、中期初頭の

鷹島式から後葉の里木E式までを 6群別し、そのほか、異系統土器および対照困難なものを一括

しておく 。ここで掲示の資料は、上下に位置する包含層 I.包含層皿出土の土器に比して、いず

れも器表面の磨滅が著しく、原位置を保つ可能性は低いものと思われる。

M l群（43・44) 鷹島式に相当するものO 長大な硬めの原体を用いたと思われる縄文が特徴的

である（44）。43は波状を呈する口縁部であり、キャリバー形に復原されるものであろう 。外面に

は長さ約18mmを測る C字爪形文が3:§"lj以上にわたって密に連続施文される。口唇部にかけても少

なくとも l列の爪形文を確認できるが、口唇面が磨滅しており詳細は観察できない。口縁内面に

はほぼ水平に段が形成され、その上部にRL縄文が施文される。

Mii群（45. 46・49) 船元 I式に相当するもの。 45はキャリバー形深鉢の口縁部である。口縁

部外面上端に幅約20阻の突帯を貼付し、その上に小二枚貝背面圧痕を配列するが、突帯の一部が
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剥落し、その接着面にも縄文施文がなされていたことが分かる。内面にも帯状に縄文施文が認め

られ、その下限をていねいに撫で消すことで、若干の段をなして区画する。縄文原体は縦長のR

Lで、節内のささくれ立ちの目立つものである。頚部屈曲部にあたる46にも同様の縄文の施文が

みられる。49も同様の器形の口縁部であるが、上端は欠損する。全面に撚りの比較的細かいRL 

縄文を施し、逆「コJ字状を呈する押引き刺突列で山形意匠を展開する。また、破片上端および

下端にも同様の刺突列が水平にめぐる。

Mill群（47・48・50) 船元E式に比定されると思われる。47の口縁部には突帯が貼付され、そ

の上下に棒状工具で深く突いたと思われる刺突列が配される。キャリパー形を呈する深鉢であろ

う。50は口縁部が緩く外にひらく深鉢で、口縁は若干の波状を呈する。波頂部直下を欠損するも

のの、それに近い垂下文様から平行して下る上弦の弧文が、低平な突帯上の半載竹管状工具によ

る押百｜き刺突列によって描かれる。口縁上端部には小二枚貝背面圧痕が配列され、その内面には

縄文が施文される。外面には全面縦長のRL縄文が地文として施されるものの、磨滅が顕著で不

明瞭で、ある。48は小破片のため本群に含めてよいものか判断が困難であるが、突帯上に刻みを施

すことからここに分類した。

MIV群（51) 船元皿式に相当するものか。RL縄文地に半載竹管状工具による平行沈線が斜行

する。

M V群（52～55) 縄文の条の深浅が特徴的な船元町式に相当するもの。52は磨滅が顕著なため、

施文等の観察が容易でないが、地にLrによる縄巻縄文、口縁部に半蔵竹管状工具による蛇行す

る平行沈線文を配するものであろうか。口縁内面にも縄文の施文が帯状に認められる。55は同一

個体かもしれない。53・54は同様の縄巻縄文施文の頚胴部である。53は内面の指押え痕が明瞭に

観察される。

MVI群（56・60) 撚糸文を地文とする里木E式に相当するものであろう 。ただし、 60は原体の

幅が比較的太目のLrを用いている。キャリパー形の口縁部上端には蛇行する平行沈線文を半蔵

竹管状工具で描き、その下にも緩く下に弧を向ける意匠を配す。

MVll群（57～59) 地域的異系統の土器ないし不明のものを一括した。57は太く浅い縦位の沈線

を並列したもので、船元皿式E類とされたものに比定すべきものであろうか。磨滅が著しい。58

はRL縄文地の屈曲部に逆「コ」宇状の押引き刺突列を施したものO 59は本資料中でもっとも器

壁が厚く 、胎土も異なる。内面のていねいなナデに対し、外面にはRlによる木目状撚糸文を施

す。北陸地域の新崎式に類するものであろうか。

底部（61) 底面は高台状に凹んでおり、円周に沿って多重に円を描く撫での外側は相対的によ

りていねいである。船元式ないし里木式に伴うものであろう 。

c.包含層｜出土土器（図版第65 62～図版第66 142) 

中期末から後期前葉の諸型式が確認できるが、確実に中期末に相当するものはごくわずかで、

後期初頭の中津式および福田KE式が主体を占める。それに続く布勢式に比定されるべきものも

見出せるが、その量は多くない。当該期の研究は、山陰地方に連なる兵庫県小森岡遺跡などで、
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千葉 豊らによ って積極的になされており、本資料についても、その成果に多くを負い、以下の

ように分類する。

UI群（62～70) 描線幅が不安定で、その端部処理があまく、しばしば文様構成が定型化して
（注15)

いない一群で、平CIII式ないし平KI式とされた中期末に比定されるべきものであろう 。62は本

群に分類される唯一の口縁部であるが、沈線内も含めた外面は比較的ていねいに撫でられており、

沈線の稜は明瞭なものではない。後期初頭に下らせてもよいかもしれない。63～65は縦に振幅の

大きい連弧文ないし鋸歯状文の描かれるものO 63はLR縄文が沈線問に施文される。64の沈線は

70とともに太く、器面の軟質時に引かれたもののようで、確実に平CE式に比定されよう 。一方、

65の沈線はヘラ状の工具が軽く用いられるようである。66・67・69は沈線の連接すべき部分の処

理が甘く、文様意匠もはっきりしない。66はLR縄文の施文がみられる。68は磨滅が顕著で本類

に含めるべきものか判然としない。70は深鉢胴部に施された紡錘文を構成するものであろうか。

中心に凹点が附されている。

u H群（71～116) 描線幅・文様幅ともに比較的安定した 2本の沈線で文様が描かれる一群で、

定型化した磨消縄文が特徴的な中津式に比定される。文様（縄文帯）幅の広いもの（Ulla）と狭い

もの（UIIb）とに分類されるほか、分類の困難な一群をUII cとする。

口縁部資料のうち71～79はUII a、83～91はUII bに分類でき、文様幅の計測できない80～82

はUII cになる。71は波頂部が円筒状になる波状口縁深鉢で、頂部円孔のとりまきより援形に下

りる麿消縄文帯が以下に J字文を構成する。72は山形の波頂部口縁に沿った沈線が収散し、縄文

帯を構成する。73は波底部の突起であろう 。74～78の4点は口縁上端部を若干肥厚させ、内響気

味となる一方、 77・79は口縁に肥厚する様子がなく、文様幅も相対的に狭い可能性がある。縄文

原体はLRが主となるが、先に指摘した77・79のみRLであり、分別すべきかもしれない。なお、

71や73は文様意匠から中津E式に比定されるべきものである。口唇部を強く肥厚させる80は、破

片下端に弧線がみられるが、口縁に平行するものではなく、全体の意匠構成は不明である。81は

口縁に接して縄文帯が配され、窓枠状の区画文を構成するようなので中津 I式古段階に比定され

るべきものであろうか（王国1990）。 82は内に屈折した波頂部で、外面から頂部、内面まで2本の

沈線がめぐる。波頂部の両側縁には沈線状の凹みが配されるが、その他端は欠損していて不明で

ある。文様幅の狭い83は、波頂部にも口縁に平行して磨消縄文帯が配される。85は波頂下から垂

下する沈椋がJ字を描くものであろうか。ただし、その直線的な様子から渦巻文状になることは

なかろう 。86の意匠との類似を窺わせる。波頂部には、肥厚した口唇部に直交して刺突列が配さ

れるほか、その両側にも口唇面に刺突列が若干施される。83～85・89・90は口縁上端部が若干肥

厚気味で、 90を除き、いずれも LR縄文である。口縁部を肥厚させないながらも、内屈気味にす

る87・91はともにLR、肥厚させない86・88・93はRL2点に対し、 LR l点となり、 UE群の

口縁部においては、肥厚させないものと RL縄文の相関関係が認められそうである。86は比較的

遺存状況の良好な個体で、波頂部こそないものの、以下に垂下する J字状沈線の末端が入組み文

を構成する。また、口縁部に沿う縄文帯と頚部を水平にめぐるものとは、 2本の沈線問中央に短

口
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沈線を連続的に配してお り、その文様意匠とともに福田KE式の古段階に比定されよう 。したが

って、先述のUII aが中津E式に対比されるならば、UII bは福田KH式に対比される可能性が

高い。

体部破片は92～98がUII aに、 99～11 1がUII bに、そ して112～116がUII cに分類される。

前者に曲線的な意匠が多いのに対し、後者はj字文を構成する105を除いて、その多くが直線的

な意匠である点は特徴的である。また、前者は95を除いてLR縄文が用いられるのに対し、後者

では比較的RLが目立つ点も注意される。112は口縁部付近の破片と考えられ、波頂部下にJ字

状の渦巻文を構成するものであろう。116も破片上端で内屈するよう で、北白川C式深鉢C類に

比定できるかもしれない（泉1985）。

u Ill群(117～119) 描線が深く、 2本以上の沈線により直線的な文様を構成する一群で、福田

K E式ないし布勢式に比定されよう。特に117は明らかに3本の沈線束で文様が構成される。118

は磨滅が顕著である。119の沈線は 2本か3本かは不明で、ある。これらは全体的に直線的な意匠

の多いのが特徴的である。

U IV群(120～123) 布勢式に比定されると考えられるものを一括した。120・121の口縁部は上

向きに拡張した面をもち、そこに l本の沈線と外周して斜位の短沈線がめぐるもので、特に120

の突起はコップ状に天に向かつて閉口 しており 、その外面に斜行沈線が施文される。さらに波頂

下からは頚部に沈線が垂下するものであろうか。122は胴部上端、頚部屈折近接位と思われ、集

合的弧線意匠に向かつて水平に伸びる沈線末端が入組み状になる。123は深鉢頚部であろうか。

地文に縦方向の細密条痕が明瞭に観察される個体は本例のみで、1cm幅に 8本の条線を数え、 千

葉分類の「4類」に相当する （千葉・大下編1990）。 沈根のタ ッチも軽い。これらはすべて千葉の

布勢式の前半期にあたろう （千葉1990）。

u V群 沈線および縄文により構成される定型的な文様の認められない、いわゆる粗製土器を

一括する。地文および調整、施文工具の差異により、以下のように 4分する。

UV a (134) 縄文地のもので、本例の縄文原体はRLである。兵庫県見蔵岡遺跡における

「無文深鉢E類」に対応し、中期末に比定されるべきものであろう （松井編1997）。 UI群に伴う

ものであろうか。

u vb (124～130) 沈線文。無文地である。124～129は沈線で格子目文が描かれる。先端の鋭

い棒状工具が用いられるほか、半蔵竹管状工具を用いている例もある （129）。 格子日も粗雑な126

のほかは同一個体であろ うか。130・133は底部近くの破片で、斜行沈線がみられる。後期前葉に

比定されるものであろうか。沈線間隔は不規則で、条線ともいえる ようなものである。

u v c (131・132) 櫛描条線文。131は口縁部で、その断面形態から福田KE式以降に組成す

るものと思われる。小森岡遺跡においては 「条線地深鉢jとして布勢式の一器種と考えられてい

るものであろう（千葉 ・大下編1990）。外反する132は、一般的に縦位に施文すると ころが水平に

配されている点が異なる。

u v d (135～137) 条痕文。135の口縁部形態は中津式に比定されるべきものであろうか。136
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とともに条痕調整後、軽くナデが施されており判然としないが、後者

においては 1cm内に 3本の条線を数え、千葉分類の「 l類Jに相当す

る（千葉・大下編1990）。一方、深鉢胴部の137は横位の細密条痕が内

外ともに顕著で、1cm内の条線数は10本、同分類の「4類」にあたる。

しかし、同類とした有文体部123の条痕とはかなり様相が異なる。な

お、工具の痕跡幅は約 6凹を測る。

底部(138～140) いずれも平底であるが、 139は若干底面が浮いて

いる。なお、本例は周壁が上方に直線的に立ち上がる見蔵岡遺跡にお

10cm ける「底部A類Jにあたる上、外面に縄文が認められるようで、中期

第四国 N地点出土縄文

土器実測図

末に比定されるものであろう （松井編1997）。

c.石囲い炉周辺出土土器（第19図141・142)

包含層 Iの調査中に確認された石囲い炉周辺出土の土器であるが、遺構の年代を直接類推する

ことは難しい。141は磨滅が顕著であるが、外反する頚部上端から折り返すようにして、上を向い

てひらく口縁部がとりつくもので、その面には l本の太い沈線が配される。千葉のいう「dl種」

口縁部形態である （千葉1989）。 頚部の径と口縁部の径にズレがあり、口縁外縁が破片右端で拡張

することから、突起のようなものが付されていた可能性がある。UIV群に対応しよう 。142は底

部に相当するであろう小破片であるが、第9図にもみられるように、検出時は石囲炉に隣接する

ようにして体部下半がおおむね遺存していたものである。摩耗・破損が著しく、十分な接合・復

原を行うことができなかった。直径Scmほどの平底と考えられる。縄文時代後期の所産と考えてよ

かろう 。

2.弥生時代後期～古墳時代前期の遺物

a.流路跡SD 01出土土器

（岡田憲一）

S DOlからは弥生土器・銅鉱のほか、最上層から土師器・須恵器が出土している。出土遺物の

大半は弥生時代後期に位置づけられる土器であった。土器は埋土と流路底に分けて取り上げたが、

区別せず一括して扱った。主要器種としては壷 ・蓋・鉢・高杯・器台・蓋がある。器種ごとに分

類を行い説明をする。なお、出土層位・法量・胎士などについては観察表（第5表）にまとめた。

①弥生土器の分類

壷(1～24) さまざまな形態が認められるが、大きく 5種に分けた。

壷A 上方に直線的に延びる口縁部を持つ壷。

査B 口縁部がラッパ状に開く 壷。広口壷である。口縁部を上方に拡張するものをBl、口縁

部を下垂させるのものを B2とした。

壷C 口縁が内傾・直立気味におわる査。

壷D 口縁が短く屈曲し、端部を上方に拡張する査。口縁形態、は斐Aと類似する。

壷E 口縁が短く屈曲し、端部を拡張しない査。口縁形態は聾Bに類似する。
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重（25～151) 2種に分類した。

聾A 「く」の字に屈曲する口縁部をもち、口縁端部を拡張する蓋。口縁の拡張手法 ・体部形

状等、細部に関しては多くのバリエーションがある。口縁端部に擬凹線文を施すものをAl、擬

回線文を施さないものA2とした。

窒B Iく」の字に屈曲する口縁を持ち、口縁端部に丸く小さな面をもっ整。

鉢(153～193) 4種に分類した。

鉢A 口縁部が直線的に開く小型の鉢。

鉢B 口縁が屈曲し、端部を上方に拡張する。蓋Aとの判別が困難なものもあるが、聾に比し

て口径に対する器高が低いものをこの形式に位置づけた。

鉢C 口縁部が屈曲し、口縁端部を拡張しない鉢。特に斐に比して口径に対する器高が低いも

のを鉢として分離した。中間形態を示すものも多く存在し、聾Bとの判別が困難なものもある。

鉢D 口縁部の屈曲をもたない鉢。口縁部は内湾気味におわるものが多い。

高杯(194～222) 3種に分類した。

高杯A ゆるやかに内湾気味に立ち上がる杯部から「く jの字に屈曲する口縁部をもっ高杯。

高杯B 椀状の杯部を持つ高杯である。

高杯C 直立気味でやや外反する口縁部と下ぶくれ状の体部をもっ高杯。杯部は明らかに壷の

形状を持つため台付査として査形土器に分類するべきかもしれないが、 供献形態、であることから

高杯に含めた。

器台（223～241) 2種に分類した。

器台A 筒部が中空で脚部と受け部がラッパ状に大きく聞く器台。口縁端部は斜め上方に拡張

する。

器台B 器台Aの受け部にさらに受け部を付加した器台。いわゆる装飾器台である。

蓋 直線的に開 く裾部を もつもの。

②各個体について（図版第67 1～図版第79-306)

壷A 口縁が短いもの(1・2）、口縁の長いもの（ 3・4）がある。 lは口縁端部をナデによ り

拡張する。2は口縁端部に幅の広い横ナデを施し、口唇部内面には段をもっ。3は精製された胎

土をもち、擬凹線丈を施す。口縁端部は拡張されない。4は不明瞭ながら、口縁端部をナデによ

り拡張する。

査B1 (10～12・15～24) 口縁部の長さには、 比較的長い15～18や比較的短い19～24などがあ

る。12・15・18～20・23・24では擬回線文が施されるが、 10・11・16・17・21・22はナデによ り

仕上げられる。口縁端部の拡張は外傾する15～18. 19～24、拡張が小さい10、内傾気味に拡張す

る11、端部に面を持たせて上方に拡張する12がある。 9は肩部が張らず、やや異なった形態を示

す可能性がある。

壷B2 (13・14) 13には円形、 14にはドーナツ状の浮文を口縁拡張部に施す。Blより器壁が

厚い。

可
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壷C(7～ 9) 7・9は口縁部にわずかな屈曲を持つ。 8・9では不明瞭だが擬凹線文が確認

できる。8は器表面に薄い化粧土を施した可能性がある。

査D(5・25～27) 5は口縁拡張部の境に刻目文を施し、拡張部には半円形の沈線文が施され

る。25・26はやや大型である。27は口縁拡張部の境に拡張部成形時の指頭圧痕を残す。

聾A(28～30・33～35・38・39・42・44～53・55～64・66～98・122・125～128・131・132・

146・147、うちA2は31・32・36・37・40・41・43・54・65・99～121. 123・124・129・130・

148～151) A 1 ・ A 2をまとめて説明する。

斐Aの口縁端部の拡張手法には、 ①やや下垂した後、内傾 ・直立気味に仕上げるもの（28～32）、

②内傾・直立気味に仕上げるもの（32～45）、③やや下垂した後、外傾気味に仕上げるもの（46～

59）、告外傾気味に仕上げるもの（60～87・99～121）などがある。口縁部 ・拡張部が特徴的なもの

としては、拡張部が若干長くなるもの（88～98）、拡張部がわずかに屈曲する程度で、 一見すると

拡張部を持たない整Bに見えるもの(122～126）、口縁部が短くなるもの(127～129）、口縁部が長

くなるもの(120・121・130～132）などが見られる。口唇部は丸くおさめるものが大半であるが、

40～43・48・11 1のように少数ながら面をもつものが見られる。体部の形状としては38・77・

79・87のように体部の最大径が上半から中程となるものが多いが、 43のように最大径が体部の下

半となり、下ぶくれ状の体部を持つものもあると考えられる。体部の張りは弱いものが多いが、

118・119ではやや張った形状であり 、壷Dに近い形状をもっO 146～151は小型の聾Aである。調

整は完形に復原できるものが少ないため全体の調整が観察できるものは少ない。上半部のある程

度残るものでは、体部外面はハケ、体部内面はケズリを施すものが大半である。外面のハケは縦

方向のものが多いが、斜めや横に施すものも見られる。外面のハケは頭部に施される横ナデによ

り消されているものが多く、頚部にハケが及ぶものは少ない。内面のケズリは上半では横方向・

斜め方向、下半では縦方向にケズリを施すものが多い。41・46・103では内面にハケを施すが量

的には少ないものである。43では内面に粗いケズリが施され、接合痕の下に入っていく成形時の

ハケが観察できる。75・78・101・120では外面にタタキ、内面にケズリを施すが、量的には少な

い。101ではタタキの後にハケを施している。94・96・97ではミガキが施される。94の内面はケ

ズリの後にミガキを施す。97は口縁部の内面にミガキが施される。97のように口縁の内面にミガ

キを施すものは図化を行っていないものの中に少量確認できた。観察表には、蓋Alの擬凹線文

の確認できた最大の条数を示した。2条から12条のものがあるが、 3条から 6条のものが多い。

97では極めて明瞭で凹凸が激しい。98では若干擬回線文の幅が広く、 68・75では極めて幅が狭い。

他のものでは幅 2mm程度で、大きな違いは見られなかった。文様は58・65・67・69・70・74. 76・

87・106・131・150で見られた。いずれも肩部に施されている。74が lか所に米粒状の圧痕を 2

回押しつけた列点文であるが、 他のものではハケ原体の角によると思われる列点文を施す。131

では櫛条の工具による横方向の施文と列点文が見られる。

書 B(135～145) 133・141～143・145は口縁端部に面をもっ。140は口縁端部に指頭圧浪が残

り、凹凸が見られる。体部は張りの弱いもの (133. 135～138）、体部の張りの強いもの (144・
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145）が見られる。137には焼成後の穿孔が見られる。 139は体部外面と口縁部にタタキを施し、他

のものでは外面はハケを施す。内面はケズリ後ハケを施す137、ハケを施す144、ケズリを施す

134～137、139～144がある。134のケズリは器壁がえぐり取られたように深く施されている。

鉢A(152・153) 脚台のつく 153と脚台のつかない152がある。

鉢B(154・168～172) 脚台のつく 154と脚台のつかない169がある。擬凹線文は154・168・169

では施されるが、 170～172ではナデにより仕上げられる。

鉢c(155・156. 158～167) 脚台をもっ156と脚台を持たない167がある。167は底部に穿孔が

見られる。164・165のように、口縁の屈曲の弱いものと166・167のように屈曲が強いものが見ら

れる。

鉢D(157・173～193) 158は片口を持つ。179・182～189のよう に底部に焼成前の穿孔をもつ

ものと180・190～192のように穿孔を持たないものがある。口径に比して器高の低い189・190や

口径に比して器高の高い188・191など形態に違いが見られる。185は底部から直線的に聞き、内

湾気味に立ち上がる他のものとは異なる。口縁の端部は177・178・185のよう に端部に明瞭な面

をもつものもあるが、他のものでは成形時の指頭圧痕を残し、凹凸の残る口縁となる。調整は内

面ではケズリを施すものが多いが、184ではハケ、189ではナデ、 190ではミガキを施す。外面は

ハケ ・ナデが多いが、190ではミガキを施す。

高杯A(194～215) 口縁端部の拡張手法には、①直立気味に拡張するもの(194・195）、②斜め

外方に拡張するもの(196～208）、③やや下垂した後斜め外方に拡張するもの（209～213・215）が

見られる。口縁端部の拡張部の長さには194～200のように短いものから、202～204のように長い

ものまで認められる。214は口縁端部の拡張部を欠くが、高杯Aであると考えられる。杯部の形

状では194・195・207が口径に比して器高が若干深くなる。213は口径が小さくやや小型になると

考えられる。脚部の形状は裾部まで遣存する208・214・215で細い筒部から大きく聞く脚部をも

つことがわかる。裾部には208で3方向のスカシ穴が確認できるが、214・215では部分的な残存

であるためスカシの方向は不明である。また筒部が遺存するものでは199で中実の筒部となるが、

他のものは中空の筒部となる。杯部と脚部の接合方法を剥離の状況からみると、199では中実の

筒部に粘土を付加して杯部をつくっていることがわかる。195・207では中空の筒部に粘土を充填

していること、筒部に粘土を付加して杯部をつくっていることはわかるが、このどちらを先に行

ったかは不明である。調整がわかるものでは杯部内外面・ 脚部外面にミガキ、裾部内面にハケを

施す。204の杯部内面ではハケを施したのちにミガキを施しているようである。杯部内外面のミ

ガキは調整のわかるもので口縁部から上半部にかけて横方向に施され、下半では縦方向に施され

る。筒部には縦方向のミガキ、裾部では縦方向に施す208と横方向に施す215が見られる。215で

は杯部と筒部の接合部外面に横方向のミガキが見られる。なお、ミガキの前後関係が明確にわか

るものはなかった。196・207・212では脚部内面の頂部に棒状工具による刺突痕が見られる。筒

部の内面は215で絞り痕が確認できるが、208・214ではナデが施され平滑に仕上げている。擬凹

線文は195～213で確認できる。194はナデが施されたものと考えられるが、 215は磨滅により不明

円
〈

u
nxu
 



京都府遺跡調査報告書第29冊

であった。206・208は化粧土を施した可能性がある。

高杯B(216～218) 図化を行った 3点のみの出土である。口縁端部を拡張するもの（216. 217) 

と丸くおさめるもの（218）がある。調整は器表面の残りが悪く確認できない。216・218の筒部内

面には絞り痕を残す。216の拡張部には不明瞭ながら 2条の擬凹線丈が確認できる。

高杯c(219～ 222) 全形がわかるものは存在しない。222は裾部が欠損しているが、脚部の形

状は高杯A ・Bと同様の形態であろう 。219・220も高杯Cであろう 。221では脚部が剥離した痕

跡が確認できる。

器台A(223～230・234～241) 口縁端部の拡張手法は、 ①やや下垂した後斜め外方に拡張する

もの（227～230・234～241）と②下垂せずに斜め上方に拡張するもの（223～226）が見られる。 229

では下垂した部分が剥離しており、 ②のように端部を拡張した後に下垂部を付加したことが観察

できた。スカシは230では 4方向である。高杯では 3方向のものしか確認されておらず違いが見

られる。226はスカシを施さない。調整は不明瞭なものが多いが225でハケが見られる他は、筒部

から受部の外面・受部内面にミガキが施される。外面では筒部から受け部にかけて縦方向のミガ

キが施されるが、口縁部付近で横方向に施すもの （215・216）もみられる。受部内面では226・

240・241が横方向にミガキを施し、 230では不明瞭ながら縦方向のミガキが確認できる。230では

ミガキの前にハケを施しており、ミガキが雑な裾部付近では明瞭に観察できる。脚部は遺存する

ものが少ないが、内面にハケを施すもの（230・242）とナデを施すもの（226）がある。242では細か

いハケを施す前に粗いハケを施している。筒部の内面にはケズリが施される。擬凹線文は施すも

の（223～230・237～241）とナデで仕上げるもの（235・236）がある。234は磨滅が激しく不明である。

器台B(231～233) 図化を行った 3点のみの出土である。口縁端部の拡張手法は器台Aの①と

同様である。付加された受け部は基部のみが残存しており全形は不明である。231ではこの基部

にはスカシの痕跡が2か所確認できる。

高杯脚部（243～250) 筒部上半を中実につくるもの（243・244）、筒部の内面をより絞るもの

(245・246）、筒部を中空につくるもの（247～250）がある。裾部はゆるやかに開くもの（243～

245・247・248）、若干屈曲して聞くもの（246・249）が見られる。スカシはすべて確認できる243

～247・250では 3方向である。248・249ではスカシがない。外面には縦方向のミガキが施される。

裾部内面はハケを施す。245.247・248・250では筒部内面に絞り痕が確認できるが、 249はナデ

により平滑に仕上げられる。243・247・249には脚部内面の頂部に棒状工具による刺突痕が見ら

れる。

蓋（251～262) つまみは端部を丸くおさめるもの（252～257）、端部に明瞭な面をもつもの

(258・259）、端部に不明瞭ながら面が見られるもの（260～262）がある。外面の調整は255・262で

ハケ、 261でミガキを施す。259ではハケ後ミガキ、さらにケズリとなる。内面は259でケズリ、

262でハケが施される。

脚台（263～271) 壷・聾・鉢の脚台であると考えられる。 脚端部は端部を拡張するもの（272・

273・275）、 丸くおさめるもの（263～271・274）がある。274では脚部が短く、 275では底径に比し
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て脚部高が低くなり、他のものと異なる形状をとる。272には拡張部に擬凹線文が施される。

底部（276～306) 査 ・斐 ・鉢の底部であると考えられる。底部はいずれも平底となる。底部穿

孔が見られるもの（276～285）と底部に穿孔が見られないもの（286～306）がある。276・284・285

が焼成後の穿孔であり、他は焼成前の穿孔で、ある。282・283はやや尖り気味となり、 185～187な

どの底部に類似することから鉢Dの底部であると考えられる。287・293には焼成後に穿孔を施す

途中で中断した痕跡が見られる。穿孔を施さない底部にはハケを施すもの（294・301）、ケズリを

施し上げ底状に仕上げるもの（286・288～290）などが見られる。284・285には焼成前に施された

線刻が見られる。306には不定形なものを押しつけた圧痕が見られる。299にはタタキが施される。

③古墳時代の遺物（図版第80-307～314)

流路跡SDOI出土土器のうち、 最上層から出土した古墳時代初頭の土器と考えられるものを取

り上げる。後述する竪穴式住居跡SHl6にも古墳時代の土器が含まれており 、混入した可能性が

考えられる。307～309は中空の小型器台である。310は高杯の脚部、 311～313は高杯の杯部であ

る。314は二重口縁査で口縁部に円形浮文 ・刻目文が見られる。

b.竪穴式住居跡出土土器

弥生時代後期末から古墳時代初頭の遺物が出土した。流路跡SDOI出土遺物の分類に当てはま

るものはこれを使用して説明する。

竪穴式住居跡SH16出土遺物（図版第80-315～332) 出土遺物としては、 査B1 (316）・聾A

1 (320～322）・斐A2 (319）・鉢A(328）・器台A(323）・蓋形土器（329）・高杯（324・325・

326）・鼓形器台（330）・底脚杯（331）・壷（317）がある。また、鏡形土製品（332）が出土している。

埋土中の出土であるため一括性の保証された遺物ではない。

319・320・322は口縁端部の拡張が長く、 321では不明瞭となる。323では口縁端部の拡張部が

下垂した後上方に拡張するが、この下垂部が剥離しており、付加されたものであることが確認で

きる。329はつまみに明瞭な面を持つ。327は器台の脚部であろう 。324は時期的には SDOI出土

遺物より新しいと考えられる。325は短いく大きく聞く 脚部を持つと考え られる。326は二段のス

カシを持つもので、東海・北陸にこのようなものが見られることから、これらの地域の搬入品か

影響を受けたものであろう 。330・331は山陰系土器であるが、 331は胎土に極めて細かい石英・

長石 ・雲母を多量に含むことから山陰地方からの搬入品であると考えられる。317は査であろう 。

315・318いずれの時期に属すかわからない。315は査、 318は聾であろう 。鏡形土製品（332）は端

部がすべて欠損しているが、凸面鏡の形態を取る。最大長5.2cm ・厚さ 3mmを測る。部分的に赤

色顔料が残存する。胎土は l～ 2mmの石英・長石を含むもので、精製されたものではない。調整

は磨滅により不明で、ある。

以上の土器群は、おおむね弥生後期末から古墳時代初頭に位置づけられると考えられる。

竪穴式住居跡SH05出土遺物（図版第80-333～335) 出土遺物としては、高杯A(333）・高杯

(334）・小型器台（335）である。335は流路跡SDOI出土の309に類似する形態を持つ。333は弥生

土器、 334・335は古式土師器に分類できょう 。
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竪穴式住居跡SH17出土遺物（図版第80 336～340) 出土遺物としては、蓋A1 (337）・蓋A

2 (336）・高杯A(339）・器台A(340）がある。336は口縁と 口縁端部の拡張部の境が不明瞭である。

337は口縁端部を内傾気味に仕上げる。流路跡、SDOI出土の28・29のようにSDOIで主体となる

形態よりやや古い要素を残す。344は受部内面に段をもっ。338は高杯Aか、あるいは鉢の形態を

とる可能性もある。

（水野聡哉）

竪穴式住居跡SH 31 （図版第81 1～4) 出土遺物としては、土師器斐（3）・高杯(1. 2・4）など

がある。 1・4は杯底部と口縁部の屈曲部に稜が認められる。2は口縁部の立ち上がり部分に稜

を持たないと考えられる。3は斐の口縁部の破片で、外上方に向かつてまっすぐ伸びる。端部は、

やや面を持ち、端部の内面はやや肥厚気味である。詳細は観察表（第6表）を参照されたい。

3.飛鳥～平安時代の土器

浦入遺跡で出土した土器類の大半は、飛鳥時代から平安時代に位置づけられる須恵器 ・土師

器 ・黒色土器・瓦器 ・陶器などである。これらの遺物は膨大な量に達し、同時に出土した製塩土

器の年代を考える上でも、非常に重要である。

以下では、 N地点のみならず、すべての調査地点から出土した飛鳥～平安時代の土器を対象と

して、器種分類 ・時期区分などについて述べる。ただし、各遺構から出土した製塩土器について

は、まとめて第8節で詳述する。

なお、浦入遺跡では、いずれの調査地点においても、良好な一括出土土器に乏しい。このため、

床面直上 ・柱穴などから出土した遺物を優先的に図化した。また、遺構の時期を反映すると考え

られる遺構埋土出土の土器も同様に図化 した。その場合、土器の残存度の高いものや特徴的な部

位を有する遺物を図化した。ただし、図化対象の土器を選び出す作業では個体数の確認などの作

業は行っていない。

a.器種分類

出土量の多い須恵器 ・土師器 ・黒色土器について、浦入遺跡の実状に合わせた分類を行う。

①須恵器

蓋A ドーム型の天井部を有するものO 天井部の調整により、 Aa （天井部ヘラケズリ調整）と

Ab （天井部ヘラ切 り後不調整）に分けることができる。古墳時代に一般的な蓋の系譜をひくものO

蓋B 宝珠形のつまみをもち、内面にかえりを有するもの。

蓋C 宝珠形もしくはやや扇平な擬宝珠様のつまみをも ち、内面にかえり を有さ ないもの。口

縁端部の形態により、 Ca （端部が屈曲せず、 全体の形状が笠形もし くは笠形に近いもの）と Cb 

（端部が屈曲するもの）に分けられる。

蓋D 環状つまみをもつもの。口縁端部の形状が蓋Cと同様、屈曲しないもの（D a）と屈曲す

るもの（Db）に分けることができる。

蓋 E つまみをもたないもの。
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蓋 F 水平な天井部に、ほぼ直角に屈曲する口縁部を有するもの。短頚壷の葦と考えられる。

擬宝珠つまみを有する。

杯A 立ち上がりと受け部を有するものO 底部の調整により、 Aa （底部ヘラケズリ調整）とA

b （底部ヘラ切り後不調整）に分けることができる。古墳時代に一般的な杯の系譜をひくもの。

杯B 平底に近い底部をもち、高台を有さないもの。器形上の特徴から、 3形式に細分できる。

B aは底部がやや丸味を帯び、口縁部が内湾気味を呈するものO 蓋Aを身に転じたような器形を

呈する。 Bbは底部が平底で、やや内湾気味の口縁部を有するもの。底部から体部を経て口縁部

へ至る立ち上がりの屈曲部が不明瞭なもの。Bcは平底と外上方に直線的にのびる口縁部を有す

るもの。

杯C 口縁部がほぼ直椋的に外上方にのび、平底に近い底部をもち、高台を有するものO 口縁

部内面に沈線を施さないものをCa、施すものをCbとする。杯Cbは量的にわずかである。

杯D 杯C同様、口縁部がほぼ直線的に外上方にのび、平底に近い底部をもち、高台を有する

もの。杯Cに類似するが、口径が底径の1.8倍以上のものを指す。径高指数も45以上と高い値を

示す。

椀A 内湾する体部に、輪高台を有するもの。口縁部の形状に多様性が認められる。

椀B 内湾する体部に、口縁部が大きく外反するもの。口縁部と体部の境目に稜をもち、輪高

台を有する。口縁部内面に沈線を施すものが多い。いわゆる「稜椀」である。

椀C 底部を糸切りによって切り離し、体部がやや内湾気味を呈するもの。体部が直線的なも

のもある。

椀D 水ヲ｜き成形の痕跡を明瞭に残し、口縁端部が玉縁状を呈するものO 亀岡市篠窯跡群にお

いて特徴的な器形である。底部は糸切りによる切り離しのものが主体である。

皿A 口縁部がほぼ直線的に外上方にのび、平底の底部を有するもの。

皿B 口縁部がほぼ直線的に外上方にのび、平底の底部を有し、高台がつくもの。口縁部内面

に沈線を施さないものをBa、施すものを Bbとする。皿Bbは量的にわずかである。また皿B

そのものも、杯Cとの区別の難しいものが多い。

皿C 口縁部の形状は不明で、あるが、底部から体部にかけて一部屈曲し、皿Bに比べてやや大

型、かつ高めの高台を有するもの。高台はやや踏ん張り気味である。

皿D 平底の底部から明瞭な屈曲部を持たずに口縁部に至るもの。高台を有するが、その高さ

に高低がある。

高杯A 長脚二段スカシのもの。

高杯B 短脚でスカシをもたないもの。

長頚壷A 口縁部が外反し、端部を丸く収めるもの。

長頚査B 口縁部が外反し、端部を上方へつまみ上げるもの。屈曲部に稜を持つ。

聾A 口縁部が長く、外反するもの。口縁端部の形状に多様性が認められる。

聾B 口縁部が短く、直口するもの。口縁端部は面を有するものが多い。
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②土師器

杯A 底部が丸底を呈し、口縁部外面に比較的強いナデを施すもの。器高が高く、底部調整は

へラケズリ調整を施したのち不調整であるものが多い。

杯B 底部が丸底気味で、杯Aにくらべ器高が低いもの。口縁端部の形状によって細分するこ

とができる。小型品が多い。

杯C 底部が平底を呈し、底部と口縁部の屈曲が杯Bに比べて明瞭なもの。杯Bと同様、 口縁

端部の形状によって細分することができる。

杯D 高台を有するもの。高台の形状から細分できる。全体の形状のわかる資料はない。

杯 E ロクロ成形によるもので、口縁部はほぼ外上方に直線的にのび、底部はほぼ平底である。

底部の切り離しはヘラ切 りによる。

椀A 口縁部が内傾し、底部は丸底を呈すると考えられるもの。

皿A 底部が丸底気味のもので、 口径が大きい点で杯Bと区別できる。口縁部外面にヨコナデ

は施すが明瞭な稜を有さないAaと強いヨコナデを施して稜が生 じるAbとに分けられる。

皿B 底部が平底を呈し、底部と口縁部の屈曲が明瞭なもの。屈曲の程度や口縁端部の形状に

よってさ らに細分することができる。

高杯A 椀状の杯部を有するもの。

聾A 頚部の屈曲がゆるく「く」字状を呈するもの。端部を丸く納めるもの。法量による区別

が可能である。

聾B 頚部の屈曲がゆるく「く」 字状を呈するもの。聾Aと異なり、口縁部内面に数条のヨ コ

ナデの痕跡を残すもの。法量による区別が可能である。

窒C 頚部の屈曲が「くJ字状を呈するもの。口縁端部をつまみ上げて面をもたす。

鍋A 頚部が鈍角の角度を持ち、丸底を呈するもの。口縁端部を丸くおさめる。

鍋B 頚部が鈍角の角度を持ち、丸底を呈するもの。斐B同様、口縁部内面に数条のヨ コナデ

の痕跡を残すものO

鍋C 頚部が鈍角の角度を持ち、丸底を呈するもの。口縁端部をつまみ上げて面をもたす。

鍋D 口縁部が短く屈曲し、やや平底気味の底部を有する。

③黒色土器

椀A 底部を糸切りによって切り離すもの。また、内面のみを黒色処理する。丹後地域におい

て普遍的に認められる器種である。

椀B 底部に輪高台を張り付けるもの。輪高台の内面に糸切 り痕を残すものがある。内外面と

も黒色処理をするものが多い。

椀C 椀Bと同じく輪高台を張り付けるもの。椀A ・Bに比べ薄手で断面三角形に近い高台を

貼り付ける。底部の切り離し方法に糸切りを用いないもの。

皿A 底部を糸切りによ って切り離すもので、内外面とも黒色処理された小型の皿。
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b. 時期区分について

各調査地点の遺構出土土器を中心に浦入遺跡における時期区分について述べる。結論からいえ

ば、 7世紀から12世紀にかけての時期は、先に述べた器種分類にもとづく器種構成の点から 8期

に区分される。以下、各時期の特徴を述べることにする。

浦入！期 須恵器蓋A・ 杯A、土師器杯Aを主体とする。蓋・杯は他の器種を含まない。土師

器聾Bの初源的形態と思われるものも含まれる。おおむね古墳時代に一般的な器種構成を呈して

おり、 N地点竪穴式住居跡SHOS・09、SHl5などが相当する。

浦入｜｜期 須恵器蓋B・杯Ba・杯Bb、土師器杯A・杯B・ 皿Aを主体とする。浦入 I期に

みられた器種も法量を縮小させて残存する可能性が高い。また、須恵器杯Cがすでに出現してい

る。土師器聾Bが一定量認められる。N地点竪穴式住居跡SHl2、土坑SH21などが相当する。

浦入川期 須恵器蓋C・杯Bc・杯C、土師器杯Cを主体とする。土師器聾Bも非常に多く存

在する。また、少量であるが、浦入E期にみられた器種が残存する。N地点テラス状遺構SH 

13・14・19、A地点テラス状遺構SH04・05・08などが相当する。

浦入IV期 浦入E期の器種構成に、須恵器蓋D・ 椀A・ 椀Bを加えた段階である。口縁端部内

面に沈線を施す須恵器杯Cbもこの段階のものである。N地点テラス状遺構SH20・23、A地点

竪穴式住居跡SHOlなどが相当する。

浦入V期 須恵器杯D、土師器杯Eをこの段階の指標とするが、調査地内におけるこれらの器

種の出土例は少なく、器種構成などで不明な点が多い。A-3地点SKOS、0-2地点黒色炭層

などカτ相当する。

浦入VI期 須恵器椀Cをこの段階の指標とする。当調査研究センタ ーの調査地内で、明らかに

この段階の資料と思われるものはほとんどないが、舞鶴市教育委員会の調査区（Q-2地点ほか）

において、製塩土器廃棄層からまとまった出土例がある。

浦入VII・VIII期 須恵器の食器類がみられなくなり、黒色土器椀Aが主体となる段階である。椀

Aの径高指数が35前後のものを四期、 30以下のものを四期の指標と考えたい。器種構成の上では、

良好な資料が少なく、不明な点が多い。浦入四期には0-1地点鍛冶炉群SDOI、浦入国期は

0-2地点上層土坑SK02がそれぞれ相当する。後者の場合、 黒色土器椀Aのほか、土師器鍋D

が伴う 。

以上の浦入 I期～N期は、比較的出土遺構の数も多く、土器の量もまとま っているため、器種

構成などを知ることができる。これに対して、浦入V～珊期にかけては、包含層資料を主体とす

るため、器種構成などの点で不明な点が多い。また、各時期に実年代を与えることは、浦入咽期

とした0 2地点上層検出の土坑SK02出土遺物の検討を通じて、これらの資料が12世紀代中頃
（注11)

であることが明らかにされていることを除けば、他の時期については実年代を知る手がかりは乏

しい。しかし、器形上の特徴や器種構成の点から推定すると、かえりを有さない須恵器蓋Cが主

体となる浦入国期を奈良時代初頭、 8世紀前半に位置づけることができ、底部に糸切り痕を有す

る椀類を主体とする浦入VI期を篠窯跡の編年を援用すれば、 10世紀前半代に位置づけることがで
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きるのではないだろうか。したがって他の時期はこれら基準となりうる時期との相対的な関係の

中で推定せざるを得ない。すなわち、浦入 I期は 7世紀前半から中頃、浦入E期は 7世紀後半～

末、浦入IV期は 8世紀中頃～後半、浦入V期は 9世紀代、浦入四期は11世紀代ということになろ

うか。

ややあいまいながら、浦入遺跡における時期区分とその実年代について検討してきた。浦入遺

跡、の調査は、単一の遺跡の調査として、飛鳥～平安時代の大まかな土器組成や年代観、問題点な

どを明らかにすることができたが、京都北部地域における飛鳥～奈良時代の土器編年については、

なお検討の余地があり、今後の研究に期待したい。

c.観察表について

各調査地点から出土した飛鳥～平安時代の土器については、同一の基準による観察表を作成し

た（第6～10表）。 以下に観察表の項目について記す。なお、包含層出土土器については観察表を

省略した。

①番号 各図版に記載された土器番号である。

②種別 土器の種類である。土師器・ 須恵器・黒色土器 ・緑柏岡器 ・白磁などがある。

③器種 器種分類で示した器種を記した。ただし、それ以外のものについては一般的に使用され

ている名称を使用した。

④法量 おもに口径 ・器高を記した。なお、口径の欄の（）は底径を、器高の欄の＊は残存高を表す。

⑤残存率 24を分母とする値を記した。測定個所は口縁部とし、口縁部が欠損する場合は底部で

測定した。また、口縁部・底部ともに欠損する場合は測定していない。

⑥技法上の特徴 土器の成形方法、仕上げのための調整などについて記した。

⑦胎土 須恵器 ・土師器・黒色土器などを問わず同じ基準で分類し、 l～4の番号で記した。そ

の内容は以下のとおりである。

1 砂粒を全く含まないもの。精良 ・密なものをさす。

2 1凹ないし 2mm以下の砂粒を少量含むもの。精良 ・密なものをさす。

3 1 mmないし 2mm以下の砂粒を多く含むもの。やや粗いものをきす。

4 2 mm以上の砂粒をふくむもの。全体的に粗いものをさす。

⑧焼成 須恵器 ・緑紬陶器 ・白磁は、堅綴と軟（あるいはやや軟）に分けた。土師器 ・黒色土器は、

良好と軟とに分けた。

⑨色調 須恵器は、濃青灰色・青灰色 ・淡青灰色 ・灰褐色 ・灰色 ・灰白色の 6色に分けた。土師

器は、暗茶褐色 ・茶褐色 ・樟褐色 ・赤褐色 ・黄褐色 ・黄灰色の6色を基本とし、必要に応じて濃

淡に分けた。他の土器について、個別に判断した。

⑩備考 そのほか、特徴的な事項について記した。

d.各遺構出土遺物

テラス状遺構SH10・11（図版第81-5～38、第20図299) SH 10・11から出土した遺物につ

いては、遺構埋土、 SHlOの周壁溝、 SHllの柱穴群の3か所に分けて述べる。
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。 40an 

第20図 N地点テラス状遺構SHlO出土遺物実測図

遺構埋土からは、須恵器蓋A( 5～ 7）・蓋B( 8）・蓋c(19）・杯A(10）・杯B(12～16）・杯C

(21～24）・椀c(25）・聾A(38）、土師器杯A(27・28・30）・杯B(26・29）・杯D(33・34）・高杯

(31）・要（35・36）・鉢（37）などが出土した。

これらの遺物は、複数の時期に属するもので、須恵器蓋A・ 杯A、土師器杯Aなど古墳時代一

般的な器種がある一方で、須恵器蓋C・杯C、土師器杯Cなどの奈良時代的な土器、さらには底

部糸切りの須恵器椀Cなどがあり、浦入遺跡に見られる代表的な古代の土器の大半を包含してい

る。これらの土器群は浦入 I～VI期までの幅を持つが、特に須恵器蓋C・ 杯C・椀CなどはSH 

10・11が埋没する過程で混入したものと考えられる。

明らかに SHlOに伴う遺物は、周溝内から出土した移動式の竃（299）のみである。竃は、受け

部を欠損するため全高は明らかでない。正面から向かつて右側面と背面の一部が遺存するに過ぎ

ない。復原最大幅は57cmを測る。299からは詳細な時期を知ることはできない。

S Hll柱穴出土遺物としては、須恵器杯A( 9・11）・高杯A(18）・高杯(17）、土師器壷（32）な

どがある。いずれも古墳時代に一般的な器種である。9は体部上半と口縁部の破片であるが、や

や長めの立ち上がりを有する。11は9よりも器高の低い杯Aである。18は杯部を失うが、脚部は

完存する。2方に縦長の透かし穴を 2段ずつ有する、いわゆる長脚二段スカシの高杯脚部である。

32は口縁部が欠損するが、上記の須恵器とは同時期と考えにくい。

以上の柱穴出土土器には、須恵器杯A・高杯Aなどがみられることから、浦入 I期に位置づけ

られる。

竪穴式住居跡SH08・09（図版第82-39～53) S HOS・ 09は、遺構の切り合い関係から SHOS 

が新しいことが明らかである。SHOS出土遺物としては、須恵器葦A(39・41・42）・杯A(43・

46）、土師器斐A(49・51）・ 査（52）などがある。須恵器蓋Aは口径10.4～12.Scm、杯Aは口径9.9

～13. lcmを測る。ともに口径がlOcm前後のものと 13cm前後のものの 2種類が認められる。斐の法

量は、大（口径23.4cm:51）・中（口径18.3cm : 49）の 2種類が認められる。52は、直立する口縁部

を有する。浦入遺跡、でも他に例を見ない。

S H09出土遺物としては、須恵器蓋A(40）・杯A(44・45）、土師器杯B(47）・斐A(48）・斐B
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(50）、竃（53）などがある。40・44・50は、 SHOS出土のものに類似する。47は外面にユピオサエ

の痕が認められる。50は口縁部内面に強いヨコナデを施す。53は竃の破片である。掛け口・焚き

口・鍔の一部がそれぞれ認められるものの、法量などは明らかでない。

S HOS・SH09出土土器は、遺構が重複関係にあり、須恵器蓋A・ 杯Aの法量にも 2種類が認

められるが、ともに浦入 I期に位置づけられる。

竪穴式住居跡SH 15 （図版第82 54～63) 出土遺物として、須恵器蓋A(54）・杯A(55・56）、

土師器杯A(57～59）・聾A(60）・聾AまたB(61～63）、石錘（第33図5）などがある。須恵器杯A

は口径11.5cm前後、土師器杯Aは、 57が口径10.9cm、57・58が12.5cm前後を測り、須恵器・ 土師

器を問わず杯類の法量にまとまりが認められる。SHOS・09出土の杯類に見られた 2種類の法量

の中間的な値を示す点が注意される。土師器聾は、大（口径18～2lcm:62・63）・中（口径15cm:

60・61）の2種類が認められる。60は、 肩部のあまり張らないやや長胴気味の斐Aである。61～

63は、口縁部内面に多条化したヨコナデは認められないが、 l条程度の明瞭なヨコナデが認めら

れ、出現期の蓋Bに位置づけるべきかもしれない。

S Hl5出土土器は、須恵器杯Aを主体とすることから浦入 I期に位置づけられる。

土坑SH 21 （図版第83 64～79) 出土遺物として、須恵器蓋B(64・65）・杯Ba (66～ 

69）・躍（70・71）、土師器杯A(73）・杯B(72）・斐B(75・76）・甑（74）などがある。須恵器杯B

aは、蓋Bよりも法量が大きいため、直接に組み合うとは考えられない。杯Baのうち68・69は、

蓋Aの可能性もあるが、ここでは杯と考えておく 。70は躍の口縁部、 71は躍の体部上半の破片で

ある。ともに小型品である。73は、口縁部のヨコナデがやや強めに施されており、外反気味に終

わる。SHl5などにみられた杯Aにくらべ、法量が縮小している。72は杯Bであるが、調整手法

などは73に類似する。75・76は、口縁部内面に強いヨコナデを施す。

S H21出土土器は、須恵器蓋B・杯Bのみで構成され、棲小化した躍を伴うことや、 土師器杯

AがSHl5出土例などにくらべ著しく縮小化していることから、浦入E期に位置づけられる。

竪穴式住居跡SH 12 （図版第83-77～88) 出土遺物としては、須恵器蓋B(77）・蓋（78）・杯B

b (79・80）・杯c(81）、 土師器杯B(82～84）・皿Aa (86）・皿Ab (85）・聾A(87）・鍋A(88）な

どがある。77は蓋Bとも杯Aとも判断しにくい小片である。78は内面にかえりを有さない。79は

器厚の非常に厚い土器で、底部は鋭くヘラ切りが行われる。内面に「＋」字のヘラ書きの記号が

認められる。81は体部が「S」字状を呈 し、口縁端部が丸く納まる。高台は内端が接地する。82

～84はlOcm前後と 11.8cmの2種類の大きさがある。85は口縁部に強いヨコナデを施して、口縁部

を外反させる。底部外面は、ヘラケズリ調整の後、ナデ調整を施したと思われ、外面にヘラケズ

リ調整の際の単位がかすかに見て取れる。86は85にくらべやや深手の皿Aaである。口縁部外面

にヨコナデを施し、口縁部をわずかに外反させる。

S Hl2出土土器は、須恵器に蓋A ・杯Aがみられず、蓋B・C、杯B・Cで構成される。また、

81は径高指数36と、やや大きい値を示すことから、杯Cの中でも古相の一群と考えられる。土師

器にも皿Aが認められることから、 SHl2出土土器は、蓋Cを含むものの混入の可能性もあり、
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浦入E期に位置づけたい。

竪穴式住居跡SH 01 （図版第83-89～92) 出土遺物としては、土師器杯B(89）・斐B(91・

92）・壷（90）などがある。89は小片である。磨滅気味のため調整は不明瞭である。91・92は、口

縁部内面に強いヨコナデが認められる。90は、査または蓋の口縁部の破片である。外面に l～ 2

mmの砂粒が動いた痕が認められる。

S HOl出土土器には、須恵器が含まれないため、ただちに時期を決定できないが、土師器杯

B・ 聾Bが含まれることから、浦入E期に位置づけられる。

竪穴式住居跡SH07（図版第83 93～96) 

出土遺物としては、須恵器高杯（93）、土師器杯A(94）・皿A(95）・聾B(96）などがある。93は

脚部を欠損するが、やや深手の杯部を有する。94は体部外面にユピオサエの痕跡を残し、口縁部

外面に強いヨコナデを施す。95は口縁端部を外方へつまみ出すようにおさめる。96は、聾Bもし

くは甑と考えられる。口縁部内面に強いヨコナデを施す。

S H07出土土器は、時期の明らかな須恵器が出土していないが、土師器皿A・窒Bが含まれる

ことから浦入E期に位置づけられる。

テラス状遺構SH 13 （図版第84-97～129) 出土遺物としては、須恵器蓋B(97～99）・蓋C

( 100）・杯B(101～107）・杯c(108～111）・麗(114）・壷(112・113）・小型壷(113）、土師器杯A

(116～118）・杯B(121）・椀A(119・120）・皿Aa (123）・皿B(122・124・125）・蓋B(126～ 

128）、竃（129）などがある。

杯Bは3形式とも認められる。101は底部から口縁部に至る器形がゆるやかなカーブを描く杯

B aである。102・103は、 平底気味の底部に外上方にのびる口縁部をもつが、底部と口縁部の境

が不明瞭な杯Bbである。104～107は平底の底部に外上方に向かつて体部が直線的にのび、口縁

端部がわずかに外反する杯Bcである。108～111は、平底の底部に外上方にのびる口縁部を有す

るが、口縁部はあまり外反気味とならない。いずれも、高台内端面で接地する。112・113は、査

の口縁部の破片と考えられる。114は躍であるが、土坑SH21出土の71と同様、非常に小型化し

たものである。115は内傾する口縁部に直径3mmの小孔が穿孔されたものである。全形 ・用途な

どは不明である。

116・117は口縁部がヨコナデによ ってわずかに屈曲するもので、椀の可能性もある。118は丸

底を呈し、口縁部にも明瞭なヨコナデは施されない。119・120は小片であるが、口縁部が内傾す

ると考えられる。121は口縁端部を外方につまみ出したような形状を呈する。122～125は、いず

れも小片のため正確さを欠くが、 123は皿Aa、122・124・125は皿Bと思われる。125は口縁部

外面にヨコナデを施し、口縁端部を内傾させる。 126～128は口縁部内面にヨコナデが施されるが、

口縁部の長さに違いがみられ、 126・128はやや短い。口径は18～2lcmにおさまり 、法量差は認め

にくい。129は竃の口縁部の破片の一部である。焚き口部などが残存しないため、全形は明らか

でない。内面に、粘土紐の接合痕やユビオサエの痕などが明瞭に残る。掛け口部の内外面に強い

ヨコナデを施す。
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S Hl3出土土器には、須恵器蓋B・ 蓋C・ 杯B・ 杯Cの各器種が認められるが、蓋Bや杯Bで

も古相の杯Ba .杯Bbが少量しかなく、杯Bc .杯Cが多い点から、浦入E期に位置づけられ

る。ただし、土師器に小片とはいえ杯A・ 杯B・ 椀Aなどが多い点や、須恵器躍の破片が含まれ

る点などは、 SHl3出土土器が浦入E期から連続していることを示すと考えられる。

土坑SK 02 （図版第84-130～139) 出土遺物としては、須恵器蓋c(130～132）・杯B(133）、

土師器杯B(138）・杯c(134・135）・椀A(136）・斐B(138・139）などがある。131は口縁端部が

内傾する面をなす。134・135は平底の底部に斜め上方に開く口縁部からなる。135は口縁部のな

い外面にヨコナデを施す。136は内湾気味の体部に、わずかに外反する口縁部からなる。椀Aと

すべきか杯Aとすべきか判断に迷う 。137は丸底気味の底部にヨコナデを施す口縁部からなる。

138・139は小型の斐であるが、口縁部内面には強いヨコナデを施す。口縁部はあまり拡張されない。

S K02出土土器には、蓋Cが含まれるが、杯類は須恵器 ・土師器ともにやや古相のものが認め

られる。j甫入H期ないしE期に位置づけられる。

テラス状遺構SH 19（図版第85 140～168) 出土遺物として、須恵器蓋A(140）・蓋B(141・

142）・蓋c(143～145）・蓋(146）・杯B(14 7）・杯c(148～150）・高杯(152）・査（151）・練 り鉢

(153・154）、土師器杯A(155～157）・杯B(158～160）・皿B(161）・聾A(162）・斐B(163～ 

166）・鍋c(167・168）などがある。

140は混入の可能性がある。141・142は内面にかえ りを有するが、かなり退化しており、消失

する直前の器形と思われる。蓋CはCa・C bともに認められる。146は扇平な天井部を持つこ

とから、査の蓋と考えられる。147はやや平底気味の底部に外上方に伸びる体部とほぼ垂直に立

ち上がる口縁部を有する。器高がやや低めなのが特徴である。148・149は底部の小片である。

150は平底の底部から斜め上方に直続的にのびる口縁部からなる。151は査の口縁と考えられ、外

面に沈線が l条めぐる。また、粘土の小塊が付着する。153・154は胎土 ・焼成などから同一個体

と思われる。

155～157は杯Aである。いずれも口縁部外面にヨコナデを施すが、 155の口縁部は内傾する。

157の外面にケズリ調整が明瞭に認められる。158は内面に暗丈が認められる。N地点出土土師器

のうち、内面に暗文の認められた個体は158のみである。蓋は162を除き斐Bである。斐の法量は

大（口径23.6～26.3cm : 162～164）・中（口径16.2cm: 165）・小（口径13.Scm: 166）の3種類があ

る。167・168は法量が若干異なるが、口縁端部をつまみ上げ、外面に明瞭な指押さえの痕跡を残

す点で非常に類似した形態 ・技法を示す。

S Hl9出土土器には、古相・新相さまざまな時期の土器が混在した状況にある。最も新しく位

置づけられる蓋C・杯Cなどから、浦入皿期に位置づけられる。

溝S002（図版第85 169～172) 出土遺物としては須恵器蓋B(169）・杯Bc (170）・小型壷

(171）、土師器杯B(172）などがある。169は内面にかえりを持ち、擬宝珠状のつまみを有する。

170はやや大型かつ厚手の器種である。体部中位に l条の沈線を施す。171は短い口縁部がわず、か

に外反し、球形の体部を呈する、 小型の査と考えられる。172は端部を丸くおさめる。
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S D02出土土器は須恵器蓋B、土師器杯Bが含まれるこ とから浦入E期に位置づけられる。

テラス状遺構SH06（図版第85-173) 出土遺物としては、須恵器杯C、土師器片などがある。

図示しえたのは、須恵器杯c(173) 1点のみである。高台の低いものである。SH06出土の須恵

器杯Cは小片であることから、正確な時期は不明であるが浦入国期ないしW期に位置づけられる。

テラス状遺構SH22（図版第86-174～196) 出土遺物としては、須恵器蓋c(174）・蓋(175）・

蓋F(176）・杯B(177～181）・杯c(182～184）・椀B(185）・査(186・187）、土師器杯A(191～ 

193）・杯c(188～190）・斐A(195・196）・斐B(194）などがある。

174はやや厚手の蓋Cである。176は蓋Fと考えられるが、口縁部を欠損する。杯Bには 3形式

が認められる。177は口縁部は欠損するが残存する体部が内方へ屈曲するこ とから、口縁部は内

傾すると考えられる。あま り他に類例をみない。178は平底で、体部は外上方へ伸びるが、途中

でいったん屈曲して口縁部に至る杯Bbである。179～181は平底の底部に、外上方に直線的にの

びる口縁部を有する杯Bcである。185は端部を丸くおさめる。186は口縁部を欠損するが、短頚

査と考えられる。187は壷あるいは斐の口縁部の破片と考えられ、外面につたない波状文がある。

188～190は平底の底部に斜め上方に直線的にのびる口縁部を有する。法量から188と189・190

に分けられる。191は口縁部外面に強いヨコナデを施し、明瞭な稜を持つ。192・193は口縁部が

わずかに外反する。蓋A・蓋Bはともにほぼ同法量の中型の歪である。

S H22出土土器は須恵器杯B・杯Cのほかに須恵器椀Bが認められることから浦入町期に位置

づけられる。やや古相を示す土師器杯Aなどは混入であろう 。

テラス状遺構SH 14 （図版第86-197～図版第87-257) 出土遺物としては、須恵器葦B

(197）・蓋c(198～208）・杯B(209～215）・杯c(219～227）・皿A(218）・皿c(231～233）・高杯

B (216）・椀c(234）・聾A(235・236）、土師器杯B(237・242）・杯c(238・240・241）・杯D

(249）・皿B(243～248）・聾A(251）・聾B(250・253～255）・聾c(252）・鍋A(257）・甑（256）な

どがある。このほか、土馬（第32図2）、輔の羽口（図版第145-1 . 11）などが出土した。

197は混入した可能性が高い。葦Cはいずれも Caであるが、 208のよう に端部を屈曲させたも

のもある。なお、つまみを欠損する204～208は葦Dの可能性もある。杯Bのうち、209～211は杯

B b、212～215は杯Bcである。また、底部の切り離し後の調整が若干異なり、 209～211は切り

離し後不調整、212～215はヘラ切り後ナデ調整を施す。216は高杯の脚部で、外面にヘラによる

縦方向の直線を11条刻む。218は端部をやや内側に巻き込み、沈線状を呈する。219～227は器形

から大きく 2種類に分けることができる。 lつは、 220・227のよう に平底の底部に、ほぼ直立す

る口縁部を持つもの。もう lつは、斜め外上方に口縁部がのびるものである。後者の方が量的に

は多い。228～230はいずれも破片であるが、椀と考えられる。231～233は、非常に高い高台を有

するが、全形をうかがえるような資料がない。234は底部に糸切り痕を残す。他の土器とは時期

が異なり、 SHl4の最終的な埋没の時期を示すと考えられる。235は、 短く直線的にのびる口縁

部内面がわずかに肥厚する。口縁部外面に沈線が一条めぐる。236は長くほぼ直線的に口縁部が

のびる。口縁端部内面に突起状の稜を有するため、断面形が「yJ字形を呈する。口縁部外面に
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ったない波状文を施す。

237は底部と体部の境が不明瞭な小型の杯Bである。口縁部外面にヨコナデを施す。242は口縁

部外面に強いヨコナデを施し、口縁端部を外方へつまみ出すような形状を呈する。 238・240・

241・243～248の杯C・皿Bは器高はほぼ2.3～3.0cmで、揃い、調整手法も非常に類似するが、径

高指数の差により杯Cと皿Bの区別をしている。249は杯Dの底部と考えられるが、体部の立ち

上がりなどから椀の可能性もある。ただし、浦入遺跡では土師器の高台付き椀の確実な例は確認

されていない。250は口縁部内面に強いヨコナデを施すが、 肩部があまり張らず、法量的にも小

型品である。251はやや薄手の蓋Aである。252は口縁端部をやや上方につまみ上げる。253・254

は口縁部内面に強いヨコナデを施す。255はあまり肩部が張らない。256は体部外面にユピオサエ

の痕跡がみられ、口縁部内外面にヨコナデを施す。257は鍋の破片である。小片のため口径の復

原値を算出することができない。

S Hl4からは大量の土器が出土して、特に新しい椀c(234）を除けば、おおむね浦入国期ない

しW期に位置づけられる。ただし、 W期に位置づけられる遺物が少ないことから、浦入皿期を主

体とするのであろう。

テラス状遺構SH20（図版第88 258～287) 出土遺物としては、須恵器蓋c(258）・蓋（259）・

杯Bb (275・276）・杯Bc (267・268）・ 杯c(260～265）・椀A(269・270）・椀B(274）・長頚査

(271～273）・斐A(277）・斐B(278）、土師器杯A(284）・杯B(283）・皿B(279～282）・斐B

(285）・鍋B(286）・甑（287）などがある。

258・259はとも にやや扇平な葦である。260～266はいずれも平底で、外上方にほぼ直線的にの

びる。263は、外面に火ダスキが認められる。267・268は、 器高が低くやや皿に近い。269・270

はともに口縁部が大きく外反しており、椀Aの口縁部と思われる。体部下半は丸味を帯びるよ う

である。271～273は長頚査の口縁部である。271は口縁部外面に稜を有し、中位に 2条の沈線を

施す。274は踏ん張り気味の、やや高めの高台を有する。275・276は底部が平底にならず、やや

突出気味のものである。277は口縁端部内面が断面三角形を呈するような突起状に肥厚する。頚

部外面に工具の当たった痕跡がある。278は、口縁部外面に l条の沈線状の段がある。

279～282は口縁部の形状にバリエーションがある。283はやや厚手、小型のものである。284は

より古い時期のものが混入したと考えられる。285は口縁部内面に強いヨ コナデを施す。286は口

縁部内面に強いヨコナデを数条施すとともに、頚部外面に強くヨコナデを施す。頚部と体部の境

に明瞭な稜を有する。287は、口縁端部をややつまみ上げ気味にする。図示した破片には把手は

みられないが、本来は把手を有していたと考えられる。

S H20出土土器は、椀A・ 椀Bを含むことから浦入W期に位置づけられる。

テラス状遺構SH 23（図版第88-288～298) 出土遺物としては、 須恵器葦c(288・289）・杯B

(293・294）・杯c(291・292）・皿A(290）・椀B(295）、土師器杯B(296）・鍋A(298）・壷（297)

などがある。

288は、口縁端部がやや屈曲する Cbである。290は非常に器高の低い皿Bである。 292～294は、
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ほぼ同法量の杯B・ 杯Cである。295は、細片のため口径などは計測できない。端部内面に沈椋

状の段がある。296は口縁部にヨコナデ調整を施す。297は、短く口縁部をほぼ真上に立ち上がる。

体部は球形を呈すると考えられる。

S H22出土土器は、椀Bが含まれることから浦入W期に位置づけられる。

e.包含層出土遺物（図版第89～94)

N地点の包含層から出土した遺物は相当量に上るが、弥生時代から平安時代にかけての遺物約

200点を図示した。

①弥生土器・古式土師器（図版第89 1～図版第90-59)

弥生土器および古式土師器は、遺構を検出した弥生時代後期のものが非常に多く出土し、次い

で顕著な遺構は検出されなかったものの、いわゆる古式土師器が多く出土した。図示にあたって

は、両者を区別せず器種ごとに合わせて掲載した。

壷(1～13) 1 . 2は受け口状を呈する口縁部の破片である。3は二重口縁状を呈する口縁部

の破片である。l～3はいずれも体部の形状は不明で、ある。4はやや扇球形を呈する体部である。

口縁部を欠損するが、直口査と考えられる。5は口縁部がやや内湾気味を呈する長頚査と考えら

れる。 5. 6は外上方に直線的にのびる口縁部を有する。8～11は、 二重口縁状を呈する査であ

る。いずれも口縁端部に面を持ち、外面に明瞭な稜を持つ。いわゆる山陰系の査と考えられる。

12は突出する査の底部である。外面にミガキ調整を施す。13は査の肩部と考えられる破片である。

刻み目を施した突帯が l条めぐる。

聾(14～36) 14は 「く」字状に外反する口縁部と、体部外面にタタキ調整を施した聾である。

15は口縁端部をつまみ上げた斐の口縁部の小片である。口径の復原値は算出できない。16～20は

受け口状を呈する歪である。16は外面に列点を施す。17・18は査の可能性がある。20は外面に擬

凹線を施し、わずかに受け口状を呈する。21は単純「く」 字形を呈する聾で、やや厚手である。

22も口縁端部をややつまみ上げる。23・24は聾もし くは査の底部と考えられる。25～29は口縁部

が「くJ字状を呈し、やや内湾気味に立ち上がるものである。口縁端部がわずかに肥厚し、頚部

外面にヨコナデ調整を施す。26・27は体部内面にケズリ調整を施すようである。31～36は、口縁

部が「く j字状を呈し、やや外反気味に口縁端部に至るものである。35は口縁部内外面にヨコナ

デ調整を施す。30は、やや突出気味の稜を有し、 三重口縁状を呈する斐と考えられる。いわゆる

山陰系の聾と考えられる。

高杯（37～46) 37 . 39は、流路跡SDOl出土弥生土器の高杯Aに分類されるものである。39は

口縁端部を欠損し、やや小型品である。38は同じく高杯Bに分類されるものである。40～43は、

杯部口縁が斜め上方にのびる高杯である。杯底部と杯口縁部の境に明瞭な稜を有するもの（42・

43）とそうでないもの（40・41）がある。端部の形状はさまざまで、42は口縁端部をつまみ上げる。

44～46は高杯脚部と考えられる。

器台（47～50・55) 47は複合口縁状を呈する器台の口縁部である。外面には擬凹線を施さない0

48は端部外面に面をもち擬凹線を施す。49・50は高杯あるいは器台の脚端部と考えられる。55は
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鼓形器台の破片である。

鉢（51～54・59) 小型・ミニチュアと思われる鉢である。53・54は口縁端部が短く立ち上がり、

体部が球形に近い形状を呈するものである。59は流路跡SDOl出土弥生土器の鉢Dに分類される

ものと考え られる。

蓋（57・58) つまみの調整手法が異なり、 57はヨコナデ、 58はユビオサエである。

脚台（56) 脚部をユピオサエで成形する。

②土師器（図版第90 60～図版第91-99)

ここでは飛鳥時代以降と判断される土師器について述べる。

杯（60～75) 60～65は杯Aである。60は底部外面にケズリ調整が施される。66～73は杯Bであ

る。いずれも口縁端部にヨコナデを施すが、形状にバリエーションが認められる。66は、特に強

いヨコナデが施され、端部が外方へ強くつまみ出されたような形状を呈する。74は杯E、75は杯

Dである。

皿（76～79) 76～78は皿Bで、小片のため全体の形状が不明な点が多い。79は皿Aで、口縁部

外面が強いヨコナデにより外反し、かつ底部との境に明瞭な稜を有する。

聾（80～93・99) 80は斐Cで、口縁端部をわずかにつまみ上げ、体部外面に斜め方向のハケ調

整を施す。83・84・87は斐Aである。87は口縁端部外面がやや肥厚し、端部をつまみ上げたよう

な形状を呈する。83・87は口縁部にヨコナデが施されるが、斐Bとくらべ、ナデの痕跡が明瞭で、

はないため斐Aに分類した。81・82・85・86・88～91は翠Bである。これらは口縁部の長さや肩

部の張りなどから、口縁部が短くやや小型の81・82・86と、口縁部が「く」 字状を呈し、肩部が

張る85・88～91の2種類に分けられる。

甑（94・95) やや外反気味の、口縁部内外面に強いヨコナデを施す。95は内外面にハケ調整を

施す。

鍋（92・93・96～98) 92・93は鍋Bである。口縁部内面に強いヨコナデを施し、 肩部が張らな

い。96・97は、鍋と思われるが小片のため詳細は不明で、ある。98は鍋Cで、口縁端部に面をもっO

99は体部が球形を呈する鍋で、把手を有する。

③須恵器（図版第92-100～図版第93-192・図版第94-195～198)

古墳時代にさかのぼるものも含めて一括して説明する。

蓋(100～107・119～133) 100～107は蓋Aである。図示した土器は法量の点から大きく 4種類

に分けられる。口径14cm以上のもの(101・102）、口径13cm前後のもの(100・103・104）、口径

11. 5cm前後のもの(105・106）、口径lOcm前後のもの(107）である。このうち、口径13cm前後のも

のより小さいものについては、同法量のものが竪穴式住居跡SH08・09・15で出土している。

119～121は蓋Bであるが小片で、つまみの形状などは不明である。また、かえりも退化しており、

短い突起状を呈する。122～128はつまみを欠損するが蓋Cと考えられ、 122～124はCaに、 125

～128はCbに相当する。128は129同様、蓋Eである可能性もある。129は蓋Eで、口縁端部が大

きく屈曲する。130は蓋Cb、131は蓋Caである。132・133は蓋Dのつまみである。
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杯(108～118・134～169) 108～1 18は杯Aである。108は口径10.lcmを測り、しっかりした立

ち上がりを有し、口縁端部に段をもっO 古墳時代中期末のものであろう 。109は口径15.3cmを測

り、底部に回転ヘラケズリ調整を施す。110～116はおおむね同形同大で、口径11. 2～12.Scmを測

る。短い立ち上がりを有する。117・118は、 110～116よりも口径が小さく 、9.2～9.7cmを測る。

受け部の立ち上がりも 110～116よりも短い。110～118と同法量のものは、蓋A同様、竪穴式住居

跡SHOS・09・15で出土している。134～148は杯Bで、135. 136は杯Ba、134・137～142は杯

B b、143～148は杯Bcに細分できる。杯Bにみられるさまざまな形態を図示することができた

と思う 。137～139はやや直立する口縁部を有する。140～142は平底から斜め上方に立ち上がった

後、再び屈曲して口縁部に至るものである。145はやや厚手の杯Bcである。149・151～169は杯

Cである。図示した個体はいずれも杯Caである。152は椀の底部の可能性もある。150は杯Cよ

りも杯Dに分類すべき個体であろう 。

皿(170～172) 170～172はいずれも口縁端部内面に沈線を有する。170は高台を有さない皿A

bである。171・172は皿Bbである。

椀(173～185) 178は椀Aであるが、焼け歪みが著しい。173～176は椀Bでいずれも 口縁端部

内面に沈線を有する。179は椀Cで、底部糸切り 、口縁部はやや内湾気味に立ち上がる。180は口

縁部が水引き成形により 、明瞭なヨコナデの痕を有する椀Dである。177は椀AまたBの底部か

もしれないが、杯Cの底部の可能性もある。181～185は椀Cもしくは椀Dの底部と考えられる。

聾(195～198) 斐を 4点図示したが、口縁部の形状の明らかでない197を除くと、同一形態の

ものは認められない。195は頚部からやや外反気味立ち上がった後、口縁端部に向かつて内湾す

る形状を呈する。口縁部外面には 3条の沈線を施し、それぞれの聞に波状文を施す。最も下位の

沈線の下にはカキメ状の施文が行われる。196は、単純に外反する口縁部を有し、外面に縦方向

のタタキ調整とカキメを前面に施す。内面には当て具痕跡が明瞭に残る。197は、体部外面に縦

方向のタタキ調整を施すが、内面の当て具痕跡がやや不明瞭にみられる。198はやや外反気味の

口縁部に口縁端部を垂下させて面を作る。口縁部は無文である。体部外面に格子目状のタタキ調

整が施され、内面の当て具痕跡がやや不明瞭にみられる。

その他(186～192) 186は脚台付き椀の椀部と思われる。外面にカキメ ・列点文 ・カキメを上

から順に施す。187は高杯の脚部と思われる。長方形のスカシが四方に付 くと考えられる。188・

189は躍の体部である。188は脚台を有する。190～192は長頚壷である。190は口縁部から体部最

大径付近にかけて残存する。口縁端部はつまみ上げる。頭部に沈線を 2条施す。191. 192は肩部

ないし体部の破片であるが、ともに体部最大径付近に沈線2条を施して区画した内部に列点文を

施す。

④その他

白磁(193) 口縁部付近の破片である。玉縁が大きく膨らむ型式である。

黒色土器(194) 底部を糸切りによって切り離す。口縁部はやや内湾気味に立ち上がる。
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第 4節 B 地 点 の 出土遺物

B地点出土土器は、飛鳥時代から中世にかけてのものがあるが、出土量はそれほど多くない。

テラス状遺構SH 01 （図版第97-1～ 6) 出土遺物としては、須恵器杯A( 1）・杯B( 2・

3 ）・椀（4 ）、土師器蓋B( 5）・斐c( 6）などがある。 Iはほぼ平底化した底部をもち、受け部

の上端と立ち上がりの上端がほぼ同じ高さになる。2. 3はやや丸底気味の底部に、直立する口

縁部を持つ。口縁部はわずかに外反する。3はわずかに平底状を呈する。4は底部に糸切り痕を

残し、椀Cあるいは椀Dと考えられる。5は内面に強いヨコナデを施す。口縁部はやや短めで、あ

る。6は口縁端部を内上方へつまみ上げ、端面は外傾する。

S HOl出土土器は複数の時期に及ぶが、j甫入E期ない し浦入N期のものが主体のようである。

テラス状遺構SH02（図版第97-7～14) 出土遺物としては、須恵器蓋Ca ( 7）・杯C(8）、

土師器杯A(10）・杯B( 9）・杯C(11 . 12）・ 皿B(13）・斐(14）などがある。7は完形品であるほ

かは細片である。SH02出土土器は、須恵器蓋Caや杯C、土師器杯Cなどが含まれることから、

浦入皿期を前後する時期に位置づけられる。

テラス状遺構SH03（図版第97-15～28) 出土遺物としては、須恵器蓋(15）・杯B(16・18）・

杯c(20～22）、土師器杯A(25）・杯B(24）・杯c(23）・聾B(26・27）・鍋A(28）などがある。15

は口縁端部を欠損する。16・18は底部がやや丸味を帯びる平底状を呈する。17は底部を欠くが、

高杯の杯部の可能性がある。19は口縁部が直線的にのびる杯である。20は底部が欠損するが、剥

離状況から高台を有する杯Cの破片であることがわかる。23は斜め上方に口縁部がのびる小型の

杯Cである。24はやや丸底気味の底部に、強いヨコナデによ って大きく外反した口縁部を有する。

26・27は口縁部内面に強いヨコナデを施す。口縁部が大き く拡張される。28は口縁端部をややつ

まみ上げ気味にし、口縁端面が外傾する。

S H03から出土した遺物については、須恵器杯Bb .杯C、土師器杯C・斐Bなどが認められ

ることから浦入国期を前後する時期に位置づけられる。

土坑SH04 （図版第97-29～37・図版第98-38～48) 出土土器としては、須恵器蓋c(30）・杯

A (29）・杯c(32～34）・査（35～37）、土師器杯A(42）・杯B(38～41）・聾A(44）・斐B(43・45）、

中世須恵器（47）、瓦質土器（48）などがある。

29は、受け部がわずかに立ち上がる。底部は、切 り離し後、手持ちによ る粗いヘラケズリもし

くはヘラで掻き取ったような痕跡が認められる。30は非常に扇平な蓋Cで、つまみを欠損する。

32・33はほぼ同形同大の杯Cである。34は杯Cの底部と考えられる。35は高台を有し、長頚査も

しくは短頚査の底部と考えられる。37は高台を持たず、体部が球形を呈する。長頚査の底部であ

ろうか。36は直口気味の斐Bもしくは壷の口縁部である。

38～41はやや小型の杯Bで、小片のため口径の復原が困難で、ある。42は外面にユピオサエ痕が

認められる。44は口縁端訴に面を有する。43・45は口縁部内外面に強いヨコナデが施される。45

は口縁部があまり長くないが、 43は長く拡張される。46は斐もしくは甑の把手と考えられる。

47は中世須恵器の鉢である。小片のため傾きの復原がやや難である。48は瓦質土器の鍋である
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受け口状を呈し、端部は面をなす。頚部 ・体

部外面にユピオサエ痕が認められる。

S H04から出土した土器は、古相の29や新

しく位置づけられる47.48を除くと、 j甫入E

期を前後する時期に位置づけられる。

包含層（図版第98-49～70・第21図71～73)

出土遺物としては、須恵器蓋c(53・54）・杯

A (49）・杯B(50・51）・杯c(52・55・56）、

土師器杯A(65）・杯B(61～64）・皿A(59・

60）・斐B(66～68）・甑（69）・鍋B(70）、瓦

質土器（71～73）、中世須恵器鉢（57・58）など

カfある。

49は非常に薄手で、立ち上がりも非常に低

い。50・51も非常に薄手で、小片のため全形

が明らかでないが、杯Bの底部と考えられるc

52は非常に肩平な高台を貼り付けており、小

型の査の底部かもしれない。53・54は口縁端

部が垂下する。

出 土 遺 物

γ：三~c －~ 

。 20cm 

第21図 B地点包含層出土遺物実視lj図

59・60は丸底気味の底部に、強いヨコナデによりやや外反気味を呈する口縁部を有するが法量

が大きく異なる。61・62は口縁部外面のヨコナデが顕著に認められる。64は口縁端部を丸くおさ

める。斐Bのうち、 66・67は頚部が 「くJ字状に屈曲するのに対して、 68はゆるやかに外反する。

69は口縁部の一部しか残存しないが、口縁部がほとんど傾かないことから甑と考え られる。70は

口縁部内面に強いヨコナデを施す。頚部外面には指頭圧痕が明瞭に残る。

57・58は、中世須恵器の鉢と思われる。58は片口である。

71～73は、瓦質土器鍋である。いずれも受け口状を呈するが、口縁部の形状により、 71・72と

73の2型式に分けられる。71・72は口縁部端部に面を有する。SH04から出土した48に類似する。

73は口縁端部内面に突起を有し、断面形は「y」字形を呈する。71～73は外面にユピオサエ痕を

明瞭に残し、 71・73は内面にはナデ調整を施す。72は底部外面と体部内面に横方向のハケ調整を

施す。

（筒井崇史）

第 5節 A 地点出土土器

A地点から出土した土器は、奈良時代のものが大半である。

テラス状遺構SH03・掘立柱建物跡S801 （図版第99-1～11) 掘立柱建物跡SBOlの柱穴出

土遺物としては、須恵器蓋（ 2・4）・杯C(5・6）・聾（ 9）などがある。また、テラス状遺構S

H03出土遺物としては、須恵器蓋B( 1）・蓋（ 3）・杯c( 7）・聾(10）、土師器鍋A(11）などがある。
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Iは内面にかえ りを有する。2は口縁端部が屈曲する。3・4はやや大型の蓋で、つまみを欠

損するが、土坑SH09出土の葦D(164）などと同法量であることから、蓋Dの可能性が高い。8

は水瓶の一部と考えられる。9は口縁部のみの破片であるが、口縁端部を垂下させて面を作る。

10は斐の底部である。外面に格子目状のタタキ調整を施す。内面はナデで消されているが、当て

具痕が残る。11は口縁端部の面を持たせた鍋である。頚部外面には指頭圧痕が残る。

S BOl出土土器は、浦入皿期に位置づけられる。ただし、 土坑SH09出土例と同法量の蓋が存

在することから、浦入W期に下る可能性もある。また、 SH03出土土器には蓋Bが含まれるが、

遺構の項でも述べたように、 SBOlと同時期と考えられることから浦入田期、あるいは町期に位

置づけられよう 。

掘立柱建物跡S802（図版第99-12～19) 出土遺物と しては、須恵器蓋B(12・13）、土師器杯

B (17・19）・杯c(18）・皿Ab (15）・蓋A(16）などがある。いずれも柱穴から出土した遺物のた

め細片が多い。

12・13は内面にかえりを持つ。15は口縁部外面に強いヨコナデを施し、体部外面に明瞭な稜を

持つ。口縁端部内面に回線状にナデが施される。16は口縁部にわずかにヨコナデを施すが、 斐B

に見られるような段状を呈さない。体部には指頭圧痕が残る。18は強いヨコナデによって大き く

外反する。17・19の口縁端部はいずれも斜め上方につまみ出 したように仕上げる。19は底部外面

にケズリ調整の痕跡が明瞭に認められる。

S B02出土遺物には、須恵器蓋B、土師器皿A ・杯Bなどが認められることから浦入E期に位

置づけられる。

各柱穴出土土器（図版第99-20～40) 柱穴から出土した遺物としては、須恵器蓋（20・24・

30・31）・蓋D(26）・杯B(27・32・37）・杯c(25・28・29・34～36・38～40）、土師器杯c(21・

22）・鍋B(33）などがある。柱穴から出土した遺物のため細片が多い。

26は口縁端部内面に強いヨコナデが施される。図示した杯Bには 2種類ある。27・37は平底に

外上方に直椋的にのびる口縁部を有する。 32はやや丸底気味の平底である。口縁部 ・体部の形状

は不明である。杯Cは9点図示したが、細片が多く 、詳細は不明である。平底と外上方にのびる

口縁部からなる。高台の多くは踏ん張り、高台の内側に明瞭なヨコナデが施される。21・22は、

口縁部外面に強いヨコナデを施す。33は口縁部内面に強いヨコナデを施す。小片のため口径の復

原値の算出も不可能である。

テラス状遺構SH 04（図版第100-41～60) 出土遺物としては、須恵器蓋（43・44）・蓋Ca 

(41・42）・蓋D(45・46）・杯Bb (51）・杯c(47～50）・高杯B(53）、土師器皿Ab (56）・皿B

(54・55）・斐A(60）・聾B(57～59）などがある。

47～50はそれぞれ形状が異なる。47・50は平底の底部に斜め上方に向かつて直線的にのびる口

縁部を有する。47は径高指数38を測るやや深手なもの、 50は径高指数25を測る浅手なものである。

48は平底に外上方に向かつてやや外反する口縁部を有する。49は平底気味の底部に外上方に向か

つてのびる口縁部を有する。体部 ・口縁部はゆるやかな「S」字状を呈する。底部と体部の屈曲
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部付近には回転ヘラケズリが施される。小型ではあるが、椀Aに近い特徴が認められる。径高指

数も40を測る。51は底部平底で体部が斜め上方にのび、やや外反気味の直立する口縁部からなる。

52は査の底部と考えられる。53は口縁端部を欠損する。

54・55は平底に外上方にほぼ直線的にのびる口縁部を有する。55は口縁端部をわずかに外反さ

せる。56は平底気味の底部に、口縁部外面を強いヨコナデによって外反させた口縁部を有する。

54～56はほぼ同法量である。57～59は口縁部内面のヨコナデがあまり強くない。60は口縁端部内

面にのみ、やや強めのヨコナデを施す。類似した器種に SB02から出土した聾A(16）がある。

S H04出土土器は、やや古相の須恵器杯Bb (51）・杯c(49）を含むが、須恵器杯Cや土師器杯

Cなどの存在から、浦入皿期に位置づけられる。

テラス状遺構SH05（図版第100-61～66) 出土遺物としては、須恵器蓋c(61・62）、土師器

杯A(63）・費A(64）・鍋B(65・66）などがある。

61・62は口縁部がやや弱く屈曲する。63は底部を欠損するが、杯Aと考えられる。外面にユピ

オサエ痕が認められる。64はやや長めの口縁部を有する。口縁端部内面にヨコナデを施しており、

先述の16・60などと同形態の斐であろう 。65・66は口縁部内面に強いヨコナデを施す。

S H05出土土器には土師器杯Aが含まれるが、須恵器の特徴から浦入国期に位置づけられる。

溝SD 01 （図版第100-67～77) 出土遺物としては、須恵器蓋（69）・葦Ca (67・68）・蓋F

(70）・杯（75・76）・杯c(72～74）・椀（71）、土師器鍋（77）などがある。

67は笠形を呈し、 68は扇平ながらも口縁部が顕著に屈曲しない。70は短頚査の蓋と考えられる。

71は底部を欠くが、椀と考えられる。大きく外反する口縁部を有する。75・76は底部を欠くが杯

Bまたは杯Cと考えられる。72～76は、いずれも平底の底部と外上方に直線的にのびる口縁部を

有する。77は磨滅が著しく調整は不明である。

S DOlは竪穴式住居跡SH05と重複関係にあ り、どちらが先行するか明らかではないが、遺物

の点では類似点も多い。SDOl出土土器は浦入E期、あるいは須恵器椀の存在を重視して浦入町

期に位置づけられると考えられ、 2時期にわたって機能した可能性もある。

テラス状遺構SHOS（図版第101 78～104) 出土遺物としては、須恵器蓋（79～81・84・85）・

蓋c(78・82・83）・蓋F(86）・杯 B(88～90）・杯c(91～93）、土師器杯A(102）・杯c(97～ 

99）・杯D(95・96）・皿B(100）・整A(101）・鍋A(103・104）などがある。

79～81・84・85はつまみを欠損するが、いずれも蓋Cと考えられる。78～85は口縁端部の形状

から細分することができる。口縁端部が明瞭に屈曲して下方へ垂下するもの （78・79・81・82・

85）と、口縁端部が面を持つもの（80・83・84）である。また、 天井部が笠形を呈するもの（80～

85）と、やや肩平なもの（78・79）とがある。86は短頚査の蓋と考えられるが、つまみを持たない

可能性が高い。口縁端部に面を持つ。87は体部下半以下を欠損する短頚査である。肩部に沈線が

1条めぐる。88は、平底に近い底部と外上方にのびる体部からなる小片である。89・90は平底の

底部と外上方にのびる口縁部からなる。89は口縁部にやや強めのヨコナデを施す。90は口縁部が

大きく外に開く 。91～93は平底の底部に外上方にのびる口縁部と、断面台形の高台を有する。94

q
t
u
 

n
U
 

1
よ



京都府遺跡調査報告書第29冊

は器種不明である。査の口縁部の可能性も考えたが、内面がやや粗雑に仕上げられているこ とか

ら、脚台と判断した。

95・96は高台を有する。体部・口縁部の形状が不明であるが、浦入遺跡では全体の形状をうか

がえる資料はない。97～99は口縁部の形状がそれぞれ異なる。100は口縁端部が外方へ引き出さ

れたような形状を呈する。101は口縁部内面に軽いヨコナデが1条施される。102はやや浅めの杯

Aである。103・104は、どちらも口縁端部に面を持ち、内面に強いヨコナデを 1条施す。103は

口縁部内面にハケ調整が認められる。103の体部外面が横あるいは斜め方向のハケ調整が施され

るのに対して、 104は外面に縦方向のハケ調整が施される。

S HOS出土遺物は、須恵器葦C・ 杯C、土師器杯Cなどから浦入国期に位置づけられる。土師

器杯Aは混入の可能性が高い。

テラス状遺構SH 06 （図版第101-105) 出土遺物は少ない。図示したのは須恵器杯Cl点

(105）のみである。時期を判別するのは困難で、あるが、浦入皿ないしN期に位置づけられよう。

不明遺構SH 12（図版第101-106・107) 出土遺物としては、須恵器杯c(106）・椀（107）など

がある。106は体部周縁からかなり内側に高台が貼り付ーけられる。107はしっかりした高台を有し、

杯Cの高台に比べやや大型であることから椀の底部と考えられる。時期は不明であるが、 107が

椀の底部とすれば、浦入W期に位置づけられるか。

不明遺構SH 11 （図版第101-108・109) 出土遺物としては、須恵器杯B(108）・杯c(109）な

どがある。108は口縁部がやや外方に屈曲する。109はわずかに残る底部に高台の剥離した状況が

確認できる。時期を判別するのは困難で、あるが、浦入皿ないしW期に位置づけられよう 。

土坑SK 01 （図版第101-110・111) 出土遺物は少なく、須恵器蓋（110）・杯c(111）を図示し

たO いずれも細片である。時期を判別するのは困難であるが、浦入EないしW期に位置づけられ

ょう。

テラス状遺構SH 02 （図版第101 112) 出土遺物は少ない。図示したのは土師器聾BI点

(112）のみである。時期は不明であるが、他の出土土器と大きく時期を隔てるものではないだろう。

テラス状遺構SH 10 （図版第101 113) 出土遺物は少ない。図示したのは須恵器蓋CI点

(113）のみである。時期を判別するのは困難であるが、浦入国ないしN期に位置づけられよう。

竪穴式住居跡SH01 （図版第102-114～160) 出土遺物としては、須恵器蓋Ca (114～120・

123）・蓋D(121・126）・蓋F(124・125）・杯Ca (129～138・140～143）・杯Cb (139）・椀A

(144～148）・椀B(149）・聾(150・152）・長頚査(151）、土師器杯A(153・154）・杯B(155・

156）・皿B(157）・聾A(158～160）・鍋A(161）などがある。

114～1 19・123は口縁端部が明瞭に屈曲して下方に垂下するもので、天井部が笠形を呈するも

のが主体となる。 120は口縁端部が下方に垂下しない。123は口縁部外面に強いヨコナデが施され

る。121は笠形を呈するのに対して、 126は123同様、外面に強いヨコナデが施される。 124は口縁

部がやや内方へ屈曲する。128は形態・機能が全く不明のものである。ミニチュアの壷かと推定

される。杯Cb l点を含む129～143は杯Cの特徴として、器高の高い143を除いて、ほぼ同じ様
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な値を示す（平均値3.8cm ・最大値4.2cm・最小値3.2cm）。これに対して口径から大きく 3種類に

分けられ、 143を加えて、 4種類の器種分化が認められる。浦入遺跡における他の遺構出土遺物

の法量が2種前後であった点を考慮すると、法量による器種分化が進んだ段階といえる。143は

器高が高いが同形同大のものはあまり浦入遺跡では見られない。144～148は同形のものはないが、

ほぽ同法量である （平均値、口径17.5cm ・器高5.8cm）。このうち147がやや大きい。148は底部を

欠損するが、 147とほぼ同大であろう 。体部下半に回転ヘラケズリが施される。149は底部を欠損

するが、口縁端部内面に沈線がめぐる。SHOlでは、 149以外にも底部外面に墨書された椀Bが

出土した（第25図2）ほか、口縁部の破片など多数を確認した。150は聾の口縁部である頚部の少

し上に沈線が l条めぐる。152は査の口縁部である。口縁端部は外傾する面を持つ。頚部付近に

指頭圧痕が明瞭に見られる。

153・154はやや小型ながらも杯Aに分類できる。156は口縁部内面にヨコナデを施す。157は底

部から口縁部への立ち上がりの屈曲が明瞭である点が特徴的である。158～160は法量の大きな個

体は少なく、口縁部が短いものである。159は口縁端部内面にのみ、やや強めのヨコナデを施す。

S HOl出土土器は、須恵器椀A・ 椀Bが多 く含まれること、須恵器杯Cの法量分化が著しいこ

となどから、浦入N期に位置づけられる。

土坑SH 09（図版第103-162～183) 出土遺物としては、須恵器葦Ca (162.・163）・蓋D

(164）・杯B(165～167）・杯c(168～175）・椀A(176・177）、土師器杯A(180）・皿B(178・

179）・聾A(181)・蓋B(182）・甑(183）などがある。

162はやや扇平、 163は笠形の器形を呈する。どちらも扇平な宝珠つまみをもっ。164はつまみ

を欠損するが、環状のつまみが付くことが確認できる。口縁端部が屈曲する。167は165. 166に

比べて厚手の平底とやや外反気味の口縁部を有する。168～175は先の165～167と合わせて、先述

した SHOl出土の杯Cと同様に法量を見てみると 、器高は SHOlと同様の結果を示す（平均値

3. 8cm ・最大値4.lcm ・最小値3.3cm）。これに対して、口径から大きく 2種類に分けられる。SH 

01と比較すれば、口径の小さいものが含まれる (168）一方、口径の大きいものは含まれない（ SH

01出土の141・142など）。176は体部下半を欠損するが、口縁部外面に強めのヨコナデを施して大

きく外反する。177は口縁部が受け口状を呈する。体部外面には回転ナデの痕跡が明瞭に残る。

高台は強く踏ん張り、内面に強いヨコナデが施される。法量は SHOl出土のものと比べると、器

高はほぼ同じであるが、口径は 3cm近く上回る。底部はヘラ切りのままである。

178の口縁端部がわずかに外反するのに対して、179はやや直線的な口縁部を呈する。180はS

HOl出土のものなどに比べて法量が大きい。181は蓋A、182は聾Bである。181は口縁部が直線

的に外上方にのび、体部も肩部があまり張らない形状を呈する。182は口縁部が外反し、体部外

面には整形時の指頭圧痕が明瞭に残る。183は甑であるが、残存率が低いため、図示した復原法

量がもう少し小さくなる可能性がある。口縁部内外面に強いヨコナデを施す。本来は把手があっ

たと考えられるが、実測した破片には把手部分が残存していなかったため図示していない。

S H09出土土器は、先の SHOlと比較すると、法量の器種分化がSHOlほど顕著ではないが、
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椀Aなどが含まれることから、浦入N期に位置づけた上で、 SHOlよりも古く位置づけられるの

ではないだろうか。

土坑SK 09 （図版第103-184～188) 出土遺物としては、須恵器蓋（184）・杯B(185）・杯C

(186）・長頚壷(187）・斐(188）、土師器斐A(189）などがある。図示した遺物はいずれも細片であ

る。188の聾はもう少し口径が大きいかもしれない。

時期を判別するのは困難であるが、浦入国期ないしW期に位置づけられよ う。

土坑SK 05（図版第103 190・191) 出土遺物としては、須恵器杯D(190）・皿D(191）がある。

190は高台を有する平底気味の底部から、外上方に向かつて直線的にのびる口縁部からなる。杯

Cあるいは椀Aとは、口径が底径の2倍以上である点や体部下半の丸味が見られない点などから

区別される。191は非常に高い高台を持つ。 190・191とも に、これまで述べてきた器種からの系

譜的なつながりは明らかではない。

杯D・ 皿Dともに類例の多い器種ではないため、ただちに時期を決定することはできないが、

底部に糸切り痕が認められないことや、浦入N期とは異なる器形である点を考慮して、この 2者

の間に位置づけられると考え、浦入V期を設定し、 SK05出土資料をその標式と位置づけた。

不明遺構SK 11 （図版第103-192) 出土遺物は少ない。土師器鍋 1点(192）のみ図示した。他

の類例に比べ、非常に厚手の鍋である。

不明遺構SK 06（図版第103 193) 出土遺物は少ない。須恵器杯Bl点(193）のみ図示した。

溝S002（図版第104-194～199) 出土遺物としては、須恵器蓋(194～197）・杯c(198）・高杯

(199）などがある。 いずれも細片で、全体の形状のうかがえる資料はない。197は口縁端部が屈曲

する。198は高台内端面が接地する。199は杯部および脚部端部が欠損する。

S D02出土土器は、細片が多いため、時期の判別が困難であるが、浦入皿ないし浦入W期に位

置づけられよう 。

包含層（図版第104 200～230) 包含層出土遺物は、 N地点ほど多くない。出土遺物としては、

須恵器蓋A(220）・蓋B(200・221）・蓋c(201・217）・杯B(203・218）・杯c(204～207・223・

226）・杯D(227）・皿A(228）・皿B(230）・皿D(229）・椀（208）・短頚査（209）・聾A(211）・聾

B (210）、土師器杯c(212・213）・斐A(214～218）などがある。200～216はA-1地点、 217～

219はA 2地点、 220～231はA 3地点出土である。

200は内面のかえりが非常に退化している。201・202は口縁端部が屈曲する。207は底部のみで

あるが、体部への立ち上がりがやや丸味を帯びることや、高台が若干高めであることから、椀A

の底部の可能性もある。 208は椀Aと考え られる個体の口縁部である。口縁端部をほぼ水平に外

方へつまみ出す。209は短頚壷である。全体の形状をうかがえる資料で、肩部が大きく張り、直

立する短い口縁部をもっ。体部外面下半に回転ヘラケズリ調整を施す。高台は内端面が接地する。

210・211はともに口縁部の破片であるが、端部の形状に違いが認められる。210は口縁端部が水

平となり、内方に断面三角形の突起状のふくらみがめぐる。211は口縁端部に外傾する面を持つ。

212・213は底部にユピオサエ痕がみられる。214が短い口縁部を有するのに対して、215・216は
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強いヨコナデにより拡張された口縁部を有する。

217は口縁端部がやや丸く終わる。219はSHOl出土の椀Aに比べ器高がやや高めであるがほぼ

同法量である。やや丸味のある体部と、ほぼ外上方へ直線的にのびる口縁部を有する。

220はA地点ではほとんど出土していない蓋Aである。221は内面にかえりを有する。やや高め

の擬宝珠つまみを持つ。223は口縁端部外面に沈線状の段が見られ、端部を外方へわずかにつま

み出したような形状を呈する。227はやや高めの高台を底部が体部に屈曲する部分に貼り付けて

いる。口径が底径の約l.9倍であることから杯Dに分類される。229は口縁端部が丸く肥厚する。

底部外面にヘラケズリ調整が施され、 小さな高台が貼り付けられる。230は高台端面に強いヨコ

ナデを施すことにより、外端面が接地する。231は体部を欠損する長頚壷である。口縁部が外方

へ屈曲して面をなす。

第 6節 O 一 1地点出土遺物

1 .製塩炉第 1群出土土器

出土した遺物は、製塩炉 lあるいは 2が使用されていた段階に、炉の前面の平坦面に流れ込ん

だと思われるものが大半である。また、製塩炉跡4からは、大型厚手の製塩土器容器 I類ととも

に比較的まとまって須恵器 ・土師器などが出土した。

製塩炉 4（図版第106 1～11) 出土遺物としては、須恵器杯B( 1～ 3 ）・杯c( 5・6）、土

師器杯D( 7)・聾A( 9～10）などがある。

l～3はほぼ同形同大の杯Bである。外上方にまっすぐにのびる体部と底部からなる。4は杯

または椀で、外上方にまっすぐにのびる体部と口縁部からなるが、体部下半以下を欠損する。外

面に回転ナデ調整の痕跡が明瞭に残る。5は外上方に直線的にのびる口縁部を有する。6は径高

指数がやや高い小型の杯Cである。体部はゆるやかな「S」字状を呈し、口縁部はわずかに外反

する。高台は内端面が接地する。

7は高台が底部周縁よりもかなり内側に貼り付けられている。底部と体部へ立ち上がる屈曲部

のみが遺存しており 、全体の形状は不明である。8は平底に外上方に直線的にのびる体部を持ち、

杯と考えられる。8～10は 「く」字状に外反する口縁部をもち、法量は異なるが、同種の聾であ

る。周辺でも同種の聾が多数出土したが、いずれも体部下半を欠損するため体部・底部の形状に

ついては不明である。長胴気味の丸底を呈するものと考えられる。調整は、基本的に体部外面に

ハケまたはナデ調整、内面にケズリ調整を施す。口縁部はヨコナデを施す。8. 9は、体部外面

に整形時のユピオサエ痕がみられる。口縁部が短いのが特徴である。

製塩炉4出土土器は、須恵器杯Bなどから浦入N期に位置づけられる。

製塩炉 1前面（図版第106-12～29) 製塩炉 lの前面に形成された堆積層から出土したもので、

須恵器蓋(12～15）・杯A(16・17）・杯B(18～20）・杯c(22・23）・皿A(21）・皿B(25）・鉢

(24）、土師器杯A(26）・杯B(27）・聾A(28）・鍋A(29）などがある。

12～15は、いずれも口縁端部が強く屈曲し、端部が下方に垂下する。13はその形状からつまみ
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を有さない葦Eの可能性もある。16は口縁端部を丸く納め、底部外面は回転ヘラケズリを施す。

器高がやや高く、古墳時代後期に位置づけられる。18～20はいずれも、外上方に直線的にのびる

口縁部を有する。19は口径のわりに器高がやや低い点が特徴的である。21は体部中位に強い回転

ナデ調整の痕跡が残る。22・23は、どちらも器高が高く 、やや大型で、ある。24は口縁部が内湾す

る鉢と考えられる。25は高台を有し、やや厚手の個体である。26は口縁部に強いヨコナデを施し、

端部を外方につまみ出したような形状を呈する。27は丸底気味の底部から丸味を帯びて口縁部に

至る。口縁部外面に強いヨコナデを施さない。28は口縁部が短く、口縁部内面に強めのヨコナデ

を施す。29は口縁部がやや厚手で、内面に強いヨコナデを施すが、段状にはならない。端部は丸

くおさめる。

製塩炉 1前面の出土土器は、古墳時代後期から浦入WないしV期までおよぶ。また、製塩炉 l

は遺構に直接伴う遺物はないが、製塩炉4との関係などから、ほぼ同時期の浦入N期もしくはや

や後出するV期に位置づけられよう 。

製塩炉2周辺（図版第106 30～33) 出土遺物として、 須恵器蓋（30）・杯A(31）・斐B(32）、

土師器聾B(33）などを図示した。

30は口縁端部が大きく屈曲する。31は立ち上がりと受け部がともにやや退化した形態を示す。

32は口縁部がほぼ直立する。口縁端部はほぼ水平となる面をなす。頚部から肩部にかけてカキメ

が施される。33は口縁部が短く外反する。肩部があまり張らない器形を呈するようである。

製塩炉2周辺出土土器は、製塩炉 l同様、各時期におよぶため、製塩炉2の時期は明らかでな

いが、製塩炉 1とほぼ同じ浦入町期ないしV期に位置づけらょう。

製塩炉 3周辺（図版第106-34～38) 出土遺物としては、蓋（34）・皿B(35）・杯c(36）、土師

器杯B(37）・杯A(38）などがある。

34は蓋Cと考えられる。35は口縁部が大きく聞き、口縁端部内面に浅い沈線状のものがめぐる。

36は厚手の高台が底部の周縁に対して大きくずれており、貼り付け方が粗雑である。37は口縁部

外面に強いヨコナデを施し、口縁部全体が大きく外反する。38は口縁部にヨコナデを施すが、端

部は丸くおさめる。

製塩炉3周辺出土土器も、製塩炉 l同様、各時期におよぶため、製塩炉2の時期は明らかでな

いが、製塩炉lとほぼ同じ浦入町期ないしV期のものと考えられる。

2.鍛冶炉群・製塩炉第4群出土土器

遺構の項でも述べたように、製塩作業や鍛冶作業を行うたびに整地等が繰り返されたため、製

塩炉跡第4群出土遺物は、大半が包含層出土である。出土遺物としては、 須恵器・ 土師器 ・黒色

土器のほか、灰紬陶器や白磁などがある。

S D01出土土器（図版第108 1～3・6～9) 出土遺物としては、須恵器査（7）、黒色土器

皿A( 1）・椀A( 2・3・6～ 9）などがある。

7は底部糸切りの小型の査である。頚部から上を欠損する。黒色土器椀Aのうち、全体の形状
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のうかがえる 3をみると、底部からやや内湾気味に立ち上がる口縁部を有し、端部は丸く納める。

6は口縁部内面にやや強いナデ調整を施す。 1は両黒の皿である。

S DOI出土土器は、ほほ完形の黒色土器椀A( 3）の径高指数が35と、深手なタイプであること

から、浦入四期に位置づけられる。

包含層（図版第108-10～36) 出土遺物としては、須恵器蓋B(11）・蓋c(12・13）・蓋(14）・

杯B(29）・杯c(14～16 . 23・25）・椀B(21・22）・椀c(31～33）、灰粕陶器（24）、黒色土器皿

(17）・椀A( 5・10・18～20・26～28）、白磁（34）、緑柚（35）、土師器斐（36）などがある。

図示した須恵器のうち、11～16・21～23・25・29）は、おおむね浦入国期ないしIV期に位置づ

けられる。31～33は底部に糸切りによる切り離し痕を残す。上記の土器群よりも新しく、おおむ

ね浦入VI期に位置づけられる。SDOl出土土器群よりも古く位置づけられよう。

黒色土器椀Aは5・10を除いて細片が多く、全形をうかがえる資料はほとんどないが、おおむ

ね、SDOl出土のものにくらべ、口縁部の外反度が大きく 、体部に明瞭な稜を有するという特徴

がみられる。全形のうかがえる 5. 10のうち 5はSDOI出土の3に近いが、 10は上記の細片に近い

特徴を有する。さらに径高指数も37とやや大きい。以上のことから、これらの黒色土器椀AはS

DOl出土のものと同じ浦入刊期に位置づけられるが、型式学的にはより古相の一群と考えられる。

34は口縁端部外面の玉縁があまり発達しないものである。35は緑紬の底部である。36は口縁端

部内面にやや強めのナデ調整を施す。

（筒井崇史）

3.海浜部出土遺物（図版第114～120)

0-1地点では平安時代の浜辺が検出されており 、ここから多量の遺物が出土した。出土遺物

としては、縄文時代から平安時代にかけての石器 ・土器 ・製塩土器 ・木器等がある。ここでは海

浜部出土の土器について、各時代ごとに説明する。なお、弥生時代後期 ・飛鳥～平安時代につい

ては、 N地点における器種分類にしたがって説明を行う。

(1)縄文時代（1・2)

I・2は突帯文土器である。 1. 2とも突帯は薄くて扇平である。lは突帯上に刻み目を施すが、

2は竹管状の刺突を施す特異なものである。

(2）弥生時代（3～8・10・11・14～16・20～33・35・58～60・64・65)

3・4は弥生時代前期のものである。3は査で、頚部に沈線が確認できる。4は斐で、体部に

一条の沈線、口縁端部に刻み目が確認できる。

5～8は弥生時代中期のもので、すべて査である。5は頚部に櫛目文、口縁部端部に刻み目を

施す。7は口縁端部に 3条の凹線文、口縁部内面には扇形文を施す。8は口縁部内面に粘土粒の

貼り付けがみられる。

14～16・20～35・64・65は弥生時代後期のものである。10・14は壷Blで、口縁端部の拡張部

はナデで仕上げる。16は口縁部のみの残存であるが、壷であろう。20～27は聾Alである。口縁

端部を内傾気味に拡張する20、口縁端部を外傾気味に拡張する21～27があり、 24～27では口縁端
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部が大きく拡張される。25・26には細くて浅い疑凹線文が施され、端部を薄く尖り気味に仕上げ

る。30～33・64・65は斐A2である。64・65は小型のもので、 65では口縁端部の拡張は不明瞭で

ある。28・29は聾Aであるが、磨滅が著しく疑凹線文の有無は不明である。34は斐Bで、外面は

タタキを施す。35は34の底部であろう 。34・35ともチャートの円礁を含む特徴的な胎土をもっO

58・59は蓋である。

(3）古墳時代（9・11～13・17～19・36～57・61～63・91～96・104・105)

9・13・17～19は査である。9は二重口縁状の査で口縁端部に面をもち、垂下部には刻み目を

施す。13は山陰地方に類例が見られるもので、細かい石英・長石を多量に含む特徴的な胎土をも

っO 17～19は直口壷で、17は口縁端部に肥厚がみられる。38・40・41・43はいわゆる布留式の蓋

の特徴をもつものである。38・40は口縁端部に面をもち、 41では肥厚が見られる。43はやや大き

なもので、口縁端部はわずかに肥厚する。 36・37は山陰系の聾で、口縁端部はまるくおさめられ

る。39・42～53は単純口縁の蓋である。口縁端部には面を持つ42・51、肥厚する44、外側につま

み出す45・50・53などがある。12・54～57は高杯である。 12は口縁部が大きく外反し、口縁端部

は上方につまみあげられる。61は小型の器台、 62・63は杯である。時期は 9・12・13・17・36・

37・38・40・41・61が古墳時代初頭から前期、ほかのものは57・63などが後期となるかもしれな

いが、大半が古墳時代中期のものであろう 。須恵器には杯蓋（91～96）・杯身(104・10）・高杯

(208・209）・提瓶（211・212）がある。

(4）飛鳥～平安時代

土師器杯A(66）・杯B(67～69）・杯c(70～73）・杯D(76）・杯E(75）・椀（74）・聾A(77・

78・80・82・83）・聾B(81）・斐c(79・84・85）・鍋A(87）・甑（86・88～90）、須恵器蓋A(97～ 

99）・杯A(106～1 14）・杯Ba (141・153・154）・杯Bb (142）・杯Bc (143～151・I56）・杯C

(161～184）・蓋B(100～103）・蓋Cb (135・136）・蓋Db (140）・椀A(186・187）・椀B(190・

191）・椀c(192～199・203～207）・椀D(200～202）・皿A(155・157～160）・皿Bb (188・

189）・高杯B(210）・長頚壷B(213・214）・聾A(235）・斐B(219）・椀(152）・査(185・220～

227・229）・すり鉢（228）・須恵器双耳査（216～218）、黒色土器椀A(259～265）・椀B(255～ 

258）・椀c(254）・皿（266・267）がある。137は須恵器蓋C、138・139は須恵器蓋D、123は須恵

器蓋FかG、118・126は須恵器杯蓋CaかDa、115～117.119～125・127～134は須恵器杯蓋C

bかDb、242～247・249～253は底部を欠損するが黒色土器椀Aであろう 。このほか、灰粕陶器

壷（215・230）、緑柏陶器椀（231・232）、灰紬陶器椀（233～238）、青磁（271）、白磁椀（272～277）、

東播系須恵器聾（239）、東播系須恵器鉢（240）、瓦器椀（248）、 瓦器鍋（270）がある。

67・68は内面に暗文が施され、ともに外面にヘラミガキが確認できる。79は外面にタタキが施

され、 82の口縁端部に一条の沈線が施される。

須恵器蓋A・ 杯Aはほとんどがヘラ切り後不調整であるが、 114では回転ヘラケズリが施され

る。155・154では外面にカキ目が施される。178には底部外面付近にケズリが施される。158の口

縁部内面には一条の沈線が施される。
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緑粕陶器椀には底部に糸切り痕を残す231、ケズリ出し高台の232があり 、231は軟質、 232は硬

質である。

灰紬陶器椀には糸切り後に高台を貼り付けており 、内底面には柚が施されていない。234～238

とケズリ 出し高台の233がある。

254は底部に回転ヘラケズリを施した後に高台を貼り付ける。257は回転糸切 り後に高台を貼り

付ける。高台を貼り付けた部分の内側が溝状にケズリ取られている。黒色処理は黒色土器皿と黒

色土器椀B(255～258）で内外面に施されているが、黒色土器椀A・椀Cは内面のみに黒色処理を

行っている。

241は内外面にタタキを施した斐で、還元焔焼成はされず色調は褐色であるが、須恵器のよう

に硬質の質感をもっ。

白磁椀は272がE類、他のものは町類である。247・276・277で内面にナデによ る段、 275の内

面見込み部には沈線状の段が施される。時期は浦入 I～四期のものがほぼ出土している。

（水野聡哉）

第 7節 0 - 2地点出土遺物

1 .遺構出土遺物

(1)上層出土土器

土坑SK 02 （図版第127 16～18) 出土遺物としては、黒色土器椀A(16・17）・土師器鍋D

(18）・須恵器聾など計5点あるが、須恵器聾は細片であり、図示しうるものは3点のみでった。

黒色土器椀Aは3個体分ある。いずれも内面のみを黒色化し、へラミガキ調整する。外面は器表

面の状態が良くないのではっきりしないが、口縁部付近をわず、かにヘラミガキ調整するようであ

る。16はほぼ完形に復原できるもので、口径16.2cm・器高4.4cm ・底径6.4cmを測る。体部と底部

境界に強くナデ調整がみられ、高台は明瞭に作り出されていない。17は底部のみが遺存したもの

であるが、底部の作りは16と同様に粗略で、ある。底径は5.6cmを測る。土師器鍋Dは、口縁部の

一部が残ったものである。口径33.2cmで、ある。外面をユピオサエ後、ナデ調整するが、器面に凹

凸を残す。一方、内面はていねいなハケ調整により平滑に仕上げられている。

S K02出土土器は、径高指数が27の黒色土器椀A(16）を含むことから、浦入咽期に位置づけら

れる。また、すでに検討したように、これらの土器群には12世紀中頃の実年代が与えられる。

（田代弘）

(2）下層出土土器

いずれも、 最終焼土面上で検出した遺構から出土した土器を取り上げた。これらは、おおむね、

遺構の層位的な関係や土器の特徴などから浦入E期ないしW期に位置づけられる。

土坑SK 09（図版第140-3・4) 出土遺物のうち土師器杯B(3）・斐A( 4）を図示した。3

はやや平底状を呈する。4はlに類似した、「く」字状に屈曲する頚部をもち、直線的な口縁部

を有する。端部がlよりも丸味をも っておさめられる。

溝S005・06（図版第140-5～18) 出土遺物としては、須恵器蓋（ 5・6）・杯B(11）・杯C
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( 7～10）・皿A(12）、土師器杯A(14）・杯c(13）・斐A(16～18）・鍋A(15）などがある。

5・6はともに蓋の小片である。7は口縁端部を欠損する。やや器高が高めの個体である。高

台端部内面が接地する。8～10は、平底を呈する底部に、外上方に直線的にのびる口縁部からな

る。11は平底を呈する底部に外上方に直線的にのびる口縁部を有する。12はやや浅い皿Aである。

13は口縁部外面に強いヨコナデを施して、体部外面にわずかに稜を有する。14は体部下半を欠

損する。おそらく混入であろう 。15は口縁端部が外傾する面をもっ。小片のため復原値を得るこ

とはできない。16～18はいずれも頚部が 「く」 字状に屈曲するものである。 16は短めの口縁部を

有し、内外面とも指頭圧痕が認められる。18は口縁端部内面をわずかに ヨコナデを施す。

溝S003（図版第140 19～22) 須恵器杯(19）、土師器杯（20）・斐（21）・鍋B(22）などがある。

19は底部を欠損するが、杯Bまたは杯Cと考えられる。20は口縁部内外面に強いナデ調整を施

しており、体部にくらべ器壁の厚みが薄くなる。21は「くJ字状に屈曲して、口縁端部を上方に

つまみ上げる。端部は丸くおさめる。 22は口縁端部内外面に強いヨコナデを施す。

溝S001 （図版第140-23) 須恵器 ・土師器などが出土したが、須恵器杯 1点（23）のみ図示した。

溝S008（図版第140-24) 須恵器 ・土師器などが出土したが、土師器蓋BI点（24）のみ図示

した。口縁部が長く 、外反する。

製塩炉跡Sx 14 （図版第140 25) 須恵器・土師器などが出土したが、土師器聾Al点（25）の

み図示した。口縁部が長く、外反する。

土坑SK 06（図版第140 26) 須恵器 ・土師器などが出土したが、土師器聾Al点（26）のみ図

示した。頚部が「くJ字状に屈曲するもので、やや短い口縁部がつく。

(3）最下層出土遺物

掘立柱建物跡S801 （図版第140-1・2) 出土遺物のうち、土師器聾A2点(1・2）を図示

した。 1は「く」字状に屈曲する頚部をもち、直線的な口縁部を有する。口縁端部にやや内傾す

る面をもっ。2はゆるやかに外反する口縁部をもち、端部をわずかにつまみ上げる。

出土遺物から時期は明らかにできないが、遺構の層位的な関係から浦入国期～N期に位置づけ

られる。

2.包含層出土遺物

各包含層からも多量の遺物が出土した。包含層出土遺物のうち、 0 2地点の地区割りのEラ

イン以北については、包含層があまり厚くないので一括して示し、Eライン以南については各出

土層位ごとに示す。

0-2地点北半出土遺物（図版第123-1～39) 出土遺物としては、須恵器蓋（1・2）・杯B

( 3 ）・杯c( 4・5・7～10・12～18）・椀C(6・11）・聾（20・22・23）・査（21）、土師器杯C

(24）・杯D(25）・杯または椀（28～33）・斐（35～38）、黒色土器椀（26・27）、白磁椀（39）などがあ

る。このうち、 26・27・29・31・32. 35は製塩炉SXl3周辺で出土したもので、その他のものは

包含層出土である。
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1・2は口縁端部がわずかに屈曲する。3～19は杯B・ 杯C・ 椀Cなどであるが、大半が小片

のため、不明な点が多い。杯Cは、高台が踏ん張り気味のものや、内方へ傾斜するものなどがみ

られる。6. 11は類似した形状を呈するが、 11は見込み部分にやや強くナデ調整が施される。18

は小型の査の底部の可能性もある。19はやや細めの高台を有し、高台の内側に糸切り痕が残る。

21は長頚査の底部と思われる。20・22はやや外反気味の口縁部に、端部がやや斜め下方もし くは

下方に垂下させるものである。端部に明瞭な面を有する。23は聾の頚部の破片である。

24は平底の底部に、斜め上方に直線的にのびる口縁部を有する。外面にユピオサエ痕が認めら

れる。25はやや高めの高台を有する。28～33はいずれも小片であるが、 28・29は高台を、30～33

は平高台を有する杯または椀である。35・36は口縁部が比較的短いもので、口縁端部も丸くおさ

める。38は、頚部が「く」字状に屈曲し、やや長めの口縁部を有する。37は口縁端部をやや内方

につまみ上げ、端部が外傾する面をなす。体部外面にタタキ調整が施される。

26・27・34は内面のみに黒化処理が施される。26は外面に回転ナデ調整の痕跡が明瞭に残る。

39は口縁端部外面の玉縁があまり発達しない。

0-2地点北半出土土器は、図示した遺物に限っても、浦入国期ないしW～四期に及ぶ。

暗茶褐色土層（第 1層、図版第125 1～39) 出土遺物としては、須恵器蓋c( 2～4 ）・蓋F

( 1 ）・杯C(5～8）・椀B(10）・皿A(11）・皿D(12）・短頚査(13）、土師器杯(15～20）・童（32

～34・36・37）・鍋（35. 39）、黒色土器椀（21～24・28・30・31）、瓦器椀（26）などがある。

lは短頚査の蓋と考えられる。2はやや扇平な器種形を、 3・4は笠形を呈する。5～8は底

部に高台を貼り付ける。小片が多い。9は杯と考えられるが底部を欠損する。10は体部中位に明

瞭な稜を有する。12は底部からわずかに湾曲 しながら口縁端部に至り 、高台を有する。13は短頚

査の口縁部、14は査の底部である。

15～20は杯である。口縁部が斜め上方に聞き器高の高い15・16、器高がやや低く皿に近い17・

18、口縁部が大きく開く 19. 20、の大きく 3タイプがある。25は底部を欠損するが椀と考えられ

る。27は椀の底部と考え られる。29は杯の底部と考えられる。19・20のような杯の底部であろ う。

要は、口頚部の形状から大きく、頚部がゆるやかに口縁部へと至るもの（32・36・37）と、「く」

字状に屈曲して、口縁部も直線的なもの（33・34）、の2タイ プが認められる。前者は法量的にも

小さく 、後者は大きい。35・39はほぼ同型の鍋と考えられ、頚部が「くJ字状に屈曲することや

外面にユピオサエの痕跡が認められるなど形態の特徴が類似する。

21～24は黒色土器椀であるが、いずれも底部を欠損する。内面にわずかにミガキの痕跡がみら

れる。28・30・31は黒色土器椀の底部である。底部には糸切り痕が残る。26は瓦器椀である。口

縁部に強めのヨコナデを施す。

暗茶褐色土層出土土器には、浦入ill・ N期とした須恵器・土師器が多く含まれるが、明らかに

後出する黒色土器や瓦器が認められる。特に黒色土器椀Aは、上層遺構の土坑SK02出土の黒色

土器椀Aと類似した特徴を有しており、 黒色土器や瓦器は、 SK02などと同時期の浦入団期に位

置づけられる。
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黒褐色土層（第2層、図版第130-1～49) 出土遺物としては、須恵器蓋（2・3・6）・蓋D

( 4 ・5 ）・蓋E( 1 ）・杯B(7～9）・杯c(10～19）・椀c(26）・皿D(20～22）・査（23～25・

27）、土師器杯B(33）・杯c(34）・杯（35）・杯D(36～38）・皿B(31・32）・斐A(39～41）・蓋C

(42・43・51）、緑粕椀（30）・瓦器椀（44）・黒色土器椀（46・47）・白磁椀（29・48～50）などがある。

このうち、 黒色土器椀や瓦器椀 ・白磁椀などは上層の暗茶褐色士層からの混入の可能性が高い。

1はつまみを有さない。2～6は蓋の破片である。7～19は浦入国・町期に多くみられる杯

B・杯Cである。10は椀の可能性もある。20～22は底部から口縁部がのびて浅い皿状を呈し、 高

台を有する。ただし、 22は椀などの底部の可能性もある。23～25・27は短頚査あるいは長頚査な

どの底部と思われる。

33は内面に暗文が認められる。35は杯あるいは椀の底部と考え られる。36～38は高台を有する

杯または椀の底部である。35～38はいずれも小片のため全形などは不明で、ある。39～43・51は斐

である。斐は口縁部の形状から、頚部が「く 」字状に屈曲するもの（39～41）、頚部がゆるやかに

外反し、口縁端部がやや直立気味を呈するもの（42）、頚部が「く j字状に屈曲し口縁端部を大き

くつまみ上げて面を持たすもの（43・51）がある。41は口縁部が39・40に比べかなり長い。43は外

面にタタキ調整を施す。

30は緑紬の椀もしくは皿の底部と考えられる。29・48～50は白磁である。50はほぼ全形をうか

がし寸る資料で、口縁部外面に非常に大きな玉縁を有する。他のものは小片のため詳細は不明で

ある。44は瓦器椀、46・47は黒色土器椀である。

28は製塩土器と考え られる粗製の土器である。内外面の調整や口縁部の処理などが粗雑である。

黒褐色土層出土土器には、暗茶褐色土層からの混入と考えられるものが含まれる。また、暗茶

褐色土層同様、浦入皿 ・N期の須恵器・ 土師器が多く含まれる。これらを除いて、黒褐色土層の

時期を示す遺物としては、 1. 20～22・26・51などと考えられ、浦入VI期に位置づけられる。

黒色炭層（第4層、図版第134-1～図版第135-63) 出土遺物としては、須恵器葦c( 8）・蓋

D (14）・蓋E(6・13）・蓋（1～5 ・7 ・9～11）・杯B(15・16）・杯c(18～36）・椀B(17）・椀

(37・38）・皿A(40～42）・長頚査（43～45）、土師器杯B(47～49）・杯E(52）・杯（50・51）・斐A

(54～56 . 59）・斐B(57・58）・鍋A(61）・鍋B(60・62・63）などがある。

蓋は全形のうかがえるものが少ないが、 6・13のように葦Eが含まれる点は注意される。端部

の屈曲するものが多く、 笠形の形態を呈するものは 7・8ぐらいである。15・16はほぼ同法量の

杯Bである。類似した法量の杯Bとしては0-1地点鍛冶炉4出土のl～3などがある。杯Cの

うち、 18～22・25～28・31・36は、いずれも底部付近の小片である。23はやや外傾度の大きい個

体で杯Dに近い。33～35は器高が5.5cm前後を測るやや深手の杯Cである。ほぼ同法量の、やや

外傾度の大きい一群である。17はもう少し法量の大きい個体になるかも知れない。37は底部を欠

損するが、椀と考えられる。38は同じく椀の底部と考えられる。39は頚部以上を欠損するが、小

型の査であろう 。41・42はほぼ同法量の皿Aである。40はこれらよりもやや口径が小さく器高が

わずかに高い。43は高杯の脚部である。脚部の中位に 2条の沈線がめぐる。44は長頚査の頚部で
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あろう。頭部の中位に2条の沈線がめぐる。45は長頚査もし くは水瓶などの頚部であろう。44同

様、頚部に沈線が2条めぐる。非常に細く、直径は2.8cmを測る。46は聾の頚部である。口縁端

部と、 肩部以下を欠損する。

47～49はやや形状が異なるものの杯Bと考えられる。50・51は杯の底部である。52は外傾度の

非常に大きな個体で、ロクロの回転を利用して成形された、いわゆる回転台土師器である。底部

はヘラ切りの痕跡を残す。54～56は口縁部がやや短いのに対して、 59は口縁部が長い。56・59は

口縁端部内面にやや強めのヨコナデを l条施す。57・58は口縁部内面に強いヨコナデを施す。60

は頭部外面にやや強めのヨコナデが施される。62は口縁端部外面に明瞭な面を有する。

黒色炭層出土土器は浦入EないしN期の須恵器・土師器を多く 含むが、須恵器蓋E(6・13）や

杯Dに類似した杯c(23）、土師器杯E(52）などが含まれることから、浦入V期に位置づけられる。

焼土面下層（黄褐色整地土層、第6層、図版第141-1～39) 出土遺物としては、須恵器蓋C

( 4）・蓋（2・3・5・6）・杯C(7～23）・皿A(24）・高杯（25）・長頚壷（27）、土師器杯B(28 

～30）・杯または椀（31～33）・聾A(34～38）・聾B(39）などがある。

2 . 3は口縁端部が明瞭に屈曲する。7～23は小片が多 く、全形をうかがえるのは 7～13に限

られる。これらは、平底気味の底部に斜め上方に立ち上がる口縁部を有する。12は底部から口縁

部への立ち上がりが丸く、明瞭な稜は有さない。これらの径高指数を見ると、 7は39、8～13は

24～30、平均値は27となる。25は高杯の脚部の破片である。26は壷の底部と考えられるやや厚手

の破片である。27は長頚査の口頚部の破片である。口頚部の中位に 2条の沈線が施される。

28～30は杯B、31・32は杯または椀と考えられるが、いずれも小片のため詳しいことは不明で

ある。33は杯底部と考えられる。34・37はゆるやかに外反する口縁部を有する。37は頭部にやや

強めのヨコナデを施す。35・36・38は「く」字状に屈曲する口縁部を有し、口縁部内面にヨコナ

デを施すが、聾Bほど顕著でない。39は 「く」字状に屈曲する口縁部を有し、 口縁部内面に強め

のヨコナデが数条施される。

焼土面下層出土土器は、出土した須恵器の特徴から浦入田期～町期に位置づけられよう。

（筒井崇史）

第8節 製塩土器

製塩土器は湾岸に位置する製塩炉跡周辺を中心に大量に出土した。丘陵部に設けられたテラス

状遺構や丘陵斜面に形成された遺物包含層中にも散発的に認められる。出土量 ・分布は地区によ

って多寡があるが、湾岸全域に広く分布している。発掘調査で出土した遺物中、総量が最も多い

遺物である。

製塩土器類は、大半が二次的な比熱を受けて変色し、 著しく細片化したものが多い。完形個体

は支脚に1例があるのみであり、煎熟容器には完存するものは認められない。口縁部・底部の形

状から煎勲容器には複数の土器形式があることが分かるが、 全体の形状を復原しうる遺存状況を

示す事例は 1・2を数えるにすぎず、詳細は明らかではない。時期を示す標式的な遺物を伴うも

のが少ないため、帰属時期についても不明なものが多い。このように、製塩土器は大量に出土し
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ているもののほとんどが細片であり、時期の特定も難しいのが実状である。資料提示が難しい面

があるが、以下の点に留意して、整理・報告作業を行うこととした。

出土資料の大半は、廃棄層と考えられる遺物包含層であるので、廃棄層の中で最も遺物が集中

する地点の土層を一括採取して土層ごと水洗選別した。最小が一辺5剛以下の製塩土器をピック

ダウンして整理分類に当たった。廃棄層を構成する製塩土器の主体的な形式を認定し、 伴出する

土器資料から帰属時期を推定することにこころがけた。遺構出土資料については、遺構単位で資

料提示した。 E陵部遺構と同包含層出土遺物は、その場所に製塩土器が存在すること自体に意味

があると考え、できるだけ資料化するようにした。

1.製塩土器の分類

製塩土器類には、煎黙容器 ・焼き塩に使用されたと考えられる容器類と、それを支持するのに

用いたと考えられる支脚類とがある。前者を製塩土器容器、後者を製塩土器支脚と呼ぶことにし

たい。

(1)製塩土器容器 製塩土器容器類は、大型厚手で平底の容器(I類）と直立する口縁と砲弾形

の体部をもっ丸底容器（II類）、口縁部が屈曲する菱形のもの（III類）に大別できる （第22図）。

｜類 船岡式製塩土器に類似するものである。器形は、平底の底部から体部が直線的に立ち上

がり、口縁部がやや外反する形式である。この形式は散発的に出土をみるのみであり、出土量は

あまり多くない。0-1地点製塩炉4出土資料を標式とする。

H類 直立する口縁と砲弾形の体部をもっ丸底容器を一括したものである。浜禰EB式、傾式、

塩浜式製塩土器上部容器に該当する複数の形式が認められる。これに準じてA～C群の 3形式に

細別することにしたい。中間形態をなすものなど多様性が認められ帰属形式を明らかにできない

ものが多いが、これらはD群として一括した。

A群： 口縁部が内湾気味に立ち上がる丸平底の容器である。0-2地点黒色炭層～黒褐色土層

で主体的に出土した製塩土器容器を指標とする。j兵禰EB式の上部容器に類似するものである。

B群： 直線的に立ち上がる口縁部を有する砲弾形の丸底容器。内湾する薄手のもの（a）、直線

的に立ち上がる厚手のもの（ b）がある。B地点SH03出土資料を標式とする。

C群： 小形丸底の薄手容器である。塩浜式製塩土器容器に類似する。0 2地点上層 SK02出

土資料を標識とする。

D群： A～C群以外の形式のものO

｜｜｜類 口縁部が屈曲する聾形の容器で、吉見浜式製塩土器容器に類似するものである。ゆるや

かに外反するもの（a）、「く jの字形に屈曲するもの（ b）などがある。

(2）製塩土器支脚 製塩土器容器をのせて支持する円筒形の土製品である。容器を受ける受け

部 ・脚柱部・底部からなれ、 上下対称形をなす。各部の名称は第23図のように呼称することにし

たい。

製塩土器支脚の大半は廃棄によって生じた製塩土器類を主体とする包含層から得られたもので

《

h
u’EA

 



出 土 遺物

ある。使用状況を示すものや上部容器との共伴が明

らかなものは 1. 2を数えるのみであり、上部容器

との対応関係において分類することは難しい。そこ

で、製塩土器容器と同様に若狭地域での研究成果を

参照しつつ分類することとした。

若狭地域では、製塩土器支脚は 9世紀頃と推定さ I I A 

れる傾式に出現し、 10世紀頃と推定される吉見浜式

を経て、 11世紀前半頃の塩浜式に至り終罵するとさ

れ、支脚はこの 3形式に大別されている。傾式は器

高7～8cmの受け部が大きく脚柱部の短いものであ

るが、吉見j兵式では15cm以上になり、塩浜式では

20cm前後と長脚化し、脚柱部は細く脆弱なものにな

る。上部容器は長脚化に反比例して小形化するので

抗。当該遺跡においても傾式 ・吉見浜式 塩浜式

に該当する資料群が認められ、上部容器・支脚とも

に同様の変遷をたどると予測される。しかし、傾式

＼ ←－  ~ 

I 
一一 」 , ,)  

t 与子三プー

II I B ¥fl 
c 

「「－1

'"----", ,_./' 

を示す資料群、塩浜式よりも長大化しさらに後出すると考

えられる資＃詐などが確認され、若狭での 3分類案をその

まま対応させて理解することは妥当ではないことが明らか

となった。そこで、同一形式の支脚を多量に含む良好な廃

棄土層出土資料を基準とし、これに遺構出土製塩土器支脚

のうち時期が明らかなものを加えて検討し、以下のように

分類することにした（第24図）。

H類 受部径 4～5cm・底径 7～8cm・ 器高lOcm前後の

第22図 製塩土器容器分類図

として提示されている標式資料より小形で、あり時期的にも

明らかに先行する斜村、吉見浜式と塩浜式の中間的様相 A全 長
B：受部

C：脚柱部

D 底部

E .受部上面

F：脚部底面

｜類器高が6cm 麦の鼓形を呈する1j、型品である O 受 1 I (-11 J I I ｜ 
部上面が拡張されてややくぼみ、底部を平坦に作る O B地 I I ¥ c A I I L一---j 

点SH03出土資料を指標と拘。この遺構では製塩土器容／ I ¥-{I , …υ 
器E類B群aタイプとの共伴を確認してし、る。 」一一 F 一一」~仁士7てコ

第23図 製塩土器支脚の各部名称

もの。平底である。0 2地点下層 SD05出土資料を指標とする。傾式の標式資料に類似する。

｜｜｜類器高llcm・受部径3～4cm・ 底部径6～7cm前後のものO 底部をわずかにくぼませるも

のが多い。E類より長く脚柱部が細くなる。A地点SHOl、N地点SHl9を指標とする。製塩土

器容器E類B群bタイプと共存する可能性が高い。

IV類器高が17～18cm・受部径4cm・底部径6～8cm前後のもの。0-2地点黒色炭層～黒褐
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第24図 製塩土器支脚分類図

色土層で、 一括出土した資料群を指標とする。製塩炉跡とみられる礁の集積周辺で、一括出土し

た資料を指標とする。吉見浜式に類似するものである。製塩土器容器H類A群と共存するもので

ある。

V類 0-1地点鍛冶炉周辺出土資料を指標とする。器高20cm・受部径4cm・ 底部径 7cm前後

である。底部外面を顕著にくぼませる。塩浜式の標式資料に類似するが太くてしっかりとしてい

るものである。

VI類 0 2地点SK02 ・ S XOl出土資料を指標とする。器高22～23cm・受部径3cm前後・底

部径 5cm前後の長くて細い支脚である。塩浜式より長脚化が著しい。製作上の粗略化が認められ

る。製塩土器容器E類C群との共伴が明らかである。

2.海浜部出土製塩土器

海浜部で製塩土器類が出土した主な遺構・層位は、 0-1地点では、製塩炉 4.製塩炉群 4

（鍛冶炉跡周辺）、海浜部包含層、 0-2地点では、黒褐色土層・黒色炭層・焼士面など各土層、

焼土面上検出遺構群、土坑SK02、製塩土器廃棄層 SXOlなどである。

①0-1地点

製塩炉 4（図版第107-1～12) この製塩炉は緩傾斜面を「コjの字形に掘り込んだテラス状

の地床炉で、ある。炉底の焼土面上に製塩土器容器破片が圧着しており、使用に伴う状況を示す資

料と考えられるものである。大型平底製塩土器容器(I類）である。破片が数多く認められたが、

口縁部・底部の状況から 3個体ほどの破片が集積したものと推測される。図版第107はこれらの

破片群中から遺存状況の良いものを図示したものである。これらの土器は、外面に接合痕と指頭

圧痕を著しくとどめる粗製品であるが、内面はていねいにナデ調整されているのが特徴である。

1～ 5は口縁部である。口縁部は、ゆるやかに外反するもの（ 1・4）と内湾気味に立ち上がる

もの（ 2・3）、直線的に外方へ立ち上がるもの（ 5）の 3種がある。6・7は体部、 8～12は底部

である。体部が底部から外方へ立ち上がるもの（ 8）、上方へ直線的に立ち上がるもの（ 9）とがあ

-118-



出土遺物

る。底部はいずれも平底である。1・4・9、2・3・8は同一個体とみられる。以上の資料か

ら、口径32～33cm・底径22～23cm・器高13～15cm前後の法量をもつものであることがわかる。

成形手法上の特徴として、底部成形に注目したい。8～12を観察すると、底部は円板を作り、

その周縁に粘土帯を積み上げて器体を成形するという手法が観察される。底部側縁一円盤の側縁

に当たる場所ーにヘラケズリ調整を行うことも著しい特徴といえる。底部外面には板状の圧痕が

認められる。板の上にのせて成形したために、ついたと推定されるものである。当該資料は船岡

式との形式的類似が認められるので、同一系統の製塩土器容器とみたいところであるが、底部成

形の方法がまったく異なるので、系譜 ・時期を異にするものと判断したい。船岡式の標式資料に

みる底部成形手法は、 小嶋芳孝氏が指摘するように、浜禰EB式同様に内底面押圧を主とするも
（注21)

のであり、円盤を作ることはない。小浜市釣姫遺跡で船岡式として報告されている資料に当該資

料と酷似するものがあり、再検討を要する。石川県 ・富山県など北陸地域では多様な大型平底容

器が知られているのであり、若狭湾およびその周辺地域においても大型平底容器が多様な展開を

遂げたことが推測されるのである。当該資料はこうした可能性を示す事例と評価しておきたい。

製塩炉跡群4（鍛冶炉跡周辺）（図版第109-2～図版第113-123) 0 -1地点南端で出土した

製塩土器支脚V類を主体とする土器群である。破片が非常に小さいので図示はしていないが、こ

こで出土した製塩土器容器は、E類C群が主体的である。散発的に E類 ・皿類（2～8）が認めら

れた。9～123は製塩土器支脚である。9～26は焼土塊の近辺で一括出土した資料である。製塩

土器支脚V類の指標とした資料である。 27～43はこれらと同一の形式をもつものであろう 。44～

52は脚柱部上端を細く絞るタイプのもので、独立する形式として認識しうる可能性がある。全形

が遺存するものがなく詳細が明らかでないので、ここではVに後続する可能性のある一群として

指摘するにとどめたい。

溝SD 01 （図版第109-1 ) lは鍛冶炉跡群を区画する溝底から出土した。製塩土器容器皿類

である。器体外面に接合痕・指頭圧痕が著しい。内面はていねいなナデ調整が施されている。

海浜部包含層（図版第121-1～図版第122-58) 0 -1地点北半で検出した浜に堆積していた

包含層中から出土した製塩土器類である。この包含層中からは、縄文時代から平安時代にかけて

の土器類が大量に出土しているが、こうした土器類は背後の正陵部、海岸部から転落して再堆積

したものである。製塩土器類は、海浜部での塩生産に使用された後に廃棄されたものが、浜辺に

再堆積したものと考えられる。多数検出した資料の中から、 主なもののみを図示した。製塩土器

容器には I類（ 4・8）、E類A群（ 1～3・5～7）、E類B・C群、 皿類（9～13・15. 16）、

14・17は聾であるが、胎士、焼成が類似するので皿類に含めた。18～58は製塩土器支脚であるo

W類（20～22・24・25・28・29. 36～42）、V類(19・23・26・27・30～35、43・44）、VI類(18・

45・46・48～52）。40・41にはヘラ書きの×印がある。

②0-2地点

土坑SK02（図版第127 1～15・19～60) 製塩土器類は、図版第43に示したように、土坑埋

土 ・土坑底において出土した。伴出する黒色土器椀A(16 ・ 17）と土師器鍋D(18）の形式から、年
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代を12世紀半ばに求めることのできる土坑出土一括資料である。

製塩土器容器は微細な細片に砕けており、土壌洗浄を行って回収することのできたものが大半

である。土坑底で検出した製塩土器容器の中から比較的大きな破片を実測したものがl～15であ

る。 l～12は口縁部である。口縁部には、直線的に立ち上がるもの（ 1・4・7・12）、内湾する

もの（3・5・6・8～11）、外反するもの（2）などがある。13～15は底部である。底部は丸みを

帯びた平底である。製塩土器容器は、精良な粘土を用いており、器体は内外面ともにていねいな

ナデ調整で仕上げられている。

19～60は、埋土中で検出した製塩土器支脚である。各部位で破損しており、完存例は認められ

ない。39～60は各部位を復原的に配置したものである。これらによると、器高22～23cm前後の全

長が推測される。各部位の特徴 ・法量は製塩土器廃棄層 SXOl資料と酷似している。VI類に該当

する資料である。

以上の資料から、製塩土器容器は、器高が15～16cm、口径が8～lOcm前後 ・底径6～8cmの法

量を有するもので、内傾しながら直立する器体と丸みを帯びた平底をもつものであったと推定さ

れる。VI類の支脚がこれに伴う 。当該資料は、製塩土器容器と製塩土器支脚の組み合わせ、その

帰属年代を知ることのできる重要な資料である。

製塩土器廃棄層Sx 01 （図版第128 1～図版第129-117) S KOl ・ 02が検出された丘陵の下

方約 8mに位置する製塩土器廃棄層である。SKOl ・ 02と同じく、黄褐色土上に形成され、暗茶

褐色土を埋土としている。SKOl ・ 02とSXOlとの間には大きな撹乱があって、分断されている

が、もともとは両者は一連のものであったと考えられる。

製塩土器廃棄層は、細片化した製塩土器容器E類C群と製塩土器支脚VI類で構成され、黒色土

器 ・須恵器が少量混在した。製塩土器容器は、 SKOlと同様、数mの細片となっていた。土壌と

分離することが困難な状況であり、一部を土壌ごと採取しサンプルとするにとどめた。支脚は全

て取り上げ、主なものを図示した。117は唯一の完存例である。全長約23cm・受部径約 4cm・脚

部底径約 5cmを測る。これ以外は、折損資料である。受部 ・脚柱部・脚部の各部位で折損したも

のが多い。 1～116は、折損資料の実測図を復原的に配置したものであるが、 端部や脚柱部径な

どの細部に至るまで良く似ており、法量も画一的であることが理解される。胎土も画一的であ り、

積褐色の精良な粘土を素地とし、 長石と石英粒を混和したものに限られる。

黒褐色土層（図版第131～133)

製塩土器容器（図版第131-1～43) E類が主体を占め、 皿類が少量出土している。

｜｜類(13・15～43) E類には、薄手のもの（23～40・43）と厚手のもの(13・15～22・34）がある。

薄手のものはA群、厚手のものはB群に該当するものであろう。41・42はC群である。出土量は

A群が多く、 B群がこれに次ぐ。 C群は上層で検出されてお り、微細片が多数みられた。

Ill類(1～12・14) 皿類には口縁部が屈曲する bタイ プ(1・3・11・14）と、ゆるやかに外反

する aタイプ（ 2・4～10・12）がある。 lは土師器窒との区別が難しいが、胎土・焼成が3・

11・14と同様で、あることから製塩土器と判断した。
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製塩土器支脚（図版第132 1～図版第133-73) N類と V類の中間的な形態をなすものが多

く、帰属が明確でないものが多い。V類に近いものが多いが、大半はN類に帰属するものと理解

しておきたい。 l～49は受部および脚柱部、 50～56は脚柱部、 57～73は脚部である。46～48はヘ

ラ記号が施されたものである。46は「八」、 47・48は「大」の文字が書かれている。49は受部に

突起を持つものである。5・71・72はW類の底面を削ってくぼませたものである。

黒色炭層（図版第136～139)

黒色炭層は、地滑りによる崩落土である黄褐色土直下で検出した、炭と灰からなる層である。

炭と灰は厚さlOcm以上に及び、このなかに製塩土器類が数多く含まれていたO この土層と遺物は、

地滑りで崩壊したA 3地点斜面に形成されていた製塩関連遺構に関連する遺物と考えられる。

製塩土器容器（図版第136 1～図版第137 68) E類(1～4・12～58・68）が主体を占め、 I

類（5～8・59～67）・皿類（9～11）が少量出土している。

｜類（5～8・59～67) 5～8はI類の口縁部と考えられるものである。59～67は、底部であ

る。円盤を作って底面とし、器体を積み上げるものである。体部と底部境界に、ヘラケズリ調整

による面がみられる。0-1地点製塩炉4で検出した資料と同ーの特徴を有している。

H類（1～4・12～58・68) 大半が薄手のB群である。やや厚手でA群に属する可能性のある

ものが少量認められる (1～4・16～17・27）。 68は、底部である。端部に明瞭な面を作るものが

ある (18・42）。 55～58は体部破片である。

｜｜｜類（9～11) 口縁部がゆるやかに外反するものである。10・11は口縁端部に明瞭な面をもつ

ものである。

製塩土器支脚（図版第137-69～72・図版第138-1～図版第139-70) I類～N類が認められる。

｜類（図版第137-69～71) 70は受部と底面を拡張している。70は底部中央に孔を穿っている。

H類（図版第137 72) 72は71と相似形である。

｜｜｜類（図版第138 31) 31が該当資料と考え られる。細片資料が多く、 皿類の抽出は難しい。

IV類（図版第138-1～30・32～37・図版第139-38～70) 記号が書かれているもの（51～53）や

脚柱部に孔が穿たれているもの（49・50）がある。記号は「八」と推定されるもの（51）、「十」と

書かれているもの（52・53）がある。

焼土面および焼土面下層（図版第142)

黒色炭層を除去して精査した結果、土器製塩に関連すると推定される焼土面を調査地区一面で

検出した。ここに提示する資料は、焼土面検出中、あるいは焼土面に伴う遺構から出土したもの

である。

掘立柱建物跡S801 （図版第142-1 ) E類B群の製塩土器容器の細片と、 W類(1）の製塩土

器支脚が出土している。

焼土面下層・最終焼土面（図版第142 2～43) 最下層で検出した製塩土器である。 I類に属

する可能性のあるもの（27）、田類に属する可能性のあるもの（25・26）が少しみられるほかは、 E

類に属するものである。23はやや厚手である。23はA群である。それ以外はB群に属するものと

可

EAつ臼
句
E
ム



京都府遺跡調査報告書 第29冊

考えられる。2～ 8・10・11・13は、やや厚手である。

0-2地点下層遺構（図版第143～144)

各遺構からは製塩土器容器E類B群を中心に、 I・ III類の製塩土器容器、製塩土器支脚などが

散発的に出土している。上記の各層に比べて、出土量は格段に少ない。

s 003（図版第143 12～29) 12～19は、製塩土器容器E類B群の口縁部である。口縁端部に

面をもつもの(12・19）がある。20～24は製塩土器容器 I類の底部である。円盤を作って底面とし、

器体を積み上げるものである。体部と底部境界に、へラケズリ調整による面がみられる。25～29

は製塩土器支脚である。25・28・29は田類、26・27はW類に属するものであろう。

s 004（図版第144-45・46) 45・46は、製塩土器容器E類B群の口縁部である。

s 005（図版第143-4～11) 4は製塩土器容器 I類の口縁部である。 5～ 8は製塩土器容器

E類の口縁部である。9は製塩土器支脚E類、10・11は製塩土器支脚E類である。

s 006（図版第144 30～34) 30・31・33. 34は製塩土器容器E類B群の口縁部である。32は

皿類に属するものである。

s 007（図版第144-52) 52は製塩土器容器E類B群の口縁部である。

S K09（図版第143 1～ 3 ) lはI類の製塩土器容器、 2・3は皿類の製塩土器支脚である。

S K 10（図版第144 35) 35は田類の製塩土器支脚である。

s x 11 （図版第144-47) 47は製塩土器支脚W類の受部である。

s x 12（図版第144-40～44) 40～44は製塩土器容器E類B群の口縁部である。

s x 14 （図版第144 48～51) 48・49は製塩土器容器E類の口縁部である。A群（48）と B群

(49）とがある。50・51は製塩土器支脚である。50はE類かW類の受部、 51はI類の脚部である。

s x 15（図版第144 53・54) 53・54は製塩土器容器E類B群の口縁部である。

3.丘陵部出土製塩土器

丘陵部で製塩土器類が出土した主な遺構は、N地点テラス状遺構SHlO・14・19・20・23、竪

穴式住居跡SHl2・22、B地点テラス状遺構SH03、A地点テラス状遺構SHOS、竪穴式住居跡

SH01・04、土坑SK02、柱穴Sp 140・189、掘立柱建物跡SB02の柱穴p3・8などである。

①N地点

竪穴式住居跡SH 12（図版第95-1～ 4) 口縁部が直立気味に立ち上がり、端部に面を作る製

塩土器容器である。E類B群bタイプに帰属させておきたい。

テラス状遺構SH 19（図版第95-5～10) 製塩土器容器E類B群（5～7）と製塩土器支脚皿類

( 8～10）が出土している。8は完存する資料である。

竪穴式住居跡SH22（図版第95 11～15) 製塩土器容器E類A群（11）、製塩土器支脚E類(12

～15）などがある。

テラス状遺構SH20（図版第95-16～18) 製塩土器容器E類A群(17）、皿類(16）、製塩土器支

脚(18）などが出土している。
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テラス状遺構SH 23（図版第95-19) 製塩土器E類A群を少量検出した。

テラス状遺構SH 14（図版第95 20～27) 製塩土器容器 I類（23・24)・ II類A群（20～22）、製

塩土器支脚E類（25～27）が出土している。

テラス状遺構SH 10（図版第96 1～ 8) 製塩土器容器 I類（ 4)・II類A群（5 ）・皿類(1～

3 ）、製塩土器支脚W類（ 6～8）が出土している。

遺構周辺包含層（図版第96 9～25) 製塩土器容器 I類(18. 20・21)・ II類(13～15・17)・ III 

類（ 9～12・16）、製塩土器支脚E類（25）・IV類（23・24)・ VI類（22）などがある。

②B地点

テラス状遺構SH03（図版第96-26・27) 製塩土器容器E類B群（26・28）、製塩土器支脚 I類

(27）が出土した。26・28は同一個体であろう 。当該資料は一括性を証明できる資料ではないが、

遺存状況が良好で、あることと、舞鶴市教育委員会によって調査された j地点およびSH28で、 当

該資料と同じ組み合わせを持つ一括資料が得られていることから、標式資料とした。SH03およ

びJ地点SH28では、 8世紀前半の須恵器が共伴しており、帰属時期を推定する手がかりになる。

③A地点

竪穴式住居跡SH 01 （図版第105 9～11) 製塩土器支脚皿類（ 9～1 1）と製塩土器容器E類A

群が出土している。

竪穴式住居跡SH04 （図版第105-12～20) 製塩土器容器E類A群(12～20）が出土している。

20はE類A群の底部である。当該形式の底部資料は数少なく、全形を推定するうえで貴重な資料

である。

テラス状遺構SHOS（図版第105 21～27) 21は製塩土器容器E類で、 22はその底部と推定さ

れるものである。24～27は製塩土器容器H類A群である。23は製塩土器支脚E類（23）である。

土坑SK 02（図版第105-1 . 5) 製塩土器容器HAが少量出土した。

掘立柱建物跡SB02の柱穴 p3 （図版第105 2・3）・柱穴p8 （図版第105-7・8). s p 

140（図版第105-4）・Sp 189（図版第105 6）など、各ピットから製塩土器容器E類A群が少量

ずつ出土している。

（田代弘）

第 9節墨書土器

浦入遺跡で出土した墨書土器4点を図示した（第25図）。いずれも須恵器の杯または椀の底部に

l文字ないし 2文字が墨書されている。これらのほかにも墨書土器と思われる破片が若干出土し

ている。

lはA地点SH04から出土した。2文字あり、上の文字は明らかに「与」と読むことができる。

下の文字は偏が判読しづらいが、「示j偏もしくは「禾j偏と考えられる。穿は「土」もしくは

「土Jに点が入った もの、あるいは「立jであろう 。このように判読できるとすれば、下文字は

「社」である可能性が高くなる。ちなみに奈良時代には、「杜」の異体字として 「示j偏のかわり

に「禾」偏が用いられることが多い。同じく、「土」に点がある例も少なくないと♂1。以上か
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ら、2文字つづけて「与杜」と

読むことができると判断した。

「与杜jとは、浦入遺跡の

所在する旧丹後国加佐郡に隣

接し、丹後国府があったとさ

れる与謝郡を指している可能

性が高い。「与杜J郡の用例は

平城宮出土木簡にもあり、広

く通用していた可能性がある。

須恵器の器種は杯Cである。

口径12.9cm ・器高3.6cm ・底径

8.9cmを測る。

2はA地点SHOlから出土

4 した。やや読みづらいが、「政」

であろう 。須恵器の器種は椀

2 9 1~cm Bである。口径17.7cm ・器高

第25図 墨書土器実測図 5.4cm・底径9.5cmを測る。

3は0 1地点から出土した。半分欠損するため文字は不明であるが、偏は 「土」偏と考えら

れる。妾の方は不明である。現時点では「塩Jの可能性を考えておきたい。須恵器の器種は杯B

の底部である。残存高2.6cm ・復原底径8.4cmを測る。

4は0-1地点から出土した。やや崩し字となっており、判読は困難である。浦入遺跡出土の

1例として掲げた。須恵器の器種は杯Cの底部である。残存高l.6cm ・底径5.9cmを測る。

以上の墨書土器は、須恵器の器種から、いずれも浦入皿期ないし町期のものと判断される。こ

れらは、浦入遺跡において製塩が開始された時期に当たり、「与杜」「政jの文字に示されるよう

な、律令的な体制のもとで、この地域の製塩が行われていた可能性を示している。

第10節鍛冶関連遺物

1 .鍛冶炉の認定と調査方法

（筒井崇史）

鍛冶とは、原料である鍛鉄を加熱 ・鍛打して鉄製品を製作する、鉄器製作手法の一つである。

鍛冶作業には、作業する親方と仕手、火をおこす炉、風を送る輔と羽口、鍛打する際の台である
（性25)

金床、加熱した素材をつかむハシ、鎚、焼き入れ ・焼き戻しに使う水楕 ・砥石などが必要で、ある。

したがって、鍛冶炉、設置された金床石、これらが配置された建物跡などの遺構が考古学的に鍛

冶作業を直接裏付けるものである。鉄塊系遺物や鍛冶炉に固有の椀形淳、鉄器鍛造時に飛散する

酸化皮膜である鍛造剥片 ・羽口・金床石 ・叩き石 ・砥石などは鍛冶作業の状況証拠と言える。

鍛冶炉は、地面を掘り込んで、作られる簡単な施設であり、炉底に粘土や炭を用いて簡便な防湿
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処理を施し、上部構造として炉壁と送風施設で

ある羽口を設ける。発掘調査では、炉壁・送風

施設などの上部構造が失われで炉底の一部ある

いは炉掘形のみが検出される場合が大半である

ので、検出した遺構を鍛冶炉であると証明する 第26図鍛冶炉模式図

1.埋土（炭 ・灰など） 2.青灰色硬化層
ことが困難である場合が多い。

3.赤色土（被熱）

今回の調査で検出した鍛冶炉も上部構造が遺 4.黄色粘質土（3・4は遺構ベース）

存するものはなく、遺存状況のみから鍛冶炉であると認定するのは難しいものが多かった。そこ

で、鍛冶炉を認定する方法として、遺構埋土中に鍛造剥片の存在を確認することを必須の条件と

した。加えて、粒状i宰の検出に もっとめた。鍛造剥片 ・粒状淳は鍛打作業の実証と鍛冶の段階を

押さえる上で重要な遺物と考えられるものだからである。以下の手続きで土層を採取し、洗浄選

別し、遺構の認定を行った。

①鍛冶炉断面と土層採取 第26図は検出した各鍛冶炉の断面を検討して模式化したものであ

る。第 l層は遺構崩壊の二次的な堆積物である。第2層は炭・灰層であり、鍛冶作業に伴う堆積

物と考えられる。椀形淳が形成される層であり、鍛打作業で生じる鍛造剥片 ・粒状淳が含まれる

最も重要な土層である。暗青灰色硬化面は炉底を構成する粘土で、鉄i宰や砂鉄、炭などを顕著に

混入するものもみられた。赤色土は地山が、鍛冶炉の操業に伴う被熱によって赤変したものであ

る。遺構観察の結果、鍛冶炉跡と推定した遺構について、上記の観点で各土層を採取した。

②洗浄と分類の方法 採取した土層をプラスチック容器を用いて仕分けした後、水を加えて軟

化させた。泥土を完全に除去する まで水換えを繰り返した。水換えの際に鍛造剥片や砂鉄が流失

することを防ぐためにフ ィルターを用いた。フィルターとして用いたのは市販の紙製の茶櫨しで

ある。最後にフィルターで水を切り、乾燥させた。鍛冶関連の微細遺物の取り出しには国際標準

化機構規格のふるいを用いることが推奨されているが、本資料群は直径が 1mm以下のものがほと

んどであるから、ふるいでは全て脱落してしまった。そこで、紙製フィルターにかかるものはす

べて取り出すことにしたのである。乾燥後に、磁石を使って、磁力のある遺物と磁力を持たない

遺物にわけた。前者を分類した結果、砂鉄・鍛造剥片 ・粒状j宰が得られた。後者は大半が土壌で

あったが、j宰の断片、粒状j宰が少量みられた。

このようにして取り 出した各遺構出土遺物を、 （財）滋賀県文化財保護協会大道和人氏および、

当調査研究センターの野島 永の教示を受けつつ検討し、遺構評価を行った。鍛造剥片 ・粒状淳

の一部について九州テクノリサーチに分析を依頼した。分析の詳細については、付編に掲載した

大津論文を参照されたい。

（田代弘）

2.鍛冶関連遺物

①輔の羽口（図版第145)

輔の羽口はA・B・N・0-1・0-2の各地点から出土したが、細片が多く形状・部位が判
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別できるものは少ない。ここでは各地点から形状・部位が判別できるものを取り上げる。なお、

鍛冶炉に挿入されていたと考えられる側を先端部、輔に連結していたと考えられる側を基部、先

端部と基部が欠損しているものについては中間部とする。また、被熱部については、①溶融して

いたり、粕がかかったようにガラス質になる部分（溶融部）、②半溶融状態で器表面に気泡状の穴

が多数認められる部分（半溶融部）、 ③器表面が還元によ り青灰色・暗青灰色に変色する部分（還

元部）、の3つに分けてスクリーントーンによって図に示した。

l～ 4は先端部である。いずれも小片のため復原した大きさは若干異なるかもしれない。 Iの

器壁の厚さはl.2cmを測る。先端部に半溶融部 ・還元部が認められる。2は先端部に半溶融部 ・

還元部が認められる。3の器壁の厚さは2.4cmを測る。先端部に溶融部 ・半溶融部 ・還元部が認

められる。4の器壁の厚さは2.2cmを測る。先端部に溶融部・半溶融部・還元部が認められる。

5は中間部である。半溶融部と還元部が見られる。器壁の厚さは2.0cmで、ある。

6～ 8は先端部である。いずれも先端部は完存している。6の器壁の厚さは2.2cmで、ある。溶

融部と還元部が見られるが、半溶融部は認められない。還元部は先端を上にしておいた時に斜め

に被熱を受けていることが確認でき、使用時には若干の角度をも って斜めに挿入されていたこと

が考えられる。7の器壁の厚さは2.2cmを測る。器外面には縦方向の面をもち、断面は多角形状

となる。溶融部 ・半溶融部 ・還元部が確認できる。還元部は先端を上にしておいた時にほぼ均等

に被熱を受けていることが確認でき、使用時にはほぼ水平に挿入されていたと考えられる。8の

器壁の厚さは2.2cmである。溶融部 ・半溶融部 ・還元部が確認できる。還元部は器表面の剥離に

より確認できない部分が多く、使用時の角度は推定できない。9は先端部である。先端は一部の

みが残存する。器壁の厚さは2.0～2.7cmで、ある。溶融部 ・半溶融部 ・還元部が確認できる。

10～12は中間部である。10は還元部が見られる。器壁の厚さは2.0cmを測る。11は溶融部と還

元部が見られる。器壁の厚さはl.6cmを測る。溶融部は折損部に部分的にみられ、折損品を利用

した可能性も考えられるが、溶融部の範囲が部分的で、あるために確実にはいえない。12は還元部

が見られる。器壁の厚さは3.0cmを測る。

13・14は基部である。13の器壁の厚さは3.4cmで、ある。器表面全体が被熱によ り還元を受けて

いる。基部側には半溶解部も見られ、欠損品を利用 したとも考えられる。14の器壁の厚さは

3.0cmで、ある。還元部は欠損部側と基部側の両方に帯状に見られる。基部側には半溶融部が見ら

れ、欠損品を利用したことも考えられる。

輔の羽口は完形に復原できるものはなく、長さについては不明である。形態についても破片資

料が多く不明な点が多いが、 8と14から推定すると丸みをおびた先端部から平らな基部にかけて

ゆるやかに太くなる棒状の形態をとると考えられる。また、 1. 11 は他のものより器壁が1cmほ

ど薄く、太さも若干細くなるようで、他のものと異なった形態を持つ可能性がある。

被熱部分については、先端部で先端から溶融部→半溶融部→還元部の順に見られる。原位置を

とどめて出土したものがないため、推定するしかないが、溶解部 ・半溶解部は直接火を受ける鍛

冶炉内に突き出ており、還元部は鍛冶炉外の土中にあったと考えられる。還元部とした部分が被
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出土遺物

熱により酸化し赤変色しなかったのはこのためであろう 。

②鉄淳（図版第146)

鉄j宰はA・B・N・O 1・0-2の各地点で出土した。その大半は小片であるが、なかには

炉底に貼り付いて出土した、かなり大きなものもあった。出土した鉄淳の小片の中には、このよ

うに炉底に形成されたものも含まれるが、その多くは l～ 2cm程度の円形や不整形の粒状のもの

であり、炉底に形成されたものとは生成のされ方が異なると考えられる。ここでは量的には少な

いが、炉底に形成されたと考えられる鉄淳を取り上げる。なお、実測図は炉底に貼り付いていた

と思われる側（下面、反対側を上面と呼ぶ）を下にして図示した。断面は炉底に貼り付いていたと

思われる面が下になっている。向きが推定できないものについては任意に決めた。

lは0-1地点鍛冶炉12の炉底に貼り付いた状態で出土した。上面には銀灰色で粒状の盛り上

がりが見られ、鉄i宰成形過程の状況をよくとどめている。上面 ・下面の両面から細かい木炭が鉄

淳内に入っていることが確認できた。遺物は分析を行った。2は半分程度が、 3は半分以上が欠

損すると思われる。ともに下面はゆるやかに湾曲し、上面より平滑である。4は一部が欠損する。

下面はゆるやかに湾曲する。上面には銀灰色で粒状の盛り上がりが見られ、鉄i宰成形過程の状況

をよくとどめている。

5は一部が欠損する。下面は炉底を構成する青灰色硬化面が付着している。下面は上面よ り平

滑で、ゆるやかに湾曲している。 6は一部が欠損する。上面と下面の判断は困難であるが、上面

とした方が凹凸少なく平坦で、ある。7は半分程度が欠損すると思われる。上面と下面の判断は困

難であるが、上面とした方に銀灰色で粒状の盛り上がりが見られ、lと類似する。8は一部が欠

損する。7と同様に上面と下面を判断した。上面には銀灰色で粒状の盛り上がりが見られ、木炭

が含まれていることが確認できる。 9は半分程が欠損すると思われる。下面は炉底を構成する青

灰色硬化面が付着している。10は完存する。下面はゆるやかに湾曲する。11は完存する。下面は

ゆるやかに湾曲する。下面・上面ともに木炭が多く含まれていることが確認できる。12は一部が

欠損する。下面はゆるやかに湾曲している。上面は一度冷えて固まった淳の上に、もう一つの淳

が形成されている。上面には銀灰色で粒状の盛り上がりが見られる。 13は0-1地点鍛冶炉14の

炉底に貼り付いた状態で出土した。上面には銀灰色で粒状の盛り上がりが見られる。遺物は分析

を行った。14は一部が欠損する。下面は炉底が湾曲している。上面は一度冷えて固まった津の上

に、もう一つの淳が形成されている。 15～17は完存し、下面はゆるやかに湾曲する。17の上面で

は木炭が含まれていることが確認できる。18・19は一部が欠損する。下面はゆるやかに湾曲し、

上面よりも平滑で、ある。

1や13のよ うに同一地点の近接した鍛冶炉の炉底で出土した鉄淳でも、大きさに違いが見られ、

他の地点でも大きさは一定しない。

（水野聡哉）
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第11節その他の遺物

1 .木器・杭（図版第147～149・第27図）

①木器

木器は、 0-1地点の海浜部から大量の土器類や製塩土器とともに出土した。これらは、遺構

の比較的集中していた標高 lm 以上で、はほとんど出土せず、おおむね標高 lm 以下の砂浜や蝶面

上で出土した。出土木器のうち、遺存状況の良好な資料に限って図示した。

以下、出土木器について簡単に説明するが、法量については第13表を参照されたい。また、出

土木器の樹種同定は行っていない。

1～ 3は馬形と考えられる。扇平な板材の側面を扶って、馬の側面全身像を表現する。 lは鞍

が無いようであるが、 2・3は鞍を作り出す。表面に墨書等は確認できない。

4～10は人形と考えられる。人形も馬形同様、 肩平な板材の側面を挟って全身像を表現する。

4～ 9はいずれも正面像を表現した人形で、頭部・肩部などが確認できる。比較的残りの良好な

6をみると、頭部・肩部のほか、腰部に小さな切れ込みがあり、両足が表現される。足の先端は、

足の内側のラインがややカーブを描く 。10は側面像を表現した人形と考えられる。

11・12は不明木製品であるが、 11は両側に切れ込みがある。12は片側のみに切れ込みがあるが、

両端を欠損するので詳細は不明である。あるいは10のような人形の可能性もある。

13 . 14・16は下駄である。13・14は直径 1cmほどの鼻緒の穴が3か所確認できる。16はおよそ

1/2を欠損する。15は不明木製品であるが、直径0.6～0.8cmほどの穴が2か所認められる。両端

とも欠損するため、全長や穴の総数などは不明で、ある。17は杓の先端であろう 。18・J9は曲げ物

の底板であろうか。ともにほぼ正円形を呈する。20・22・23は火鑓碓である。20はやや大型品で

あるがほぼ中央に 2か所の火鑓孔がある。22・23は一般的な火鐘碓である。22は3か所、 23は4

か所ほど火鑓孔がある。

21は不明木製品である。ほかの部品と結合するための柄穴が2か所ある。中央部がややカーブ

を描いており、握りやすくしているように思われる。24～32は用途などは不明ながらも何らかの

加工痕の認められる木器を集めたものである。側面に扶った痕跡などがあり、扇平な板ではない

が、人形に近い形状のものが多い。

33～45は箸である。33・45がやや太めであるほかは、今日使われているものと大きな違いは認

められない。全長や形状のわかる資料はないが、断面形が多角形になるように面取りをしている。

46は両側面に刻み目の施された木器である。刻み目のある付近では幅l.6cmを測るが、端部は

やや細くなっており、幅0.8cmを測る。

l--ー一士一三乏子一ーl!F'F-il>-0- ＿...，＿＿..，~宅五日会全丑唖＂＇＂＂＇】山田~叫~

②柱材（図版第150)

三三三三~ ~ 0-2地点最下層で検出さ

目 46 れた掘立柱建物跡 SB 01で

C三三ケ一一ご 七二二孟二二孟孟

。 20cm は、確認された 4基の柱穴の

うち、 3基に柱材が遺存して第27図 0-1地点出土木器実測図
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出土遺物

いた（Pl～ 3 ）。 いずれも残存長60cm前後・直径20～25cmを測る。表面は面取りがされてお り、

断面形は六角形ないし八角形の多角形である。柱材の樹種は不明である。

③杭（図版第151)

R地点で出土した縄文時代前期の丸木舟を埋没させていた青灰色砂層で検出された。 丸木舟か

ら少し離れて検出され、 その検出状況から丸木舟の係留用の杭や桟橋のようなものなどに用いら

れた杭ではないかと考えられる。

lは残存高33.6cm・直径19.4cmを測 り、下端はほぼ水平に仕上げられている。また、 長さ

14. 8cm ・高さ8.8cm・奥行28cmの範囲が大きく扶られてお り、きれいに加工している。 別の部材

を結合させるために加工されたものであろ う。2は残存長36.4cm ・直径9.6cmを測る。先端は地

面に打ち込みやすくするため、尖り気味に加工されている。3は残存長36.6cmを測 り、直径

5.2cmに復原される杭で、2に類似するが直径は 2のおよそ半分である。

2.石器（第28・29図）

石器は、A・M・ N・ 0-1・Rの各地点から出土し、M・R地点についてはそれぞれの項

で報告した。本項ではA・N・0-1地点出土石器のうち13点を図示した。石器はいずれも縄文

時代に属すると考えられるが、各石器の時期的な限定は行えなかった。図示した石器の内訳は、

石鍛8点 ・石匙1点 ・蝶石錘1点 ・磨石 l点 ・石核 l点 ・剥片 l点である。また、 石材は安山岩

5点・チャート4点・ 頁岩 l点・凝灰岩 l点 ・砂岩2点となる。

(1)石鍛

完形品は4点のみであ り、5・8には先端部に衝撃剥離痕が認められる。石鍛の形態別には凹

基無茎 5点・平基無茎3点であるが、基部の扶りが浅いものは平基無茎とは区別が困難である

( 4・6. 7）。石鍛の製作技術については、素材の用い方を中心に技術的特徴の記述を行う。石

鎌の器面上に大きな剥離面および自然面、節理面を残す資料は 6点認められる。そのうち 2・

3・6は両面に素材面および自然面が観察でき、 6は剥離方向が180。、3は90°ずれており、 2

は表面側が自然面で構成されている。一方、2・3・6に共通することは、いずれも素材剥片の

厚さが薄く 、バルブも発達していないことから、素材剥片の製作には両極打法（バイポーラ ーテ

クニック）が使用されていた可能性も指摘できる。次に、個別ごとに石器の説明を行う。

Iは基部が一部、折損しており、先端部に衝撃剥離痕が認められる。凹基無茎である。裏面の

左側縁部に素材の主要剥離面が認められ、素材剥片を縦位に用いていたと考えられる。

2は完形品で、凹基無茎である。両面に素材面が認められ、薄手の剥片を素材に利用 していた

と考えられる。 素材剥片を縦位に用いており 、周辺加工の石鍛である。

3は完形品で、先端部はやや丸みをおびている。凹基無茎であり、他の同一の大きさを有する

石鍛に比べ、器厚がやや厚い。全面がほぼ二次加工で被われているが、表面側の中央部に節理面

が認められる。

4は完形品で、 基部は丸みをおびて突出し、側辺部は体部において若干の屈曲を呈する。裏面
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の左側縁部にわずかながら素材面と推定される剥離面が認められるが、明確には判別できない。

5は形態からは一応、完形品で、平基無茎である。全面が二次加工痕で被われているため、素

材面は確認できなつかた。両面における剥離痕の切り合い関係の観察から、最終的な調整はほぼ

表面側に施されていることが指摘できる。

6は先端部が折損してお り、平基無茎である。裏面の右側縁部に素材の主要剥離面が認められ、

素材剥片を斜位（素材剥片の剥離方向と石鉱の主軸が斜交）に用いていると考えられる。

7は先端部が欠損しており、凹基無茎である。全面が二次加工痕で被われているため、素材面

は確認できなかった。両面における剥離痕の切り合い関係の観察から、基部の最終的な調整は片

面側に連続して施されていると考えられる。

8は基部が折損しており、意図的な折損かどうかは不明である。折損後、基部に二次加工が施

されていないことから一応、凹基無茎として捉えておきたい。両面に素材面が認められ、素材剥

片を斜位に用い、周辺加工の石鎌である。

ここで取り上げた石織については、資料数の限界がある ものの、石材により、素材剥片の用い

方が異なることが指摘できる。また、石鍛の素材として両極打法による剥片を想定したが、この

ことは、 l点ではあるが本遺跡出土のチャ ト製の両極打法による剥片の存在からも裏付けられ

よう。また、周辺加工の石鍛が少なからず存在し、他の遺跡との比較資料として重要になってこ

ょう。

(2）石匙（10)

完形品で、横形石匙である。形態は三角形状を呈し、左右でほぼ対称をなす。全面が二次加工

品l品企~~ 品。A
く二〉 u~w 

くこ＞ 5 くご〉 6 
ζ二二〉 8 

旬。必
℃二：L 9 

〈〉 正三三三三ヲ。
。 5口明 くご二〉 相

第28図石器実測図(1)
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痕で被われているため、素材面は認められず、入念に調整が施されている。刃部は両面からほぼ

交互に調整がくわえられ、刃先の形状は両刃である。刃縁の平面形態、断面形態はそれぞれ直刃、

平刃を呈し、刃部角は約40。である。

(3）敵石

敵石はN地点より 1点出土しており、石材は砂岩である。両面の中央部に敵打痕が認められ、

やや窪み状を呈している。また、敵打痕周辺はなめらかな面をなし、磨石としても用いられてい

たと考えられる。

(4）磨石(12)

磨石と考えられる石器はN地点より多数出土しているが、明確に磨面が認められるものは l点

のみであり、石材は砂岩である。

(5）石錘(11)

扇平礁を素材とし、長軸の両端に打ち欠き部が認められる喋石錘である。打ち欠き部には使用

による明らかな磨滅は認められない。

(6）石核、剥片

石核(13）はN地点より l点出土しており、石材は凝灰岩である。大形の剥片を素材とし、 右側

面には自然面が認められる。作業面は腹面、背面側の順に設定され、剥離された剥片の形状は多

様であったと考えられる。また、頻繁に打面転位が行われているが、総じて打面調整はなされず、

最終的には背面側に求

ている。
β 

／ン戸／

···~ . {Al 
心的な剥離がなされた

のち、石核は放棄され

剥片（9 ）はN地点よ

り1点出土しており、

石材は赤色チャートで く二コ
ある。打面は二次加工

により除去され、右側

面には自然面が認めら

れる。腹面・背面とも

に平坦であり、両極打

法により製作されたと

考えられる。

T可

3.土錘（図版第152

～154) 

土錘は、各調査地点 第29図石器実測図（2)
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から出土したものを遺構ごとに図示した。包含層資料も加えることによってほぼ全ての形式を示

すことができたと考えられる。出土地点 ・出土遺構・法量・分類などは第15表を参照されたい。

図示した土錘は165点を数えるが、これらは法量から以下の 6類に分類できる（ a類～ f類）。

a類 長さ 5cm未満、直径 2cm未満のもの。

b類 長さ 5cm未満、直径 2cm以上のもの。

c類 長さ 5cm以上、直径 2cm未満のもの。

d類 長さ 5cm以上、直径2～4cmのものO

e類 長さ 5cm以上、直径4cm以上のもの。

f類 長さ ・直径とも類似した値を示すものO a～e類が棒状を呈するのに対して球状を呈する。

各類とも、遺構 ・包含層のいずれにおいても、混在して出土している。これは土錘の形状が単

純であるため、時期ごとの変化が乏しいためと考えられる。以上の 6類は、いずれも遺構出土の

場合おおむね浦入国.IV期のものであり、おもに0-2地点の各層から出土したも のは浦入町～

咽期のものである。したがって、ここで取り上げた土錘はおおむね奈良・平安時代のものである

と考えられ、同時期に複数の形態のものが用いられていたのであろう 。これら形態の違いは使用

方法の違いによるものだろうが、具体的なことについては明らかでない。

4.銅鉱（第30図）

N地点流路跡SDOlから出土した銅鉱である。SDOlから出土した弥生土器とともに出土した

ことから、同時期のものと考えられる。残存長3.6cm ・幅1.2cm ・厚さ0.3cmを測る。

5.紡錘車（第31図）

N・A・0-1の各地点から紡錘車が出土した。図示したものは 5点である。

3an 
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。
一 司0》

－＠ 
。

第30図 N地点流路跡

S DOl出土銅

鍛
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3 4 

第31図 各調査地点出土紡錘車実測図
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出土遺物

1はN地点包含層から出土したものである。 側縁に面をもたない断面台形のものである。i骨石

製で、最大径3.6cm・高さ2.0cm・孔径0.6cmを測る。

2はA地点SK02から出土したもので、 1同様、側縁に面をもたない断面台形のものである。

須恵質のもので、最大径4.7cm ・高さl.Scm ・孔径0.7cmを測る。

3はN地点SHlO・11から出土したもので、側縁・頂部に明瞭な面をもち、断面台形のもので

ある。須恵質のもので、最大径4.5cm・高さl.Scm・孔径0.6cmを測る。

4はA-3地点不明遺構SHl2から出土したもので、最大径が底径ではなく側縁中位にあり、

頂部が丸いものである。土師質で、最大径4.9cm ・高さ2.2cm ・孔径0.9cmを測る。

5は0 1地点海浜部から出土したもので、 4同様、最大径が底径ではなく側縁中位にあり、

頂部が丸いものである。凝灰岩製で、最大径7.7cm ・高さ2.4cm ・孔径l.Ocmを測る。

6.土馬（第32図）

lはN地点包含層から出土した土馬の頭部で、体部以下を欠損する。残存長8.2cmを測る。馬

の顔やたてがみ ・手綱などを表現する。顔は実物の馬のように長いものではなく、小さく表現さ

れる。色調は淡褐色で、胎土 ・焼成は良好で、ある。

2はN地点テラス状遺構SHl4埋士から出土した。脚を欠損するが、頭部から尾までよく残っ

ている。全長19.3cmを測る。背に鞍を背負い、顔 ・たてがみ ・手綱などを表現する。色調は桂褐

色で、胎土 ・焼成は良好で、ある。

3・4はN地点包含層から出土した土馬の脚と思われる円筒状の土製品である。3は全長

＠
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第32図 N地点出土土馬実測図
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4.4cm、4は全長5.9cmを測る。直径はともにl.Scmを測り、色調は桂褐色で、胎土・焼成は良好

である。

5は、 N地点包含層から出土した土馬の尻と思われる破片である。脚部の接合部と思われる部

分に柄穴が認められる。

6～ 8は、 N地点テラス状遺構SHl3付近で出土した土馬の脚部と思われる。ほほ同形同大の

もので、胎土や焼成も同じであることから、同一個体の脚部であろう 。体部との接合部に＝があ

り、 5のような個体に脚部を結合したのであろう 。5～ 8は色調は灰白色で、胎土 ・焼成は良好

である。

7.石錘（第33図）

1はN地点包含層で出土した。後述する 4・5と同形態のものと思われるが、中位付近で折損

する。残存長8.95cm ・最大径4.0cmを測る。長軸方向に l条の溝が少なくとも半周することがわ

かる。また、折損部にこの溝と重複して、紐を通すための孔が穿たれていたようである。折損部

の状況から、両側から穿孔したことがわかる。

2はB地点包含層で出土した。全長9.5cm ・最大径4.5cmを測る。最大径付近の断面形は円形に

近い。端部の一方に端軸方向に l条の溝が l周する。

－~－ 

－~－ 

・-2 ~－ 

3は0-2地点第4層出土で

ある。全長14.2cmを測る。最大

径付近の断面形はやや隅丸四角

一 形を呈し、長軸長5.5cm ・短軸

長3.2cmを測る。2と同じく端

部の一方に短軸方向の溝が 1周

し、長軸方向に溝がめぐる。

3 4はA 2地点包含層で出土

4 -・--・, 

した。全長1l.Scm・最大径

4. lcmを測る。最大径付近の断

面形はほぼ円形である。中位に

短軸方向に溝が l条めぐり、そ

れよりも上半にも長軸方向に溝

が半周する。

5はN地点竪穴式住居跡SH 

15で出土した。全長15.7cm・最

大径5.0cmを測り、両端がやや5 

。
20an 尖り気味に収束する。最大径付

第33図 各調査地点出土石錘実測図 近の断面形はほぼ円形である。
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4と同様に、中位に短軸方向に溝が1条めぐり、それ

よりも上半にも長軸方向に溝が半周する。

6はN地点包含層で出土した。両端とも欠損するた

めに全体の形状等は不明である。残存長11.7cm ・最大

径7.5cmを測る。

8.砥石（第34図）

1 . 2はともにN地点包含層から出土した。 lは残

存長16.3cmを測る。2面に使用痕跡を認めることがで

きる。2は残存長8.8cmを測り、 3面の使用痕跡を確

認できる。

9.銭貨（図版第253右下） 0-1地点蝶面検出中

に出土した。和同開弥である 。直径2.48cm ・厚さ

0.14cmを測る。

（筒井崇史）

出 土 遺 物

~2 

• 1 0 柏町、

第34図 N地点出土砥石実測図

I I 、
。 10口明

第35図 A-1地点竪穴式住居跡

S HOl土坑鉄釜実測図

10.鉄製容器（第35図） S HOl床面に設けられた土坑の底面で検出した。方形の鉄塊の状態で

出土した。検出時には錆が著しく形状が明らかでなかったが、錆を落としたところ鉄製容器の一

部であることがわかった。内傾して立ち上がり、端部に面をもつことから、羽釜の口縁部のよう

な形状が推測される。鉄釜であろう 。口径は18cm、遺存高は7.6cmで、ある。

S HOlの掘形および埋土から出土した多数の土器類は、 8世紀代～9世紀代の年代を示してい

ることから、当該資料はこの年代に使用されたものと考えられる。年代を知りうる律令期の鉄製

容器としては希少な資料であるので、鍛冶関連遺物と共に、鉄の成分分析を九州、｜テクノリサーチ

に依頼した。分析の結果、鋳造品であることが判明した。分析成果は付編（付編E、浦入遺跡、出

土鍛冶関連遺物の金属学的調査 3.調査結果 URI－鉄釜）に掲載したので参照されたい。

当該資料は拳大の破片であるが、単なる廃棄物ではなく、鍛冶原料としてリサイクルするため

に搬入された鋳造鉄器の破損品である可能性も考えられる。律令期における浦入湾岸は、今回の

調査で土器製塩とあわせて、鍛冶による鉄器生産が盛んに行われていたことが確認されているか

らである。湾岸の開墾で使用された鋤や鍬などの、多量に開墾具を補修するために鍛治遺構と考

えることもできるが、鍛冶遺構の中には、規則的な配置がみられるなど組織的経営を推測させる

ものもあり、鉄原料を搬入して鍛冶生産を行っていたことを推測することも可能である。当該資

料は、リサイクル品をインゴットとする鉄器生産の可能性の一端を示す遺物であり、浦入湾岸で

鉄器生産のあり方を推測する手がかりのーっとして重要なものといえる。
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第4章ま とめ

舞鶴火力発電所建設に伴い浦入湾岸のほぼ全域で発掘調査を実施した。東岸地域を舞鶴市教育

委員会が、西岸地域を当調査研究センターが担当して調査を進めた。本報告書は当調査研究セン

ターが実施した浦入湾西岸での発掘調査成果をまとめたものであるが、この間の浦入遺跡、の調査

で律令期の生産遺跡を中心とする重要な成果を多数得ることができた。ここでは、主な成果と問

題点などについてまとめ、本報告の結びとしたい。

1 .縄文時代

浦入遺跡群の調査は、律令期の土器製塩の実態解明を主眼としたが、縄文時代に遡る遺構と遺

物の有無確認することも重要な課題である。浦入湾口にある砂l掲の形成は縄文時代前期の海進の

産物であること、砂噛の中央に縄文時代のものらしい泥炭層がみられ、生活痕跡を検出しうる可

能性があったからである。嶋遺跡（M地点）の調査はこうした観点で計画されたものであった。嶋

遺跡（M地点）では、わずかながら縄文時代中期から晩期の遺物を検出し、この場所が縄文人の生

活領域の一部であることを確認することができた。遺構は明らかにできなかったものの、縄文時

代晩期末頃～弥生時代前期頃の海岸を検出した。嶋遺跡（M地点）での発見は、浦入湾岸に縄文時

代の遺構や遺物が良好な状況で遺存しているとの確信を得た。この調査は、 R地点での縄文時代

の丸木舟、ドングリ貯蔵穴の発見（第2章第 7節 5）、N地点 ・P地点での居住地区発見（第 1章

3節4・第2章第2節 1）のきっかけとなった。

N地点 ・P地点の調査は、浦入遺跡の成立が縄文時代早期以前に遡ることを明らかにした（第

l章3節4・第2章第2節 1）。P地点では、早期以降、晩期にかけての遺物包含層が層序良く

確認され、各時期の良好な土器資料が多数出土した。鍵層である火山灰との関連で実年代を推定

しうる資料が得られるなど、重要な成果が数多く得られた（第1章第3節 4）。 この結果、浦入湾

奥東斜面に位置する P地点周辺は、居住域として縄文期の浦入遺跡の中心的位置を占めていたこ

とが明らかになったのである。

浦入湾口の砂噛に位置するM地点 ・R地点は、P地点周辺を活動拠点とした縄文人の生活領域

の一部を構成していた。砂鴫上のM地点では中期から晩期にかけての縄文土器が採取されている。

気候がやや寒冷化した中期には、砂噛が拡大した。草木が繁茂し、泥炭層が砂嶋中央に形成され

たのである。

砂腐の基部にあたるR地点では、人工的なドングリ集積と、丸木舟を検出した。丸木舟の製作

年代は、5260±90B.P.年で、縄文時代前期に属するものであることがわかった。わが国で最古 ・

最大級と評価しう るものである。海上で用いられた丸木舟として希少事例であり、縄文時代の交
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易論に一石を投じるものとなった（第2章第 7節3・4）。近接して杭、碇石とみられる石がみつ

かっており、この場所が船着き場としての機能を果たしていたことを類推させる。丸木舟直下で

発見したドングリ集積は、食料用として利用するために貯蔵されたいわゆるドングリピ ットであ

ることがわかった。丸木舟が包含されていた海成砂層直下の地山に穿たれており、 C14年代は

5380±70年B.P.と、丸木舟の約100年前の年代を示している。海水面上昇により丸木舟が海成砂

に埋もれる直前の浜の様子を示す資料である。

M地点 ・R地点では、以上のような考古学的な調査とあわせて、地質学など自然科学的方法を

用いて検討を試みた。その結果、縄文時代前期から弥生時代にかけての海水面変動と気候の変化

を明らかにすることができたO 約5000年以前が海抜Omを越す高海面、約5000年～4000年前の低

海面、約4000年～2600年前の高海面、約2600年前の海面低下の 4つの大きな変化を確認したので

ある。金原正明氏は、日本海における縄文時代の海面変化に関する資料として、自然科学的にも

貴重な資料と評価している（付編 I)。砂鴫は、高海面の時期には水没して見えず、低海面の時期

には面積を拡大して草木を繁茂させていたのだった。このことは、土壌に含まれる花粉分析の結

果からも裏付けられている。P地点の斜面でも海水面変動を示す地形・土層堆積を確認している。

このように、縄文時代の浦入遺跡の景観と生活環境を生々しく復原することができたことも、今

回の調査成果の一つである。

2.弥生時代

嶋遺跡（M地点）では、縄文時代晩期末頃から弥生時代中期にかけての海岸がみつかった。約

2600年前におこった最後の海面低下に対応する地形と考えている。この海岸は、花筒岩起源の白

砂により弥生時代後期後半までには埋没した。古墳時代以降、現在に至るまで海水面変動による

海岸堆積物の大きな変化はみられないことも確かめられた。

M地点の土器は、弥生時代前期から後期にかけてのものが散発的にみられたにすぎないが、前

期と中期の土器の中に注目すべきものがある。前期の土器は、少条の削出突帯を有する前期中段

階相当のものである。丹後町竹野遺跡や網野町松ヶ崎遺跡、加悦町蔵ヶ崎遺跡出土資料などと並

ぶ京都府北部地域で最も早い段階の弥生土器資料と位置付けることができる。

若狭湾岸の土器製塩遺跡から前期土器が散発的に出土することが知られている。これらは外海

に近接するリアス式海岸に形成された狭小な海岸部に立地する小規模な遺跡であり、定住的な遺

構が形成されたと考えにくいものが多い。

季節的な漁携拠点など非定住的な性格が推測されるのであり、当該資料もこうした事例のひと

つといえる。弥生文化は短期間のうちに日本海沿岸を北上し、東北地域にまで伝播するが、これ

には縄文時代以来発達した日本海沿岸部での海上交通網が背景にあるとする意見がある。外海に

面して点在するこのような遺跡は漁携拠点であると同時に、遠距離航行における一時寄港地とし

て利用されたことも考えることができるのであり、海上交通を媒介とした弥生文化伝播の可能性

を考える上で興味深い事例である。

ウー
円
〈
U

1
ム



京都府遺跡調査報告書 第29冊

中期の土器は第E様式古段階に相当するものが主体である。北陸地域から搬入された小松式の

無頚査・斐型土器はこれらに伴うものであろう。中期段階の北陸からの搬入土器としては丹後 ・

丹波地域の初例である。

後期の土器は湾岸一帯で散発的に出土したが、最も集中してみられたのがN地区の流路跡であ

る。この流路から出土した土器群は、後期後半から終末期にかけての完形品を多数含む良好な資

料である。検討の結果、丹後地域の後期土器様式と内容をーにしていることがわかり、大浦半島

が丹後地域と深いつながりの中で地域文化を形成していたこ とが理解された。

丹波 ・丹後地域の後期弥生土器は、墳墓資料の充実ぶりに対して集落出土資料は乏しく、集落

における器種構成や使用実態は必ずしも明らかではないのが実状である。このような中で本資料

は屈指の存在であり、 当該地域の後期土器研究の標識的資料として活用が期待される。

3.古墳時代

当調査研究センターが調査対象と した西岸地域では、 0-1地点の海岸部包含層や嶋遺跡、で前

期から後期にわたる土師器・須恵器が散発的にみられたが、 全体に遺構 ・遺物は希薄であった。

古墳時代の遺構 ・遺物は、舞鶴市の調査区である浦入湾東岸のQl地点に集中して検出されてい

る。舞鶴市の成果とあわせてみていくことにしたい。Q1 3地点SH04は、 前期の竪穴式住居

跡から、基準資料とし得る布留 2式平行期の一括資料が得られた。TK23型式の須恵器を伴う Q

1 -5地点検出住居跡（第6図左上）は、古墳時代中期の鍛冶工房であることが確認された。鍛冶

炉跡は 3基の鍛冶炉とこれを囲う溝が検出されている。浦入湾に隣接する千歳下遺跡で海浜部に

おける祭紀行為に伴う同時期の農具・ 工具形のミ ニチュア鉄器類が、完形土器群 ・青銅鏡 ・勾玉

や滑石製模造品などとともに一括出土しているが、これらとの関連が注目されるところである。

浦入湾岸には複数地点に古墳が分布していることが、調査前の分布調査でわかっている。この

うち 2基の古墳を調査した。西岸に位置する浦入西2号墳と、東岸に位置する浦入2号墳である。

浦入西2号墳は当調査研究センターが調査し、概要報告としてすでに報告した。舞鶴湾奥、宮津

湾、外洋を遠望しうる丘陵頂部に立地する単独墳である。横穴式石室を内部主体とする後期前半

(T KlO型式）の古墳であり、舞鶴湾岸の横穴式石室としては早い時期のものであることがわかっ

た。舞鶴湾岸には、白杉 ・佐波加など主要な港湾に後期古墳が分布することが知られてお り、こ

うした古墳は海上交通を掌握した海人集団の首長の奥津城とする意見がある。j甫入西2号墳の被

葬者も、同様の性格を有した人物であろう。浦入2号墳は舞鶴市教育委員会が調査した。崩壊が

著しく 、石室床面の一部だけが遺存していた。後期末の遺物の細片が出土したのみであり、築造

時期や構造など詳細は明らかでない。

4.奈良・平安時代

古墳時代までの浦入遺跡は、以上でみたように豊かな海の資源と海上交通上の利便性を背景と

して成立した海洋性の自然村落といえる。ところが、奈良 ・平安時代になると、遺跡の様相は一
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変する。一般の村から、専業的な生産現場に姿を変えるのである。P地点やO地点の臨海部には

大規模な造成がなされ、製塩炉や作業場と考えられる遺構群が形成された。N地点を中心とする

西岸の丘陵部には掘立柱建物跡やテラス状遺構が設営された（第2章第 2節4・5、第3節、第

4節）。 土器製塩関連遺構と重複して鉄器製作を行った鍛冶炉跡も多数検出され、土器製塩施設

に近接して鍛冶工房が存在したことも確かめられた（第2章第 5・6節）。 このように、今回の調

査では、浦入遺跡群は臨海性の自然村落を出発点とし、律令期には複合的な生産遺跡が形成され

たことを明らかにすることができた。奈良・平安時代の主要な成果である土器製塩と鍛冶関連遺

構について、まとめておく 。

(1)土器製塩

土器製塩の展開 浦入遺跡群での土器製塩は、古墳時代後期頃から始まり、飛鳥時代頃まで自

家消費的な小規模生産が行われていたと推定される。奈良時代初期頃から次第に生産が盛んにな

り、奈良時代後半には大規模な遺構の形成をみるにいたる（0地点・ P地点）。 浦入湾西岸丘陵部

の造成された奈良時代のテラス状遺構と掘立柱建物跡群（A・ N ・ B地点）は、奈良時代のこれら

海浜部に形成された土器製塩関連遺構群に対応して形成された工房群と考え得るものである。平

安時代には、土製支脚を伴う土器製塩が隆盛し、湾岸一帯に分布をひろげる。平安時代中・後期

の遺構・遺物が最も多く、この時期に最も盛んに土器製塩が行われたことが判明した。

製塩は、平安時代末期まで盛んに行われた痕跡を示すが、鎌倉時代初期には生産が終息する。

以上のことから、浦入湾岸では、律令期を中心に土器製塩が大規模に展開し、舞鶴湾沿岸地域に

おける生産拠点として機能していたと推測されるのである。

小浜市域を中心とする若狭湾岸（内外海湾）での土器製塩は、製塩容器の最も大型化する段階

（船岡式 ・奈良時代初頭～前半）に盛期をむかえ、製塩土器支脚が発達する平安時代には次第に衰

退することが確かめられている。浦入遺跡では製塩土器支脚の出現以降に生産規模が著しく拡大

する。内外海湾での国家的な土器製塩生産が衰退した後に、隣接する舞鶴湾岸で土器製塩が活性

化することを確かめる事ができた。

生産活動の状況 浦入遺跡における土器製塩は、奈良時代末期～平安時代初頭、平安時代中頃、

平安時代末期の三時期に生産のピークが認められた。律令期を通して、休止期間を設けながら、

断続的に継続したと考えられる。炉町、や土器製塩廃棄層はO地点 ・P地点の海岸部に集中する。

0-2地点下層では煎黙用燃料として用いられたとみられる炭・灰と廃棄された製塩土器容器の

堆積を確認しており、煎黙工程は主にこれらの地区周辺で行われたと考えられる。A・N・B地

点で検出したテラス状遺構は、生産従事者の居所あるいは生産物収納施設など、生産関連施設と

考えられるものであるが、製塩土器の出土をみており、焼き塩など製塩工程の一部を担った可能

性も考慮しておきたい。

煎黙に先立つ重要な工程として採献工程がある。煎熟作業場の近接地に採械をする場所を求め

るとすると、 O l地点で検出した旧海岸線が有力である。この場所は、浦入湾奥に位置する最

も広く安定した海岸であり、疎面に覆われた安定した緩傾斜面を有していて、作業に適した場所
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である。この海岸からは奈良 ・平安時代の大量の生活雑器、人形など律令祭杷遺物などの多数の

遺物が、人々の活発な活動の跡をうかがうことができる。採献工程を行う生産の場である一方、

生産物集散所や港湾として機能した場であったと考えられる。

製塩土器 製塩土器の良好な資料群を得ることができ、若狭における土器製塩研究成果に新た

な知見を加える事ができたことも重要な成果の一つである。最も重要な点が、若狭湾における土

器製塩の終末時期に関する資料である。若狭では、製塩土器支脚が最も長大化する塩浜式の段階

(11世紀代と推定）に生産規模が零細化し、土器製塩の終末を迎えると考えられてきた。しかし、

今回の調査で、 0 2地点上層 SKOl ・ 02で、塩浜式とほぼ同一形式の支脚が12世紀半ば以降に

製作された黒色土器、鍋などを伴う事を確認したことにより、若狭湾岸の土器製塩の終末時期が

12世紀代後半まで遅れる可能性が高ま った。この年代観は、同一形式群が大量に廃棄された土層

(0-2地点SXOlなど）の検討結果においても追認することができる。浦入湾岸では、この時期

に土器製塩が活性化し、舞鶴湾岸の浦々にも分布を広げており、塩浜式の年代、位置付けについ

て再考をせまるものとなった。0-2地点上層SKOl ・ 02出土資料は、製塩土器に年代の定点を

与える資料としてきわめて重要なものといえる。

浦入遺跡群と周辺の土器製塩遺跡 舞鶴市が行った舞鶴湾岸の分布調査で、三浜遺跡をはじめ

佐波加遺跡 ・千歳下遺跡・大丹生遺跡 ・瀬崎白石浜遺跡、など律令期の中 ・小規模な土器製塩遺跡

が多数確認された。調査を行った舞鶴市教育委員会の吉岡博之氏によると、湾岸の入り江という

入り江で土器製塩が行われていたと推定しうる状況がみられるという。浦入遺跡群における土器

製塩は各時期にわたり生産規模も大きい事から、このような舞鶴湾岸に展開した他の土器製塩遺

跡と補完しながら、広範な遺跡群を形成していた可能性を指摘しておきたい。

0 2地点上層 SKOl・02出土資料など、支脚を伴う製塩土器の良好な資料群を得ることがで

き、若狭における製塩土器研究成果に、新たな知見を加える事ができたことも成果の一つである。

(2）鉄器生産

多数の鍛冶炉跡 浦入の塩浜では、多数の鍛冶炉が営まれ、鉄器生産を行っていた事が明らか

となった。鍛冶炉跡は遺構の遺存状況はあまり良好ではなかったが、遺構周辺・ 埋土中から回収

した鍛造剥片の自然科学的検討を行い、鍛冶遺構の認定を行った結果、古墳時代中期末には鍛冶

が開始され、製塩が大規模化する奈良時代・平安時代に鍛冶炉が急増することを確認した（第2

章第 5・6節・付編II）。律令期の浦入湾岸は土器製塩とともに鉄生産が盛んに行われていた事

が判明したのである。

生産形態の変化 鍛冶遺構の分布状況 ・推測される経営時期から、本遺跡、の鉄器生産形態は、

次の2段階として理解できる。古墳時代中期から奈良時代前半にかけてみられる散発的な生産段

階と、奈良時代後半から平安時代にかけての組織的な生産段階である。後者に該当する遺構群は、

0 l地点、 0-2地点で検出された鍛冶炉群であり 、組織的に労働編成された鍛冶工房の存在

を示す遺構として注目されるものである。本遺跡群における鉄器生産は、塩浜の開墾に使用され

た鉄製品の補修鍛冶などを目的とした自家消費的な鍛冶を端緒として、集中的な鉄器生産現場へ
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と変質していったと考え られる。その背景には塩浜への律令権力による支配強化が推定される と

ころである。

鍛冶の原料 鉄生産の内容は、 素材鉄が遺存 していないので明らかでないが、鍛打作業に伴っ

て生じる鍛造剥片の形状や色調などの特徴から、精製された素材鉄、つま りインゴッ ト状に整え

られた素材鉄（破損鉄器を含む）を原料とするような鍛冶の形態が想定される。A地点SHOlに付

設する土坑から出土した鋳造鉄製容器の破片は、鍛冶原料（浸炭材）とな りうるものであり 、本遺

跡、での鉄器生産形態を明らかにする上で重要な資料である。

以上、主な調査成果を時代別に列記した。遺跡の性格に関する多角的な考察などは果たせなか

ったが、律令期の製塩土器と鍛冶関連遺構の検討を行った際に遺跡の成立背景や生産形態などに

ついて私見をのべたので参照されたい。

重要な成果が多く 、解決すべき 問題が山積している。遺跡、の全体的な評価は、舞鶴市教育委員

会による浦入湾東岸地域の調査報告の結果をま って、検討を進めていきたい。

（田代弘）

注 l 本項の執筆にあたっては以下の文献を参考にした。

日本の地質「近畿地方」編集委員会編『日本の地質6 近畿地方』 共立出版株式会社 1987 

舞鶴市史編さん委員会編『舞鶴市史 通史編（上）j 舞鶴市 1993 

注2 本項の執筆にあたっては多くの報告書 ・文献等を参考にしたが、すべてを割愛した。ご了承願いた

し、。

注3 田代 弘「京都府北部地域の松菊里型住居」 （『みずほj第27号大和弥生文化の会） 1998 

注4 千歳下遺跡出土遺物については、現在舞鶴市教育委員会により整理中である。文献としては下記の

ものがある。

舞鶴市教育委員会『舞鶴市千歳下遺跡発掘調査現地説明会資料j 1999 

注5 田代 弘「12世紀の土器製塩炉跡」 （『京都府埋蔵文化財情報j第69号 （財）京都府埋蔵文化財調査

研究センター） 1998 

注6 これまでに当調査研究センターで刊行した概報等は以下の通りである。なお、既存の刊行物と本書

の記述に異なる点があれば、本書をもって正式な報告としたい。

田代 弘「舞鶴発電所関係遺跡（嶋遺跡）平成7年度発掘調査概要」（『京都府遺跡調査概報j第73冊

（財）京都府埋蔵文化財調査研究センター） 1996 

増田孝彦・筒井崇史「浦入遺跡群平成8年度発掘調査概要J( r京都府遺跡調査概報j第80冊 （財）

京都府埋蔵文化財調査研究センター） 1998 

石井清司 －田代 弘 ・筒井崇史・和泉大樹「浦入遺跡群平成9年度発掘調査概要」（r京都府遺跡調

査概報』第85冊 （財）京都府埋蔵文化財調査研究センター） 1998 

また、検出遺構 ・出土遺物について、検討を試みたものと して以下の文献がある。

筒井崇史 ・楢本順子「竪穴式住居跡内に煙道を有するカマドについて」（『京都府埋蔵文化財情報j

第65号 （財）京都府埋蔵文化財調査研究センター） 1997 

田代 弘「12世紀の土器製塩炉跡」 （『京都府埋蔵文化財情報j第69号 （財）京都府埋蔵文化財調査
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研究センター） 1998 

石井清司 ・田代 弘 「海上で用いられた丸木舟」 （『京都府埋蔵文化財情報j第70号 （財）京都府埋

蔵文化財調査研究センター） 1998 

田代 弘「出現期の製塩土器支脚」（ r京都府埋蔵文化財情報』第71号 （財）京都府埋蔵文化財調査

研究センター） 1999 

田代 弘・水野聡哉 「律令期の土器製塩遺跡における鍛冶遺構」（『京都府埋蔵文化財情報j第74号

（財）京都府埋蔵文化財調査研究センター） 1999 

注7 j甫入西2号墳については、注6増田 ・筒井文献に概要報告を載せているので、同書を参照されたい。

注8 若狭地域における製塩土器および製塩炉の報告・研究と しては以下のような文献がある。

石部正志編 『若狭大飯一福井県大飯郡大飯町考古学調査報告 』 福井県大飯町 1966 

森 浩一 ・石部正志ほか「福井県田烏湾における古代漁業遺跡調査報告J（『若狭 －近江 ・讃岐・阿

波における古代生産遺跡の調査』 同志社大学文学部文化学科） 1971 

若狭考古学研究会編［吉見浜遺跡 若狭における土器製塩遺跡の研究 』（大飯町教育委員会）

1974 

注9 住居跡の四隅のうち 1つを掘り残して、住居内部に張り出した部分を造り 、そこに竃を造るものが

「青野型竪穴式住居跡」と定義されている。「青野型（竪穴式）住居」が最初に提唱されたのは下記の

文献においてである。

中村孝行「青野遺跡第5次発掘調査概報」（『綾部市文化財調査報告』第9集 綾部市教育委員会）

1982 

注10 丸木舟は、京都府内では本例以外に、 向日市森本遺跡（縄文時代後期） ・長岡京市神足遺跡（弥生時

代）で出土している。

注11 能都町教育委員会・真脇遺跡発掘調査団編『石川県能都町 真脇遺跡j 1986 

注12 本項の執筆にあたっては以下の文献を参照した。

池田征弘編 『山富遺跡』兵庫県文化財調査報告第172冊 兵庫県教育委員会 1998 

伊藤今日子「宮ノ下遺跡出土の土器」（ r京都考古j第35号 京都考古刊行会） 1984 

泉拓良「北白川追分町遺跡出土の縄文土器」（『京都大学埋蔵文化財調査報告 北白川追分町縄

文遺跡の調査－J 京都大学埋蔵文化財研究センター） 1985 

堅田 直編 『平遺跡調査概要』考古学シリーズ I 帝塚山大学考古学研究室 1966 

玉田芳英「中津式土器J( r調査研究集録j第7冊 特集称名寺式土器に関する交流研究会の記録横

浜市埋蔵文化財センター） 1990 

千葉 豊「縁帯文系土器群の成立と展開 西日本縄文後期前半期の地域相 」（『史林j第72巻第6

号史学研究会） 1989 

千葉 豊「近畿北部・山陰の成立期縁帯文土器J 1990 千葉 ・大下編1990に収録

千葉豊・大下 明編 『小森岡遺跡j竹野町文化財調査報告書第8集竹野町教育委員会 1990

松井敬代編 I見蔵岡遺跡其の二j 竹野町文化財調査報告書第11集 竹野町教育委員会 1997 

柳浦俊一 「山陰地方の縄文土器研究に残された課題～とくに、早期末～前期初頭 ・西川津式土器群

と後期初頭 ・福田KE式古段階（中津田式）土器群について～J（『中 ・四国縄文時代研究の現状と課

題j中四国縄文研究会10周年記念大会資料 中四国縄文研究会） 1999 

注目 表裏縄文施文の上、刺突列を配す土器に宮ノ下E式があるが、その好例となるであろう伊藤今日子

氏により紹介された釈 龍雄氏の京都府宮ノ下遺跡採集資料（伊藤1984）は、その刺突に際し半裁竹
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注

管状工具の外側を用いているようであり 、本遺跡に認められる内側使用例とは明らかに異なる。前

期への連続が積極的には認められない兵庫県山宮遺跡出土資料には前者があ り、後者が認められな

いので（池田編1998）、それらは年代差となる可能性があろう。設定の経緯からは外れるものの、表裏

縄文という単一属性をもって宮ノ下E式に比定し、比較的短い時間幅を考える論法には問題がある。

注14 山陰地域の西川津式土器群の口縁部形態に似る。近年の柳浦俊一氏による口縁部肥厚帯の形態分類

に対比させれば、「5」とされたものに類似するものと思われ、 「西川津A式（仮称AI類）3期」に

比定されよう。縄文施文がなく、無文地に斜行する刺突列を配する点も類似する。

注目 堅固直氏が 「平KI式」として写真掲示した資料には、中津式に先行すべきものが含まれてお り、

ときに同類のものが 「平cm式」として拡張して解されていることがある （千葉 ・大下編1990）。平

遺跡の層位的成果を尊重するならば、いずれも中期末に比定された上での再編が要請されよう。

注目 分類にあたっては、機能・用途によ って分類される段階（最上位の器種分類）、形態的・機能的特徴

によ って細分 ・分化される段階（上位の器種分類）、それらを調整手法その他の特徴によって細分さ

れる段階（下位の器種分類）の、大きく 3段階にわける。

最上位の概念を、その土器が持つ機能面を表す名称で示し、その下位に位置づけられる 2つの分類

概念に対して、上位のものをアルファベットの大文字、下位のものを小文字で表現する。したがっ

て、器種名称、は杯Aa .杯Abのように表示する。ただし、下位の分類がみられない場合には、 示

さない。

注17 注6田代「12世紀の土器製塩炉跡」に同じ。

注18 石部正志「製塩遺跡J（『考古資料の見方く遺跡編〉 地方史マニュアル』 柏書房） 1983 

注目注6田代 「出現期の製塩土器支脚」に同じ。

注20 注6田代 「12世紀の土器製塩炉跡」に同じ。

注目 小嶋芳孝「平底土器の検討」（『考古学と技術j同志社大学考古学シリーズN 同志社大学考古学研究

室） 1988 

注22 小嶋芳孝 ・字野隆夫「北陸における塩生産」（ r北陸の古代手工業生産J 北陸古代手工業生産史研究

会） 1989 

注23 本資料については、 当調査研究センタ一理事井上満郎氏（京都産業大学教授）より、判読にあたって

さまざまな教示を得た。

注24 「与杜」の用例については、 以下のよう な平城宮出土木簡に例がある。

「（表）丹後国与社郡日置郷庸米六斗

（裏） 字羅採マ身万呂」

『平城宮発掘調査出土木簡概報J19 （奈良国立文化財研究所） 1987 

注25 朝岡康二 「野鍛冶」 （『ものと人間の文化史J85 法政大学出版局） 1998 pl4 

注26 大津正巳「古代交野と鉄～冶金学的見地からのアプローチ」（『平成9年度市民文化財講座講演会資

料J) 1998. 2. 1 p6 

注27注6田代 「12世紀の土器製塩炉跡」および、注6田代「出現期の製塩土器支脚」および、 注6田代・

水野「律令期の土器製塩遺跡における鍛冶遺構j
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付編 自然化学的方法による分析結果

I. M・N・R地点における自然科学的分析

はじめに

浦入遺跡、の発掘調査では、調査期間中に計4回の自然化学分析を実施した。すべて（株）古環境

研究所に依頼した。分析を実施した調査地点・分析の内容は以下の通りである。

M地点（嶋遺跡） 花粉分析を行った。

N地点 放射性炭素年代測定 ・花粉分析 ・樹種同定を行った。

R地点 放射性炭素年代測定・花粉分析 ・種実同定・樹種同定 ・珪藻分析について行ったO

R地点下層 平成10年度に委託、種実同定 ・放射性炭素年代測定を行った。

各分析成果については、本来ならばそのすべてを公表すべきであるが、紙幅の関係上、 その一

部を要約して報告する。なお、本報告に関しては、提出された報告書の記述をすべて筒井が要約

したO （筒井崇史）

1. M地点（嶋遺跡）における花粉分析

M地点（嶋遺跡）は、舞鶴湾の入口東岸に形成された砂噛上に立地しており、砂鳴を形成する堆

積物の構造が良好に観察された。また、花粉分析可能な堆積物が採取された。M地点では、花粉

分析と層序から植生と環境の変動について検討を行った結果、データの詳細は省略するが、以下

のような成果を得ることができた。

①嶋遺跡の砂噛の堆積物は大きく 6層に区分され、3層の礁ないし砂と 3層の陸成の泥炭ない

し土壌堆積物で形成される。町層（泥炭層）の上面には浸食痕が認められ、堆積構造から 3回の海

水準の上昇と低下の変動が示唆される。

②嶋遺跡の花粉分析結果では、花粉群集の特徴から下位、中位、上位の3つに区分される。

③下位群集（II層、黒褐色土）の時期ではスギ林が優勢であり、カシ類（コナラ属アカガシ亜属）

などの照葉樹林も分布する。堆積地はイネ科を主にアカザ科ーヒユ科などが生育し、やや乾燥し

乾陸化していたと推定される。

④中位群集（N層、泥炭）の時期では、カシ類を主とする照葉樹林がスキ林よ り優勢になり 、他

の広葉樹要素も増加する。堆積地はイネ科、カヤツリグサ科、ガマ属ーミク リ属、タデ属サナエ

タデ節が生育し、水湿地の環境を呈する。

⑤上位群集（VI層、泥炭）の時期では、マツ林（マツ属複維管東亜属、アカマツないしクロマツ）

か多くなり、スギ林も拡大する。照葉樹林は減少する。堆積地はイネ科やハンノキ（ハンノキ属）
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M地点（嶋遺跡）における土層柱状図第 l図

の生育する湿地であったとみなされる。

カシ類やシイ類の照葉樹林も分布し、二⑥弥生時代（第 6ポイント ）ではスギ林がやや優勢で、

次林要索とみられるニヨウマツ類もやや多く分布する。草本ではイネ科が多い。現生の池堆積物

（第 5ポイント）の時期も 、弥生時代（第 6ポイント）と大きく変化はないが、上部でイネ属型を伴

うイネ科花粉が増加し、周辺で樹木がやや減少し、人為干渉が大きくなる。

N地点における自然科学分析2. 

(1)はじめに

N地点は浦入湾奥の傾斜地に立地する。N地点では、小さな谷地形に形成された堆積物から細

ここでは、粒の堆積物が観察され、放射性炭素年代測定・花粉分析・樹種同定の検討を行ったが、

放射性炭素年代測定の結果と、分析から得られた成果について報告する。

まず、試料を、調査トレンチの断面より採取した。上位より上部のやや淘汰の悪いシルト・粘

L＝約 2m）、砂L＝約 2m）、砂礁を扶み、中部のシルト・粘土（試料3・4、土（試料 1・2、

礁を挟み、下部の縄文時代前期の土器を含む炭化物に富む粘土（試料6～10）、その直上の粘土

（試料 5）および下位に続く粘土（試料11～14）が分布する。また、樹種同定試料として、木材①～

④がある。このうち、放射性炭素年代測定用試料は、試料6・10・14・木材③である

-146-



自然、化学的方法による分析結果

第 l表 N地点放射性炭素年代測定の試料と方法

Nn 試料 試料の樋顕 前処理網整 制定法

I URAN. I （試料 6) 枯土 厳 7ルカリー 厳洗浄 β韓ー計教 法
低調度処理
ベノゼン処想

2 URANn 2 （試料 10) 粘土 厳 7ルカリー酸洗浄 β韓～ー計散法
低調度処理
ベノゼン処理

3 URAN.3（試料 14) 粘土 酸 アルカリー 酸洗浄 β韓計監法
低過度処理
ベンゼン処理

4 URAN.4（木材③） 木材 瞭 7品川 酸 洗浄 β韓計量法
ベノゼノ処理

第2表 N地点放射性炭素年代演lj定の結果

試料名＂ C年代 6 "C 補 正 川C年 代 歴年代 制定Nn
（年BP) ('") （年BP) (Beta ) 

Nn I 6090± 70 26. 7 6060± 70 主点 Bc 4940 
7
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lσBC 5050 TO 4895 

Nn2 6470±70 -26.Z 6450±70 主点 BC5405 

2σBC 5470 TO 5255 10248 

lσBC 5440 TO 5295 

Nn 3 7170± 50 28.3 7110± 50 吏点 Bc 5965 
2σB  C 6005 TO 5845 10249 

(2）放射性炭素年代測定

試料と方法ならびに測定結果は、第1・2表

lσB  C 5980 TO 5940 

Nn4 5910±70 32.5 5790±70 主点 BC4680 
2σBC 4805 TO 4475 I 0250 

lσBC 4 750 TO 4540 

( 2σ95X probability, Iσ68X probability) 

（補it)

にまとめた。

(3）まとめ

上記の放射性年代測定および花粉分析・樹種同定から以下のような成果が得られたO

縄文時代前期の土器を含む粘土では、最上部の試料6で6060±70y.B. P.、試料10で6450±

70y.B.P.の放射性炭素年代を示し、縄文時代前期前半の年代値を示す。最下位の粘土の試料14は

7110土50y.B.P.の年代値を示し、縄文時代早期である。また、根張り株である木材③は5790士

70y. B. P.を示す。

縄文時代前期の土器を含む粘土では、花粉がほとんど含まれず、シダ植物胞子がやや多く出現

した。このことから、当時はシダ植物の生育する比較的乾燥した環境が推定される。花粉の傾向

からみて、周辺地域にはスギ、マツ属複維管束亜属（ニヨウマツ類）、コナラ属コナラ亜属（ナラ

類）、ニレ属ーケヤキなどの樹木とカヤツリグサ科、アカザ科 ヒユ科の草本が分布していたと

推定され、いずれも相対的乾燥した環境下の植生を示唆する。このことは遺跡が斜面に立地して

いることに起因すると考えられる。試料（堆積物）に花粉がほとんど含まれていないのは傾斜地の

やや乾燥した堆積環境によ って分解されたためと推定される。

木材はクスノキ科、ミズキ属、ケヤキ、ムクノキ？が同定され、放射性炭素年代と層位から、

おおむね縄文時代前期に属するとみなされ、いずれも温帯の山野に普通に生育する種類であり、

これらの温暖な気候下に生育する樹木が、前述の花粉分析で示唆される樹木に加えて、分布して

いたと推定される。

3. R地点における自然科学分析

( 1）はじめに

R地点は、 M地点（嶋遺跡）の位置する砂噴付け根にあたり 、縄文時代前期から中期の海成堆積

物によ って形成される。縄文時代前期の丸木舟などが出土している。

本項では、放射性炭素年代測定 ・花粉分析 ・種実同定 ・樹種同定 ・珪藻分折について報告し、

縄文時代の植生と環境の復原を検討する。

(2）層序と試料（第 2図）

R地点は、南側に外海が隣接し、南東に砂鳴が発達して形成された小さな湾の最も奥の汀線付
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第 2図 R地点層序と試料採取位置

近に位置し、砂質の海成堆積物が発達する。堆積物は部分によっては喋や木材を含むが細砂を主

とし、海岸の傾斜に沿って東に傾斜する。上部の細砂層では大歳山式や鷹島式の縄文時代前期末

から中期初頭の土器が出土している。

試料は発掘区の中央畦北壁・南壁 ・東壁で採取を行った。自然科学分析は、放射性炭素年代測

定8試料、花粉分析11試料、種実同定4試料、樹種同定4試料、珪藻分析5試料を対象とした。

(3）放射性炭素年代測定

試料と方法ならびに測定結果は、第 3・4表にまとめ（補1たJ)。

(4）花粉分析 第4表 R地点放射性炭素年代測定の結果

①試料 中央畦北壁 1・2・3 南壁 al・試料名河川 a "c 補正 1‘E年代 歴年代 測定＂、 （年 BPl （%） （年 BP) （目ela) 

2 . 3・4、南壁 c6・7、東壁 2. 3の計11 4050土 60 -25 ti 4040士60 吏点 Bc 25;Q 
2 a BC 2865 TO 2810 116015 

BC 2695 TO 2450 

点である。各試料とも細砂であり、低部にあた l a BC 2605 TO 2175 
5120±60 28 4 5070土 60 宜 .！！. BC 3930.3865,3815 

2 a BC 3975 TO 3760 l 160lti 

る南壁 b6・7、東壁 2・3は大型植物遺体お l a BC 3955 TO 3790 

3860土 ・10 20 7 3930士 ・10 支点 Bc 2・155 
2 a BC 2・190 TO 2300 116022 

第3表 R地点放射性年代測定の試料と方法 J a 日C2470 TO 2350 

5380 ± 40 ・285 5330士60 究点目c4215，」185.4160 

"' E式料 試料の暗 闇 前也理 調 整 測定法 2σB  C ・1330 TO 3990 l lti017 

l a BC 42.15 TO 4055 中央畦 2 t桂積物 時 7ルH R洗浄 八M S法 5 3930士 70 26 7 3900士 70 支点目c 2100 
E墨 調 整

2 a BC 2570 TO 2J.15 116018 中央畦木付 ヤヤキ H 陪 7時h'I 間洗浄 月棺計町法
ベンゼン也理 l a BC 2470 TO 2280 

3 南壁 a l t笠間物 酷 7時十j 惜洗浄 AM  Sit 6 5070土 l10 -28 8 5010土 110 主点 Bc 3785 
百墨調整 2 a BC ・IOOO TO 3630 116019 

4 南壁 bt付スダンイ材 陪 7時守＇I 酷洗浄 {Ji泉 H I'<t圭 IσB  C 3955 TO 3675 
ベンゼン坦理 3890 ± 70 26』 3870士 70 支点目c 2325 

南壁 c 1 t笹積物 店主 ＂＇・刊 間洗浄 五革製 3十！＇＜ t土 2 a BC 2490 TO 2130 116020 ベンゼン且理
J a BC 2』り0TO 2205 南壁＇ 2 tit団物 陪 7ルド！ 前洗浄 n・集 計世，L

ベンゼン也理 8 5260± 90 240・1 5270土 90 究点目c 4055 
1恥壁木 H アカマソ材 間一刊，，， 陪洗浄 月補 Z十r；法 2 a BC ・1330 TO 3940 116021 

ベンゼン処理 l a BC 1230 TO 3975 

8 九木舟 スギ付 間←H刊間洗浄 β埠計I＇≪主
ベンゼン也理 I 2σ951 probab ii 1 t y Iσ681pcobab1l1tyl 
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自然化学的方法による分析結果

よび有機物を含む。

②方法 花粉粒の分離抽出は、基本的には中村(1973）を参考にし、試料に以下の順で物理化学

処理を施して行った。

1) 5 %水酸化カリウム溶液を加え15分間湯煎する。

2）水洗した後、0.5mmの飾で礁などの大きな粒子を取り除き、沈澱法を用いて砂粒の除去を行う。

3)25%フッ化水素酸溶液を加えて30分放置する。

4）水洗した後、氷酢酸によって脱水し、アセト リシス処理（無水酢酸9: 1 濃硫酸のエルドマン

氏液を加え 1分間湯煎）を施す。

5）再び氷酢酸を加えた後、水洗を行う。

6）沈撞に石炭酸フクシンを加えて染色し、グリセリンゼリーで封入しプレパラー トを作製する。

以上の物理・ 化学の各処理聞の水洗は、1500rpm、2分間の遠心分離を行った後、上澄みを捨

てるという操作を 3回繰り返して行った。

検鏡はプレパラート作製後直ちに、生物顕微鏡によって300～1000倍で行った。花粉の同定は、

島倉(1973）および中村(1980）をアトラスとし、所有の現生標本との対比で行った。結果は同定レ

ベルによって、科 －亜科・属 ・亜属 ・節および種の階級で分類した。複数の分類群にまたがるも

のはハイフン（ ）で結んで示した。 なお、科・亜科や属の階級の分類群で一部が属や節に細分で

きる場合はそれらを別の分類群とした。

③結果 出現した分類群は、樹木花粉26、樹木花粉と草本花粉を含むもの2、草本花粉6、シ

ダ植物胞子2形態の計36である。これらの学名と和名および粒数を第5・6表に示し、主要な分

類群を写真に示す（図版第254）。

④花粉群葉の特徴と推定される植生と環境 南壁 c6、東壁2・3からはやや少ないが花粉が

検出された。ほぽ同一の花粉構成ないし組成を示し、樹木花粉の占める割合が極めて高い。ク

リーシイ属、コナラ属アカガシ亜属が優占し、スギ、イチイ科ーイヌガヤ科ーヒノ キ科の針葉樹

やハンノキ属、クマシデ属一アサダ、ニレ属ーケヤキの落葉広葉樹などが伴われる。なお、クリ

シイ属は小型のものは少なく、ほとんどがシイ属とみなされる。

南壁 b6、東壁 2・3の時期には、シイ属、アカガシ亜属を主とする照葉樹林が分布していた

とみなされる。スギ、イチイ科ーイヌガヤ科ーヒノキ科の針葉樹やハンノキ属、クマシデ属 ア

サダ、ニレ属一ケヤキの落葉広葉樹なども要索として照葉樹林内に分布していた。

(5）種実同定分析

①試料 南壁 c6・7、東壁2・3の計4点である。細砂を主とする海成層であるが、肉眼に

よっても植物遺体が観察される。

②方法 試料（堆積物）500ccを0.25mm目の舗を用いて水洗選別を行う。残撞を肉眼および実体

顕微鏡で観察を行い、形態的特徴および現生標本との対比で同定を行い計数を行う 。

③結果 同定された分類群は、樹木13、樹木と草木を含むもの l、草木花粉3の計17である。

これらの学名と和名および粒数を第7表に示し、主要な分類群を写真に示す（図版第255）。
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自然化学的方法による分析結果

④種実群集の特徴と植生 種

実は、南壁 c6・7、東壁 2・
学名

3からやや低密度に検出され Arbor

た。南壁 c6・7、東壁 2・3 Pinus伽 nbergiiPar/. 

Cryptomeria japonica D.Don 

の種実群集は構成および組成は

第7表種実同定結果

分類群 （試料500cc中） 南笠 東壁

和名 部｛立

樹木

クロマツ M!.果

スギ 強果

種子

オニグルミ 骸

ハンノキ属 果実

イヌシデ 果実 IO 

スダジイ 堅果 11 16 15 15 

コナラ属 堅果

ケヤキ 果実

カラスザンショウ 種子

モチノキ属 種子

ヤブガラシ 種子

ヒサカキ属 種子

ほぼ同じである。スダジイが最 Jug/ansa伽

A/nus 

も多く、イヌシデ、ケヤキ、ヒ

サカキ属、カラスザンショウな

どが伴われる。試料によっては

スギなどの針葉樹も伴われる。

Carpinus tschonoskii Maxrm 

Castanopsis sieboldii Hatusuna 

Quercus 

Zelkoνa serrala Makrno 

Zanlhoxylum ailanlhoides Sieb. el lucc 

草本はカヤツリグサ科、カナム II口

Cayraria japonica Gagn 

グラ、イラクサ科が検出される Eurya 

が極めて少ない。下位にあたる 一史？？？竺そりと今日竺主 士三日三± 竺 ー一一3
Arbor・Herb 樹木・草本

南壁 c7・東壁 3より上位の南 Araliaccae ウコギ科 極子 1 I I 

壁 c6 .東壁 2がヒサカキ属、 Herb 草本

Cyperaceae カヤツリグサ科 果実

イヌシデ属が増加する。 Humulus scandens凡1err カナムグラ 種子

以上から、スダジイを主要高 Urticacea巴 イラケサ科 種子

木とする照葉樹林が分布してい

たとみなされ、イヌシデ、ケヤ

キ、ヒサカキ属、カラスザンショウ、スギなども森林要素であった。草木が極めて少なく、森林

Total 合計 40 26 40 31 

Unknown 不明

状態であった可能性が高い。下位より上位のほうが、ヒサカキ属、イヌシデ属が多くなり、やや

乾燥した気候が推定される。なお、検出された種実の中で、多産したスダジイとオニグルミは優

良な食物になる。

(6）樹種同定

①試料 南壁・東壁・中央畦より出土の木材3点と、縄文時代の丸木舟の計4点である。

②方法 カミソリを用いて試料の新鮮な基本的三断面（木材の横断面、放射断面、接線断面）を

作製し、生物顕微鏡によって60～600倍で観察した。樹種同定は解剖学的形質および現生標本と

の対比によ って行った。

③同定結果 以下に同定根拠となった特徴を記し、その断面を写真に示す（図版第256）。

1)アカマツ Pinus densiflora Sieb. et Zucc マツ科

仮道管、放射柔細胞、放射仮道管及び垂直、水平樹脂道を取り囲むエピセリウム細胞から構成

される針葉樹材である。

横断面：早材から晩材への移行は急である。

放射断面：放射柔細胞の分野壁孔は窓状である。放射仮道管の内壁には著しい鋸歯状肥厚が存

在する。
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第 8表樹種同定結果

試料 樹 1重 （和名／学名）

中央畦北竪宣言下部 ケヤキ Zelkova serrata Makino 

南壁 5 スタ’ジイ Castanopsis sieboldii Hatus1ma 

東 笠 l アカ ＜ 'J Pinus densiflora Sieb et Zucc 

丸木舟 スギ Cryptomeria japonica D Don 

用いられる。

2）スギ Cryptomeria japonica D.Donスギ干ヰ

仮道管、樹脂細胞および放射柔細胞から構成される針葉樹材である。

横断面 ：早材から晩材への移行はやや急で、晩材部の幅が比較的広い。樹脂細胞がみられる。

放射断面：放射柔細胞の分野壁孔は典型的なスギ型で、 l分野に 2個存在するものがほとんど

である。

接線断面 ：放射組織は単列の向性放射組織型で、 10細胞高以下のものが多い。樹脂細胞が存在

する。

以上の形質よりスギに同定される。スギは本州・四国・九州・ 屋久島に分布する。日本特産の

常緑高木で、高さ40m・径 2mに達する。材は軽軟であるが強靭で、広く用いられる。

3）スダジイ Castanopsis sieboldi i Hatusima ブナ手ヰ

横断面：年輸のはじめに中型から大型の道管がやや疎に数列配列する環孔材である。晩材部で

小道管が火炎状に配列する。

放射断面：道管の穿孔は単穿孔で、放射組織は平伏細胞からなる。

接線断面 ：放射組織は単列の同性放射組織型である。

以上の形質よりスダジイに同定される。スダジイは本州（福島県・新潟県佐渡以南）・四国・九

州に分布する。常緑高木で、高さ20m・径1.Smに達する。材は耐朽、保存性やや低い。

4）ケヤキ Zelkova serrata Makino ニレ科

横断面：年輪のはじめに大型の道管がl～ 2列配列する環孔材である。孔園部外の小道管は多

数複合して円形、接線状ないし斜線状に配列する。

放射断面：道管の穿孔は単穿孔で、小道管の内壁にはらせん肥厚が存在する。放射組織はほと

んどが平伏細胞であるが、上下の縁辺部のものは方形細胞でしばしば大きくふくらみ、なかには

結晶を含むものがある。

接線断面：放射組織は異性放射組織型で、上下の縁辺部の細胞のなかには大きくふくらんでい

るものがある。幅は l～ 7細胞幅である。

以上の形質よりケヤキに同定される。ケヤキは本州、卜四国・九州に分布する。落葉高木で、通

常高さ20～25m・径60～70cmぐらいであるが、 大きいものは高さ50m・径3mに達する。
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自然、化学的方法による分析結果

④考察 中央畦北壁最下部、南壁 5、丸木舟は放射性炭素年代からいずれも5000年以前を示す。

樹種はケヤキ、スダジイ、スギでいずれも高木であり、近隣に分布していた樹木とみなされる。

花粉分析および種実同定結果とも矛盾しない。

東壁 lはアカマツで、年代測定から約3900年前を示す。種実でもクロマツ珪果が出土しており、

比較的悪条件に強いこれらニヨウマツ類が海岸付近に生育していたと推定される。

(7）珪藻分析

①試料 中央壁北壁2、南壁 c6・7、東壁2・3の計5点である。細砂を主とする海成層で

あるが、南壁 c6・7、東壁2・3は肉眼によっても植物遺体が観察され、やや有機質に富む。

②方法

1）試料を乾燥重量を秤量する。

2) 10%過酸化水素水を加え、加温しながら、l晩静置する。

3）上澄みを捨て、水洗を行う 。

4) l. 5時間静置後、上澄みを捨てる。この操作

を5、6回繰り返す。

5）マウントメディアによって封入する。

6）生物顕微鏡で600～900倍で検鏡し、直線視

野j去によ り計数を行う 。

なお、通常統計上有効である200個計数するに

は、 2.0×105/gの出現密度が必要で、ある。

③結果と考察 南壁 c6、東壁 2からは比較

的多くの珪藻が検出された（図版第257）。中央壁

北壁2、南壁 c7、東壁3からはほとんど珪藻

が検出されなかった。南壁 c6と東壁 2は同じ

構成および組成を示し同一群集である。大部分

は海水生ないし汽水生種で、構成される。海水砂

第9表珪藻分析結果

中央畦北壁 南笠 東壁

分類群 7 2 

Arachynodiscus sp. 0.5 

Dimerogramma dabrum 

Di pl仰即時 sple11dida

Grmmnatoplrura附 acile11la

Mdosira sulcala 2 12 

Cocconeis scutellum 10 

Thalassiotlirix frau£1ρldi1 2 

251 

23 

29 25 

Aulisci品 caelatus 277.5 

Diploneis s争ト 9 

CゆItodes削 iswilliamso1111 

N倒 ic凶αf抑制en／官雌

Na11icula削 anna 8 11 I 

Acl111a11thes bre吋 es

Caloneis permag11a 

8 2 

Cala11eis spp. 2 4 

質干潟指標種のAuliscus caelatus が優占し、 Mel山 ira抑

同じく海水砂質干潟指標種の Opephoramartyi 

が伴われる。以上から南壁 c6と東壁 2の時期

は、海水砂質干潟の環境が示唆され、 M地点（嶋

遺跡）の立地する砂鴫によって小さな湾となり、

干潟の環境が成立していたと考えられる。

(8）考察とまとめ

①縄文時代前期後半および後期前半の植生

放射性炭素年代から堆積物は 2時期が認めら

れ、下部の縄文時代前期後半にあたる約5000～

4 

Nitzschia cocco11eiform1s 

O戸ゆltoramarlyi 74 97 4 

Sy11edra tabula/a 2 

Fragilaria制rescens 4 6 

Gomp!t肘t肝naa11gustatu111 

Nitιdiia punctata 2 

Na11icula pusilla 2 

Pimwlariαspp. 13 

合計 。。 438.5 0.0 452.5 23.0 

同定不能破片 21 2 20 

試料lg中の殻数 。。 4.5 0.3 4.6 2.3 

×10＇× 103 ×10＇× 10' 

完形殻の割合 77.3% 81.0% 
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5500年前と上部の後期前半にあたる約3800～4000年前の植生が明らかになった。

これらの 2時期において、花粉群集、種実群集はほぼ構成と組成が同じであり、両時期ともシ

イ属（スダジイ）、アカガシ亜属を主とする照葉樹林が分布し、スギ、イチイ科イヌガヤ科ヒノキ

科の針葉樹やハンノキ属、クマシデ属アサダ、イヌシデ、ケヤキ、ヒサカキ属、カラスザンショ

ウの落葉広葉樹なども森林要素として分布していた。温暖で湿潤な気候が推定されるが、上部の

縄文時代後期前半の時期のほうが相対的に乾燥した気候であったと考えられる。

②層序における問題点と海面変化

堆積物は、放射性炭素年代から、下部の縄文時代前期後半にあたる約5000～ 5500年前と上部の

後期前半にあたる約3800～4000年前の時期が明らかとなった。その問の約4000～5000年前問の堆

積層は、近接する嶋遺跡では標高0m 以下で、泥炭が分布し、海面の低下が認められるため、 R

地点は陸化していたとみなされ、堆積間隙があると考えられる。上部の約3800～4000年前の年代

を示す層準からは、縄文時代前期末から中期初頭の大歳山式や鷹島式の土器が検出され、時期が

明らかに合わない。土器が再堆積の可能性も含めて今後検討する必要がある。

R地点は細砂層で構成されるが、低所にあたる南壁cと東壁以外は珪藻や花粉は含まれていな

い。海水の干満および波により淘汰が著しい環境であったために、微細遺体が欠如していると考

えられる。この細砂層は淘汰もよいことから、汀線付近の細砂層である可能性が高い。いずれも

細砂層は海成とみなすのが妥当と考えられる。ただし、海岸における後浜の砂層を見分けられる

か、 高潮位と低潮位の汀線や潮間帯などの問題もあり、厳密にこれらを堆積層から読み取ること

はまだまだ困難である。

以下、 R地点とM地点（嶋遺跡）で示唆される海面変化を推定するが、現状の海面変化は堆積に

影響するとみなされる高潮位汀線の変化をとらえているものが多いと考えられる。ここにおいて

も読みとれる海面は高潮位汀線と考えられる。なお、年代は放射性炭素年代に従う 。まず、下部

の縄文時代前期後半にあたる約5000～5500年前はいずれの地点も海成の砂層が発達する。最も高

位置で中央壁北壁で＋0.5mないし＋0.7mを示し、少なくともこれ以上の海面の高さが推定され

る。M地点（嶋遺跡）の第 1ポイントでは約4500年前に－0.9m泥炭が形成され、陸化し、海面がこ

れより低下していたことが示唆される。泥炭層の最上部は約4200年前であり、浸食痕を伴って砂

層へ変化する。約4200年以降に海面が上昇したことが示唆される。浦入遺跡R地点では＋o.7～ 

O.Smの高さに4000年前後の砂層が堆積し、 4000年前後に高海面であったとみなされる。なお、

この砂層は後浜の堆積である可能性もある。M地点（嶋遺跡）第1ポイントでは約2600年前に Om 

に泥炭が形成されはじめ、海面の低下が示唆される。

以上のようにR地点およびM地点（嶋遺跡）からは、大きく約5000年前以前が高海面、約5000～

4000年前の低海面、約4000～2600年前の高海面、約2600年前の海面の低下の 4つの変化が示され

た。海面変化の資料の極めて少ない日本海側の貴重な資料であり、データの追加や討議が必要と

考えられる。
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4. R地点下層における自然科学分析

(1)浦入遺跡出土種実の同定

①試料 R地点で出土した丸木舟（縄文時代前期）の下層の土坑から検出された種実類である。

試料は砂とともに取り上げられており 、重量は砂混じ りで2172gであった。分析にはこのうちの

1000 gを用いた。

②方法 試料1000gを水洗しながら0.25mm飾で選別し、取り出 した種実類を肉眼および実体顕

微鏡で観察を行った。同定は形態的特徴および現生標本との対比で行った。結果は同定レベルに

よって、科、属、種の分類群で示した。

③結果 同定の結果、 1種類の種実が認められた。結果を第10表に示し、以下に特徴を記載す

る（図版第258）。

黒褐色で楕円形を呈し、一端につき部が残る。表面は平滑である。この分類群は、一部種まで

同定できるものがあるが、本試料は殻斗が欠落しているため属レベルの同定に留まる。ただし、

先端がやや突出していることからアカガシやシラカシに類似する。

④所見 R地点の縄文時代前期下層 より出土した種実類は、コナラ属の堅果であった。コナラ

属には常緑のアカガシ亜属 と落葉のコナラ亜属があ り、コナラ亜属の堅果はアカガシ亜属のそれ

より渋が強い。アカガシ亜属の中で暖温帯の平野で森林を形成するイチイガシは、渋抜きをしな

くても食用になる。本試料は細分はできなかったが、 アカガシかシラカシに類似し、アカガシ亜

属の堅果の可能性が高い。

(2）浦入遺跡出土試料における放射性炭素年代測定
（楠詑）

試料と方法ならびに測定結果は第11・12表にまとめた。

第10表 R地点出土種実類の同定結果

試料 分類群（和名／学名） 書店位 数量 (lOOOcc中）

丸木船（縄文前期）下層土坑出土種実類 コナラ属 ()uercus 堅果 159 g 

第11表 R地点下層土坑放射性炭素年代測定の方法

No. 試料

1 丸木船（縄文前期）
下層土坑

試料の種類

種実

前処理・調製

酸／アルカ リ／酸洗浄
ベンゼン処理

測定法

8一線計数法

（液体シンチレーション法）

第12表 R地点下層土坑放射性炭素年代測定の結果

試料名 ''C年代 o 13c 補正 I'C年代 暦年代 測定No.

（年BP) （%。） （年BP) Beta-

No. 1 5420土70 27. 6 5380± 70 ダ点 BC4240 127655 

2σ BC 4350 TO 4035 
1 a- BC 4330 TO 4155, BC 4120 TO 4070 

(2σ ：95覧proha bi li ty, 1σ ：68略probability)
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（補注）

N地点 ・R地点・ R地点下層における放射性炭素年代測定についての凡例は以下の通りである。

1) 14 c年代測定値 試料の14C/12 C比から、単純に現在(1950年AD）から何年前(BP）かを計算した値。

14Cの半減期は5,568年を用いた。

2) o 13C測定値 制斗の測定14C/12C比を補正するための炭素安定同位体比(13C/12C）。 この値は標

準物質（PDE）の同位体比からの千分偏差（%。）で表す。

3）補正14C年代値 o 13C 測定値から試料の炭素の同位体分別を知り、 14C/12 Cの測定値に補正値を

加えた上で算出 した年代。

4）歴年代 過去の宇宙線強度の変動による大気中14C濃度の変動を補正することにより、歴年代を算出

した。補正には年代既知の樹木年輪の14Cの詳細な測定値を使用した。この補正は10,000年BPより古い試

料には適用できない。

5）測定No.

測定は、 BetaAnalytic lnc. (Florida, U, S. A）において行われた。Betaーは同社の測定No.を意味する。

（ドングリピットのみ）
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II .浦入遺跡出土鍛冶関連遺物の金属学的調査

大津正己

1 .いきさつ

浦入遺跡は京都府舞鶴市千歳池カナル・花ヶ口他に所在する。A-1地点の 8世紀代に比定さ

れる竪穴住居跡SHOlからは鋳造鉄釜片および椀形鍛冶i宰が検出された。またO地点では10世紀

代のものと推定される20基を越える鍛冶炉跡が狭小な地点で集積した状況で検出されている。

当地域での鉄生産の実態を把握する目的から金属学的調査を行う運びとなった。

2.調査方法

2-1 供試材

第 l表に供試材8点の履歴を示す。

2-2 調査方法

(1)肉眼観察

遺物の外観観察を行い、それをもとに試料採取位置を決定する。

(2) マク口組織

本来は肉眼またはルーペで観察した組織であるが、本稿では顕微鏡埋込み試料の断面全体像を、

投影機の10倍もしくは20倍で撮影したものを指す。当調査は、顕微鏡検査によるよりも広い範囲

にわたって、組織の分布状態、形状、大きさなどの観察ができる利点がある。

(3) 顕微鏡組織

切 り出した試料をベークライト樹脂に埋込み、エメリー研磨紙の非150、非240、非320、非600、

#1000と順を追って研磨し、最後は被研磨面をダイヤモンドの3μ とlμ で仕上げて光学顕微鏡観

察を行った。

(4）ビッカース断面硬度

鉄i宰の鉱物組成と、金属鉄の組織同定を目的として、ピッカース断面硬度計（VickesHardness 

Tester）を用いて硬さの測定を行った。試験は鏡面研磨した試料に136。の頂角をもったダイ ヤモ

ンドを押し込み、その時に生じた窪みの面積をもって、その荷重を除した商を硬度値としている。

試料は顕微鏡用を併用した。

(5) CM A (Computer Aided X-Ray Micro Analyzer）調査

E P MA  (Electron Probe Micro Analyzer）にコンピューターを内蔵させた新鋭分析機器であ

る。旧式装置は別名X線マイクロアナライザーとも呼ばれる。分析の原理は、真空中で試料面

（顕微鏡試料併用）に電子線を照射し、発生する特性X線を分光後に画像化し、定性的な結果を得

る。更に標準試料と X根強度との対比から元素定量値をコンビューター処理してデータ解析を行
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う方法である。化学分析を行えない微量試料や鉱物組織の微小域の組織同定が可能である。

(6) 化学組成分析

供試材の分析は次の方法で実施した。

全鉄分（TotalFe）、金属鉄（MetallicFe）、酸化第 1鉄（FeO）：容量法。

炭素（C）、硫黄（S）、 ：燃焼容量法、燃焼赤外吸収法

二酸化桂素（Si02）、酸化アルミニウム （Al203）、酸化カルシウム （CaO）、酸化マグネシウム （MgO）、

酸化カリウム （K20）、酸化ナトリウム （Na20）、酸化マンガン （MnO）、二酸化チタン （Ti02）、酸化ク

ロム （Cr203）、五酸化燐（P205）、パナジウム （V）、銅（Cu）、 : ICP (Inductive I y Coup I ed Plasma 

Emission Spectrometer）法 ：誘導結合プラズマ発光分光分析。

3.調査結果

URIー1 鉄釜

① 肉眼観察： 鉄釜の口縁部破片である。全体的に黄褐色の酸化土砂の付着が著しい。表面鏡

化割れも顕著である。先端部に向かつて特に内側に肥厚し、そのためやや内湾気味である。（口

縁の形態については図版第269マクロ組織参照）口縁が内傾する羽釜状の器物の破片であろうか。

② マク口組織： 図版第269に示す。円形の気泡＝鋳巣（引け巣）が多数認められる。また割れ

も顕著である。誘化により自然腐食を受けている。なお、 X線透過像（図版第270参照）でも試料

全体的で鋳巣及び緯割れが顕著で、あることが確認されている。

③ 顕微鏡組織： 図版第259①～⑤に示す。白鋳鉄組織である。白色部はセメンタイト、蜂の

巣状の部分はレデブライト、黒い部分はオーステナイトから変化したパーライト部分であるが、

鋳化のため層状組織は侵されて不明瞭になっている。

④ CM  A調査： 第3図のSE(2次電子像）の高速定性分析結果を第4図に示す。A-Rankで、検出

された元素は鉄（Fe）、銅（Cu）、燐（P）、硫黄（S）、酸素（0）であった。

この高速定性分析結果を視覚化した面分析の特性X線像と定量分析値が第 3図である。SEに39

の番号をつけた個所は銅（Cu）、燐（P）、硫黄（S）に白色輝点が集中し、定量分析値は37.5%Fe0-

~5.4%S l.1%P205が得られた。硫化鉄（FeS）および、Fe-Fe3C-Fe3Pの三元系共晶ステダイト

(Steadi te）と考え られる。なお硫化鉄に銅（Cu）の固溶が認められる。含銅磁鉄鉱を始発原料とす

るものであろうか。また、 SEに40の番号をつけた個所は酸化物定量のため134.6%Fe0と 100%を

大きく上回る値となったが残存した金属鉄（MetalI ic Fe）部分である。SEに41の番号をつけた個

所は93.6%Fe0で、鋳化鉄（Geothite：α－FeO・OH）である。

⑤ 化学組成分析 ：第2表に示す。酸化物定量での結果である。炭素（C）量は3.34%と白鋳鉄

組織に見合った値を示した。二酸化珪素（Si02)2.3側、酸化マンガン （Mn0)0.04出で、 五酸化燐

(P205) 0. 37%、硫黄（S)0.08%であった。また、銅は（Cu)0.23覧と高い値を示し注目される。CMA

の項でも述べているが、含銅磁鉄鉱を始発原料とする鉄素材を用いて作成された可能性が高い。
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URl-2 椀形鍛冶淳

① 肉眼観察： 厚手でほぼ完形の椀形鍛冶淳である。全体的に褐色の酸化土砂に覆われて地の

観察は困難であるが、 二段椀形浮気味で、色調は黒灰色である。上面は平坦で、周縁部に長さlcm

程の木炭痕が散在する。下面も細かい木炭痕による凹凸が認められる。一部僅かに灰白色の鍛冶

炉床粘土が付着する。

② 顕微鏡組織： 図版第260①～①に示す。鉱物組成は白色粒状結晶ヴスタイト（WUsti te : 

FeO）、淡灰色木ずれ状結晶ファイヤライト （Fayalite:2Fe0・Si02）が基地の暗黒色ガラス質スラ

グ中に晶出する。また、ヴスタイト粒内にわずかに微小析出物が認められる。ヘーシナイト

(Hercyni te : FeO・Al203）であろう。高温作業が想定される。鉄素材の繰り返し折り 曲げ鍛接の鍛

錬鍛冶淳の晶癖である。

③ ビッカース断面硬度： 図版第260①に白色粒状結晶の硬度測定の圧痕を示す。硬度値は

464Hvで、あった。ヴスタイトの文献硬度値450～500Hvの範囲内であり、ヴスタイトに同定される。

④ 化学組成分析： 第2表に示す。鉄分高めで、ガラス質成分 ・脈石成分（Ti02、V、MnO、

CaO+MgO）低めの成分系である。全鉄分（TotalFe)52. 70先に対して、金属鉄（MetallicFe)20.32%、

酸化第l鉄（Fe0)29.52弘、酸化第 2鉄（Fe203)42.08協の割合であった。ガラス質成分（Si02+

Al203+CaO+MgO+K20+Na20) 17. 73出で、このうちに塩基性成分（Cao十MgO)l. 72唱を含む。砂鉄特

有成分の二酸化チタン（Ti02)0.38施、パナジウム（V)0.01出と低値であった。また、酸化マン芳、ン

(MnO)O. 13協も低く、銅は（Cu)0.03犯と高い値を示した。含銅磁鉄鉱系を始発原料とする鉄素材を

鍛冶加工 した際に派生した鍛錬鍛冶j宰に分類される。鉄素材の搬入ルートを考える上での特徴と

して注目される。

また、鉄素材の始発原料という点ではURI-1鉄釜破片も同 じく含銅磁鉄鉱系を始発原料とする

鉄素材より作成されたと推定される。これら含銅磁鉄鉱系の鉄生産地の比定および当地域での鉄

素材流通のあり方を考えるため、今後の当地域で関連遺物の分析資料の蓄積が望まれる。

URl-3 椀形鍛冶淳

① 肉眼観察： 偏平な椀形鍛冶i宰である。色調は暗灰色で表面は風化が認められる。上面はほ

ぼ平坦で長さlcm以下の木炭痕が薄く散在する。下面側は約半分程の範囲に灰白色の炉床粘土が

分厚く付着している。炉壁胎土は綴密な粘土質で砂粒 ・長石粒 ・黒色粒が混入する。

② 顕微鏡組織： 図版第260④～⑥に示す。鉱物組成は白色粒状結晶ヴスタイ ト（WUstite:

FeO）、淡灰色木ずれ状結晶ファ イヤライト （Fayali te : 2Fe0・Si02）が基地の暗黒色ガラス質スラ

グ中に晶出する。鍛錬鍛治i宰の晶癖である。

③ ビッカース断面硬度： 図版第260④に白色粒状結晶硬度測定の圧痕を示す。硬度値は430Hv

であった。ヴスタイトの文献硬度値の下限を僅かに下回るが、測定時の亀裂のためと考えられる。

④ 化学組成分析： 第2表に示す。鉄分高く、ガラス質成分 ・脈石成分の少ない成分系である。

全鉄分（TotalFe)61.35拡に対して、金属鉄（MetallicFe)O.l問、酸化第 l鉄（Fe0)59.84%、酸化
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第2鉄（Fe203)21. 0仰の割合であった。ガラス質成分（Si02+Al203+CaO+MgO+ KzO+Na20) 15. 65協

で、このうちに塩基性成分（Cao+MgO) 1. 15協を含む。砂鉄特有成分の二酸化チタン （Ti02)0.40施、

パナジウム （V)0.02見であった。また、酸化マンガン （Mn0)0.11%、銅は（Cu)0.007覧とURI-2と比較

すると明らかに低く、含銅磁鉄鉱を始発原料とする鉄素材を鍛治加工した際の派生物ではないこ

とが明らかになった。また、鍛錬鍛冶j宰の成分系である。

URl-4 椀形鍛冶淳

① 肉眼観察： 平面不整三角形を呈する小型で偏平な椀形鍛冶淳である。地の色調は光沢のあ

る黒灰色で、上面は細かい流動状の凹凸がある。下面は褐色の酸化土砂の付着が顕著である。

② 顕微鏡組織：図版第260に示す。鉱物組成：白色粒状結晶ヴスタイト （Wlistite:FeO）が凝

集して品出し、その粒問にわずかに淡灰色木ずれ状結晶ファイヤライト （Fayali te : 2Fe0・Si02)

の晶出が認められる。鍛錬鍛冶淳の晶癖である。

③ 化学組成分析： 第2表に示す。鉄分高く、ガラス質成分 ・脈石成分の少ない成分系である。

全鉄分（Total Fe) 71. 47協に対して、金属鉄（MetallicFe)0.28%、酸化第 l鉄（Fe0)70.ll施、酸化

第2鉄（Fe203)23.87協の割合であった。ガラス質成分（Si02+Al203+CaO+MgO+ K20+ Na20) 3. 80出

で、このうちに塩基性成分（CaO+Mg0)0.15協を含む。砂鉄特有成分の二酸化チタン （Ti02)0.11%、

パナジウム （V)0.01加であった。また、酸化マンガン （MnO)O.12%、銅（Cu）は0.005協とURI-3と同様

にURI 2と比較すると低値であった。なお、鉱物相・成分系双方の特徴からURI-3より後発の鍛

錬鍛治i宰といえる。

（註 2I 

URl-5 粒状津

URI一5-1 直径1.7mm 磁着弱

① 肉眼観察：色調は黒灰色できれいな球状を呈する。表面に小さな気孔をもっ。

② マク口組織：図版第261①に示す。0.01～0.3mmの気孔が多数認められる。また表層部が風

化気味である。

③ 顕微鏡組織：図版第261②～④に示す。白色微小樹枝状結晶ヴスタイト （Wlistite:FeO）、

淡灰色木ずれ状結晶ファイヤライト （Fayali te : 2Fe0・Si02）が基地の暗黒色ガラス質スラグ中に

晶出する。

URIー5ー2 直径1.7mm 磁着強

① 肉眼観察：色調は黒灰色でやや歪な球状を呈する。表面には小さな突起が 1個所にあり、

僅かに気孔がみられる。また、風化が顕著である。

② マク口組織：図版第261⑤に示す。風化が激しくわずかに中核部に鉱物相を残す。0.01～

0.16凹径の気孔が散在する。

③ 顕微鏡組織：図版第261⑥～③に示す。白色粒状結晶ヴスタイト （WUstite:FeO）、淡灰色

木ずれ状結晶ファイヤライト（Faya1 i te : 2Fe0・Si02）が基地の暗黒色ガラス質スラグ中に品出す
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る。ヴスタイトの品出は密である。

URIー5ー3 直径1.4mm 磁着強

① 肉眼観察 ：色調は光沢のある黒灰色で、表面には僅かに細かい気孔が認められる。

② マク口組織 ：図版第261⑨に示す。細かい気孔が重なって中央部は空洞となっている。

③ 顕微鏡組織： 図版第261⑩に示す。白色粒状結晶ヴスタイト（Wlistite:FeO）、淡灰色木ず

れ状結晶フ ァイヤライ ト（Fayali te : 2Fe0・Si02）が基地の暗黒色ガラス質スラグ中に晶出する。

これもヴスタイトの晶出は密である。

URl-5-4 直径l.2mm 磁着強

① 肉眼観察： 色調は黒灰色でやや歪な球状を呈する。表面には小さな突起が3個所に認めら

れる。

② マク口組織： 図版第262①に示す。0.01～0.2mm径の気孔が僅かに散在する。表層部はやや

風化気味である。

③ 顕微鏡組織： 図版第262②～④に示す。白色粒状結晶ヴスタイ ト（Wlisti te : FeO）が凝集し

て晶出し、その粒聞に僅かに淡灰色木ずれ状結晶フ ァイヤライト （Fayali te : 2Fe0・Si02）が晶出

する。

URI一5-5 直径l.2mm 磁着強

① 肉眼観察： 色調は黒灰色できれいな球状を呈する。表面11固所に小さな突起を持つ。

② マク口組織： 図版第262⑤に示す。主に周縁部に0.01～0.3mm程の気孔が散在する。

③ 顕微鏡組織： 図版第262⑥～③に示す。白色粒状結晶ヴスタイト（Wlistite:FeO）、淡灰色

木ずれ状結晶フ ァイヤライ ト（Fayalite:2Fe0・Si02）が基地の暗黒色ガラス質スラグ中に晶出す

る。微量であるがへーシナイトらしき鉱物相も散在する。

URIー5-6 直径0.9mm 磁着強

① 肉眼観察： 光沢の強い黒灰色で、きれいな球状を呈する。表面に小さな突起を 1個所に持

っ。

② マク口組織 ：図版第262⑨に示す。0.01～0.lmm程の気孔がやや密に認められる。

③ 顕微鏡組織： 図版第262⑮に示す。白色粒状結晶ヴスタイト（Wlistite:FeO）、淡灰色木ず

れ状結晶ファ イヤライト （Fayali te: 2Fe0・Si02）が基地の暗黒色ガラス質スラグ中に晶出する。

lil3) 

URl-6 鍛造剥片

送付サンプル全体を見るとURI-8鍛造剥片より大型 ・厚手のものが含まれている。 鉄淳皮・鋳

化鉄片の混入も認められる。また、サンプル採取時に磁石を多用して選別したのか、全体的に強

い磁力を帯びていた。磁着の強いものに偏った選択となっている可能性もある。

分析試料はサンプlレ中より表面荒れ肌の厚手のものから、 平坦薄手のものまでを含むように6

点を選別した。

URI -6-1 4. 5×4.0×0.85mm 磁着強

q
L
 

P
h
u
 



自然化学的方法による分析結果

① 肉眼観察 ：色調は黒灰色。表面は僅かに光沢があり、細かい凹凸が認められる。裏面は光

沢がなく凹凸が顕著である。

② マク口組織： 図版第263①に示す。厚手で表裏面共に凹凸が顕著な鍛造剥片である。

③ 顕微鏡組織： 図版第263②～⑥に示す。酸化膜相は外層の微厚なヘマタイト （Hematite: 

Fe203）は不明瞭であったが、中間層マグネタイト （Magnetite:Fe304）、内層ヴスタ イト

(Wlist i te : FeO）が確認された。内層ヴスタイトは結晶粒を明確に留めており、鍛打工程の前半段

階の派生物である。なお、内層ヴスタイトは王水腐食で、侵されている。

URl-6-2 3. 5×3.0×0.5mm 磁着強

① 肉眼観察 ：ゆるく脅曲する鍛造剥片である。色調は黒灰色。表面は滑らかで光沢を持ち、

裏面は多数の気孔が認められる。

② マク口組織： 図版第263⑦に示す。厚手で特に裏面の凹凸が顕著な鍛造剥片である。

③ 顕微鏡組織： 図版第263③～⑩に示す。酸化膜相は外層の微厚なヘマタイト （Hematite: 

Fe203）、中間層マグネタイト （Magnetite: Fe304）、内層ヴスタ イト （Wlistite:FeO）の3層が確認

された。内層ヴスタ イトは結晶粒を明確に留めている。URI-6-1と同様、鍛打工程の前半段階

の派生物である。

URIー6ー3 6.0×5.0×0.3mm 磁着強

① 肉眼観察： 厚手でほぼ平坦な試料である。表面は滑らかで光沢を持ち、裏面は気孔が顕著

で光沢はない。

② マク口組織 ：図版第264①に示す。厚手でほぼ平坦な試料であるが、裏面側はやや凹凸が

顕著である。わずかに気孔を散在させる。

③ 顕微鏡組織： 図版第264②に示す。3層の酸化膜層が明瞭に確認された。内層ヴスタイト

は非品質で鍛打作業の後半段階の派生物である。

URIー6-4 3. 5×2.0×0.2mm 磁着強

① 肉眼観察： ゆるく響曲する鍛造剥片である。色調は黒灰色。表面は滑らかでやや光沢を持

ち、裏面は酸化土砂が付着する。

② マク口組織： 図版第264③に示す。ほぼ一定の厚みで、ゆるく響曲する。

③ 顕微鏡組織： 図版第264④に示す。3層の酸化膜層が明瞭に確認された。内層ヴス タイト

は非品質で鍛打作業の後半段階の派生物である。

URIー6-5 2. 5×2.0×0. 15mm 磁着強

① 肉眼観察： ほぼ平坦で、色調は黒灰色。表面は滑らかでわずかに光沢を持ち、裏面は平坦

で光沢はない。

② マク口組織： 図版第264⑤に示す。ほぼ平坦で、一定の厚みの鍛造剥片である。

③ 顕微鏡組織 ：図版第264⑥に示す。3層の酸化膜層が明瞭に確認された。内層ヴスタイト

は非品質で鍛打作業の後半段階の派生物である。

URl-6-6 2. 5×1. 5×0. 1凹 磁着強
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① 肉眼観察： ほぼ平坦で、色調は黒灰色。表面は僅かに光沢があり、裏面は光沢がない。

② マク口組織： 図版第264⑦に示す。ほぼ平坦で、 一部厚みに変動がある。

③ 顕微鏡組織： 図版第264③～⑮に示す。3層の酸化膜層が明瞭に確認された。 内層ヴスタ

イトは凝集が進行しているが、王水腐食で、僅かに結晶粒界が現れた。鍛打作業の中間～後半段階

の派生物である。

URl-7 粒状淳 供試材はURI-5と比較するとやや径の小さい傾向がある。

URI一7-1 最大長l.6mm 磁着強

① 肉眼観察： 粒状淳の破片で、ある。色調は黒灰色で、表面はやや光沢がある。

② マク口組織： 図版第265①に示す。中央は空洞化し、周縁部にもo.1～0.6凹程の気孔が認

められる。

③ 顕微鏡組織： 図版第265②～④に示す。白色粒状結品ヴスタイト （WUstite:FeO）が凝集し

て晶出する。

URIー7-2 直径1.lmm 磁着強

① 肉眼観察：色調は黒灰色で歪な球状を呈する。表面に小さな突起あり。また、細かな気孔

が僅かに認められる。

② マク口組織： 図版第265⑤に示す。0.01～0.2mm程の気孔が片寄り気味に点在する。

③ 顕微鏡組織： 図版第265⑥に示す。白色粒状結晶ヴスタイ ト（WUsti te : FeO）が凝集して晶

出する。

URl-7-3 直径l.lmm 磁着強

① 肉眼観察：色調は黒灰色でやや歪な球状を呈する。表面はやや光沢がある。

② マク口組織： 図版第265⑦に示す。0.2mm・0.4mm径の大きな気孔が中心部付近に存在し、

周縁部にも0.01～0.03凹程の気孔が認められる。周辺部はやや風化気味である。

③ 顕微鏡組織：図版第265③～⑩に示す。未発達の多角形結晶はマグネタイト（Magnetite: 

Fe304）であろう。

URI一7-4 直径o.7～0.9mm 磁着強

① 肉眼観察：色調は黒灰色で歪な球状を呈する。l個所大きな突起が存在する。表面やや光

沢が認められる。

② マク口組織： 図版第266①に示す。0.05～0.lmm径の気孔が周辺部にわずかにみられる。ま

た、 表層側は風化が顕著で、中心部に鉱物相が残存する。

③ 顕微鏡組織 ：図版第266②～④に示す。全体的には白色粒状結晶ヴスタイト（Wlisti te: 

FeO）が凝集気味に晶出する。一部表層の多角形結晶はマグネタイ ト（Magnetite: Fe304）である。

URIー7ー5 直径0.6mm 磁着強

① 肉眼観察：光沢の強い銀灰色で、きれいな球状を呈する。

② マク口組織： 図版第266⑤に示す。0.05～0.15皿程の気孔が散在する。
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③ 顕微鏡組織 ：図版第266⑥に示す。表層部は鍛造剥片と同様の3層の酸化膜層を呈している。

内部は白色粒状結晶ヴスタイト （Wlistite:FeO）が凝集して晶出する。

URIー7-6 直径0.5肌磁着強（計測時に破損）

① 肉眼観察： 光沢のある黒灰色で、きれいな球状を呈する。

② マク口組織： 図版第266⑦に示す。破損のため、 半円形の破片の調査となった。内部は大

きく空洞となっている。

③ 顕微鏡組織： 図版第266③に示す。多角形結晶はマグネタイト （Magnetite: Fe304）で最表

層部は鍛造剥片と同様微厚のヘマタイト （Hematite:Fe203）がわずかに認められる。

URI一7-7 直径0.4mm 磁着強

① 肉眼観察： 光沢のある黒灰色で、きれいな球状を呈する。

② マク口組織： 図版第266①に示す。大きなもので0.lmm程の気孔がやや密に認められる。

③ 顕微鏡組織： 図版第266⑮に示す。多角形結晶はマグネタイ ト（Magnetite: Fe304）で最表

層部は鍛造剥片と同様微厚のヘマタイト （Hematite: Fe203）が僅かに認められる。

URIー8 鍛造剥片

送付サンプル全体を見るとURI 6鍛造剥片より小型・薄手のものが多い。また、サンプル採取

時に磁石を多用して選別したのか、全体的に強い磁力を帯びていた。磁着の強いものに偏った選

択となっている可能性もある。

分析試料はサンプル中より表面荒れ肌の厚手のものから、平坦薄手のものまでを含むように 6

点を選別した。

URl-8-1 3. 5×1. 5×0.25mm 磁着強

① 肉眼観察： 色調は黒灰色。表面はやや凹凸をもち、わずかに光沢がある。裏面はわずか凹

凸をもち、光沢はない。表裏面とも錆の付着がみられる。

② マク口組織： 図版第267①に示す。風化のためか、割れが顕著である。

③ 顕微鏡組織： 図版第267②～④に示す。3層の酸化膜層が明瞭に確認された。内層ヴスタ

イトは結晶粒の痕跡がわずかにみられるものの非品質化が進んでいる。鍛打作業の後半段階の派

生物である。割れ目近傍にヘマタイトの発生がないため鍛冶作業時の割れではなく、 2次的なも

のであろう 。

URl-8ー2 2.0×2.0×0.2mm 磁着強

① 肉眼観察： 色調は黒灰色。表面はほぼ平坦で光沢はない。裏面はわずかに凹凸をもち無光

沢である。

② マク口組織： 図版第267⑤に示す。ほぼ一定の厚みの鍛造剥片である。風化のための空隙

が顕著で、ある。

③ 顕微鏡組織：図版第267⑥に示す。酸化膜相は外層の微厚なヘマタイト（Hematite: Fe203) 

は不明瞭であったが、中間層マグネタイト（Magnetite: Fe304）、内層ヴスタイト（Wlisti te : FeO) 
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が確認された。内層ヴスタイトは凝集するも結晶粒の痕跡が認められる。鍛打作業の中間段階の

派生物である。

URIー8-3 2. 5×2.0×0. 15mm 磁着強

① 肉眼観察 ：わず、かに管曲する鍛造剥片である。表裏面共に黒灰色でわずかに光沢がある。

② マク口組織 ：図版第267⑦に示す。わずかに凹凸を持ち気孔が点在する。

③ 顕微鏡組織： 図版第267③～⑩に示す。3層の酸化膜層が明瞭に確認された。内層ヴスタ

イトは非品質で鍛打作業の後半段階の派生物である。

URl-8-4 2. 0×2.0×0. 15mm 磁着強

① 肉眼観察 ：表面は強い光沢を持つ銀灰色で、やや凹凸がある。裏面は光沢のない黒灰色で、

やや凹凸がある。

② マク口組織： 図版第268①に示す。ほほ一定の厚みであるが、わずかに凹凸がある。

③ 顕微鏡組織： 図版第268②に示す。3層の酸化膜層が明瞭に確認された。内層ヴスタイト

は非品質で鍛打作業の後半段階の派生物である。

URl-8-5 2. 0×2.0×O. lmm 磁着強

① 肉眼観察： 表面は光沢のある青灰色でやや凹凸がある。裏面は光沢のない黒灰色でやや凹

凸がある。

② マク口組織： 図版第268③に示す。厚みに変動のある鍛造剥片である。鍛打の片打ちであ

ろうか。

③ 顕微鏡組織： 図版第268④～⑥に示す。3層の酸化膜層が明瞭に確認された。内層ヴスタ

イトは非品質で鍛打作業の後半段階の派生物である。玉水腐食の効果は認められない。風化の影

響であろう。

URl-8-6 l. 5×l. 5×0.05mm 磁着強

① 肉眼観察 ：表面は光沢の強い銀灰色で凹凸がある。裏面は光沢のない黒灰色で凹凸がある。

② マク口組織： 図版第268⑦に示す。厚みはほぼ一定であるが、管曲する。

③ 顕微鏡組織： 図版第268③～⑩に示す。3層の酸化膜層が明瞭に確認された。内層ヴスタ

イトは非品質で鍛打作業の後半段階の派生物である。

4. まとめ

くl> 8世紀代に比定されるA地点SHOlより出土した鋳造鉄釜片（URI l）は、全体に鋳巣

や割れが多く認められた。成分的には銅（Cu）分を多く含んでいることが特徴である。含銅磁鉄鉱

系を始発原料とする鉄素材から製作されたものと推定される。

鋳造器物の製作地は大きな問題であるが、列島内で鋳造遺構が一般的になるのは8世紀末で、こ

の時期の鋳造遺構は東日本の製鉄遺跡群の中に出現してく る。製鉄炉で銑鉄系の鉄塊系遺物があ

る程度確保可能となった時期と連動するものと考えられ、竪形炉と鋳造生産の関連性は以前より

指摘されると ころである。この前段階の鋳造生産に関してはよく分かつておらず、特に今回含銅
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磁鉄鉱系を始発原料とする鉄素材から製作されたとの結果を含め今後の検討課題といえる。

また同遺構から出土した椀形鍛冶淳（URI-2）は、鉄素材の繰り返し折り曲げ鍛接をおこなった際

の鍛錬鍛冶i宰に分類される。これもまた銅（Cu）分を多く含み、含銅磁鉄鉱を始発原料とする鉄素

材を鍛冶加工した際の派生物と推定される。

特に 8世紀代という列島内各地域で鉄生産が盛んに行われた時期のものであるため、含銅磁鉄

鉱系の鉄生産地の比定および当地域での鉄素材流通の問題解明のため、当地域での製鉄・鍛冶関

連遺物の分析資料の蓄積が望まれる。

10世紀代に比定される O地点の鍛冶工房群より出土した供試材のうち椀形鍛冶淳<2> 

鉄素材の繰り返し折り曲げ鍛接をおこなった際の鍛錬鍛冶淳に分類され(URI -3・4）はいずれも

る。鉱物相・成分系からURI-3より4がより後段階の派生物であることが明らかになった。

また、時期の異なる （URI-2）とは銅（Cu）の含有量に大きな違いみられた。ごく少数の分析試料

の結果で断言はできないが、当地においては異なる 2時期において鉄素材の供給のあり方が異な

っていた可能性が考えられる。

鍛造剥片は酸化膜の内層ヴスタイトが粒状を保つものから非品質まで認められ、鍛打作業の前

半から後半まで行われていたことが明らか

1
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肉眼観察の段階から送付サンプルはURI-6

の方がより大型・厚手のものが含まれる傾

Fe-0系平衡状態図第 l図向が認められたが、分析もこれと符合する

外層Fe203
中間層Fe30,

内層FeO

へマタイト
結果となった。複数の鍛冶炉群はある程度

マグネタイト
作業内容に違いを持っていた可能性が考え

粒状（先発）で＞ヴスタイ卜
非晶質（後発）／
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鍛造剥片3層分離型模式図第2図
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（注）

(1) 日刊工業新聞社『焼結鉱組織写真および識別法』 1968 当刊行物にはヴスタイトの硬度値は450～

500Hv、マグネタイト500～600Hv、ファ イヤライトカ｛600～700Hv、とある。

(2) 粒状浮は鍛冶作業において凹凸を持つ鉄素材が鍛冶炉の中で赤熱状態に加熱されて、突起部が溶け落

ちて酸化され、表面張力の関係から球状化したり、赤熱鉄塊に酸化防止を目的に塗布された粘土汁が

酸化膜と反応して、これが鍛打の折に飛散して球状化した微細な遺物である。

(3) 鍛造剥片とは鉄素材を大気中で加熱、鍛打したと き、 表面酸化膜が剥離、飛散したものを指す。俗に

鉄肌（金肌）やスケールと も呼ばれる。鍛冶工程の進行により、色調は黒褐色から青味を帯びた銀色

（光沢を発する）へと変化する。粒状淳の後続派生物で、 鍛打作業の実証と、鍛冶の段階を押える上で

重要な遺物となる。この鍛造剥片や粒状i宰は極めて微細な鍛冶派生物であ り、発掘調査中に土中から

肉眼で識別するのは難しい。通常は鍛冶E止の床面の土砂を水洗することによ り検出される。鍛冶工房

の調査に当っては、鍛冶炉を中心にメッシュを切って土砂を取り上げ、水洗選別、秤量により分布状
（注5)

態を把握できれば、工房内の作業空間配置の手がかりとなりうる重要な遺物である。鍛造剥片の酸化

膜相は、外層は微厚のへマタイト（Hematite: Fe203）、中間層マグネタイト （Magnetite: Fe304）、大

部分は内層ヴスタイト （Wlisti te : FeO）の3層から構成される。このうちのヘマタイト相は1450℃を越

えると存在しなく 、ヴスタ イト相は570℃以上で生成されるのはFe-0系平衡状態図から説明される。

鍛造剥片を王水（塩酸3：硝酸1）で腐食すると、外層ヘマタイト （Hematite: Fe203）は腐食しでも侵さ

れず、中間層マグネタイト （Magnetite: Fe304）は黄変する。内層のヴスタイト （Wlisti te : FeO）は黒変

する。鍛打作業前半段階では内層ヴスタイト（Wlistite:FeO）が粒状化を呈し、鍛打仕上げ時になると

非晶質化する。鍛打作業工程のどの段階が行われていたか推定する手がかりともなる。

(4) 大津正己「房総風土記の丘実験試料と発掘試料」『千葉県立房総風土記の丘 年報15.l（平成3年度）千

葉県房総風土記の丘 1992 

(5) 大淳正己 「奈良尾遺跡出土鍛冶関連遺物の金属学的調査jf奈良尾遺跡』 （今宿バイパス関連埋蔵文化

財調査報告書 第13集）福岡県教育委員会 1991 

(6) 森岡ら「鉄鋼腐食科学」『鉄鋼工学講座j11 朝倉書店 1975 
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日r:,

s 

；司災匂・
,< 

, 

時；／

（！！ J溢 。

Element 39 40 41 
NaZO 0. 046 0. 007 
MgO - - -

Al203 - - o. 026 
Si02 0. 002 0目 014 0. 020 
P205 I. 138 0. 002 0. 021 
s 15. 398 - 0. 159 
KZO - - 0.002 
Cao - - -
Ti02 0.165 0. 052 0. 030 
怖の - 0. 087 0. 021 
FeO 37. 541 134. 551 93. 569 
Zr02 - 0. 054 0. 045 
V203 0. 004 - 0. 015 
Cr203 0. 076 0. 039 0. 031 
N - - -
SrO 0. 066 - 0. 010 

Total 50. 594 134. 806 93. 909 

第3図 鉄釜（URI1）の特性X線｛象と定量分析値
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自然化学的方法による分析結果
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第2表竪穴式住居跡規模一覧表

地区名 遺構名 長辺 短辺 深さ 主軸 備考

N地点 S H05 4.6 2.0 0. 15 N62° E 

S Hl6 8.4 7.9 1. 0 円形住居跡

S Hl7 2.9 1. 3 0.2 N45° E 

S H28 *4.9 2.2 0.2 N63。E

S H31 7.4 1. 8 0.4 N46° E 

S HOl 5.0 2.9 0. 7 Nl7° E S H04と重複

S H04 4.1 1. 2 0.5 N35° E S HOlと重複

S HOS 3.6 2.1 0.5 N46° E S H09と重複

S H09 5.2 2.6 0.5 N28° E S HOSと重複

S Hl2 4.9 2.5 0.8 N72° E 

S Hl5 5.2 3.3 0.35 N47。E

S H22 7. 1 2.2 0.4 N50° E S Hl4と重複

A地点 S HOl 8. 7 5.3 0.9 N42。E

単位はm。

数値は最大検出値である。

第3表 テラス状遺構規模一覧表

地点名 遺構名 長さ 幅 深さ 主軸 備考

N地点 S HlO 13. 1 3.2 0.4 N42° E S Hllと重複

S Hll *8.3 2. 1 0.2 N42。E S HlOと重複

S H24 8. 1 1. 6 0.55 N62° E 

S Hl3 9.4 1. 3 0.3 N48° E 

S Hl4 *4. 7 2.3 0.3 N46° E S H22と重複

S Hl9 18.6 3.4 0.6 N49° E 

S H20 4.8 3. 1 0.5 N55° E S H23と重複

S H23 *4.0 2.3 0.2 N50° E S H20と重複

B地点 S HOl 6.2 1. 5 0.4 N 19° E 

S H02 11. 3 2.5 0.9 N50° E 

S H03 16.0 2.0 0.6 N59° E 

A地点 S H02 6.0 0.8 0. 15 N42。E

S H03 6.0 0.6 0. 15 N36° E S BOlと重複

S H04 5.2 1. 3 0.5 N23° E S H05と重複

S H05 4.2 1. 2 0.3 N20° E S H04と重複

S H06 2. 1 1. 2 0.3 Nl4° E 

S HOS *13.2 4.0 0.45 N22° E 

単位はm。

数値は最大検出値である。
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観 察 表

第4表 N地点出土縄文土器観察表

出土位置 胎土 色 E用
縄文 備考番号 分類 器種 部位 口径：

内面層位 地区名 砂磯 外面

包含層皿 LI a I 深鉢？ 体部 Q,S 明赤褐色 にぶい鐙色 LR 

2 包含層E L I a 2 深鉢ワ 体部 赤灰色 褐灰色 LR 

3 包含層皿 L I a 2 深鉢？ 体部 Q 褐灰色 にぶい赤褐色 LR 

4 包含層E L I a 2 深鉢ワ
体下半 B 

赤褐色 にぶい授色 LR 
（接） Q,S 

5 包含層E L I a 2 深鉢ワ 体部 B,Q 灰褐色 黒色 LR 

6 包含層凹 L I c 深鉢？ 口縁部 B 黒褐色 灰褐色

7 包含層皿 L II a I 深鉢ワ
体下半

B,Q 灰褐色
明灰褐色／

LR 
（接） 黒褐色

8 包含層皿 L II a I 深鉢ワ 体下半 B 鈍い櫨色 黒色 LR 

9 包含層m L II a I 深鉢？ 体部 Q 黒褐色 にぶい褐色 R Lワ

10 包含層皿 L II a I 深鉢ワ 体部 B,Q にぶい鐙色 にぶい鐙色 LR 

11 包含層皿 L II a I 深鉢？ 体下半 B,Q 黒色 黒褐色

12 包含層皿 L II a I 深鉢？ 体下半 B,Q 明褐灰色 黒褐色 LR 

13 包含層皿 L II a I 深鉢ワ
体下半

Q 黒褐色 灰褐色
LR (0段

（接） 3) 

14 包含層皿 L II a I 深鉢？ 体部 B,S にぶい赤褐色 黒褐色 LR 
外面に粘土塊付

着

15 包含層皿 L II a I 深鉢？ 体部 Q 明褐灰色 にぶい褐色 LR 

16 包含層田 L II a I 深鉢つ 体部 Q 黒色 灰褐色 LR 

17 包含層皿 L II a I 深鉢ワ 体部 Q 黒褐色 黒褐色
LR (0段
2つ）

18 包含層田 L II a I 深鉢？ 体部 Q にぶい赤褐色 にぶい糧色 LR 

19 包含層田 L II a I 深鉢？
体下半 Q にぶい糧色 灰褐色 LR 
（接）

20 包含層E L II a I 深鉢？ 体部 Q 灰褐色 にぶい黄櫨色 LR 

21 包含層田 L II a I 深鉢？ 体部 Q 赤褐色 黒色 R L? 

22 包含層m L II a I 深鉢？ 体部 B,Q 黒褐色 にぶい赤褐色

23 包含層田 L II a I 深鉢？ 体部 B,Q 里褐色 灰褐色 R? 

24 包含層田 L II a 2 深鉢？ 体下半 B 樫色 黒色 LR 

25 包含層E L II a 2 深鉢？
体下半

にぶい赤褐色 黒褐色
LR (0段

（接） 3) 

26 包含層E L II a 2 深鉢？ 体部 B,Q にぶい褐色 にぶい褐色 LR 

27 包含層皿 L II a 2 深鉢？ 体部 B,Q 里褐色 褐色 LR 

28 包含層E L II a 2 深鉢？
体下半

B,Q 黒褐色 明灰褐色 R L? 
（接）

29 包含層皿 L II a 2 深鉢？ 体下半 B にぶい赤褐色 灰褐色 LR 

30 包含層E L II a 2 深鉢？ 体部 Q 黒褐色 にぶい赤褐色 LR 

31 包含層皿 L II a 2 i菜鉢ワ 体下半 B 黒褐色 里色 LR 

32 包含層E L II a 2 深鉢？ 体部 Q 灰白色 にぶい糧色
LR (0段
3ワ）

33 包含層E L II a 2 深鉢？ 体部 Q にぶい褐色 灰褐色

34 包含層田 L II a 2 深鉢？ 体部 Q 黒色 灰褐色 RL 

35 包含層田 L II a 2 深鉢？ 体下半 B 褐色 にぶい赤褐色 RL 

36 包含層皿 L II a 2 深鉢？ 体部 B 暗赤褐色 赤褐色 Lつ

37 包含層凹 L II a 2 深鉢？ 体下半 Q 黒褐色 灰褐色 RL 

38 包含層皿 L II a 2 深鉢？ 体部 B 暗赤褐色 にぶい赤褐色 RL 

39 包含層E L II a 2 i菜鉢？ 体部 にぶい赤褐色 にぶい樫色 RL 

40 包含層皿 L II c 深鉢？ 体部 Q にぶい赤褐色 灰褐色

41 包含層E L II b 深鉢？ 体部
B, 

灰褐色 褐灰色
Q,S 
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42 包含層田 L II b 深鉢 体昔日 Q にぶい樫色 司君色
内面に炭化物付

着

43 iili'路跡SDOI h 6 i 6 Ml I菜鉢 口縁音II Q 黄櫨色／灰褐
経色 RL 

色

44 包含層 Hb MI 深鉢 胴部 B にぶい燈色 灰黄褐色 RL 

45 包合層 IIb Mil I菜鉢 口縁部 Q 褐灰色 淡極色 RL 

46 包含層 Eb Mil ィ家主本 頭部 Q 褐灰色 淡櫨色 RL 

47 流路跡SDOI i 6 i 7 Mill 深鉢 口縁部 Q 燈色 にぶい赤褐色

48 包含層 I h 10・110 M皿 ワ 体部 Q 赤褐色 灰褐色

49 i五路湖； SDOI I 6 Mil 深鉢 口縁部 Q,B 暗赤褐色 赤褐色 RL 

50 流路跡SDOI I 7 M皿 1架鉢 口縁部 37. 6 淡黄色 淡黄色 RL 

51 包含層 Ha MN 深鉢 体部 赤褐色 暗赤褐色 RL 

52 包含層 I h 11 MV I束鉢 口頚音II 26. 0 Q 黄褐色 褐灰色

53 包含層 Ha MV 深鉢 1岡部 Q 黄櫨色 褐灰色 R Lt.lll巻

54 包含屑Ha MV 深鉢 目阿部 Q 赤灰色 灰白色 R L縄巻

55 包含層 IIa MV 深鉢 口縁部 Q 灰褐色 淡黄色 R L縄巻

56 流路跡SDOI I 6 M= 深鉢 頚部 Q,B 黒褐色 暗赤褐色 L R撚糸

57 流路跡S001 h 6 i 6 M= ワ 体部 Q.B 明赤褐色 里褐色

58 iili'路跡SDOI h 6・i6 M= つ 体部 Q ｜暗赤褐色 l渚赤褐色 R L 

59 包含層 I h 10・l10 M= 深鉢 体部 Q l清赤褐色 明赤褐色 R L撚糸

60 流路跡SDOI g 5 M= 深鉢 口縁部 34.0 Q 褐灰色 灰褐色 L R撚糸

61 包含層Ea 底 I菜鉢 底部 9.3 Q 黄櫨色 灰褐色

62 包含層 I i 9 U I ワ 口縁部 Q 灰褐色 にぶい赤褐色

63 流路跡SDOI h 6 I 7 U I 深鉢 胴部 Q にぶい鐙色 黄褐色 LR 

64 包含層 I 111 U I 深鉢 体部 Q 灰褐色 褐灰色

65 包含層 I h 11 U I 深鉢 体部 Q 暗赤褐色 赤褐色

66 包含層 I h 10 U I 深鉢 胴部 Q 灰褐色 暗赤褐色 LR 

67 iili'路跡SDOI h 6 i 6 U I ワ 体部 Q 黄櫨色 灰褐色

68 包含層 I glO U I つ 体部 Q 赤褐色 黒褐色

69 包含層 I i 10 U I i栄鉢 頚胴部 Q 明赤褐色 褐色

70 包含層 I g 10 U I I菜鉢 胴部 Q 後色 j先燈色

71 包含層 I i 10 U II a 深鉢 口縁部 Q 暗赤褐色 赤褐色 LR 

72 包含層 I i 10 U II a ヲ 口縁部 Q にぶい赤褐色 赤褐色 LR 

73 包含層 I glO U II a 深鉢 口t量音II Q 灰褐色 灰褐色 LR 

74 包含層 I h II U II a つ 口縁部 Q 明赤褐色 にぶい褐色

75 包含層 I i 10 U II a 深鉢？ 口縁部 Q にぶい赤褐色 赤褐色 LR 

76 流路跡S001 I 6・I 7 U II a 。 口縁部 Q 赤褐色 灰褐色

77 包含層 I g 10 U II a ワ 口縁部 Q にぶい赤褐色 明赤褐色 RL 

78 包含層 I h 10 U II a 浅鉢？ 口縁部 Q 灰褐色 灰褐色 RL 

79 包含層 I h 9 U II a ワ 口縁部 Q 暗赤褐色 樫色 RL 

80 包含層 I g ll U II c ワ 口縁部 暗赤褐色 にぶい赤褐色 L Rワ

81 包含層 I h II U II c ワ 口縁部 Q 暗赤褐色 黒褐色 LR 

82 流路跡SDOI h 6・i7 U II c つ 口縁部 Q 明赤褐色 程色

83 包含層 I h 10 U II b 深鉢つ 口縁部 Q 赤褐色
黒褐色／ LR 
黄褐色

84 流路跡 SDOI h 6 i 6 U II b ワ 口縁部 Q,B 褐色 黒褐色 LR 

85 包含層 I h II U II b 深鉢 口縁部 Q にぶい糧色 にぶい赤褐色

86 包含層 I h 10 U II b 深鉢 口縁ー胴部 Q 赤褐色 黒褐色 RL 

87 包含層 I h 8・h9 U II b 深鉢？ 口縁部 Q 明赤褐色 黒褐色 LR 
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88 包含層 I g 10 U II b 深鉢 口縁部 Q 赤褐色 黒褐色 RL 

89 包含層 I i 10 U II b 浅鉢？ 口縁部 Q 黒褐色 にぶい黄櫨色 LR (3つ）

90 包含層 I glO U II b 深鉢 口縁部 Q 樫色 にぶい鐙色 RL 

91 包含層 I h 10 U II b 浅鉢？ 口縁部 Q 暗赤褐色 暗赤褐色 LR (3つ）

92 包含層 I h 10 UII a ワ 体部 Q.B 暗赤褐色 暗赤褐色 LR 

93 包含層 I g 10 UII b ワ 口縁部 Q.B 明赤褐色 黒褐色 LR 

94 包含層 I h 10 U II a 深鉢 胴部 Q 黒褐色 黒褐色 LR (3) 

95 包含層 I g 10 UII a ワ 胴音II Q 樫色 灰白色 RL 

96 包含層 I h 11 U II a L R9 

97 包含層 I h 10 UII a ワ 体音II Q にぶい赤褐色 黒褐色 LR 

98 包含層 I h 10 U II a 深鉢？ 頚部？ Q にぶい赤褐色 黒褐色 LR 

99 包含層 I g 10 U II b 深鉢？ 体部 Q 赤褐色 にぶい赤褐色 LR? 

100 包含層 I i 10 U II b つ 体部 Q 時赤褐色 灰褐色 LR 

101 包含層 I glO UII b ヮ 体部 Q 黒褐色 明赤褐色 RL 

102 包含層 I h 10 U II b ワ 体音II Q 褐色 暗褐色 LR 

103 包含層 I h 9 UII b ワ 体部 Q 暗赤色 黒褐色

104 包含層 I g 10 U II b 深鉢 胴部 Q にぶい赤褐色 里褐色 RL 

105 包含層 I h 10 u [] b ワ 体部 Q にぶい燈色 褐色 LR 

106 包含層 I g 10 UII b つ 体音II Q 赤褐色 褐灰色 RL 

107 包含層 I h 10 U II b 深鉢 胴部 Q 黒褐色 暗赤褐色 LR 

108 流路跡SDOI i 6・I 7 U II c 深鉢ワ 口縁部。 Q 黒褐色 暗赤褐色

109 包含層 I glO u [] b 深鉢 胴部 Q 明赤褐色 灰褐色 RL 

llO 包含層 I h 10 U II b 深鉢 体部 Q 褐色 褐色 LR 

111 包含層 I h 10 UII b ヮ 体部 Q 黄褐色 にぶい黄褐色 LR 

112 包含層 I h 10 U II c 深鉢？ 体部 Q 暗赤褐色 黒褐色

113 包含層 I g 10 U II c 深鉢 胴音II Q 明赤褐色 里褐色

ll4 流路跡SDOI j 7 U II c ? 体部 Q にぶい赤褐色 にぶい褐色

115 包含層 I h 10 U II C ワ 体音II Q にぶい褐色 にぶい褐色

116 包含層 I h 11 U II c 深鉢 頚部 Q 明赤褐色 灰褐色

ll7 包含層 I glO um 鉢？ 口縁部 Q 赤褐色 明黄褐色

118 包含層 I h 9 um ワ 体部 Q 明赤褐色 黒褐色

119 包含層 I h 8 . h 9 um ワ 体部 Q 赤褐色 里褐色

120 包含層 I h 10 UN  深鉢 口縁部 Q i主黄糧色 浅黄櫨色

121 包含層 I h 12. i 12 UN  深鉢？ 口縁部 Q 澄色 にぶい褐色

122 包含層 I h 10 UN  ワ 体部 灰褐色 明灰褐色

123 包含層 I h 8・h9 UN 深鉢？ 頚部？ Q 褐灰色 明褐灰色

124 包含層 I h 10 UVb 深鉢 口縁部 Q にぶい燈色 にぶい糧色

125 包含層 I h 10 UVb 深鉢 口縁部 Q にぶい櫨色 にぶい糧色

126 包含層 I g 10 UVb 深鉢？ 体部 Q 赤褐色 赤褐色

127 包含層 I h 10 UVb 深鉢 体部 Q にぶい燈色 にぶい樫色

128 包含層 I h 10 UVb i菜鉢 体下半 Q にぶい澄色 にぶい櫨色

129 包含層 I h 10 UVb 深鉢 体下半 Q にぶい糧色 にぶい燈色

130 包含層 I gll UVb 深鉢 体下半 Q 赤灰色 にぶい黄褐色

131 包含層 I h 10 UVc ワ 口縁部 Q にぶい赤褐色 にぶい赤褐色

132 包含層 I glO UVc ワ 頭部つ Q 明赤褐色 明赤褐色

133 包含層 I i 10・111 UVb 深鉢 体下半 Q 明赤褐色 にぶい赤褐色

134 流路跡SDOI h 6 . i 6 UV a 深鉢 体下半 Q にぶい褐色 褐色 RL 

135 包含層 I g 10 UVd 深鉢？ 口縁部 Q にぶい樫色 灰白色
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136 包含層 I h 11 UVd つ 体部 Q 燈色 糧色

137 包含層 I hlO U Vd I呆鉢 1同部 Q l情褐色 褐色

138 包含層 I g IO 底 深鉢 底部 底9.7 Q 灰白色 にぶい黄糧色

139 包含層 I h 11 底 深鉢 底部 底9.2 Q 櫨色 にぶい糧色 R L? 

140 包含層 I i 11 底 ワ 底部 底7.5 Q にぶい赤褐色 にぶい褐色

141 石囲い炉跡 UN i菜鉢ワ 口縁部 i主黄桜色 i主黄澄色

142 石囲い炉跡 1忌 底部 底8.2 桜色 褐色

音IS位欄の（接）は、接合音ISのあることを示す

胎土混和材記号は、Q.石英、 B：雲母、 s.繊維であって、その他は省略した

第5表 N地点出土弥生土器観察表

番 出土
法量 r尭

器種 技法上の特徴 胎土 色調 備考
号 地区 口径器高 成

1 琵A 5 g 9. 8 *6 7 擬凹線文なし、外国ナデ、 内面ケスリ l～5凹の石 ・長 。赤 ・チャート 良 灰褐色

2 蓋A 11.1 傘10.3 外面ハケ、内面ケスリ l～3皿の石長雲 艮 渇色

3 萱A 5 g 11 *11. 9 
｛疑凹線文4条、外商ミ ガキ、内面ミガ

l～3岨の石 長 ・チャート 良 褐色
キケスリ

4 査A 5 g 12. 8 事13.3 擬凹線文なし、外国ハケ、 内面ケス I～5凹の石長子ャト 良 経褐色
リ、ハケ

口縁部に文様あ

5 壷D 6 h 16 *2. 5 擬凹線文なし、外面不明、内面ナデ l～2皿の石 ・長 ・雲 良 黄褐色 り、積色塗布がー
部残存

6 査E 11. 9 *5. 7 外面ハケ、内面ケズリ l～2阻の石長 チャート 良 i亮褐色

7 査C 5 g 10. 3 事5.7 外面 ミガキ、内面ケズリ l～2皿の石 ・長 ・チャート ・赤 良 樫褐色
内外面に糧色塗布
が残存

8 宣言C 5 g 12. 0 事8.5 擬凹線文3条、外面ミガキ、 内面ミガ lmm程度の石 ・長 ・チャート、精製
良 灰褐色

キ な胎土

9 査C 12. 2 *12.0 擬凹線文2条、外面不明、内面不明 l～5聞の石長 チャト 良 桜褐色
外面にJ償色塗布残

存

IO 壷B1 14. 7 *7. 1 外面ハケ後ミガキ、 内面ケズリ ーハケ 1～3凹の石長 赤 良 褐色

11 査B1 5 g 11. 4 *6 9 
擬凹線文なし、外国ハケ、内面ケス l～ 5mmの石長 輝を多く含

良 樫褐色
＇） ・ハケ む

12 査B1 13. 2 本11.9 外国ミガキ、内面ケズリ l～3皿の石長 良 糧褐色

13 査B2 5 g 13. 2 *5. 3 擬凹線文4条、外面不明、内面不明 l～9皿の石 ・長 チャート 良 淡褐色
円形の張り付け浮

文あり

14 査B2 19. 0 事9.6 擬凹線文7条、外面ミガキ、内面ミガ
l阻程度の石・長 チャート 赤 良 鐙褐色

ドーナツ状の張り
キ 付けr字文あり

15 査B1 6 g 18. 2 *6 0 擬凹線文6条、外面ナデ、内面ナデ
l～3皿の石 ・長雲を多く含

良 黄褐色
む

16 査B1 6 h 12. 3 事 6.0 擬凹線文なし、外商ナデ、内面ナデ
I～3凹の石・長 ・チャートを多く

良 淡褐色
含む

17 表B1 6 h 14. 8 事9.6 擬凹線文なし、外面ハケ、内面ハケ l～6凹の石・長 ・チャート 良 黄褐色
樟色塗布が部分的
に残存

18 壷B1 6 h 15. 0 *9. 3 擬凹線文3条、外面ハケ、内面ハケ 1～ 4 mmの石長 ・赤 良 樫褐色

19 資B1 11. 8 本5.4 擬凹線文3条、外面ハケ・ミガキ、内
l凹程度の石 長 ・チャート 良 褐色

面ケズリ

20 査B1 5 g 14. 8 *3. 8 擬凹線文3条、外面ナデ、内面ナデ l～4凹の石・長 ・赤 良 賞褐色 文株あり

21 歪B1 5 g 14. 2 事4.7 擬凹線文なし、外面ナデ、内面ケズリ I～3凹の石・長 ・チャート 良
淡賞褐
色

22 資B1 7 i 13. 0 本7.4 擬凹線文なし、外商ハケ、内面ケズ リ l凹程度の石 長 チャート 良 褐色

23 査B1 12. 0 本21.0 擬凹線文3条、外面ミガキ、内面ナデ l～3皿の石長 良 燈褐色
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l～2凹の石長赤を多く含
燈色塗布が部分的

24 壷B1 5 g 15. 2 ’20. 6 擬凹線文4条、外面ハケ、内面ケズリ
む

良 i主褐色 付に残着存、外面に煤

25 査D 21. 8 ‘6. 6 擬凹線文5条、外面ハケ、内面ケズリ
I～2皿の石長 ー赤を多〈含

良
淡黄褐

む 色

26 登D 6 g 25. 0 *8. 0 
擬凹線文4条、外面ミガキ、内面ケス

I～5皿の石 長 ーチャート・赤 良
明樟褐 樫色の塗布が部分
色 的に残る

27 査D 5 g 15. 2 23. 4 
擬凹線文なし、外面ハケ ミガキ、内

I～3皿の石ー長 ー赤 良 黄褐色
面ケズリ

28 受A1 6 l 20. 2 *3. 5 擬凹線文3条、外面不明、内面不明 l～ 2 mmの石 ・長 良
1炎樫褐
色

29 望M l 5 g 15. 4 *4. 4 
擬凹線文2条、外面板ナデ、内面ケス

l～3mmの石・長・赤 良
暗黄褐

外面に煤が付着
色

30 斐A1 6 h 15. 4 *2. 9 擬凹線文3条、外面ハケ、内面不明、 l皿程度の石長 ・雲 良 褐色

31 斐A2 5 g 16 ホ5.6 擬凹線文なし、外国ハケ、内面ケスリ 2凹程度の石長 ー赤 良 褐色

32 護A2 4 f 19. 2 *12. 5 
擬凹線文なし、外面ハケ、内面ケズ

l～ 3 mmの石 ・長 ・赤 良 褐色 外面に煤が付着
リ－ナデ

33 斐A1 6 h 17 *2. 4 擬凹線文4条、外面不明、内面不明、 1～2皿の石長 ・hト 良
i炎黄褐

外面に煤が付着
色

34 ~Al 6 h 15 *11. 0 擬凹線文3条、外面ハケ、内面ケズリ l～ 3 mmの石 ・長・赤 良 程褐色

35 ~Al 6 h 16 *4. 6 擬凹線文4条、外面不明、内面ケズリ l～3 mmの輝を多く含む 良 燈褐色
櫨色の塗布が部分
的に残る

36 宝EA2 4 f 19. 2 ホ12.0
擬凹線文なし、外面細かいハケ、内面

l～3皿の石長 ー赤 良 灰白色 外商に煤が付着
ケスリ

37 受A2 5 g 15. 4 *4. 3 擬凹線文なし、外面ナデ、内面ケズリ l～3凹の石 長 ・fャト 良 暗褐色

38 斐A1 5 g 16 20. 0 擬凹線文4条、外面ハケ、内面ケズリ l～2 mmの長・チャート・赤 良 灰褐色 外商に煤が付着

39 斐A1 6 h 20. 4 *3. 3 擬凹線文なし、外面不明、内面ケズリ l～ 3 mmの石 ・長・チャート 良 黄褐色

40 ~A2 17. 4 牟7.1 擬凹線文なし、外面粗いハケ、内面ケ 1～5凹の石長輝を多く含
良 暗灰色

スリ む

41 事M2 4 f 17. 0 キ7.9 擬凹線文なし、外面ハケ、内面ナデ後
1皿程度の石長 良 淡褐色 外面に煤が付着

ハケ

42 斐A1 5 g 16 *5. 8 擬回線文6条、外面ハケ、内面ケズリ 1～2凹のチャート・赤を多く含む 良 褐色 外面に煤が付着

43 斐A2 4 f 17 ホ17.l 擬凹線文なし、外面ハケ、内面粗いケ
I～2阻の 石 長 ・ 赤 良

i主灰褐
外面に煤が付着

スリ 色

44 斐A1 6 h 17. 8 ・5.5 擬凹線文2条、外面ハケ、内面ケズリ 1皿程度の石長チャート 良 褐色

45 受A1 5 g 15. 8 *9. 5 
擬凹線文3条、外面粗いハケ、内面ケ

1～4mmの石 ・長・チャート 良 褐色
ズリ

46 斐A1 6 g 16 事4.6 擬凹線文4条、外面ナデ、内面ハケ I～2凹の石長赤 良
淡黄褐 樫色の塗布が部分
色 的に残る

47 斐A1 5 g 20 *3. 6 擬凹線文3条、外商ナデ、内面ケズ ＇） l～ 3 mmの石 ・長・チャート 良 褐色

48 受A1 5 g 15. 0 事9.3 擬凹線文4条、外面ハケ、内面ケズリ 1～3皿の石長を多く含む 良 黄褐色

49 斐A1 6 h 14. 8 本5.0 擬凹線文3条、外面ハケ、内面ケズリ l～2阻の輝・ 石・長 良 赤褐色

50 受A1 5 g 17. 2 *6.4 擬凹線文5条、外面ハケ、内面ケズリ l～4皿の石 長 良 淡褐色

51 受A1 5 g 17 *5. 4 擬凹線文5条、外面ハケ、内面ケズリ l～5阻の石長雲 良 褐色 外面に煤が付着

52 受A1 4 f 18. 8 *8. 1 擬凹線文3条、外面ハケ、内面ケズリ I～ 2 mmの石長を多く含む 良 褐色 外面に煤が付着

53 斐A1 4 f 17 *7. 2 擬凹線文4条、外面ハケ、内面ナデ I～2凹のチャート・ 赤 良 黄褐色 外面に煤が付着

54 斐A1 5 g 17 *11. 0 擬凹線文なし、外面ハケ、内面ケズリ l～ 2 mmの石 ・長・チャート 良 黄褐色

55 受A1 6 h 19. 0 *9.1 擬凹線文4条、外面ハケ、内面ケズリ I～3凹の石・長の含む 良 樫褐色

56 斐A1 6 h 22. 0 *3. 2 擬凹線文3条、外面不明、内面ケズリ 1～2皿の石 長 良 淡褐色

57 斐A1 5 g 20. 0 ホ10.4 擬凹線文4条、外面ハケ、内面ケズリ 1～3皿の石 長・チャート 良 褐色 外国に煤が付着

58 斐A1 19. 8 嚇13.0 擬凹線文5条、外面ハケ、 内面ケズリ l～6mmの石長 ・fャト赤 良 黄褐色
外面に煤が付着列
点文あり

59 受A1 6 g 21. 2 *9. 5 擬凹線文2条、外面ハケ、内面ケズリ 1～3皿の石 ・長 ・チャート・赤 良 黄褐色

60 斐A1 7 l 21. 4 ホ3.6 擬凹線文6条、外面不明、内面不明 l mm程度の石・長 良 黄褐色

61 斐A1 5 g 16 *3. 1 擬凹線文5条、外面不明、内面ケズリ 1 mm程度の石・長 良 淡褐色 外面に煤が付着

62 斐A1 5 g 18. 0 事5.25 擬凹線文4条、外面ハケ、内面ケズリ I～2皿の石・ 長 ・チャート・赤 良 淡褐色 外面に煤が付着
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63 苦~A 1 4 f ！？ 事10.2 擬凹線文5条、外面ハケ、内面ケズリ l～ 3皿の石長 t主 灰渇色 外国に煤が付着

64 '}[..A 1 5 g 18.5 ホ5.9 擬凹線文5条、外而ハケ、内面ケズリ l～ 2凹の石・長 ・赤 艮 ;'it褐色 外l頗に煤が付着

l～ 3mmの石 長 チャートを多く
肩音II外面にハケ原

65 受A1 5 g 16 ホ4.I f疑凹線文な し、外面ハケ、内面ケスリ
合む

良 淡褐色 体による列点文あ
り

66 斐A1 5 g 16 *7. 5 擬凹線文3条、外商ハケ、内面ケズリ 1阻程度の石長 艮 淡褐色 外面に煤が付着

67 ~Al 5 g 22 *8. 7 擬回線文3条、外面ハケ、内面ケスリ l～ 3凹の石長 ftート赤 良 褐色
外国に煤が付着列

点文あ り

68 護A1 4 f 17. 9 *10.3 擬凹線文6条、外面ハケ、｜人Jilliケズリ 2～ 5阻の石 ー長 良 燈褐色 外国に煤が付着

外国に煤が付着肩
69 受A1 5 g 14. 3 本13.4 擬凹線文2条、外面ハケ、 内閣ケスリ 2～ 5mmの長 ・赤 良 黄褐色 部にハケ原体によ

る列点あり

l～ 3醐の石 ・長・チャートを多く
肩部外而にハケ原

70 斐A1 5 g 20. 0 ホ18.2 擬凹線文3条、外面ハケ、内面ケズリ
含む

艮 経褐色 体によ る事I］点文あ

り

71 ~Al 5 g 14 ホ4.6 ｛疑凹線；文3条、外面不明、 ！大l面ケズリ l【皿程度の石長 良
淡賞褐

色

72 ~Al 6 h 13. 4 本5.I 擬凹線文2条、外面不明、内面ケズリ l～ 2皿の石・長・赤 良 黄褐色

73 斐A1 16 *6 9 擬凹線文3条、外面ハケ、内面ケスリ l～ 3皿の長・チャート 良
l培黄褐

外商に煤が付着
色

74 受A l 5 g 14. 4 市 6.2 j疑凹線文3条、外商ハケ、内面ケスリ 1 凹程度の石長 良 赤褐色

J疑凹線文な し、外面タタキ、内面ケズ
外商に煤が付着、

75 斐A 1 4 f 13. 5 ホ1I. 6 1 mm程度の石 ・長 良 褐色 燈色の塗布が部分
的に見られる

76 斐A1 5 g 16 ホ6 9 擬凹線文5条、外面ハケ、内面ケスリ l～2皿の石・長 良 褐色
外面に煤が付着、
内面にコゲの痕

77 斐A1 5 g 14. 8 12. 8 
擬凹線文5条、外商ハケ、内面ケズ

l～ 3凹の石。長・チャート 良 明褐色
リ、底部外面ケスリ

78 受Al 5 g 16 ‘7. 2 J疑凹線文5条、外商ハケ、内面ケズ ＇） l～ 4皿の石 ・長 良 褐色 外面に煤が付着

79 ~Al 5 g 14. 7 13. 1 擬凹線文3条、外面ハケ、内面ケズリ l～3凹の石 ・長 千ャート 良 鐙褐色
底部外面から焼成
前に穿孔

80 受A l 14. 2 *6 3 擬凹線文4条、外面ハケ、内面ケズリ l～ 2皿の長・赤 良 黄褐色 外面に煤が付着

81 受A l 5 g 14. 8 本 6.0 擬凹線文4条、外面ハケ、 内面ケズリ I～4皿の石 ・長 良 褐色 外面に煤が付着

82 主主A1 5 g 17. 4 ホ6.3 ｛疑凹線文5条、外商ハケ、内閣ケズリ l～ 3mmの石・長 良 灰白色 外面に煤が付着

外面に煤が付着糧
乱1 受A1 4 f 17. 1 *10. 3 擬凹線文4条、外面ハケ、内面ケズリ l～4皿の石ー長 良 黄濁色 色の塗布が部分的

に残る

84 斐A1 5 g 15. 3 *8. 0 擬凹線文4条、外面ハケ、内面ケズリ l～ 4凹の石 ・長 良 黄褐色

85 受A1 5 g 17 宇10.0 擬凹線文4条、外面不明、内面ケズリ l～ 3凹の石 ・長ー赤 良 褐色 外面に煤が付着

86 受A1 5 g 18. 4 ’7. 0 擬凹線文 1：条、外商ハケ、内面ケズリ i～ 2皿の長赤 艮 賞褐色
外面に煤が付着、
内面にコゲの跡

87 受A1 
5 g・

17. 5 20. 0 擬凹線文3条、外面ハケ、内面ケスリ I～3凹の石長 良 樫褐色
外国に煤が付着列

6 h 点文あり

88 斐A1 5 g 16 *4. 0 擬凹線文6条、外面ハケ、内面ケスリ I～4凹の石・長・チャート 良 糧褐色

89 斐A1 5 g 16 *3.9 擬凹線文5条、外面不明、がl商ケズリ l～ 3凹の石 ・長赤 良 明褐色 外面に煤が付着

90 受A 1 
4 f 

18.0 *4. 6 擬凹線文7条、外面ハケ、内面ケズ ＇） l～ 2皿の石長雲 良 褐色 外面に煤が付着5 g 

91 受A1 
4 f 

16 *6 8 擬凹線文4条、外面ハケ、内面ケズリ l～3凹の石・長 良 極褐色 外面に煤が付着5 g 

92 斐A1 5 g 18. 5 ・6.9 擬凹線文3条、外面ハケ、内面ケズリ l～ 4皿の石 ・長 良
淡黄褐

外商に煤が付着
色

93 受A 1 6 h 12. 8 ホ7.8 擬凹線文5条、外国不明、 内面ハケ l～4凹の石 ・長・チャート 良 赤褐色

擬凹線文5条、外面ミガキ、内面ケズ
外面に煤が付着部

94 斐A1 4 f 12 16 
リ後ミガキ

l～ 5皿の石・長 良 灰褐色 分的に燈色塗布が
残る
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観 察 表

95 整A1 4 f 17 *4. 7 擬凹線文10条、外面不明、内面ケスリ l～2皿の石・長・雲 良褐色 外面に煤が付着

96 受A1 4 f 15. 8 事14.0
擬凹線文12条、外面ハケ後ミガキ、内

l～3皿の石長 ー雲 良褐色
面ケズリ

97 受A1 5 g 22. 4 本7.1 擬回線文 5条、外国ミガキ、内面ケズ
1 E皿以下の石・長・雲 良

淡黄褐
外商に煤が付着

色

98 受A1 4 f 17. 4 宇I6 7 擬凹線文4条、外面ハケ、内面ケズリ l～3阻の石・長・雲 良 褐色 外商に煤が付着

99 受A2 15. 8 本8.7 擬凹線文なし、外面不明、内面ケズリ I～2皿の石 ー長 良 褐色 外国に煤が付着

100 斐A2 4 f l 7. 5 *6 I 擬凹線文2条、外面不明、内面不明 l～3凹の石・長・チャート 良 黄褐色

IOI 斐A2 5 g 17. 8 本10.0
擬凹線文なし、外面タタキ後ハケ、内

1～3皿の石 ー長 ・fャト 良 褐色
面ケズリ

102 ~A2 5 g 17. 7 *9. 2 擬凹線文なし、外面不明、内面ケスリ 1～ 3 mmの石 ・長・チャート 良黄褐色

103 斐A2 4 f 15. 4 *13. l 擬凹線文なし、外面ハケ、内面ハケ 1～2阻の石・長・チャート 良 褐色 外面に煤が付着

104 受A2 5 g 18. 0 *11. 8 擬凹線文なし、外面ハケ、内面ケスリ 1～2凹の石 ー長 ー赤 良 褐色

105 受A2 18. 0 ホ11. 4 擬凹線文なし、外面ハケ、内面ケスリ l～2凹の石・長・チャート 艮 燈褐色

106 主主A2 7 l 18. 2 *8. 7 擬凹線文なし、外面ハケ、内面ケスリ l皿程度の石・長 良 j炎渇色 外面に煤が付着

107 斐A2 5 g 15. 4 *7. 3 擬凹線文なし、外面ハケ、内面ケズリ
1～2阻の石・長・雲を多く含

良 褐色 外面に煤が付着
む

108 斐A2 17. 4 本8.9 擬凹線文なし、外面ハケ、内面ケスリ 1～2阻の石・長・ 雲 良 褐色 外商に煤が付着

109 受A2 17. 0 *5. 8 擬凹線文なし、外面ハケ、内面ケスリ l～2凹の石 ー長 ー雲 良 糧褐色 外面に煤が付着

110 受A2 5 g 19. 0 ・5.9 擬凹線文なし、外面不明、内面ケスリ l～4皿の輝を多く 含む 良 暗褐色 外面に煤が付着

lll 受A2 5 g 18. 5 *6 I 擬凹線文なし、外面ハケ、内面ケズリ
1～5皿の石 ー長 ・fャトを多く

良 極褐色 外商に煤が付着
含む

112 受A2 5 g 18. 4 *6.8 擬凹線文なし、外面ハケ、内面ケズリ
1～3四の石・長・チャートを多く

良 黄褐色
含む

113 斐A2 5 g 18 ・4.7 擬凹線文なし、外面ハケ、内面ケスリ
l～ 3 mmの石・長・チャートを多く

良 黄褐色 外面に煤が付着
含む

115 受A2 20 ホ6 I 擬凹線文なし、外面ハケ、内面ケズリ 1 m程度の石・長 良 黄褐色 外面に煤が付着

116 斐A2 14. 2 *7. 5 擬凹線文なし、外面ハケ、内面ケズリ I～4凹のチャートを多く含む 良 褐色 外面に煤が付着

117 斐A2 6 h 14. 8 ホ17.5 擬凹線文なし、外面ハケ、内面ケズリ l～4皿石長赤 良 糧褐色

118 斐A2 5 g 17 *13. 7 擬凹線文なし、外面ハケ、内面ケズ ＇） 1～3皿の石・ 長 ・チャート 良 褐色 外面に煤が付着

119 斐A2
4 f 

18. 5 *8. 1 擬凹線文なし、外面ハケ、内面ケズリ l～2皿の石 ・長 良 褐色 外面に煤が付着
5 g 

120 ~A2 7 i 18. 2 *8. 1 
擬凹線文なし、外面タタキ、内面ケズ l～5皿の石 ・長 ・チャート 良

淡黄褐
色

121 受A2 16 26 擬凹線文なし、外面ハケ、内面ケズリ l～3阻の石・長・雲 良
淡櫨褐
色

122 受A1 5 g 16 事4.6 擬凹線文2条、外面不明、内面ケズリ 1 mm程度の石 ・長 良 褐色 外面に煤が付着

123 受A2 5 g 18. 0 傘3.6 擬凹線文なし、外面不明、内面不明、 l～ 3mmの石・長を多く含む 良 褐色

124 斐A2 5 g 17. 4 事7.3 擬凹線文なし、外面ハケ、内面ケズリ l～5凹の石・長 ・チャート 良 褐色

肩部に 2条の沈線

125 斐A1 5 g 19. 0 事8.1 擬凹線文2条、外面ハケ、内面ケズリ 1～ 2 mmの石－長・チャート 良 褐色 文、外面に煤が付
着

126 ~A l 5 g 17. 0 *9. 2 
擬凹線文2条、外面ハケ、内面ハケ後 l凹程度の石・長 チャート 良 褐色 外面に煤が付着
ケズリ

127 受A1 5 g 20. 9 本4.0 擬凹線文6条、外面ハケ、内面ケズリ l～2皿程度の石・長・チャート 良
淡黄褐

外面に煤が付着
色

128 斐A1 5 g 15. 4 *4. 3 
擬凹線文5条、外商ミガキ？、内面ケ l皿程度の石・長・赤 良 糧褐色
ズリ

129 斐A2 5 g 16 刊.6 擬凹線文なし、外面ミガキワ内面ナデ l皿程度の石長 ・雲 良 黄褐色

130 受A1 5 g 12.4 *5. 6 擬凹線文なし、外面ハケ、内面ケズリ l～3皿の石・長・赤 良 褐色
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i長黄褐
肩部に櫛状工具に

131 望~A 2 7 j 15. 8 市5.5 擬凹線文2条、外面ハケ、内面ナデ l～2醐の石・長チャトオ、 良 よる施文、 ylj点文
色

が見られる

132 梨AI 5 g 22. 3 事13.8 擬凹線文4条、外面ハケ、内面ケズリ I～4凹の石 ー長赤 良
I炎黄褐

外面に煤が付着
色

133 翌EB 15. 8 ホ67 外面ハケ、｜人Jj函ケズリ l～ 2阻の石ー長赤 良 褐色 外I伺に煤が付着

134 斐B 5 g 25 事8.6 外面ハケ、内面ケズリ l～4聞の石・長・チャト赤 良 褐色 外面に煤が付着

135 受B 4 f 12. 8 *15. 2 外商ハケ、｜人l爾ケズリ l～4阻の石 ー長 チャート・赤 良 淡掲色 外面に煤が付着

136 吉里B 5 g 14. 2 *13. 7 外面ハケ、内面ケズリ l～ 5皿の石長を多く含む 良 褐色
外面に煤が付着、
内面にコゲの痕

137 斐B "g 14. 2 事16 I 外面ハケ、内面ケスリ後ハケ l～3皿の石長 良 黄褐色

138 受B 5 g 13. 4 ホ6.9 外面不明、内面不明 l～ 2凹の石・長 良 淡褐色

139 受B 5 g 15. 2 ホ65 外国タタキ、！大j面ケズリ Ir皿程度の石 ・長チャト 良 褐色

140 翌EB 5 g 17. 2 ・3.9 外商ハケ、内面ケスリ l～ 2凹の輝 チャート 赤 良 黄褐色 外面に煤が付着

141 斐B 17. 7 *4. 2 外面ハケ、内面ケスリ l皿程度の輝・長チャト 艮 賞燭色

142 斐B 5 g 18 本8.0 外面ハケ、内面ケスリ l～ 2皿程度の石 長 ・チャート 良 黄褐色

143 斐B 5 g 16 *7. 1 外商ハケ、内蘭ケズリ l～7皿の石ー長 良 褐色

144 整B 6 h 18.0 本lI. 8 外商ハケ、内l蔚ハケ l～ 2 mmの石長チャート赤 良 黄褐色 外面に煤が付着

145 受B 25. 4 本13.0 外面ハケ、内商ナデ l～ 5mmの石・長 良 樫褐色

146 受AI 
4 f . 

9. 5 *3. 4 
擬凹線文2条、外面ミガキ、内面ケス

l皿程度の石長雲チャート 艮
灰黄褐

外面に煤が付着
5 g 色

147 ~Al 5 g 11 *7. 2 
擬凹線文4条、外面ハケ後ミガキ、内

l～2凹の石・長・チャート 良 褐色 外面に煤が付着
面ケズ ＇）

148 整A2 10. 5 字9.5 擬凹線文不明、外面ハケ、内面ケスリ l～2凹の石長チャト赤 良 樫褐色

149 斐A2 6 h 7. 9 事5.3 擬凹級文なし、外面ミガキ？ 、内函ケ
l【皿程度のチャート ・赤 良 糧褐色

ズリ

150 斐A2 11 ホ9.0 擬凹線文不明、外面ハケ、内面ケズリ
l～4凹の石 ・長 雲チャート

良 桜褐色 肩部に列点文あり
赤を含む

151 斐A2 5 g 10. 0 12. 3 擬凹線文不明、外商不明、内面不明 l皿以下の石・長 良 程褐色

152 鉢A 8. 2 4.7 外面ハケ、内閣ハケ l～2凹の石ー長 良 黄褐色

153 鉢A 4 f 11. 8 8 擬凹線文なし、外面不明、内面不明 l～2皿の石 ・長 。赤 艮 櫨褐色

154 鉢B 6 h 14.3 11. 0 擬凹線文3条、外国不明、内面ケズリ l～ 3皿の石 ・長 fャト赤 良 褐色
外面に綬色塗布が

一部残存

155 鉢C 13. 4 本4.8 外面ナデ、内面ハケ I mm以下の石 ・長 良 褐色
外面に煤が付着、

内面にコゲの痕

156 鉢C 14. 0 9. 5 外商ハケ、内而ケズリ l～3皿の石ー長・赤 良 褐色

157 鉢D 5 g 12 外商ハケ、内面指ナデ I mm程度の石・長 ・雲 良 黄褐色

158 鉢C 5 g 15. I ’10. 2 外商ハケ、内面ケズリ l～3皿の石 －長 ・赤 良 褐色 外面に煤が付着

159 鉢C 14. I 事8.7 外面ハケ、内面ハケ後ケスリ l～4皿の輝を多く含む 良 褐色 外面に煤が付着

160 鉢C 5 g 15. 7 *10. 3 外面ハケ、内面ケスリ
1～3凹の石長・輝を多く含

良 褐色
む

161 鉢C 6 h 16 *8. 7 外面ハケ、内面ケズリ l～ 3聞の石 ・長 ・チャト 良
i長黄褐
色

162 鉢C 5 g 18.9 ホ9.4 外面不明、内面ナデ l～ 2mmの石・長 赤 良 黄褐色
外商は被熱により

赤変色

163 鉢C 5 g 20 事7.5 外面ハケ、内面ケズリ 1～3凹の石 ー長赤 良 筒色
極色塗布が部分的
に残存

164 鉢C 5 g 16 本8.4 外面ハケ、内商ケズリ I～4凹のチャート 輝を多く含む 良 黄褐色

165 鉢C 5 g 16 事9.5 外面ミガキ、内面ケズリ l～ 3mmの石・ 長 ーチャート 良 賞褐色
外面に糧色塗布が

一部残存

166 鉢C 5 g 20. 0 ‘4.3 外面ハケ、内面ケスリ I～ 2凹の石 ・長 ・チャト 良 褐色 外面に煤が付着

167 鉢C 5 g 19 12. 4 外面ハケ、内商ケズリ l～3阻の石 ・長 良 黄褐色 底部に穿孔
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168 鉢B 5 g 13. 5 本8.3 外面ハケ、内面ケズリ I～5阻の石長・赤 良 j炎褐色
澄色塗布が部分的
に残存

169 鉢B 5 g 13. 8 10. I 擬凹線文3状、外面不明、内面ナデ l～4 mmの石・長 良燈褐色

170 鉢B
4 f 

14. 2 *4. 3 J疑凹線文なし、外面不明、内面ケズリ I mm程度の石長チャート赤 良 縄色 外面に煤が付着
5 g 

171 鉢B 5 g 15 本9.2 擬凹線文なし、外面不明、内而ケズリ l～3阻の石長赤 良 褐色 外面に煤が付着

172 鉢B 6 h 21. 3 *10. 0 外商不明、内面ケズリ l～2皿の石長チャト赤 良 黄褐色

173 鉢D 5 g 14.0 *7. I 外面ナデ、内面ケズリ lmm程度の石長子ヤート 良 黄褐色

174 鉢D 5 g 15.0 ホ5.8 外面ナデ、内面ケズリ 1～2阻の石長 良 燈褐色

175 鉢D 5 g 16 本8.9 外面ナデ、内面ケズリ l～4聞の輝を多く含む 良 褐色

176 鉢D 5 g 16 牟5.4 外面ナデ、内面ケズリ l～2阻の石・長 。チャート赤 良 糧褐色

177 鉢D 5 g 14. 2 *6 0 外面ハケ、内面ハケ ケズリ l～4凹の石・長 ・チャト 良 樫褐色

178 鉢D 5 g 15. 5 本10.9 外面ハケ、内面ハケ後ケスリ l～2皿の石長什ト赤 良 櫨褐色

179 鉢D 13. 0 12. 0 外面ハケ、内面ケズリ l～2阻の石・長・赤 良 褐色
桜色塗布が部分的
に残存

180 鉢D 14. 2 I I. 9 外商不明、内面不明、 I～ 3 mmの石・長 ・tャート・赤 良 赤褐色

181 鉢D 4 f 16 13. 0 外面ナデ、内面ケズリ 1～4凹の石長村ト赤 良 櫨褐色
外面に接合痕を多
く残す

182 鉢D 4 f 14.9 12. 8 外面ナデ、内面ケズリ l～4凹の石長 良 鐙褐色
底部に焼成前の穿
干し

183 鉢D 18 13. 3 外面ナデ、内面ナデ
l～4凹の石 長 fャートを多く

良 灰褐色
底部に焼成前の穿

含む 干し

184 吉本D 19. 4 14. 9 外面ハケ、内面ハケ 1阻程度の石長 良 樫褐色

185 吉本D 3 g 21. I 13. 5 外面ナデ、内面ハケ ・ケズリ l～3凹の石長子ヤート赤 良 灰色

186 鉢D 17 17 外面ナデ、外面ケズ ＇）
I～4凹の石長チャート輝を

良 褐色
多く含む

淡黄褐
底部に焼成前の穿

187 鉢D 5 g 20. 0 ！？ 外面ハケ、内面ケズリ l～4凹の石・長・チャート 良
色

孔、口縁部外面に
l条の沈線文

188 鉢D 15. 4 17. I 外面ハケ、内面ケズリ
Imm程度の石長チャート、精製

良
i炎黄褐 底部に焼成前の穿

された胎土 色 干し

189 鉢D 18. I 13. 9 外面ハケ、内面指ナデ l皿程度の石長 良 淡褐色
底部に焼成前の穿
干し

190 鉢D 5 g 17. 3 10.1 外面ミガキ、内面ミガキ l～3凹の石・長・チャート 良 褐色

191 鉢D 5 g 15. 4 16 外面ハケ、内面ハケ後ケスリ l～4皿の石 ・長 ・千ャート 良 :ra褐色

192 鉢D 5 g 16 15. 0 外面ハケ、内面ケズリ l～4mmの石 長赤 良
淡黄褐
色

193 鉢D 5 g 18. 8 *18. 6 外面ハケ、内面ケズリ l～4凹の石・長 ・tャート 良 黄褐色
外商に櫨色塗布が
部分的に残存

194 高杯A 5 g 23. 2 ・5.4 擬凹線文なし、外面不明、内面ミガキ 1～4剛の石 長・チャート 良 褐色
内面に糧色塗布が
部分的に残存

195 高杯A 5 g 22. 0 ・8.0 擬凹線文3条、外面ミガキ、内面ミガ l～ 4 mmの石 ・長 ・チャート 良 淡褐色
キ

196 高杯A 23. 2 ホ7.5 擬凹線文3条、外面不明、内面不明
l～2皿の石・長精製された胎

良 黄褐色
土

197 高＋不A 6 h 21. 4 *6 9 
擬凹線文3条、外商ミガキ、内面ミガ

I皿以下の石 ー長 良 樫褐色
キ

198 高杯A 5 g 22.0 *II. I 
擬凹線文4条、外面ミガキ、内面ミガ l～4凹の石ー長 良 程褐色
キ

199 高柄、A 6 h 24.4 車 69 擬凹線文4条、外面不明、内面不明 1～2皿の石・長・赤 良 褐色

200 高杯A 22.4 *15.8 擬凹線文4条、外面不明、内副不明 l～3皿の石・長 良 褐色 スカシは 4方向

201 高杯A 5 g 23. 8 半7.7 擬凹線文6条、外面ミガキ？、内面不
I凹程度の石・長 良 糧褐色

明

ーム
口
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202 高杯、A 5 g 25. 0 キ7.7 t疑凹線文6条、外面ミガキ、内面ミガ 1 mm以ドのが ・長、精製された
良 黄褐色

キ 胎土

203 高杯A 23. 2 *5. 7 
擬凹線文5条、外面ミガキ、内面ミガ

1～ 2阻の石・長 艮 I炎筒色
キ

2〔4 高杯A 22. I *5. 4 
擬凹線文6条、外面ミガキ、内面ミガ

l I皿程度の石・長 良 樟褐色
外商に樟色塗布が

キ 一部残存

205 高村；A 5 g 24. 2 *4. 8 擬凹線文5条、外面不明、内面ミガキ l皿以下の石長輝 良
淡樫褐
色

206 高杯、A 5 g 26 *5. 3 
擬凹線文 5条、外面ミガキ、内面不

l～ 3 mmの石・長・赤 良 援褐色
外面に樫色塗布が

明、 一部残存

207 高杯、A 5 g 25. 0 ホ9.5 J疑凹線文5条、外面ミガキ、内面ハケ l～2皿の石長精製された胎
良 燈褐色

後ミガキ

擬凹線文 5条、杯部外函ミガキ、内面
外面に樫色塗布が

208 高杯A 5 g 24. 7 20 l～2皿の石・長 ・締 良 燈褐色 一部残存、スカシ
ミガキ脚部外面ミガキ、内面ハケ

は3方向

209 高杯A 5 g 25. 7 市5.6 擬凹線文5条、外面ミガキ、内面ミガ
l～3凹の石・長 良 糧褐色

キ

210 高杯A 5 g 22. 8 本4.8 擬凹線文6条、外面ミガキ、内面ミガ
1～2凹の石・長 艮

i長黄褐
キ 色

211 高村；A 5 g 27 ホ4.8 擬凹線文4条、外面不明、内而ミガキ I E皿以下の石・長 良 黄褐色

212 高杯A 26 *13. 0 擬凹線文 5条、外面不明、内面不明 I I皿程度の石・長雲 良 褐色

213 高杯A 18. 0 キ4.3 擬凹線文2条、外面不明、内面不明 l～2皿の石 長 艮 黄褐色

杯音II外而不明、内面ミガキ脚苦II外商ミ l mm以下の石長雲、精製さ
スカンは 2方向が

214 高柄、A 5 g ホ16 7 
ガキ、内面ハケ れた胎土

良 褐色 残存、本来は 4方

向かワ

215 高杯A 5 g 25. 3 20 
擬凹線文不明、杯部外面ミガキ、内面 1 mm以下の石長、精製された

良 赤褐色
スカシは l方向が

ミガキ脚部外而ミガキ、内面ハケ 胎i土 残存

216 高杯B 6 h 15. 0 16 擬凹線文2条、外面不明、内面不明
l皿程度の石 ー長 ・雲、精製さ

良
i炎黄褐

スカシは 3方向
れた胎土 色

217 高杯B 6 h 19. 1 *6 3 擬凹線文な し、外面不明、内面不明 l～3阻の石 ー長 良 褐色

218 高杯B 5 g 17. 4 18. 5 外面不明、内面不明
1 mm以下の石・長、精製された

良 黄褐色 スカシは 3方向
胎土

219 高折C 6 h 9.8 ホ11.7 外面不明、内面不明 l～4mmの石 ・長 良 褐色

220 高杯C 9.8 *8. 7 外国不明、内面不明 l～ 2阻の石・長・赤 良 褐色
外面に樫色塗布が
部妓存

221 高杯C 6 h 9. 0 *16 7 外面ミガキ、内面ハケ 1～ 2凹の石 ・長 艮 燈褐色

222 高杯C 6 h *19. 0 外面不明、内面ハケ
l皿以下の石長雲、精製さ

良 黄褐色
れた胎土

223 器台A
6 h 

21. 2 本3.8 擬凹線文4条、外面不明、内面不明 I皿程度の石長 良 燈褐色7 I 

224 器台A 5 g 23. 8 宇 60 擬凹線文4条、外面不明、内面不明 I～ 3凹の石・長 艮 黄灰色

225 器台A 6 i 21. 2 *3. 6 擬凹線文4条、外面ハケ内面不明 I～ 3mmの石ー長 良 極褐色

226 器台A 5 g 19. 8 17. 3 
擬凹線文3条、外面ミガキ、内面ケズ

l～ 2mmの石・長 艮 褐色 スカシなし
リ後ミガキ

227 器台A 5 g 16 *4. 0 擬凹線文3条、外面不明、内面ミガキ l～3凹の石 ・長 ー輝 良 褐色

228 器台A 7 I 16 ・4.3 擬凹線文3条、外面不明、内面不明 l～ 2皿の石・長・赤 良 赤褐色

229 器台A 6 h 18 *3. 6 擬凹線文6条、外面不明、内面ミガキ I～3皿の石 ・長赤 良 褐色

230 器台A 6 h 17. 2 17 
擬凹線文5条、外面ハケ後ミガキ、！勾

l～ 3 mmの石 ・長チャト 良 褐色 スカシは 4方向面ハケーミガキ

231 器台B 6 i 23. 9 *2. 6 擬凹線文3条、外面不明、内面ミ方キ l 凹程度の石 ・長 ー赤 良 黄褐色
スカシは 2方向が
残存

232 器台B 5 g 22. 8 移3.1 擬凹線文3条、外面不明、！大I面ミ ガキ 1皿程度の石長 ー赤 良 褐色

233 器台B 7 I 21 *4. 6 擬凹線文4条、外面ミガキ内面ミガキ l～2皿の石長 良 赤褐色

234 器台A 6 h 20. 8 *2. 9 擬凹線文不明、外面不明、内面不明 l～2皿の石長を多く含む 良 資褐色

235 器台A 6 h 21. 3 本3.1 擬凹線文なし、外面ミガキ、内面ミガ
l～4阻の石・長・チャート 艮 黄褐色キ
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236 器台A 5 g 19. 8 ホ3.5 擬凹線文なし、外面ミガキ、内面ミガ
1 m程度の石 ・長 良 淡褐色

キ

237 若草台A 5 g 24. 8 ホ2.3 擬黄線文4条、外面不明、内面不明 1 m程度の石・長 良 黄褐色

238 器台A 6 h 20. 1 ぺ1.6 擬凹線文 7条、外面ミガキ、内面不明 l～2凹の石 長子ャト 良 燈褐色

239 器台A 6 h 22. 2 犠15.7 擬凹線文4条、外面ミガキ、内面不明 1～3凹の石・長 良 樫褐色

240 器台A 7 i 25. 8 *2. 3 
擬凹線文4条、外面ミガキ、内面ミカ

l皿程度の石長 良 淡褐色
キ

241 器台A 7 i 24. 0 *13. 9 
擬凹線文4条、外面ミガキ、内面ミガ

l～ 2 mmの石・長 良 淡褐色
キ

スカシは l方向残

242 
器台

4 f *11. 0 外面ミガキ ハケ、内面ハケ
l皿以下の石長雲、精製さ

艮 淡褐色
存、ハケの原体に

脚部 れた胎土 は細かいものと、
粗いものがある

スカシは 3方向、

243 
高杯 4 f 

ホ13.9 外面ミガキ、内面ハケ ケズリ l～4凹の石・長 良 灰褐色
外面に桜色塗布が

胸部 5 g 残存、内面に刺
突、絞り痕あり

スカシは 3方向、

244 
高折、

5 g *12. 8 外面ミガキ、内面ハケ後ケズリ 1～3皿の石 ー長 良
j長賞褐 籾痕、ハケの原体

脚部 色 には細かいものと

粗いものがある

245 
高杯

5 g ホ13.0 外国ミガキ、内面ハケ
l～ 4mmの石 ・長・雲・赤－

良 黄褐色
スカンは 3方向、

脚部 チャト 内面に絞り痕あり

246 
高杯

5 g ホ13.2 外面ハケ後ミガキ、内面ハケ・ケスリ l～3凹の石 ・長 ・チャート赤 良
灰黄褐

スカシは 3方向
胸部 色

スカシは l方向残

247 
高杯

4 f *12. 0 外面ハケ後ミガキ、内面ハケ
1 mm以 下 の 石 長 雲 、 精 製 さ

良 淡褐色
存、燈色塗布が部

胸部 れた胎土 分的に残存、内面
に絞り痕あり

248 
高杯 ぺ1.4 外面ミガキ ・ハケ、内面ハケ後ケズリ l～3凹の石長赤 良 褐色

スカシは確認でき
間I喜R 会い

高杯
スカシは確認でき

249 
脚部

ホ11. 9 ヲト面ミガキ、内面ハケ・ミガキ l～ 2mmの石長 良 褐色 ない、極色塗布が

残存

250 
高杯

6 h *17. 9 外面ミガキ 内面ハケ l～5皿の石長を多く含む 良
淡黄褐 スカシは 3方向、

脚部 色 内面に絞り痕あ り

251 1量 8.0 ホ3.3 外面ナデ、内面ナデ l～3凹の石 ・長 良 褐色

252 蓋 7 h ホ5.0 外面不明、内面不明 1～4皿の石・長 良
淡黄褐

色

253 蓋 *4. 3 外面不明、内面不明 1～ 3mmの石 ・長ーチャト 良 黄褐色

254 蓋 7 i *6 5 外面不明、内面不明 l～3皿の石 ー長・赤 良 暗褐色

255 蓋 5 g 13. 8 6 外面ハケ、内面ケスリ l皿程度の石 艮 糧褐色

256 蓋 5 g 15. 5 7. 2 外面ケズリ後ナデ、内面ハケ ーケズリ l～3皿の石ー長 ・tャト 赤 良 燈褐色

257 蓋 6 h *5. 8 外面不明、内面不明 l～3皿の石・長 良 淡褐色

258 蓋 7 l *4. 7 外面不明、 内面不明 l～3皿の石・長・赤 良 黄褐色

259 蓋 5 g 14. 0 7 
外面ハケ後ミガキ後ケズリ、内面ケス I～ 5皿の石・長 ・tャト 良 褐色

260 蓋 7 i *6 5 外面不明、 内面不明 I～3阻の石長 良 黄褐色

261 蓋 6 h 14. 5 6 外面ミガキ、内面ナデ l～4皿の石 長 ーチャート 良 褐色

262 蓋 15. I 5. 9 外面ハケ、内面ハケ ケズリ l～4皿の 石 長 ・ 輝 良 褐色

263 脚台 6 h 宇 6 I 外面不明、 内面不明 l～3皿の石 ・長 良 黄褐色

264 脚台 5 g *5. 3 外面ハケ、内面ハケ l～6皿の石・長 良 黄褐色

265 脚台 6 h ’3.5 外商ナデ、 内面ナデ 1～4mmの石 ・長 ・チャート 良 糧褐色 外商に煤が付着

266 脚台 5 g ホ6 6 外面不明、内面不明 l～3皿の石・長 ・tャト 赤 良 淡褐色

267 脚台 5 g ホ3.7 外面ハケ ーミガキ、 内面ハケ l～ 3皿の石 ・長 良
i先賞褐 極色塗布が一部残

色 存
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268 脚台 5 g 事4.6 外面不明、内面ナデ I～3皿の石長 良 淡褐色

269 脚台 5 g *12. 7 体古II外而ミガキ、内面不明、脚台育II外
I～3皿の石長赤 良 黄褐色

樟色塗布が部残
面ミガキ、｜付而ハケ 存

270 脚台 5 g *5. 2 
外面不明、体部内面不明、胸部内面ハ

l～ 3 mmの石 ・長 良 黄褐色
ケ

271 脚台 6 h *7. 5 外而不明、内面不明 l～3聞の石 ー長・赤・輝 良 褐色

272 脚台 5 g ホ3.9 擬凹線、文2状、外面ハケ、内面ケスリ I～2凹の石 ー長 ー赤 艮 淡褐色
糧色塗布が一部残
存

273 脚台 *8. 9 外商ナデ、内面ケスリ 1～3凹の石 長 ・チャト 良 灰褐色
4萱色塗布が一部残
存

274 脚台 6 h *3. 6 外面ハケ、内而ハケ l～ 3 mmの{J・長 良 褐色

275 脚台 5 g 本3.1 外面ハケ脚台部内面ナデ体部内面ケズ
l～ 3 mmの石 ・長 良 褐色

底部に焼成前穿
276 底部 5 g *8. 7 外面ハケ、内面ハケ l～ 2 mmの輝を多く含む 良 i走褐色 孔、外面に燈色塗

布が部残存

277 底部 5 g *3. 8 外面ミガキ、内樹ケズリ l皿程度の石長 良 黄褐色 底部に焼成前穿孔

278 底部 5 g ホ4.3 外耐ハケ、内面ケズ ＇） 1 -3凹の石長 良 黄褐色 底部に焼成前穿孔

279 底部 6 h ホ4.2 外商ハケ、内面ケズリ I、3皿の石長 良 糧褐色 底部に焼成前穿孔

280 底部 5 g *3.3 外面ハケ、内面ハケ I皿 程 度 の 石 長 輝 良 黄褐色 底部に焼成前穿孔

281 底部 6 i 本 6 6 外面不明、内面ケズリ 1～6凹の石長 艮 淡褐色 底部に焼成前穿孔

282 底部 5 g 本 69 外面ナデ、内面ケスリ l～3凹の石・長・チャート 艮 燈渇色

焼成前穿孔、外面
283 底部 5 g *5. 9 外面ハケ、内面ケズリ l～ 3mmの石 ・長 ・チャート 良 燈褐色 に極色塗布が一部

残存

焼成後穿孔（内→
284 底部 5 g ホ6 1 外商ハケ、内面ケズリ l～3凹の石・長 ・チャート 良 灰白色 外）、底部外商に

「×jの線刻

285 底部 5 g ホ2.7 外面不明、内市不明 l凹程度の石 ー長 良 灰色
焼成前穿孔、底音II
lこ線刻

286 底部 5 g * l. 5 外商ハケ、内面ハケ底部外面ケズリ l～4皿の石・チャート 良 褐色

287 底部 5 g ホ4.5 外面不明、内面ハケ l～ 2凹の石・長・輝 良 暗褐色
t畳色塗布が一部残
存

288 底部 5 g *6.2 外面ハケ、内面ケズリ底部外面ケズリ
l～ 2 mmの石 。長 .ftトを多く

良 黄褐色
含む

289 底部 5 g ‘9. 4 外商ハケ、内面ケスリ底部外面ケスリ 1～ 3皿の石長 艮
i:R燈絹
色

290 底部 5 g *8. 3 外面ハケ、内問ケスリ底部外国ケスリ
l～6皿の石長輝を多く含

艮 I炎筒色 外国に煤が付着
む

291 底部 6 h 本4.6 外面ハケ、内面ケズリ l～ 2 mmの石 ・長 良 黄褐色

292 底部 4 f *8. 2 外面ハケ、内面ケズリ l～ 3皿の石・長・チャト 良 褐色

1炎黄縄
焼成後に穿孔を途

293 底部 6 h *5. 8 外面ハケ、内面ケズリ l～ 2 mmの石 ・長 良
色

中でやめた痕がみ
られる

294 底部 *8. 8 外面ハケ、内面ケスリ l～ 2皿の石ー長を多く含む 良 褐色

295 底部 5 h ホ60 外面不明、内面ケスリ l～3皿の石 ・長 ・fャート 良
淡樫褐
色

296 底部 5 g *7. 0 外商ナデ、内面ケズリ l～4凹の輝を多く含む 良
淡凹褐
色

297 底部 5 g ホ9.4 外面ハケ、内面ケズリ l～2皿の石 長・チャート 輝 良 褐色

298 底部 6 h *14. 1 外面ハケ、内面ケズリ l～2凹の石 ・長・赤 良 黄褐色
極色塗布が部分的
に残存

299 底部 5 g *4. 2 外面タタキ後ハケ、内面ナデ 1～ 2皿の石 ・長 ・輝 良 灰白色

300 底部 5 g 本 6 1 外面ハケ、内面ケズリ l凹程度の石 ー長 良 灰色 内面にコゲの痕
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301 底部 牢7.4 外面ハケ、内面ケズリ l～3阻の石 ー長 良
淡黄褐

色

302 底部 6 h ホ8.9 外面ハケ、内面ケズリ l～ 5mmの石 ・長 ・チャート 良 黄褐色
外面に糧色塗布が

部分的に残存

303 底部 5 h *2. 5 外面不明、内面不明、 l～ 4 mmの石 ・長 ・赤 良 淡褐色

304 底部 6 e 事4.2 外面ハケ、内面ケズリ 1 mm程度の石 良 黄褐色

305 底音II 6 j ホ4.1 外面不明、内閲不明 l～ 4 mmの石 ・長 ・チャート 良
i主燈褐 底部外面に葉脈状

色 の線刻

淡黄褐
外面は被熱により

306 底音II 6 h *9. 0 外面ナデ、内面ハケ 1～3阻の石長チャト 良
色

赤変色、 底部外面
に凹みが見られる

石 ；石長 ；長 雪・雪エ＝＇ 二Z五ご 赤； 赤色斑粒輝； 輝

第6表 N地点出土土器観察表

番号｜種別 ｜器種 残存率 技法上の特徴
調
酌
配

色
川
川
内

備考

竪穴式住居跡SH31 

土師器 高杯 16. 0 *5. 8 2/24 内外面ともナデか 3 良好 黄褐色

2 土師器 高杯 15. 0 ・3.6 2/24 内外面ともナデ 3 良好 茶褐色

3 土師器 高~ 15. 0 事4.3 5/24 内外面ともナデか 3 良好 燈褐色

4 土師器 高杯 21. 2 18. 2 
llt:!.' 杯部内外面ともナデ、胸部外面ナデ、脚部内 3 良好 黄褐色

胸部内面にわずか
完存 商ケズリか な赤色顔料付着

テラス状通情SH10・11

5 須恵器 蓋A 12. 2 4. 0 4/24 内外面とも回転ナデ、天井部回転ヘラケズリ 堅綴 淡青灰色 焼け歪みあり

6 須恵器 蓋A 10. 3 3. 8 13/24 
内外面とも回転ナデ、天井部へラ切り後不調 4 堅綴 灰色 焼け歪みあ り
整

7 須恵器 蓋A 15. 5 3. 9 8/24 内外面とも回転ナデ、天井部回転ヘラケズリ 堅綴 灰茶色

8 須恵器 蓋B 11. 8 *2. 3 5/24 内外面とも回転ナデ 軟 灰白色

9 須恵器 杯A 13. 0 *3. 8 7/24 内外商とも回転ナデ 2 竪綴 青灰色

10 須恵器 杯Aa 11. 5 4.1 2/24 内外面とも回転ナデ、底部手持ちへラケズリ 4 堅綴 灰色

11 須恵器 杯Aa 11. 4 3. 5 18/24 内外面とも回転ナデ、底部ヘラ切り後ケズリ 堅綴 青灰色／

i農青灰色

全体的に摩滅気味

12 須~器 杯Bc 8.0 3.0 7/24 内外面とも回転ナデ、底部ヘラ切り後不調整 3 竪綴 灰白色 のため調整は不明

糖、

13 須恵器 杯、Bb 9. 4 3. 2 
ほL宮 内外面とも回転ナデ、底部へラ起こし後不調 2 堅綴 青灰色
完存 整

14 須恵器 4不Bc (6. 5) *2. 7 6/24 内外面とも回転ナデ、底部へラ切り後不調整 堅綴 i先青灰色

15 須恵器 杯Bc 10. 4 3.1 4/24 内外面とも回転ナデ、底部へラ切り 4 堅綴 青灰色

16 須恵器 相；Bc 11. 0 3.1 2/24 内外面とも回転ナデ、底部ヘラ切り後不調整 4 軟 灰色

17 須恵器 高杯 (10. 0) ホ2.9 8/24 内外面とも回転ナデ 堅綴 波育灰色

18 須恵、器 高杯 (12. 8) *10. 2 
脚部

内外国とも 回転ナデ、外面カキメ 3 堅綴 濃青灰色 2方向透かし
完存

19 須恵、器 蓋Ca 16. 6 3. 2 3/24 内外面とも回転ナデ、天井部回転へラケズリ 4 堅綴 灰白色

20 須恵器 査か (8. 6) *3. 2 3/24 内外面と も回転ナデ、底部ケズリ後ナデ 1 堅綴 i炎青灰色

21 須恵器 杯 Ca 12. 7 3. 7 3/24 
内外面と も回転ナデ、底部回転ヘラケズリ後 1 堅綴 灰色／

ナデ 淡青灰色

p
h
u
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22 須恵器 杯Ca 13. 2 3. 5 

23 須!I!!；器 折、Ca 15. 0 3.8 

24 須恵器 杯Ca 15. 6 3.3 

25 須恵器 椀 (6. 0) *2. 2 

26 土師器 柄、B 10. 2 *2. 9 

27 土師器 杯、A 13. 0 本4.2

28 土師器 柄、A 13. 2 ホ3.9 

29 土師器 杯B 11. 4 *2. 5 

30 土師器 ＋不A 14. 7 *3. 3 

31 土師器 高折： 13.5 準3.6 

32 土師器
小型丸

*6. 4 
底

33 土師器 十不D (8. 0) *l. 8 

34 上師器 ＋不D (JO. 5) 本2.2 

35 土師器 き盟B 20. 2 ホ5.8 

36 土師器 主主B 10. I *3. 4 

37 土師器 鉢か 10. 4 キ3.7 

38 須恵器 受A 44. 0 ホ13.l 

299 土師器 ｛ 買E *36. 2 

竪穴式住居跡SHOB・ 09 

39 須恵、器 蓋A JO. 4 *3. 4 

40 須恵、器 差A 12.6 *2. 8 

41 須恵、器 室主A 12.5 4. 1 

42 須恵器 蓋A 12. 8 4. 4 

43 須恵器 杯Aa 9. 9 3. 5 

44 須恵器 杯A 9. 6 *2. 9 

45 須恵器 杯、A 12. 8 *2. 5 

46 須恵器 杯Aa 13. l 3. 7 

47 土師器 杯B 11. 8 *2. 8 

48 土師器 斐A 15. 6 事3.5

49 士師器 斐A 18. 3 本9.6 

50 土師器 受B 20. 2 本6.2 

51 土師~if. 楚A 23. 4 *10. 5 

52 土師器 査 12. 4 ホ8.4 

53 土師器 竃 *15. 2 

竪穴式住居跡SH15 

54 I須恵器 ｜策A 12. s I 3.8 

2/24 内外面とも回転ナデ、底部へラ切り

3/24 内外面とも回転ナデ、底部ヘラ切り

2/24 内外面とも回転ナデ

10/24 内外面とも回転ナデ、底部；糸切り

4/24 内外商ともナデ

6/24 口縁部内外商ともヨコナデ、底苦IIケスリ

3/24 内外商ともナデ

3/24 
u縁部内外面とも強いヨコナデ、底部ケスリ
後十デ

3/24 内外面ともナデ

4/24 摩滅が著しく不明

完存 内外面ともナデ、｜人jjlijに指:/Illさえ痕

6/24 内外商とも回転ナデか

8/24 l人l外而とも回転ナデか

5/24 口縁部内面強いヨコナデ

2/24 口縁部内面強いヨコナデ

3/24 口縁部強いヨコナデ、 体部内面ケスリ

5/24 口縁部内外商とも回転ナデ、体部タタキ

3/24 外面ハケ、内面ナデ

6/24 内外面とも回転ナデ

2/24 内外面とも回転ナデ

12/24 内外商とも回転ナデ、天井昔IIヘラ切り

13/24 内外面とも回転ナデ、天井部回転へラケスリ

2/24 内外面とも回転ナデ、底部回転へラケズリか

3/24 内外面とも回転ナデ

1/24 内外面とも回転ナデ

5/24 内外面とも回転ナデ、底部回転へラケズリ

3/24 内外而ともナデか

4/24 口縁部内外面ともナデ、体部内面ハケ

7124 口縁部内外面ともナデ、体部内面ケズ ＇）

12/24 口縁部内外商強いヨコナデ

4/24 口縁部内外面ともナデ、体音II外面ハケ

12/24 口縁部内外面ともナデ、体部外面ハケ、体部
内面ケズリ

内外商ともナデ

l内外面とも回転ナデ、天井部へラ切り後ナデ
13/24 Iか
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堅綴 灰色

2 1迄t貰 灰色／
淡背灰色

堅綴 濃青灰色

／灰色

2 堅綴 濃青灰色

2 良H ffi褐色

3 良好 赤褐色

4 軟 糧褐色

2 良好 茶褐色

軟 J陪褐色

4 良好 茶褐色

4 良好 黄褐色

2 軟 灰黄色～

後褐色

4 軟 灰黄色

3 良H 賞褐色

2 良好 燈褐色

2 良好 黄褐色

4 堅綴 I農青灰色

3 良好 茶褐色

竪綴 I!（色

堅綴 灰色

4 堅綴 青灰色／
灰色

竪綴 灰色

4 堅綴 灰色

2 堅綴 灰色

2 竪綴 灰色

4 堅綴 灰色

3 良H 程褐色

2 良好 赤褐色／

暗茶褐色

2 良好 黄褐色

2 良好 糧褐色

2 良好 程褐色

4 良好 黄褐色

2 良好 お褐色

2 I良好｜灰白色／
黄灰色

体部最大径JO.le皿

全体に摩滅が著し
し、

口縁部やや焼け歪
む

内面に焼成時の付

着物あり



観 妥正ノマ、 表

55 須恵器 杯A 11. 3 4. 3 3/24 内外面とも回転ナデ 1 竪綴 灰白色

56 須恵器 十不A 11. 6 3.6 8/24 内外面とも回転ナデ、底部ヘラ切り後ナデ 2 堅綴 灰色

57 土師器 十不A 10. 9 4. 3 
il（主

口縁部外国強いヨコナデ、底音llケズリか 2 軟 黄灰色／ 口縁が不正円のた
完存 黄褐色 め最大値は11. 3cm 

58 土師恭 宇不A 12. 4 3. 9 5/24 内外面ともナデ、底部ケスリか 2 良好 黄灰色

59 土師器 十不A 12. 9 4.6 13/24 口縁部外面強いヨコナデ、 底部ケズリ 3 良好 茶褐色

60 土師器 斐A 14. 8 12. 8 21/24 
口縁部内外面ともナデ、体部外面ハケ、体部 3 良好 赤褐色
内面ケズリ

61 土師器
斐A /

15. 0 *10. 0 口縁部 口縁部内外面ともナデ、体部外面ハケ、体部 3 良好 茶褐色
受B 完存 内商ケズリ

62 土師器
斐A/

18. 6 *6. 4 10/24 
口縁部内外面ともナデ、体部外面ハケ、体部 3 良好 糧褐色

斐B 内面ケスリ

63 土師器
斐A/

21. 0 *7. 4 12/24 
口縁部内外面ともナデ、体部外面ハケ、体部 2 良好 黄褐色

斐B 内面ケズリ

土坑SH21 

64 須恵器 蓋B 8.1 ホ2.5 7/24 
内外面とも回転ナデ、天井部回転ヘラケズリ 2 堅級 灰色
後ナデ

65 須恵器 蓋B 8.2 キ1.7 8/24 内外面とも回転ナデ、天井部回転ヘラケスリ 2 堅綴 i農青灰色

i農青灰色
66 須恵器 杯Ba 10. 0 3. 3 3/24 内外面とも回転ナデ、底部ヘラ起こし後ナデ 3 堅綴 ／淡青灰

色

67 須恵器 杯Ba 10. 4 3. 7 3124 内外商とも回転ナデ、底部ヘラ切り後十デ 2 堅綴 灰色 外面底部粘土付着

68 須恵器 十不Ba 10. 8 4.0 6/24 内外面とも回転ナデ、ヘラ起こし後ナデ 2 堅綴 灰色

69 須！！？；器 杯Ba 11. 4 *2.4 4/24 内外面とも回転ナデ 2 堅級 灰色
外面に沈線状の凹
線が l条ある

70 須恵、器 建 11. 0 字2.5 2/24 内外面とも回転ナデか 2 軟 灰白色

i農青灰色
71 須恵、器 互主 *3. 0 9/24 内外面とも回転ナデ 3 堅綴 ／淡青灰

色

72 土師器 杯、B 11. 2 ホ3.0 4/24 内外面ともナデ、口縁部外面に強いヨコナデ 2 良好 茶褐色

73 土師器 杯A 13. 2 *3. 4 3/24 内外面ともナデ、日縁部タnmに強いヨコナデ 2 良好 糧褐色

74 :!:: H市器 甑 20. 8 *5. 5 5/24 内外面ともナデ 3 良好 黄褐色

75 土師器 受B 30. 8 *6. 6 6/24 口縁部内外面ともナデ、体部外面ハケ 2 良好 黄褐色

76 土師器 斐B 23. 2 *5. 2 1/24 
口縁部内外商とも強いヨコナデ、体部外面ハ 3 良好 茶褐色／
ケ 黄褐色

竪穴式住居跡 SH12 

77 須恵器 蓋B 11. 0 移1.6 2/24 内外面とも回転ナデ 2 堅綴 灰白色

78 須恵器 蓋 15. l *2. 1 10/24 内外面とも回転ナデ、天井部回転ヘラケズリ 2 堅綴 青灰色

79 須恵、器 杯Bb 9.8 3. 2 12/24 内外面とも 回転ナデ 2 堅綴 灰色／
灰白色

80 須恵、器 杯Bb 11. 8 3. 4 12/24 内外国とも回転ナデ、底部へラ切 り後十デ 2 堅綴 i炎青灰色

81 須恵器 杯Ca 13. 1 4. 9 3/24 
内外面とも回転ナデ、底部ヘラ切り後ヘラケ 1 堅綴 灰色
ズリ

82 土師器 ＋司~B 9. 7 2. 1 3/24 内外面ともナデか 4 良好 櫨褐色

83 土師器 杯B 9. 6 本2.3 2/24 内外面ともナデ、底部指押さえか 2 良好 茶褐色

84 土師器 材、B 11. 8 本2.4 4/24 内外面ともナデか 3 良好 糧褐色

85 土師器 皿Ab 16. 2 3. 5 13/24 口縁部外面強いナデ、底部不定方向のケズリ 3 良好 茶褐色

86 土師器 皿Aa 17. 5 ホ3.5 4/24 内外面ともナデ 3 良好 黄褐色～
櫨褐色

87 土師器 斐A 19. 0 *5. 4 12/24 内外面ともナデ、体部内面ケスリか 3 良好 糧褐色
全体に摩滅が著し
し、

ウ
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ss I土師器！鍋A I 33. 6 I *6. 3 I 3/24 I口縁部内外面ナデ、体部外面ハケ、体部内面 ｜ 3 I良好｜燈褐色
I I I I I iケズリ ｜ ｜ ｜ 

竪穴式住居跡SHOl 

89 土師器 杯B 12. 0 *2. 8 小片 内外面ともナデもしくはミガキ 2 良好 黄灰色

90 土師器 宜→E~ 15. 2 牟5.1 7/24 内外面ともナデ、頚部外面指押さえ痕 3 良好 燈褐色
頚部外面に工具痕
色、

91 土師器 霊EB 17. 9 旬。 12/24 口縁部内面強いヨコナデ、体部外而lノ、ヶ 3 良好 燈褐色

92 土師器 受B 24.6 *4. 0 2/24 口縁部内外面強いヨコナデ、体部外国ハケ 3 良好 極褐色

竪穴式住居跡SHO? 

93 須恵器 高村； 15. 4 *4. 2 4/24 内外面とも凶転ナデ、底部回転ヘラケスリ 2 堅綴 灰褐色

94 仁日市器 ＋干A 16. 0 *4. 5 4/24 内外面ともナデか 2 良好 茶褐色

95 上師器 皿A 19. 0 *2. 8 2/24 内外面ともナデか 3 良好 ま登褐色

96 土師器 斐B 36. 0 *6. 7 2/24 
口縁部内面強いヨコナデ、休部外師ナデか、

3 良好 黄尚色
体部内面ケズリか

テラス状i量情SH13 

97 5貞恵？~ 蓄・B 9. 8 ホ1.9 5/24 内外面とも回転ナデ、天井部回転ヘラケズリ 2 堅綴 灰白色

98 須恵器 蓋B 10. 4 ホ2.2 3/24 内外面とも同転ナデ 2 堅綴 灰白色

99 須恵器 蓋B 12. 2 *l. 4 10/24 内外而とも回転ナデ、天井部回転ヘラケスリ 4 堅綴 灰色

100 須恵器 蓋Ca 15. 5 2. 6 4/24 
内外面とも回転ナデ、天井部ヘラ切り後回転 2 堅綴 i農青灰色
ヘラケズリ

101 須恵器 杯Ba 11. 0 3.1 2/24 内外面とも回転ナデ、底部ヘラ起こし後ナデ 2 竪綴 淡青灰色

102 須恵器 杯Ba 11. 2 3. 0 10/24 内外面とも回転ナデ、底部ヘラ起こし後ナデ 3 堅綴 灰白色

103 須恵器 杯Ba 11. 2 2. 9 5/24 内外面とも回転ナデ、底部ヘラ起こし後ナデ 2 堅綴 J農青灰色

104 須恵器 杯Bb 10. 8 3. 6 4/24 内外面とも回転ナデ、底部ヘラ切り後不調整 3 堅級 灰色

105 須恵器 ＋不Bb 12. 4 *3. 7 7/24 内外面とも回転ナデ、底部へラ起こし後ナデ 4 堅級 灰色

106 須恵器 十干Bb 12. 6 本3.9 6/24 内外面とも回転ナデ、底部ヘラ切り後ナデ 3 堅綴 灰色

107 須恵器 杯Bb 15. 2 4. 2 2/24 内外商とも回転ナデ、底部ヘラ切り後ナデ 2 堅綴 灰色

108 須恵器 杯Ca 12. 9 4. 4 3/24 内外面とも回転ナデ、底部ヘラ切り後ナデ 2 堅綴 淡青灰色

109 ~Ji恵器 杯Ca 14.6 4. 4 5/24 内外面とも回転ナデ、ヘラ切り後ナデ 2 堅綴 灰白色

110 須恵器 杯Ca 17. 1 4. 1 8/24 内外面とも回転ナデ、 4 堅綴 灰色

111 須恵器 杯Ca 19. 4 4. 2 2/24 内外面とも回転ナデ、底部ヘラ切り後ナデ 2 堅綴 灰白色

112 須恵器 宜士~ 8. 4 ホ3.8 5/24 内外面とも回転ナデ 2 堅綴 灰色

113 須恵器 宝士2. 8. 9 *4. 7 4/24 内外面とも回転ナデ 3 堅綴 青灰色

114 須恵器 J盟主 *8. 2 外商回転ナデ、底部手持ちへラケスリ 2 堅綴 灰色

115 須恵器
小型査

3. 8 勺 7 小片 内外国とも回転ナデ 3 堅綴 灰色台、

116 土師器 柄、A 10. 8 ホ3.8 4124 口縁部外面強いヨコナデ、底部ケスリか 3 良好 黄褐色

117 土師器 ＋不A 11. 2 *3. 0 2/24 内外面ともナデ 3 良好 樫褐色

118 土師器 杯A 13. 4 *5. 5 3/24 内外面ともナデ 3 良好 援褐色

119 土師器 椀A 11. 0 本2.4 2/24 内外面ともナデか 2 良好 燈褐色

120 土師器 椀A 11. 6 本2.7 3/24 内外面ともナデ 3 良好 黄褐色

121 土師器 材；B 15. 7 ホ3.3 3/24 内外面ともナデ 2 良好 横褐色

122 土師器 血B 12.5 *2. 9 4/24 内外面とも ナデ 3 良好 茶筒色

123 土師器 皿Ab 15. 7 *3. 0 3/24 内外面ともナデ、底部ケスリか 3 良好 茶褐色
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124 土師器 血1B 16. 0 *3. 4 1/24 摩滅が著しく調撃不明 2 良好 樫筒色

125 土師器 皿B 18. 4 *2. 7 3/24 内外面ともナデ、 口縁部強いヨコナデ 2 良好 茶褐色

126 J:S市器 整B 18. 0 *4. 3 7/24 円縁部内面強いヨコナデ 3 良好 黄尚色

127 土師器 翌rn 21. 2 本5.0 2/24 口縁部内面強いヨコナデ、体育II内而ケズリか 4 良好 程褐色

128 オ師器 楚B 18. 2 *5. 5 6/24 口縁部内面強いヨコナデ、体音II内商ケズリ 3 良好 黄褐色

129 土師器 竃 23. 6 *14. 8 11/24 体音II外面ハケ、内外面とも指折lさえ痕 4 良好 桜褐色

土坑SK02 

130 須恵器 蓋 *2. 3 内外商とも回転ナデ、天井部はヘラ切り後十 4 堅綴 灰色
J 

131 須恵祷 吉E 17. 6 キ1.6 4/24 
内外面とも回転ナデ、天井部ヘラ切り後回転 2 堅綴 灰色
十デ

132 須恵苦言 蓋 17. 8 牢2.0 2/24 内外面とも回転ナデ、天井部ヘラ切り後ナデ 4 堅綴 淡青灰色

133 須恵、苦言 杯Bb 9.0 3. 2 ほlま
内外面とも回転ナデ 2 堅綴 I農青灰色

完存

134 土師器 村、C 12. 0 ホ2.4 11/24 内外面ともナデか 2 良好 燈褐色

135 土師器 杯C 16.4 *3. 6 3/24 内外国ともナテ 2 良好 茶褐色

136 土日市器 椀A 11. 0 *3. 5 3/24 内外面ともナデ、 仁l縁部外面に強いヨコナデ 2 良好 澄褐色

137 土師器 杯B 10. 0 *2. 7 4/24 内外而ともナデ 3 良好 茶褐色／
精茶燭色

138 土師器 斐B 14. 4 *5. 0 1/24 口縁部内面強いヨコナデ、体部内面ケスリ 2 良好 黄褐色～
綬褐色

139 土師器 斐B 12. 8 ホ6.0 5/24 口縁部内面強いヨコナデ、体部内面ケスリ 3 良好 黄褐色

テラス状遺椅SH19 

140 須恵器 葉A 10. 3 3. 9 4/24 内外商とも回転ナデ、天井部ヘラ切り 2 竪紋 灰色

141 須恵器 蓋B 12. 0 *l. 8 7/24 内外面とも回転ナデ、天井部回転ヘラケズリ 3 堅綴 灰色

142 須曹、器 蓋B 14.1 ぺ7 3/24 内外面とも回転ナデ、天井部回転ヘラケズ ＇） 4 堅綴 灰色

143 須］恵器 叢Cb 15. 2 2. 1 3/24 内外面とも回転ナデ、天井部ヘラ切り後十テ 2 竪綴 灰色

ll(i' つまみは中心より
144 須恵器 蓋Ca 15. 5 2. 5 

完存
内外面とも回転ナデ、天井部ヘラ切り後十デ 4 堅綴 灰色 ずれる、歪み著し

し、

145 須恵器 蓋Ca 15. 8 2. 9 2/24 内外面とも回転ナデ、天井部ヘラ切り後ナデ 3 堅綴 灰色

146 須恵器 蓋 10. 4 2. 7 4/24 内外面とも回転ナデ、天井部ヘラ切り後ナデ 2 堅綴 i農青灰色 天井部外面に粘土
／灰色 付着

147 須恵古寺 杯B 10. 3 3. 5 4/24 内外面とも回転ナデ、天井部ヘラ切り後ナデ 2 堅綴 灰色

148 須恵器 杯C oo. 2) ホ3.3 4/24 内外面とも回転ナデ、底部ヘラ切り 3 堅綴 淡青灰色

／育灰色

149 須恵器 杯C (10. 1) *3. 1 4/24 内外面とも回転ナデ、底部ヘラ切り後ナデ 2 堅綴 灰白色

150 須恵器 杯Ca 16. 8 5. 0 5/24 内外面とも回転ナデ、底部ヘラ切り後ナデ 2 堅綴 灰色

151 須恵器 宜士z 14.0 *4.5 5/24 内外面とも回転ナデ 2 堅綴 灰色
口縁部に別の土器
片付着

152 須恵器 高杯 (9.6) *5. 9 15/24 内外面とも回転ナデか 2 堅綴 灰白色

153 須恵器 繰り鉢 20. 4 キ9.5 3/24 内外国とも回転ナデ 2 墜綴 濃青灰色
外面タタキ痕跡は
確認できない

154 須恵器 練り鉢 (7. 8) ホ4.5 6/24 内外面とも回転ナデ、底部手持ちヘラケスリ 2 竪綴 濃青灰色

155 土師器 村、A 12.0 *3. 0 3/24 
内外面ともナデ、口縁部内外面とも強いヨコ
ナデ

3 良好 燈褐色

156 土師器 杯A 12. 5 *3. 0 3/24 
内外面ともナデ、口縁部内外面とも強いヨコ 3 良好 桜褐色 内面にi培文あり
ナデ
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157 土師器 杯A 15. 4 5. 4 13/24 内外面ともナデ 3 良好 茶褐色 口縁歪みあり

158 土師諜 干不B 12. 0 *3.3 4/24 内外面ともナデ、口縁部内外面強いヨコナデ 2 良好 燈褐色

159 土師器 ＋不B 13. 2 *3. 2 2/24 
内外面ともナデ、口縁部内外面ともやや強い 2 良好 澄褐色
ヨコナデ、

160 土師器 ＋不B 12. 2 3.0 13/24 内外面ともナデ 3 良好 樫褐色

161 土師器 皿B 16. 0 2. 7 3/24 口縁部内外面ともヨコナデ、底部ケスリ 2 良好 黄褐色 口縁焼け歪みあ り

162 土師器 斐A 23. 8 キ5.2 19/24 
口縁部内外面ともナデ、体部内面ケスリ後ナ 3 良好 桜褐色
ア

163 土師器 き担B 23. 6 *6. 8 5/24 
口縁部内外商ともナデ、体部外商ハケ、体部 3 良好 茶褐色
内面ケズリ

164 土師器 受B 26. 3 ホ8.4 2/24 
口縁部内外商ともナデ、体部外面ハケ、体部 2 良好 茶褐色
内面ケスリ

165 土師器 斐B 16. 2 ホ7.8 5/24 
口縁部内外商ともナデ、体音II外面ハケか、体 3 良好 茶褐色
音II内面ケスリ

166 土師器 斐B 13. 8 *4.8 4/24 
口縁部内外面ともナデ、体部外面ハケ、体部 3 良好 燈褐色／
内面ケズリ後ナデ H音茶褐色

167 土師器 鍋C 40. 0 *6. 8 2/24 
口縁部外面ヨコナデ、口縁部内面ヨコハケ、 3 良好 鐙褐色～
体部外商ハケ、体部内而ナデ 黄褐色

168 土師器 鍋C 49. 0 *7. 5 2/24 
口縁部外面ヨコナデ、 口縁部内面ヨコハケ、 3 良好 黄褐色
体部内外商ナデ

i蕎S002 

169 須恵6:f. 蓋B 12. 4 3.6 2/24 内外面とも回転ナデ、天井部回転ヘラケズリ 2 堅綴 灰白色

170 須恵器 鉢か 18. 2 6. 8 5/24 内外函とも回転ナデ、底部ヘラケスリ 2 堅綴 淡青灰色 外商沈線l条

171 須恵器 小型歪 6. 3 ホ4.3 5/24 内外面とも回転ナデ 2 堅綴 J農青灰色

172 土師器 杯B 13. 0 ホ3.3 3/24 
口縁内外面ともナデ、部外面やや強めのヨコ 2 良好 鐙褐色

内外面に赤色顔料

ナデ 塗布か

テラス状i量情SH06 

173 I須恵器｜杯C ( 12 sl Iホ1.6 I仰｜少面とも回転ナデ、底部ヘラ切り後回転ナ 2 I堅綴｜淡青灰色

テラス状i量情SH22 

174 須君、器 蓋Ca 13 3.8 5/24 
内外面とも回転ナデ、天井部回転ヘラケズリ 2 堅綴 灰色
後回転ナデ

175 須恵器 蓋 16. 0 1/24 内外面とも回転ナデ、天井部ヘラ切 り 2 竪綴 灰色

176 須曹、器 蓋F 5/24 内外面とも回転ナデ 4 竪綴 灰色

177 須恵器 杯Bか 5/24 内外面とも回転ナデ、底部ヘラ切り後ナデ 2 堅綴 灰色 口縁端部欠損

178 須恵器 杯Bb 12. 5 3. 7 6/24 内外国とも回転ナデ、底部ヘラ切 り後不調整 3 堅級 i農青灰色

179 須恵器 杯Bc 12. 4 3. 6 Iii宜
内外面とも回転ナデ、底部ヘラ切り後ナデ 4 竪綴 灰色

底部に＋のへラ記

完存 号あり

180 須恵器 杯Bc 12. 8 3.1 3/24 内外面とも回転ナデ、底部ヘラ切り後ナデ 2 堅綴 灰色

181 須恵器 杯Bc 12. 8 3. 6 6/24 内外面とも回転ナデ、底部ヘラ切り後ナデ 2 堅綴 灰白色

182 須恵器 杯Ca 15. 8 4. 2 2/24 内外面とも回転ナデ 2 竪綴 灰色

183 須恵器 杯Ca 14. 0 4.0 7/24 内外商とも回転ナデ、底部ヘラ切り後不調整 3 堅綴 灰色

184 須恵器 杯Ca 13. 0 3. 6 4/24 内外面とも回転ナデ、底部ヘラ切り後ナデ 2 堅綴 淡青灰色

185 須恵器 椀B 16. I *4. I 2/24 内外面とも回転ナデ 3 堅紋 灰色
口縁部内爾にiU車
を意識したナデ

186 須恵器 査 (10. 2) 事15.8 体部 内外面とも回転ナデ、体制l外面下半回転ヘラ 4 堅綴 青灰色
完存 ケズリ、底部回転ヘラケズリ

187 須恵器 査 18. 8 ’2. 4 2/24 口縁部内外面 とも回転ナデ 2 堅綴 灰色
口縁部外面に波状

文あり

188 土師器 血B 13. 7 2. 3 2/24 内外面ともナデ、口縁部外面強いヨコナデ 3 良好 黄褐色
外商に赤色顔料を
塗布か

ハUn同
d

司

t
ム



観 塞 表

189 土問器 杯C 16. 6 *3. 2 1/24 内外面ともナデ 2 良好 黄褐色一種 内外面とも赤色顔
渇色 料を主主布か

190 土問i器 杯C 16. 6 3. 3 6/24 内外面ともナデ、口縁音II外商強いヨコナデ 3 良好 黄褐色

191 土問i器 ＋不A 11. 6 本3.4 5/24 
口縁部内外面とも強めのヨコナデ、体部外面 3 良好 櫨褐色
ケズリ

192 士陶器 折、A 12. 8 牢3.3 4/24 
口縁部内外面とも強めのヨコナデ、体昔II外 3 良好

燈褐色／
面底部ケズリ後ナデ 黄褐色

193 土師器 杯A 16. 8 *3. 7 4/24 
内外面ともナデ、口縁部内外面とも強いヨコ 3 良好 澄筒色
ナデ

194 土師器 受B 18. 0 5. 3 1/24 
口縁部強いヨコナデ、体部外面ハケ、体部内 4 良好 茶褐色
面ケスリ後ナデ

195 土師器 斐A 18. 0 事4.0 3/24 
口縁部ヨコナデ、ヨコナデ、体部外面ハケ、 2 良好 桂褐色
体部内面ケズリ後ナデ

196 土師器 斐A キ17.8 本5.09 6/24 
日縁部外面ハケ後ナデ、口縁部内面 ・体部外 4 良好 種褐色
面ハケ、体部内面ケスリ後ナデか

テラス状i量情SH14 

197 須恵器 蓋B 11. 0 *l. 8 3/24 内外国とも回転ナデ 2 堅綴 J炎青灰色 焼け歪みあり

198 須恵器 蓋Ca 13. 0 2. 9 6/24 
内外面とも回転ナデ、天井部へラ切り後回転 2 堅綴 灰色
ナデ

199 須恵器 蓋Ca 14. 5 2. 4 6/24 
内外面とも回転ナデ、天井部ヘラ切り後回転 2 堅綴 灰色
ナデ

200 須恵器 蓋Ca 13. 8 2. 9 3/24 内外面とも回転ナデ、天井部回転ヘラケズリ 2 堅綴 灰色

201 須恵器 蓋Ca 15. 9 1. 7 3/24 
内外商とも回転ナデ、天井部へラ切り後回転 2 堅綴 灰色
ナデ

202 須恵器 蓋Ca 16. 2 2. 6 4/24 
内外面とも回転ナデ、天井部ヘラ切り後回転 3 堅綴 灰色
ナデ

203 須恵器 蓋Ca 16. 5 2. 9 8/24 内外面とも回転ナデ、天井部ヘラ切り後ナデ 2 堅綴 灰色

204 須恵器 童量 13.6 *l. 4 4/24 
内外面とも回転ナデ、天井部回転ヘラケズ ＇） 2 堅級 青灰色
後回転ナデ

205 須恵器 蓋 15. 8 *l. 7 4/24 内外面とも回転ナデ、天井部回転ヘラケスリ 3 堅綴 灰色

206 須恵器 蓋 16. 3 ‘2.2 7/24 
内外面とも回転ナデ、天井部回転ヘラケスリ 4 堅綴 灰白色
後回転ナデか

207 須恵器 蓋 19. 2 *l. 3 7/24 内外面とも回転ナデ、天井部回転ヘラケズリ 2 堅綴 灰～青灰
色

208 須恵器 蓋 19.4 ホ1.7 3/24 
内外面とも回転ナデ、天井部ヘラ切り後回転 2 堅綴 灰色
ナデ

209 須恵器 杯Bb 9.0 3. 4 3/24 
内外面とも回転ナデ、底部ヘラ起こし後不調 3 堅綴 青灰色／

整 灰色

210 須恵器 杯Bb *2. 0 13/24 
内外面とも回転ナデ、底部へラ起こし後不調 3 堅綴 灰色
整

211 須恵器 杯Bb 11. 6 3.8 8/24 内外面とも回転ナデ、底部へラ切り後不調整 2 堅綴 灰色

212 須恵器 杯Bc 12. 0 3. 7 10/24 内外面とも回転ナデ、底部ヘラ切り後ナデ 4 堅紋 灰色

213 須恵器 杯Bc 12. 4 3.8 11/24 内外面とも回転ナデ、底部ヘラ切り後ナデ 2 堅綴 灰色

214 須恵器 杯Bc 13. 0 3. 9 14/24 内外面とも回転ナデ、底部ヘラ切り後ナデ 3 堅綴 灰色

底部に未乾燥時に
215 須恵器 杯Bc 13. 0 3. 8 4/24 内外面とも回転ナデ、底部ヘラ切り後ナデ 4 堅綴 灰色 板状のものに置い

た痕がある

216 須恵器 高杯B (7. 6) *4. 7 6/24 内画面とも回転ナデ 3 堅綴 i先青灰色 外面刻みll条

217 須恵器 皿A 14. 7 *2. 0 4/24 内外面とも回転ナデ、底部ヘラ切り後ナデ 3 堅綴 淡青灰色

218 須恵器 椀か 17. 8 ホ2.5 2/24 内外面ともナデか 2 堅綴 灰～晶青灰

219 須恵器 杯Ca 11. 2 4. 0 1/24 内外面とも回転ナデ、底部へラ切り後ナデか 2 堅綴 灰色

220 須恵器 杯Ca 12. 9 4.2 3/24 内外面とも回転ナデ、底部ヘラ切り後不調整 4 堅綴 灰色 著しく焼け歪む

唱
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221 須恵怒 料、Ca 14. 6 3. 5 4/24 ｜人l外而とも回転ナデ、！氏部ヘラ切り後ナデ 3 堅級 灰色

222 須恵？.ii料、Ca 15. 5 4.0 5/24 
内外l市とも回転ナテ＼底部へラ切り後｜叫転ナ 4 t宅綴 ！火色
デか

223 5良忠昔品 杯Ca 15. 5 3.8 5/24 内外面とも回転ナデ、底部ヘラ切りか 2 堅綴 灰色

224 須忠器 杯、Ca 15. 6 3. 5 4/24 
内外面とも阿転ナデ、底部ヘラ切り後不調整 2 堅綴 灰白色

高台が全体的に内
か 傾

225 5亘恵器 村、Ca 15. 2 3. 9 4/24 
内外商とも回転ナデ、休部下半底部回転へ 4 堅綴 古！火色
ラケズリ後向転ナデ

226 須恵?,if杯Ca 15. 8 4. 2 9/24 ｜人l外面とも同転ナデ、底部ヘラ切り後不調整 2 i宅綴 青灰色

227 須恵i;;o杯Ca 15. 7 4. 7 6/24 
内外国とも向転ナデか、底部ヘラ切り後不調 2 堅綴 灰白色 若干焼け歪む
整か

228 須忠器 椀Aか 14. 8 *2. 3 4/24 内外面とも同転ナデ 2 思綴 灰色
口縁部内面に沈線
が l条めぐる

229 須恵器 続Aか 15. 4 ホ3.0 5/24 内外国とも同転ナデ 2 堅綴 灰色

230 須！±~r.品 椀Aか 17. 0 *5. 3 6/24 
｜人l外而とも同転ナデ、体制日下半回転ケズリ後 3 堅級 i農育灰色
M車王ナデか

231 5貞恵~~ illiC (10. l) *3. l 3/24 内外商とも回転ナデ 2 堅綴 青灰色

232 須恵器 肌C (JO. 0) 本2.4 6/24 内外面とも凶転ナデ 2 堅綴 J火色

233 ifi恵i~ llllC (9. 6) ’2. 4 5/24 内外商とも回転ナデ 2 問き綴 J火色／
i農青灰色

234 須忠告書 術C (6. 2) 事4.5 18/24 内外面とも凶転ナデ、底部糸切り 2 堅綴 l天白色 見込みが凹む

内外国とも阿転ナデ体部外面に平行タタキ、
口縁音IIヘラ状のも

235 須忠告苦 登A 22. 6 事9.5 6/24 3 堅綴 灰色 ので掻き上げ痕あ
体部内商に当て具痕あり

り

236 須恵器 重~A 32. 6 ホ8.5 3/24 
口縁部内外面とも回転ナデ、内面に当て具痕 3 堅綴 濃青灰色
あり

237 上自市総 杯B 11. 6 宇2.6 2/24 内外面ともナデ 2 良好 燈褐色

238 士郎君主 杯C 12. 0 ホ3.1 2/24 内外面ともナデ、口縁郊外面ヨコナデ 3 良好 燈褐色

239 t師器 杯B 12. 0 *2. 3 2/24 内外面ともナデ 3 良好 燈褐色

240 上師器 杯C 12. 0 事3.0 3/24 内外面ともナデ、口縁部外面強めのナデ 3 良好 指褐色

241 土師器 杯C 10. 2 2. 3 6/24 内外而ともナデ 3 良好 符褐色

242 士郎総 村、B 13.0 本3.l 3/24 内外面ともナデ 3 良府 燈褐色

243 士郎~if 皿B 14. 0 宇2.7 2/24 内外面ともナデ、口縁部外商強いヨコナデ 3 良好 燈褐色 口縁歪みが大きい

244 土師器 皿B 14. 0 宇2.8 2/24 
内外面ともナデ、口縁部外面にやや強いヨコ 3 良好 極褐色
ナデ

245 土師器 ！日lB 14. 0 勺 l 4/24 内外面ともナデ、口縁部外面強めのヨコナデ 3 良好 設褐色

246 土師器 UliB 14. 0 ・2.5 8/24 内外商ともナデ、｜寸縁部外面強めのヨコナデ 4 良好 燈褐色

247 土師器 UliB 14. 0 本3.0 5/24 l人l外面ともナデ 3 良好 指褐色

248 土師器 皿B 15. 5 *2. 8 4/24 内外面ともナデ 2 良好 燈褐色

249 土師器 杯C (9. 8) 字2.l 21/24 内外商とも回転ナデか、底部へラ切り 2 良好 黄灰色

250 土師器 斐B 12. 4 ・4.4 4/24 
口縁部内外面 体部外商ナデ、体部内而ケズ 3 良好 鐙褐色／

l培茶褐色

251 土師器 費A 15. 7 *4. 6 3124 口縁部内外面体部外商ナデ、体部内蘭ケズ 3 良好 糧褐色

252 土師器 斐Cか 18. 3 本5.4 2/24 
口縁部内外面ナデ、体部外面ハケ、体部内面 3 良好 鐙褐色

形状そのものに歪
ケズリ みが認められる

253 土師桜 受B 22.4 ・5.1 2/24 口縁部内外面 ー体部外而ナデ、体部内面ケズ 3 良好 茶褐色

254 土師昔話 き臣B 25. 4 牟6.7 5/24 口縁部内外面体部外面ナデ、体部内面ケズ 3 良好 茶褐色～
鐙褐色

255 土師器 受B 32. 6 *6. 3 2/24 口縁部内外面体部外面ナデ、体部内面ケズ 4 良好 黄褐色～
') 燈褐色
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256 I土師器｜ 甑 20. 9 Iキ12.l 5/24 I口縁部内外面・体部外国ナデ、体部内面ケズ ｜ 3 
リ後ナデか

良好 ｜黄褐色／
符褐色

257 I I師器｜鍋A キ6.2 I小片 ｜口縁部内外面ナデ、体古｜：外偏ハケ、体音II内面 ｜ 3 I 良好 ｜黄褐色
ケズリか

テラス状遺構SH20 

258 須忠*I 蓋 C 16. 8 2. 4 1/24 内外面とも回転ナデ、天井部回転ヘラケズリ 3 堅綴 ！大色

259 3良恵6~ 蓋 16. 0 *l. 7 2/24 内外面とも回転ナデ、 天井部回転ヘラケスリ 2 堅綴 青灰色

260 須恵器 杯Ca 11. 8 3.3 2/24 内外面とも回転ナデ、底部ヘラ切り 2 堅綴 青灰色

261 須恵器 杯Ca 13. 0 3. 4 3/24 内外面とも回転ナデ、底部ヘラ切 り 2 堅綴 青灰色

262 須虫、器 杯Ca 12. 8 4. 7 1/24 内外面とも回転ナデ、底部ヘラ切りか 3 堅綴 灰白色

263 須恵器 杯Ca 12. 8 4.4 3/24 内外聞とも回転ナデ、底部ヘラ切 り 2 堅紋 ）火色
外面に L具の当た
り痕が目立つ

264 須7古器 材、Ca 13.4 4.3 1/24 内外面とも回転ナデ、底部ヘラ切り 3 堅綴 灰色

265 須恵器 村、Ca 14. 0 4. 2 7/24 内外面と も同転ナデ、底部ヘラ切り後ナテ 3 堅綴 青灰色／
灰色

266 須恵6if杯Ca 15. 2 3. 9 1/24 内外面とも凶転ナデ、底部ヘラ切り 2 堅綴 灰色

267 須恵6~ 杯Bc 12. 5 2. 8 2124 内外面とも回転ナデ、底部ヘラ切り後十デ 2 堅綴 灰色

268 須恵器 杯Bc 13. 5 3. 2 3/24 内外商とも回転ナデ、底部ヘラ切り 2 堅綴 灰色
内外面火だすきあ
り

269 須恵器 椀Aか 15. 0 *4. 0 3/24 内外面とも回転ナデ 2 堅綴 灰色

270 須恵器 椀Aか 16.4 *4. 3 6/24 内外面とも回転ナデ 2 堅綴 灰色

271 須恵器 長頚責 10. 0 ホ6.1 4/24 内外面とも回転ナデ 2 堅綴 灰色

272 須恵器 長類壷 11. 0 *6. 6 7/24 内外面とも回転ナデ 2 堅綴 灰色 焼け歪み大き い

273 須恵器 長頚壷 12. 0 *5. 8 3/24 内外面とも回転ナデ 3 堅綴 灰色

274 須恵器 椀B 17. 4 5. 8 3/24 内外面とも回転ナデ、底部ヘラ切りか 3 堅綴 灰色
口縁部内市に沈線
が I条めぐる

275 須恵器 十不Bb 11. 6 4. 2 5/24 
内外商とも回転ナデ、底部ヘラ切 り後不調整 4 堅綴 灰色台、

276 須恵器 材、Bb 13. 8 ホ3.5 3/24 内外商とも回転ナデ 2 堅綴 灰色

277 須恵器 受B 17. 6 *4. 8 4/24 内外面とも回転ナデ 4 堅綴 灰色
焼成前に器表面を
扶る

278 須恵器 受A 22. 8 ホ5.4 6/24 内外面とも回転ナデ 3 堅綴 灰色

279 土師器 皿B 13. 6 *2. 7 4/24 内外面ともナデ、口縁部内外面ともヨコナデ 3 良好 黄褐色

280 土師器 皿B 14. 0 *2. 9 5/24 内外面ともナデ 2 良好 樫褐色

281 土師器 皿B 15. l *3.1 2124 口縁部外面強めナデ、内面ミガキか 2 良好 樫褐色

282 土師器 皿B 14. 8 ホ2.6 2/24 内外而ともナデ 3 良好 黄褐色
外面に赤色顔料塗
布

283 土師器 杯B 10. 4 *2. 5 3/24 内外面ともナデ、口縁部外面強いヨコナデ、 2 良好 燈褐色

284 土師器 杯A 14. 2 *4. 1 1/24 口縁部外商強いヨコナデ、内面ナデ 3 良好 茶褐色

285 土師器 斐B 23. 8 ホ6.5 2/24 
口縁部内外面ヨコナデ、体部外面ハケ、体部 3 良好 積褐色
内面ケスリ

287 七師器 鍋B 35. 8 *6. 6 5/24 内外商とも強いヨ コナデ 3 良好 黄褐色／
極褐色

286 土附器 百五 25.4 *11. 0 2/24 内外面ともナデ、内面ケズ ＇）か 3 良好 茶褐色

テラス状遺精SH23 

湖 ｜須恵器｜ 蓋 I is. o卜i.o I 2 24 I内外面とも回転ナデ、天井部回転ヘラケズリ ｜ z I堅綴｜ 灰色

川 須 恵 器｜ 蓋 I 16. s卜i.s I 3 24 I内外商とも回転ナデ I 3 I堅綴 ｜ 灰色

円
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290 須恵器 皿A 16. 0 *2. 0 2/24 内外面とも同転ナデ、底部ヘラ切り後ナデ 2 堅綴 1長色

291 須恵器 杯C (9. 0) ホ2.6 9/24 内外面とも回転ナデ、底部ヘラ切り後ナデ 2 里E綴 ！大色

292 須恵器 村、Ca 14. 7 4. 0 1/24 内外函とも回転ナデ 2 堅綴 灰色

293 須恵器 杯Bc 14. 2 3. 3 1/24 内外出とも凶転ナデ、底部ヘラ切り後ナデ 2 堅綴 灰色

294 5良恵器 杯Bc 14. 9 *3. 2 2/24 内外面とも回転ナデ、底部ヘラ切り後ナデ 2 堅綴 灰色

295 須恵器 椀B *4. 0 1/24 内外国とも回転ナデ 2 堅綴 灰色
口縁部内面に沈線、

I条あ り

296 上師器 村、iB 12. 9 *2. 5 3/24 
内外面ともナデ、｜寸縁部内外面にやや強めの 3 良好 黄尚色
ナデ

297 土師器 魚： 18. 4 ホ5.7 2/24 
口縁音II強いヨコナデ、体部外面ハケ後ナデ、 3 良好 茶位j色
体部内面ケズ ＇）後ナデか

298 土師器 鍋A 39.2 *7. 5 3/24 
口縁部ヨコナデ、体古ll外出ハケ、体部内面ケ 3 良好 黄樹色
スリ

第 7表 B地点出土土器観察表

番号｜種別 l器種 技法上の特徴 胎土｜焼成 i 色調 備考

テラス状i量情SHOl 

須恵器 料、A 10. 3 3.1 15/24 内外面とも回転ナデ、底部ヘラ切り後ナデ 2 堅綴
青灰色／

灰色

2 須恵器 杯B 9. 7 4. 3 
ほほ

内外面とも回転ナデ、底部ヘラ切り後十デ 2 堅級 灰白色 口縁に焼けひずみ
完存

3 須恵器 杯B 9. 7 3. 6 15/24 内外面とも回転ナデ、底部ヘラ切り後十デか 3 堅綴 青灰色

4 須恵器 椀 (5. 0) • I. 9 10/24 内外耐とも回転ナデ、底部糸切り 2 堅綴 J農青灰色

5 上師器 斐B 16. 6 *3. 0 2/24 内画面ともヨコナデ 3 良好 黄褐色

6 土師器 斐C 21. 0 *6. 0 5/24 
口縁部内外面ナデ、体部外面ハケ、体部内面

4 良好 燈褐色
ケズ ＇）後ナデ

テラス状遺情SH02 

7 須恵器 蓋Ca 16. 4 3.1 完形 内外面とも回転ナデ、天井部ヘラ切り後十デ 4 堅綴 灰色 若干焼けひずみ

8 須恵器 杯C (8. 8) *2. 3 5/24 内外面とも回転ナデ 2 竪綴 灰色

9 土師器 杯B 傘3.1 2/24 内外面ともナデ 2 良好 燈褐色

10 土師器 杯A 16. 0 本3.5 3/24 内外面ともナテか 2 良好 糧褐色

11 土師器 杯C 10. 6 *2. 9 2/24 内外面ともナデ 2 良好 援褐色

12 土師器 皿B 12. 0 ホ2.2 3/24 内外面ともナデか 2 良好 種褐色

13 土師器 皿B 13. 6 2. 4 5/24 内外面ともナデ、底部ユビオサエ後ナデ 2 良好 樫褐色

14 土師器 雪主 *6. 1 内外面ともハケ後ナデ 3 良好 茶褐色

テラス状遺構SH03 

15 須恵器 蓋 本2.0 内外面とも回転ナデ、天井部回転ヘラケズリ 2 堅綴 灰色

16 須恵器 杯B 12. 8 3. 9 2/24 内外面とも回転ナデ、底部ヘラ切り後未調整 2 堅綴 灰色

17 須恵、器 杯 15. 6 *3. 2 3/24 内外面とも回転ナデ 2 堅綴
灰褐色／ 高杯の杯部の可能

灰色 性あり

18 須恵器 杯B ホ2.3 9/24 内外面とも回転ナデ 2 堅綴 灰褐色
底部にハケ状の痕

跡あり、糸切りか

19 須恵器 柄、 12. 6 ’2. 4 7/24 内外面とも回転ナデ 3 堅綴 灰褐色 焼けひずみあり

20 須恵器 本干C 13.3 *3. 0 3/24 内外面とも回転ナデ、底部ヘラ切り後十デ 2 堅綴 灰色 高台欠損
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21 須恵器 杯C 13.6 4. 0 2/24 
内外面とも回転ナデ、底部回転ヘラ切り後回

2 堅綴 灰褐色
転ナデ

22 須恵器 杯C (8. 4) 半2.0 2/24 内外商とも回転ナデ、底部ヘラ切 り後ナデ 2 堅綴
灰褐色／

灰色

23 土師器 皿B II. 4 2.0 2/24 内外国ともナデ、 口縁部外国ヨコナデ 3 良好 経褐色

24 土師器 杯B 13.0 *2. 5 5/24 内外面ともナデ 2 良好 権褐色

25 土師器 杯A 15. 8 事3.5 2/24 内外面ともナデ 3 良好 鐙褐色

26 土師器 翌rn 21. 5 *3. 2 3/24 口縁部内面強いヨコナデ、体部内面ケズリ 3 良好 槌褐色

27 土師器 主!!iB 22. 0 *6. 6 5/24 
口縁部内面強いヨコナデ、体部内面ケズリ後

4 良好 鐙褐色
ナデ

28 土師器 鍋A 39. 6 *8. 8 2/24 口縁部内外面ヨコナデ、体部外面ハケ 3 良好 樫褐色

土坑SH04 

29 須恵器 十不A 9. 8 *2. 8 4/24 内外面とも回転ナデ、底部ヘラ切り後未調整 3 堅綴 灰褐色

30 須恵器 蓋C 14.5 ホ0.7 2/24 内外面とも回転ナデ、天井部回転ヘラケズリ 3 堅徹 青灰色

31 須恵、器 杯 12.5 *3. 0 2/24 内外面とも回転ナデ 3 堅綴 青灰色

32 須恵器 杯C 15. 5 3. 8 9/24 
内外面とも回転ナデ、底部ヘラ切り後回転ナ

4 堅綴 灰色
ア

33 須恵器 杯C 15. 8 4. I 3/24 
内外面とも回転ナデ、底部ヘラ切り後回転ナ

3 竪綴
濃青灰色／

外面に付着物あ り
デ 青灰色

34 須恵器 杯C (9. 0) 事2.6 11/24 内外面とも回転ナデ、底部へラ切り後ナデ 2 堅綴 青灰色

35 須恵、器 査 (7. 8) *8. 5 18/24 
内外面とも回転ナデ、底部へラ切り後回転ナ

3 竪綴
灰褐色／ 内面底部に粘土沈

ア 灰色 付着

36 須恵、器 斐C 19. 6 *4. 7 2/24 口縁部内外面と も回転ナデ 3 堅綴 灰色

37 須恵器 査 *8. 1 11/24 
内外商とも回転ナデ、体部回転ヘラケズリ・

3 堅綴 灰褐色
回転ナデ

38 土師器 干不 ‘Z 7 1/24 内外面ともナデ 3 良好 鐙褐色
小片のため口径不
明

39 土師器 干不 ホ2.4 小片
内外面ともナデ、口縁部内外面とも強いヨコ

3 良好 櫨褐色
小片のため口径不

ナデ 明

40 土師器 干不B 12. 2 2. 4 3/24 内外面ともナデ、口縁部外面強いヨコナデ 3 良好 糧褐色

41 土師器 杯B 12. 6 事2.5 2/24 内外面ともナデ、口縁部外面強いヨコナデ 3 良好 糧褐色

42 土師器 杯A 16.6 本2.9 3/24 
内外面と もナデ、口縁部内外面と も強いヨコ

3 良好 糧褐色
ナデ

43 土師器 受B 19. 2 事5.6 1/24 
口縁部内面強いヨコナデ、体部外面ハケ後十

3 良好 樟褐色
デか、体部内面ケズリか

44 土師器 斐A 22. 0 本4.1 2/24 口縁部内外面ともナデ 3 良好 黄褐色

45 土師器 望室B 24. 2 *4. 1 3/24 ロ縁部外面ナデ、口縁部内面強いヨ コナデ 3 良好 積褐色

46 土師器 甑把手 ナデ、体部内面ケズリ 3 良好
茶褐色／
樫褐色

47 須恵器 鉢B 30. 4 *4. 3 3/24 
口縁部内外面ともヨコナデ、体部外面ハケ後

3 堅綴
灰～黒褐色

ナデ ／灰褐色

48 
瓦質土

鍋 28. 2 *8. 5 1/24 内外面ともナデ、体部外面ユビオサエ痕 3 良好 黒褐色
器

「ひ
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64 土師器 斐A 15. 4 本7.6 5/24 口縁部内外面ともヨコナデ 4 良好
桜褐色／

Bil'茶褐色

65 土師器 鍋B 25. 8 本3.0 3/24 口縁部内面強いヨコナデ 3 良好
黄制色／
糧褐色

66 土師器 鍋B 34.6 *5. 2 2/24 
口縁部内外面とも強いヨコナデ、体部内外耐と

4 良好
黄褐色～

もナデ 樫褐色

，着S001 

67 須恵器 蓋Ca 14. l 本2.7 14/24 内外面とも回転ナデ、天井部ヘラ切り後ナデ 4 堅綴 灰色

68 須＂！！！.~器 蓋Ca 16. 2 2.1 7/24 内外面とも回転ナデ、天井部へラ切り後ナデ 2 堅綴 灰色

69 須恵器 蓋 15. 4 •o. g 2/24 内外面とも向転ナデ、天井部回転ヘラケスリ 2 堅綴 青J火色

70 須恵器 蓋F 14.0 5. 6 9/24 内外面とも回転ナデ、天井部ヘラ切り後ナデ 4 堅綴 灰褐色

71 須恵器 椀 18. 6 事5.2 5/24 内外面とも回転ナデ 2 堅綴
濃青灰色／

淡青灰色

72 須恵器 材、Ca 10. 6 3.8 3/24 内外面とも回転ナデ、底部ヘラ切り後ナデ 2 堅綴 灰色

73 須恵？if 村、Ca 14. 2 3. 7 2/24 内外聞とも回転ナデ、底部ヘラ切り後ナデ 4 堅綴 育灰色

74 須恵、器 杯Ca 16.5 3. 7 5/24 内外而とも回転ナデ、底部ヘラ切り後不調整 2 堅綴 灰色

75 須恵、器 相； 14.8 *3.8 3/24 内外面とも回転ナデ 2 堅綴
灰褐色／
淡灰色

76 須恵、器 杯 15. 9 *3. 3 2/24 内外面とも回転ナデ 2 堅綴 灰色

77 土師器 鍋A 38. 9 4. l 1/24 円縁部内外面ともヨコナデ 3 良好 茶褐色

テラス状遺情SHOB 

78 須恵器 蓋Ca 13. 7 l. 8 6/24 
内外面とも回転ナテ＼天井部回転ヘラ切り後十

2 墜綴 灰色
ア

79 須恵器 童量 14. 5 * l. 4 2/24 
内外面とも回転ナデ、天井部回転へラ切り後ナ

2 堅綴 l氏色
ア

80 須恵器 蓋 15. 0 *l. 8 4/24 
内外［箇とも回転ナデ、天井部回転ヘラケズリ後

2 堅綴 灰色
ナデ

81 須恵器 蓋 15. 4 *l. 5 5/24 
内外耐とも回転ナデ、天井部回転ヘラ切り後ナ

2 堅綴 灰色
ア

82 須恵器 蓋Ca 14.3 2.4 7/24 内外面とも回転ナデ、天井部ヘラ切り後ナデ 3 堅綴 青灰色 若干焼け歪む

83 須恵器 蓋Ca 16. 0 2. 5 5/24 内外面とも回転ナデ、天井部回転ヘラケズリ 3 堅綴 灰色

84 須恵器 書量 15. 8 *2.1 5/24 
内外面とも回転ナデ、天井部回転ヘラケズリ後

2 堅綴 灰色
回転ナデ

85 須恵、器 蓋 16. 0 事2.0 7/24 
内外面とも回転ナデ、天井部ヘラ切り後回転ナ

2 堅綴 灰色
T 

86 須恵器 蓋F 12. 0 傘2.5 1/24 
内外国とも回転ナデ、天井背II回転ヘラケズリ後

2 堅綴 灰色
ナデか

87 須恵器 短頚壷 10. 0 事10.5 5/24 
内外面とも回転ナデ、体育II下半閲転ヘラケズリ

2 堅綴
l天褐色／

後ナデ 灰色

88 須恵器 十不Bb *l. 6 8/24 内外面とも回転ナデ、底部ヘラ起こしか 3 堅綴 灰色

89 須恵器 杯Bc 12. 6 *3. 3 3/24 内外面とも回転ナデ、底部ヘラ切り後十デか 2 堅綴 灰色

90 須恵器 半平Bc 14.0 3.1 4/24 内外面とも回転ナデ、底部回転ヘラ切り 2 軟 灰白色

91 須恵器 杯Ca 14. 4 3.6 2124 内外面とも回転ナデ、底部回転ヘラ切り 2 堅綴 灰白色

92 須恵、器 杯Ca 14.0 4. 0 1/24 内外面とも回転ナデ、底部回転ヘラ切り諾ナデ 2 堅綴 灰色
体部外面に融着

した土器片

93 須恵器 ＋干Ca 13.2 4. 3 1/24 内外面とも回転ナデ、底部凶転ヘラ切り後ナデ 2 竪綴 灰色

94 須恵器 不明 (14. 5) *3. 6 4/24 胸部内外国とも回転ナデ 3 竪綴 青灰色

95 土師器 杯D (10. 2) * l. 8 4/24 内外商とも回転ナデか、底部ヘラ切り後ナデか 2 良好 樫褐色

96 土師器 杯D oo. iJ *2. I 8/24 内外面とも回転ナデ下、底部ヘラ切 り 3 良好 燈褐色

97 土師器 皿B 13. 0 2. 5 1/24 内外面ともナデ 2 良好 櫨褐色

口
内
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98 土師器 皿1B 14. 2 2. 5 4/24 内外面ともナデ 3 良好 桜褐色

99 土師器 皿B 13. 8 2. 3 3/24 内外国ともナデ 2 。
白

生焼けの須恵器
の可能性あり

100 土師器 皿 14. 0 1. 6 1/24 内外面ともナデ 2 良好 燈褐色
回転台使用の可
能性もある

101 士郎器 ~A 13. 8 本2.4 3/24 口縁部内外面ともナデ 2 良好 燈褐色

102 土師器 杯A 18. 6 宇3.4 4/24 内外面ともナデ、底音IIケズリか 3 良好 黄褐色

103 土師器 鍋A 44. 0 本10.7 2/24 
口縁部外面ナデ、口縁部内面ハケ、体部外商ハ

3 良好 償褐色
ケ、体部内面ナデか

104 土師器 鍋A 45. 2 *8. 6 6/24 
口縁部内外面ともヨコナデ、体部外商ハケ、体

3 良好 燈褐色
部内面ケスリ

テラス状遺構SH06 

105 須恵器杯Ca 14. 0 3. 6 2/24 内外面とも回転ナデ、底部ヘラ切り後回転ナデ 3 軟 灰白色

不明遺構SH12 

1061須恵器 柄、Ca (8. 9) *2. 9 5/24 内外面とも回転ナデ、底部ヘラ切り後回転ナデI2 I堅綴｜ 灰色

107 I須恵器 椀 (10. 4) 本2.1 7124 内外商とも回転ナデ、底部ヘラ切り I 2 I堅綴｜ 灰色

不明遺構SH11 

10s I須恵器 杯Bc 11. 7 2. 7 1/24 内外商とも回転ナデ、底部ヘラ切り後ナデ I 2 I堅綴｜ 青灰色

109 j須恵器 杯Ca 13. 9 ホ2.9 4/24 内外面とも回転ナデ、底部ヘラ切り I 3 I堅綴｜ 灰色

土坑SK01 

川須恵器 蓋 16. 0 *l. 1 2/24 内外国とも回転ナデ、天井部へラ切り後ナデ I 2 I堅綴｜ 青灰色

11 I須恵器 杯Ca (10. 4) ホ2.1 4/24 内外国とも回転ナデ、底部ヘラ切り後回転ナデI2 I堅綴｜ 灰色

テラス状遺構SH02 

112 I土師器 受B 23. 6 *2. 8 3/24口縁部内外面ともナデ、体部内面ケスリか 3 良好
燈褐色／
黄褐色

テラス状遺情SHlO 

113 須恵器 蓋 13. 6 *l. 6 6/24内外面とも回転ナデ、天井部へラ切り後回転ナI 2 I堅綴｜ 青灰色
ア

竪穴式住居跡SHOl 

114 須恵器 蓋Ca 14. 2 2. 1 
(i（ま 内外面とも回転ナデ、天井部ヘラ切り後回転ナ

3 堅綴 灰色
完存 ア

115 須恵器 蓑Ca 14.6 2. 3 7/24 内外商とも回転ナデ、天井部ヘラ切り後不調整 3 堅綴 灰色

116 須恵器 蓋Ca 15. 0 2. 2 4/24 
内外面とも回転ナデ、天井部へラ切り後回転ナ

3 堅綴 灰色
ア

117 須恵器 蓋Ca 15. 5 1. 8 15/24 
内外面とも回転ナデ、天井部ヘラ切り後回転ナ

3 堅綴 青灰色
ア

118 須恵器 蓋Ca 15. 7 2.8 8/24 
内外面とも回転ナデ、天井部ヘラ切り後回転ナ

3 堅綴 灰色
ア

119 須恵器 葦Ca 17. 0 2.1 6/24 
内外面とも回転ナデ、天井部ヘラ切り後回転ナ

2 堅綴 灰色
ア

120 須恵器 蓋Ca 16. 8 2. 1 4/24 内外面とも回転ナデ 3 堅級 灰色

121 須曹、器 蓋D 17. 6 *2. 0 18/24 内外面とも回転ナデ、天井部回転ヘラケスリ 3 堅綴 青灰色

122 須恵、器 蓋 16. 7 *l. 4 3/24 
内外国とも回転ナデ、天井部へラ切り後回転ナ

2 堅綴 灰色
ア

123 須恵器 蓋Ca 19. 0 2. 9 2/24 内外面とも回転ナデ、天井部回転ヘラケズリ 3 堅綴 灰褐色 胎士分析試料 01

内外商とも回転ナデ、天井部ヘラ切り後回転ナ
焼け歪み著しい

124 須恵器 蓋F 11. 7 4. 1 15/24 3 堅級 灰褐色 天井付部着内面自然デ
紬 ー 物

125 須恵器 蓋F 13. 1 3. 6 3/24 
内外面とも回転ナデ、天井部ヘラ切り後回転ナ

3 堅綴
灰褐色／ 外面全体に自然

デか 灰色 紬と石が付着

126 須恵器 蓋D 17. 6 2.5 4/24 内外関とも回転ナデ 3 竪綴 青灰色

ハ同dn可
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127 須恵器 杯 13. 8 *2. 6 3/24 内外［耐とも回転ナデ 3 堅綴 育灰色

128 須恵、器
小型

*2.9 12/24 内外而とも回転ナデ、底部ナデ 2 堅綴 淡灰色
底部外面に＋の

歪勺 ヘラ記号

129 須恵、器 杯Ca 12. 3 4.0 3/24 内外国とも回転ナデ、底部ヘラ切り後ナデ、 2 軟 白

130 須恵器 杯Ca 13.0 3.8 4/24 内外面とも回転ナデ、底部ヘラ切り後ナデ 3 堅綴 灰色
外面にメのヘラ記

す

131 須恵器 杯Ca 13. l 3. 2 3/24 内外聞とも回転ナデ 2 竪綴 灰色
全体的に焼け歪

む

132 須恵昔話 折、Ca 13. 5 3. 9 4/24 内外面とも回転ナデ 3 堅綴 i’f灰色

133 須恵苦言 杯Ca 13. 2 3. 5 9/24 内外面とも回転ナデ、底部へラ切り後ナデ 3 堅綴 青灰色

134 須恵器 杯Ca 14. 0 3. 7 10/24 内外面とも回転ナデ、底部ヘラ切り 3 堅綴 灰色

135 須恵総 杯Ca 14. 0 3. 5 4/24 内外面とも回転ナデ 4 堅綴 育灰色

136 須恵器 折、Ca 13.6 3. 9 3/24 内外面とも回転ナデ、底部へラ切り 2 堅綴 灰色

底部内面に横一

137 須恵ltif 杯、Ca 16. 0 4. l 8/24 内外面とも回転ナデ、底部へラ切り後ナデ 3 堅綴 灰色 文（字傷のへラ記号
か）

138 須恵器 杯Ca 15. 9 4. 0 1/24 内外面とも回転ナデ、底部ヘラ切り後ナデ 3 堅綴 灰色

口縁部内面に棒

139 須恵、器 折、Cb 16. 7 4. 0 18/24 内外面とも回転ナデ、底部ヘラ切り後ナデ 3 堅綴 灰褐色 状工具による沈

線l条

140 須恵器 柄、Ca 17. 0 3.8 7/24 内外商とも回転ナデ、底部ヘラ切り後ナデ 3 堅綴 灰色

141 須恵、器 杯Ca 18. 2 4. 2 2/24 
内外面とも回転ナデ、体部下半回転ヘラケスリ

3 堅綴
If（制色／

後回転ナデか、底部ヘラ切り後ナデ 灰色

142 須恵、器 杯Ca 20. 8 4.1 2/24 内外面とも回転ナデ、底部ヘラ切り後ナデ 3 堅綴
灰尚色／
青灰色

143 須恵、器 杯Ca 17. 8 6. 4 2/24 内外国とも回転ナデ、底部へラ切り後ナデ 3 堅綴 灰色

144 須恵器 椀A 16.2 5.6 12/24 内外面とも回転ナデ、底部ヘラ切り後ナデ 2 堅綴
灰褐色／

灰色

145 須恵器 椀A 17. 0 5. 7 6/24 
内外面とも回転ナデ、体部下半回転ヘラケズリ

2 堅綴
灰褐色／

後回転ナデ、底部ヘラ切り後不調整 灰色

146 須恵器 椀A 17. 7 5.3 7/24 内外面とも回転ナデ、底部ヘラ切り後ナデ 2 軟 白

147 須恵器 椀A 18.5 6. 5 1/24 
内外面とも回転ナデ、体部下半回転ヘラケズリ

3 堅綴 灰色
後回転ナデ、底部へラ切り後不調整

148 須恵器 椀A 18. 2 *6.1 4/24 内外面とも回転ナデ、体部下半回転ヘラケズリ 3 堅綴 青灰色

149 須恵器 椀B 18. 3 *4. 7 8/24 内外面とも回転ナデ 3 堅綴 灰色

150 須恵器 冨古 15. 0 ホ3.7 5/24 口縁部内外国とも回転ナデ 3 堅綴 灰色
頚部外面にj尤線l
条

151 須恵器 長頚牽 10.4 *5. 0 6/24 口縁部内外面とも回転ナデ 2 竪綴 灰色

152 須恵器 主M 24.9 *6. 9 12/24 口縁部内外商とも回転ナデ、 体部外国タタキ 2 堅綴 灰褐色

153 土師器 杯A l l. 5 *3. 3 2/24 内外面ともナデ 2 良好 鐙褐色

154 土師器 4午、A 11. 6 *3. 2 5/24 内外面ともナデ 3 良好 桜褐色

155 土師器 杯B 8.0 2.1 1/24 内外面ともナデ 3 良好 燈褐色

156 土師器 杯B 12. 4 事2.2 6/24 内外面ともナデ 。
不明 燈褐色

157 土師苦言 皿B 15.4 2. 5 3/24 内外面ともナデ 3 良好 続褐色

158 土師器 受A 16.6 市3.0 7/24 口縁部内外面ともヨコナデ、体部内面ケズリ 3 良好 燈褐色

口縁部内外面ともヨコナデ、体音II外面ナデか、
体部外面2次焼成

159 土師器 受A 18. 2 事5.8 2/24 
体部内面ケズリ 3 良好 茶掲色～盟 によるひはぜで

表面剥離

160 土師器 受A 21. 1 事5.5 3/24 口縁部内外面ともヨコナデ、体部内面ケズリか 3 良好 黄褐色

161 土師器 鍋A 37. 6 ’6. 2 4/24 
口縁部外面ヨコナデ、口縁部内面ハケ後ナデ、

3 良好 黄褐色
体部外面ハケ、体部内面ケズリか
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土坑SH09 

162 須恵器 葦Ca 15. 0 2. 2 14/24 
内外面とも回転ナデ、天井部ヘラ切り後回転ナ

3 堅綴 青灰色
ア

163 須曹、器 蓋Ca 15. 9 3. 5 完存 内外面とも回転ナデ 3 堅綴 青！ポ色

164 須恵器 蓋D 25. 0 *2. 5 9/24 
内外面とも回転ナデ、天井部ヘラ切り後回転ナ
T 

2 堅綴 青灰色 環状つまみか

165 須恵器 杯Bc 12. l 3.6 1/24 内外面とも回転ナデ、 底部ヘラ切り後回転ナデ 3 堅綴 白

166 須E害、器 杯Bc 12. 9 3.3 16/24 内外面とも回転ナデ、底部ヘラ切 り後不調整 3 堅綴 白

167 須恵器 杯Bc 13. 4 3. 7 12/24 内外面とも回転ナデ、底部ヘラ切り後ナデ 3 堅綴 灰色

168 須恵、器 杯Ca 10. 8 4.1 5/24 内外面とも回転ナデ、底部ヘラ切り後ナデ 2 堅綴 灰色

169 須豆、器 杯Ca 13. 4 3. 9 3/24 内外面とも回転ナデ、底部ヘラ切り後ナデ 2 堅級 灰色

170 須恵、器 杯Ca 13. 4 4.0 16/24 内外面とも回転ナデ 2 竪級
灰褐色／

灰色

171 須恵器 杯Ca 13. 0 3. 9 6/24 内外商とも回転ナデ、底部ヘラ切り後ナデ 2 堅綴 灰色
底部外面に粘土
小塊が付着する

172 須恵器 f不Ca 13. 5 4.0 7/24 内外商とも回転ナデ、底部ヘラ切り後ナデか 3 堅紋 青灰色
焼け歪みが若し
、u、

173 須恵器 杯Ca 13. 8 4.0 12/24 内外面とも回転ナデ 3 堅級 青灰色

174 須恵器 杯Ca 13. 8 3. 5 8/24 内外商とも回転ナデ、底部ヘラ切り後十デ 2 堅綴 灰色

175 須恵器 杯Ca 15. 2 3. 5 8/24 内外面とも回転ナデ、底部ヘラ切り後回転ナデ 3 堅綴 青灰色

176 須恵器 椀A 15. 2 ホ4.4 3/24 内外面とも回転ナデ 2 堅綴 青灰色

177 須恵器 椀A 20. 2 5. 7 5/24 内外面とも回転ナデ、底部ヘラ切り後不調整 3 堅綴 青灰色

178 土師器 皿B 14. 4 3.0 7/24 
内外面ともナデ、 口縁部外面やや強めのヨコナ

3 良好 鐙褐色
ア

179 土師器 皿B 14. 8 2. 3 3/24 内外面ともナデ 3 良好 鐙褐色

180 土師器 ＋不A 15. 2 *3.9 3/24 内外国ともナデ 3 良好 糧褐色

181 土師器 斐A 14.4 本5.4 5/24 
口縁部内外面ともヨコナデ、体部外面ハケ、体

3 良好
燈褐色／

部内面ヘラケズリ 暗茶褐色

182 土師器 受B 22. 0 事10.3 6/24 
口縁部内面に強いヨコナデ、体部外面ハケ後ナ

3 良好 茶褐色
デ、体部内面ケズリ

183 土師器 甑 34.4 21. 9 6/24 
口縁端部内外面ナデ、体部外面ハケ、体部内面

3 良好 茶褐色
上半ハケ、体部内面下半ケズリ

不明遺梅SK 09 

184 須恵器 蓋 *l. 7 
内外面とも回転ナデ、天井部回転ヘラケズリ後

3 堅綴 灰色
ナデか

185 須恵器 杯C (8. 6) *l. 7 6/24 内外面とも回転ナデ、 底部ヘラ切り後ナデか 2 軟 灰白色

186 須恵器 杯Bb 事l.8 7/24 内外面と も回転ナデ、底部ヘラ切り後不調整 2 堅綴 灰色

187 須恵器 長頚査 9. 0 *6. 2 2/24 口縁部内外面とも回転ナデ 2 堅綴
灰色／
青灰色

188 須恵、器 斐A 30. 4 *5. 8 5/24 口縁部内外面とも回転ナデ 3 堅綴
灰褐色／
青灰色

189 土師器 斐A 14.9 ・5.0 4/24 
口縁部内外面ともヨコナデ、体部外面ハケ、体

3 良好 糧褐色
部内面ケズリ後ナデか

土坑SK05 

杯D I 16.3 I 6.4 I 7/241内外面とも回転ナデ、底部ヘラ切り後回転ナデI3 I堅綴 ｜ 灰色

皿D I 13. 3 I 3. 4 

不明遺繕SK 11 

192 I土師器 ｜鍋A I 42.0 I *4.9 

6/241内外面とも回転ナデ、底部ヘラ切り後回転ナデI3 I堅綴

5/241 q縁部外面ヨコナデ、口縁部内面ヨコハ？後ナI2 I良好
ア＼ 体部外面ハケ、体部内面ケズリ後ナテ

201 

灰色

茶褐色

かすかに焼け歪
む
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不明遺稿SK06 

193 I須恵器 ｜杯Bc I 13. 3 I 3. 1 I 11241内外面とも回転ナデ、底部ヘラ切り後ナデ

；蕎5002 

3 I 軟 ｜ 灰白色

194 須君、器 蓋 14. 4 * l. 4 3/24 内外面とも回転ナデ、天井部ヘラ切り後ナデ 2 堅綴 灰色
著しく焼けひず
む

195 須恵器 蓋 15. 6 *I. 5 12/24 内外面とも回転ナデ、天井部回転ヘラケズリ 2 堅綴 灰色

196 須恵器 主主 ‘1. 3 内外面とも回転ナデ、天井部回転へラケズリか 2 堅綴
灰褐色／ 著しく焼けひず
青灰色 む

197 須恵昔号 蓋 19. 8 ホI.6 3/24 内外面とも回転ナデ 2 堅綴
濃灰色／

灰色

198 須E号、器 杯、c (8. 8) *I. 4 8/24 内外面とも回転ナデ、底部ヘラ切り後不調整 2 堅綴
青灰色／
灰色

199 須恵、器 高杯A *7. 7 脚部内外商とも回転ナデ 2 堅綴 濃青灰色

第9表 0 l地点出土土器観察表

番号｜種別 ｜器種 技法上の特徴 胎土｜焼成 ｜ 色調 備考

製塩炉4

1 須恵器 杯Bc 13.6 3. 6 9/24 内外面とも回転ナデ、底部ヘラ切り後ナデ 3 やや軟 灰白色 摩滅が著しい

2 須恵器 杯Bc 13.6 3. 6 11/24 内外面とも回転ナデ、底部へラ切り 3 やや軟 灰白色

3 須恵、器 杯Bc 14. 2 3. 5 6/24 内外面とも回転ナデ、底部ヘラ切り後ナデ 3 やや軟 灰白色 摩滅が著しい

4 須恵器 椀か 15. 4 *4. 2 3/24 内外面と も回転ナデ 3 堅綴 灰色

5 須恵器 杯Ca 13. 2 4.0 10/24 内外面と も回転ナデ、底部へラ切り 3 堅綴 青灰色

6 須恵器 杯Ca 10. 3 4.8 3/24 内外国とも回転ナデ、底部ヘラ切り 3 堅綴 灰色

7 土師器 十不D (11. 0) 場I.7 9/24 内外部とも回転ナデか 3 良好 黄褐色 摩滅が著しい

8 土師器 杯か *3. 0 9/24 内外面ともナデか 3 良好 鐙褐色 摩滅が著しい

9 土師器 斐A 12.6 *6.6 5/24 
口縁部内外面ともナデ、体部外面ナデか、

3 良好 糧褐色
体部内面ケスリ

10 土師器 斐A 15. 2 *5. 3 6/24 
口縁部内外面ともナデ、体部外面ナデか、

3 良好 燈褐色
体音II内面ケズリ

11 土師器 "J!!A 17. 8 本4.5 3/24 
口縁部内外国ともナデ、体部外面ハケ、体

3 良好 樟褐色
部内面ケズリ

製塩炉 1

12 須恵器 蓋 14. 3 ぺ7 3//24 
内外面とも回転ナデ、天井部ヘラ切り後ナ

2 軟 灰色
T 

13 須恵器 蓋 14.2 *2. 1 11/24 
内外面とも回転ナデ、天井部ヘラ切り後ナ

2 竪綴 灰色
ア

14 須恵器 蓋 14. 8 事1.2 5/24 
内外商とも回転ナデ、天井部へラ切り後ナ

3 堅綴 青灰色 焼け歪みあり
T 

15 須恵器 叢 18. 8 本1.3 2/24 
内外商とも回転ナデ、天井部へラ切り後ナ

2 堅綴 灰色
T 

16 須恵器 折、Aa 12. 8 *4. 8 5/24 内外面とも回転ナデ、底部回転ヘラケズリ 2 堅綴 灰色

17 須恵器 杯A 13. 2 *2. 7 5/24 内外面とも回転ナデ 2 堅綴 青灰色

18 須恵器 杯Bc 10. 8 3. 8 3/24 内外商とも回転ナデ 2 堅綴 灰色

19 須恵器 十不Bc 11. 5 3. 6 12/24 内外面とも回転ナデ、底部ヘラ切り後ナデ 2 堅綴 灰色

20 須恵器 杯Bc 13. 9 3. 5 8/24 内外面とも回転ナデ、底部ヘラ切り後ナデ 3 軟 白

円
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観 安正
＂、 圭

21 須恵器 llllA 13. 4 l. 9 4/24 内外面とも回転ナデ、底部ヘラ切り後ナデ 3 竪綴 灰色

22 須恵器 杯Ca 14. 8 5.8 1/24 内外面とも回転ナデ、底部ヘラ切り 2 堅綴 灰色

23 須恵器 杯Ca 15. 7 5. 8 10/24 内外面とも回転ナデ、底部ヘラ切り 3 竪綴 青灰色

24 須恵器 鉢 15. 9 事3.5 2/24 内外面とも回転ナデ 2 堅綴 灰色

25 須恵器 皿B 16. 5 3. 6 4/24 内外面とも回転ナデ、底部ヘラ切り 3 堅綴 灰色

26 土師器 杯A 11. 6 *4. 7 3/24 
口縁端部強いヨコナデ、 体部外面ケズリ、

3 良好 茶褐色
体部内面ナデ

27 土師器 llllA a 14. 6 *2. 1 7/24 内外面ともナデ 3 良好 黄褐色

28 土師器 斐A 16. 6 移4.0 3/24 
口縁部内外面ともヨコナデ、体部外面ハ

3 良好 茶褐色
ケ、体部内面ケズリ

29 土師器 鍋A 43.4 *7. 1 9/24 
口縁部内外面智也や強めのナデ、体部外面

3 良好 極褐色
ハケ、 体部内面ケズリか

製塩炉 2

30 須恵器 蓋 17. 2 *l. 9 2/24 
内外面とも回転ナデ、天井部ヘラ切り後十

3 堅綴 青灰色
ア

31 須恵器 板、Aa 11. 8 3.5 4/24 内外面とも回転ナデ、底部回転へラケズリ 2 堅綴 灰色

32 須恵器 斐B 15. 7 本9.I 5/24 
口縁部内外面とも回転ナデ、体部外面タタ

3 堅綴 青灰色
キ後カキ目、体部内面当て具痕あり

33 土師器 斐B 25. 2 *4. 3 4/24 
口縁部内外面とも強いヨコナデ、体苦II外面

3 良好 後褐色
ハケ

製塩炉3

34 須恵器 蓋 16. 2 *l. 2 2/24 
内外面とも回転ナデ、天井部ヘラ切り後ナ

3 堅綴 青灰色
T 

35 須恵器 皿Bb 14.4 2.1 3/24 内外面とも回転ナデ、底部へラ切り 2 堅綴 灰色

36 須恵、器 杯C 16. 5 4.4 20/24 内外面とも回転ナデ、底部ヘラ切り 2 堅綴 青灰色

37 土師器 杯B 10.4 *2. 7 2/24 
口縁端部強めのヨコナデ、体部外面ケス

2 良好 糧褐色
リ、体部内面ナデ

38 土師器 柄、A 12. 2 3. 7 4/24 内外面ともナデ 3 良好 積褐色

溝 SDOl 

I 
黒色土

皿 10. J l. 9 20/24 内外面とも回転ナデ、底部糸切り 2 良好 黒褐色
器

2 
黒色土

椀 16. 0 ’5. 0 4/24 内外面とも回転ナデ、底部糸切り 4 良好
灰黄色／

器 黒褐色

3 
黒色土

椀 15. 3 5. 3 10/24 内外面とも回転ナデ、底部糸切り 3 良好
灰黄色／

器 黒褐色

4 須恵、器 蓋 17. 8 本2.1 3/24 内外面とも回転ナデ、底部糸切り 2 堅綴
青灰色／

灰色

6 
黒色土

椀 16. 4 *3. 3 4/24 内外面とも回転ナデ、底部糸切り 2 良好
灰黄色／

器 黒褐色

7 須恵器 士宜主 (5. 0) *7. 2 13/24 内外商とも回転ナデ、底部糸切 り 2 堅綴 淡青灰色

8 
黒色土

椀 (6. 4) 本l.6 21/24 内外面とも回転ナデ、底部糸切 り 4 良好
灰黄色／

器 黒褐色

9 
黒色土

椀 12. 7 本4.2 3/24 内外面とも回転ナデ、底部糸切り 2 良好
黄灰色／

器 黒褐色

円
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第10表 0-2地点出土土器観察表

番号｜種別 ｜器種 技法上の特徴 胎土｜焼成 ｜ 色調 備考

製塩炉SX13および周辺

1 須恵？ii 蓋 13. 8 *2. 0 3/24 内外面とも回転ナデ、天井部ヘラ切り後ナデ 2 竪綴 灰色

2 須恵、~ii 蓋 18. 0 *l. 3 4/24 内外面とも回転ナデ、天井部ヘラ切り後ナデ 2 堅綴 灰色

3 須恵、器 杯Bc 11. 7 3. 5 5/24 内外面とも回転ナデ、底部ヘラ切り 2 堅綴
灰色～
灰白色

4 須恵、器 杯、C (8. 6) 本3.8 4/24 内外面とも回転ナデ、底部ヘラ切り後十デ 2 堅綴 灰色

5 須恵、器 杯C (12. 7) 本2.1 5/24 内外面とも回転ナデ、底部ヘラ切りか 2 竪綴 灰色

6 須恵、器 椀 (7. 2) *3. 4 9/24 内外面とも回転ナデ、底部糸切り 4 堅綴 灰色

7 須恵6:¥l 杯Ca 13. 4 3. 7 5/24 内外面とも回転ナデ、底部へラ切りか 2 堅綴 灰色

8 須恵器 杯C (11. 6) *3. 2 4/24 内外面とも回転ナデ、底部ヘラ切りか 2 堅綴 灰白色

9 須恵器 杯Ca 12. 9 3. 9 4/24 内外面とも回転ナデ、底部ヘラ切りか 2 堅綴 灰色

10 須恵？ii 杯C (11.4) ホ1.8 10/24 内外面とも回転ナデ、底部へラ切りか 2 堅綴 灰色

11 須恵器 椀 (7 2) *3. 0 完存 内外面とも回転ナデ、底部糸切り 4 堅綴 灰色

12 須恵器 杯Ca 14. 8 4. 0 1/24 内外面とも回転ナデ、底部ヘラ切り 2 堅綴 灰色

13 須恵器 杯C (9. 7) *4. 0 4/24 内外面とも回転ナデ、底部ヘラ切りか 3 堅綴 青灰色

14 須恵器 杯Ca 17. 7 3. 1 1/24 内外面とも回転ナデ 4 堅綴 灰色

15 須恵器 杯Ca 15. 6 3. 2 4/24 内外商とも回転ナデ、底部ヘラ切り後ナデ 3 竪綴
青灰色／
灰色

16 須恵器 杯C (7. 6) 事1.7 23/24 内外面とも回転ナデ、底部ヘラ切りか 2 墾綴 灰色

17 須恵器 杯C (7. 0) *2. 4 完存 内外面とも回転ナデ、底部ヘラ切りか 2 堅綴 灰色

18 須恵器 杯C (7. 4) *2. 5 10/24 内外面とも回転ナデ、底部へラ切りか 2 堅綴 灰色

19 須E害、器 椀か (8. 4) *l. 7 4/24 内外面とも回転ナデ、底部糸切り 3 堅綴 i農青灰色

20 須恵器 翌M 23. 1 ・6.6 4/24 内外面とも回転ナデ 4 堅綴 青灰色

21 須恵、器 査 (10. 2) ‘7. 0 2/24 内外面とも回転ナデ、底部ヘラ切り後ナデ 3 堅綴 灰色

22 須恵器 斐A 19.5 *4. 4 4/24 内外面とも回転ナデ 4 堅綴 青灰色

23 須恵、器 斐 *5. 9 内外面とも回転ナデ 4 堅綴
青海色／
i先青灰色

24 土師器 杯、C 13. 3 2. 7 3/24 内外面ともナデ 3 良好 澄褐色

25 土師器 椀か (7. 0) *3. 0 4/24 内外面とも回転ナデか 4 良好
茶褐色～
鐙褐色

26 
黒色土

椀A 16.5 本3.3 3/24 内外面とも回転ナデ、内面ミガキ 2 良好
灰褐色／

器 里褐色

27 黒色土
椀A (6.8) * l. 8 13/24 内外面とも回転ナデ、内面ミガキ、底部糸切

2 良好
灰黄色／

器 り 黒褐色

28 土師器 杯D (6. 0) *l. 7 4/24 内外面とも回転ナデか 3 良好
権褐色／
黄褐色

29 土師器 杯D (8. 0) ’1. 2 2/24 内外面とも回転ナデか 2 良好 樫褐色

30 土師器 椀 (7.4) 傘2.5 4/24 内外商とも回転ナデか、底部糸切り 2 良好 茶褐色

31 土師器 椀 (5. 0) *l. 2 完存 内外面とも回転ナデか、底部糸切りか 4 良好 黄灰色

32 土師器 椀 (6. 0) *l. 0 4/24 内外面とも回転ナデか、底部糸切りか 2 良好 黄灰色

33 土師器 椀 (5. 9) *l. 2 完存 内外面とも回転ナデか、底部糸切りか 3 良好 程褐色

204 
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34 
黒色土

椀A 15. 0 *3. 4 4/24 内外面とも回転ナデ、内面ミガキ 4 良好
灰褐色／

2号 黒褐色

35 土師器 斐A 19. 0 ホ3.3 1/24 口縁部内外商ともヨコナデ 3 良好 茶褐色

36 土師器 斐A 23. 3 *4. 7 2/24 口縁部内外面ともヨコナデ 4 良好 茶褐色

37 土師器 斐C 19. 2 ホ7.2 8/24 
口縁部内外面ともヨコナデ、体部外面タタ

4 良好
黄褐色～

キ、体音II内面ケズリ 燈褐色

38 土師器 3担A 30. 1 *5. 3 2/24 口縁部内外面ともヨコナデ、体部内面ケスリ 3 良好 権褐色

39 白磁 碗 16. 2 *l. 7 2/24 内外面とも回転ナデ、施手由 良好 灰白色

暗茶褐色土層

須恵器 蓋F 10. 1 *2. 1 1/24 内外面とも回転ナデ 2 堅綴
灰褐色／

淡灰色

2 須恵、器 叢 11. 8 牢0.8 2/24 内外商とも回転ナデ、天井音IIヘラ切りか 2 堅綴 灰色

3 須恵器 ＋ 商 14. 4 *2. 3 1/24 内外商とも回転ナデ、天井音IIヘラ切りか 3 堅綴 青灰色

4 須恵器 第一 7. 2 *2. 5 2/24 内外商とも回転ナデ 4 堅綴 灰色

5 須恵器 杯C (7. 2) 本2.5 6/24 内外商とも回転ナデ、底部ヘラ切りか 竪綴 灰色

6 須恵、器 杯C 11. 9 3. 5 11/24 内外面とも回転ナデ 4 竪綴 灰色

7 須恵、器 杯C (11. 0) *l. 7 4/24 内外面とも回転ナデ、底部ヘラ切りか 2 竪綴 灰色

8 須恵、器 杯C (9.6) *2. I 5/24 内外面とも回転ナデ、底部ヘラ切りか 堅綴 灰色

9 須恵器 何； 12. 4 ホ4.3 5/24 内外商とも回転ナデ 4 堅綴 灰色

JO 須恵器 椀B 16. 0 ホ3.7 1/24 内外面とも回転ナデ 2 堅綴 灰色

11 須恵器 皿A 14. 2 2. 4 4/24 内外面とも回転ナデ 2 堅綴 灰色

12 須恵器 皿D 14. 0 3.4 1/24 内外面とも回転ナデ 2 堅綴 灰色

13 須恵器 短頚査 9.4 *3.8 4/24 内外面とも回転ナデ 4 堅綴 灰色

14 須恵器 宜古2' (13. 0) *5. 4 7/24 内外面とも回転ナデ、底部ヘラ切りか 4 堅綴 灰色

15 土師器 杯C 13. 4 4. 0 6/24 内外面ともナデ 3 良好 樟褐色

16 土師器 杯C 13. 2 3.8 4/24 内外面ともナデ 4 良好 糧褐色

17 土師器 杯B 14. 0 *2. 8 3/24 内外面ともナデ 2 良好 積褐色

18 土師器 皿1B 14. 6 *2. 6 1/24 内外面ともナデ 2 良好 黄褐色

19 土師器 杯C 15. 2 3.4 4/24 内外面ともナデ 4 良好
黄褐色～

燈褐色

20 土師器 杯C 16. 2 3.4 6/24 内外面ともナデ 4 良好 糧褐色

21 
黒色土

椀A 15. 5 *3. I 2/24 内外面とも回転ナデ、内面ミガキ 2 良好
灰黄色／

器 黒褐色

22 
黒色土

椀A 15. 1 *4. 1 3/24 内外面とも回転ナデ、内面ミガキ 3 良好
灰黄色／

器 黒褐色

23 
黒色土

椀A 16. 9 *3. 7 7/24 内外面とも回転ナデ、内面ミガキ 3 良好
灰褐色／

器 黒褐色

24 
里色土

椀A 17. 0 *4. 2 7/24 内外面とも回転ナデ、内面ミガキ 4 良好
灰褐色／

器 黒褐色

25 土師器 半不 12. 6 3. 9 3/24 内外面ともナデ 4 良好 黄褐色

26 瓦器 椀 15. 8 3. 3 3/24 
口縁部ヨコナデ、外面ナデか、内面ミカ。キ

2 良好 黒灰色 磨滅著しい
か、

27 土師器 椀 (6.4) 1. 3 完存 内外商とも回転ナデか、底部糸切りか 1・良好 樫褐色

28 
黒色土

椀A (5. 7) 1. 6 18/24 
内外面とも回転ナデ、内面ミガキ、底部糸切

2 良好
黒灰色／

器 り 黒褐色

29 士師器 椀 (6.0) 1. 2 完存 内外面とも回転ナデか、底部糸切り 2 良好 経褐色
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30 
里色土

続A (6. 5) I. 4 完存
｜人l外岡とも回転ナデ、内面ミガキ、底部糸切

4 良好
灰褐色／

2持 り 弔褐色

31 
型色 l

椀A (9 6) 2. 9 完イ下
｜付外面とも阿転ナデ、内而ミガキ、庭部糸切

2 良4f 灰絹色／

?.If 盟褐色

32 lこ師昔話 翌EA 14. 3 3. 9 3/24 
口縁部内外国ともにヨコナデ、体部外面ハ

3 良好
糧褐色～

ケ、休部内面ケズリか 黄褐色

33 土師提 斐A 24.8 4.3 2/24 
口縁部内外面ともにヨコナデ、体部外面ハ

3 良好 黄褐色
ケ、体部内面ケスリか

34 土師｛.ii 斐A 26. 4 5. 3 3/24 円縁部内外面ともにヨコナデ、休部小明瞭 3 良好 黄褐色

35 士郎｛，~ 鍋D 23.6 6. 4 1/24 ｜人l外面ともナデ 4 良好
l情茶褐色／

黄褐色

36 土師器 整A 14. 8 5. 0 2/24 内外商ともナデ 2 良好 澄褐色

37 土師器 翌M 18. 2 4. 9 3/24 
口縁端音IIナデ、口縁部内外商I.体書店外而ハ

4 良灯 燈褐色
ケ、体部l対面ハケ

38 土師器 鍋 31. 4 3. 4 1/24 外Tfilハケ後ナデ、内面ハケ 2 良好 種褐色

39 土師桜 鍋D 30. 8＇：つ 5. 2 1/24 内外面ともナデ、μ縁部内而ハケ後 4 良好
ll~;'t＇；褐色／
経褐色

黒縄色土層

須恵器 蓋E 13. 0 I.I 6/24 内外面とも同転ナデ、天井部ヘラ切り後ナデ 2 堅綴 育灰色

2 須！／！.器 室長 13. 5 *2. 0 2/24 内外面とも回転ナデ、天井音IIヘラ切り 2 堅綴 ！火色

3 須恵器 主主 14. 8 ホI.8 1/24 内外面とも回転ナデ、天井音IIヘラ切り後ナデ 2 軟
灰燈色／

生焼け
灰白色

4 須恵器 蓋D 内外面とも周転ナデ 3 堅級 灰色

5 須恵器 蓋D 18.3 *3. 0 7/24 
内外面とも回転ナデ、天井部回転ヘラケズリ

3 堅綴 灰色也、

6 須忠告書 量を 20.2 *]. 8 3/24 内外面とも回転ナデ、天升部ヘラ切り 3 堅綴 灰色

7 須恵昔話 杯Bc 11. 5 *3. 0 1/24 内外面とも回転ナデ、底部へラ切り 2 堅綴 灰色

8 須恵器 杯Bc 14. 4 *4. 2 2/24 内外面とも凶転ナデ、底部ヘラ切り後ナデ 2 軟 灰白色

9 須］恵器 杯Bc 16.6 刊 l 2/24 内外面とも回転ナデ、底部ヘラ切り後ナデ 2 軟 灰白色

10 須恵ltif 杯C (13. 4) ・3.3 2/24 内外面とも回転ナデ 2 堅綴 灰色

II 須恵器 柄、Ca 12. 0 4.4 4/24 内外面とも凶転ナデ、底部ヘラ切り後ナデ 2 堅綴 灰色

12 須恵器 杯Ca 10.5 4. 8 2124 内外面とも回転ナデ、底部ヘラ切りか 2 堅綴 灰色

13 須恵器 杯Ca 13. 0 3. 7 2/24 内外面とも回転ナデ 2 堅綴 灰色

14 須恵器 杯C (12. 0) 本I.5 5/24 内外面とも回転ナデ、底部ヘラ切りか 3 堅綴 青灰色

15 須恵器 杯Ca 12. 0 3. 4 1/24 内外面とも回転ナデ 2 堅綴 灰色

16 須恵ltif 杯Ca 12. 6 4.1 7/24 内外面とも回転ナデ 3 堅綴 灰色

17 須恵器 杯Ca 14. 5 3. 7 2124 内外面とも回転ナデ 2 堅綴
灰色／

灰褐色

18 須］恵、器 杯C (JO. 3) 2.4 6/24 内外面とも回転ナデ、底部へラ切りか 2 堅綴 灰色

19 須恵、器 杯Ca 21. 3 4.5 3124 内外国とも回転ナデ 3 竪綴 青灰色

20 須恵器 皿D 14. 6 本2.4 3/24 内外面とも回転ナデ 2 軟 灰色

21 須恵器 皿D 14. 2 3.0 6/24 内外面とも回転ナデ 2 軟 灰色

22 須恵器 皿D (7 6) *2. 4 6/24 内外面とも回転ナデ 3 軟 白

23 須z;；器 査 (5. 0) 本3.9 11/24 内外面とも回転ナデ、底部ヘラ切りか 2 堅綴 灰色

24 須恵苦言 宝ヨ信[ (JO. I) *3. 8 4/24 内外面とも回転ナデ、底部ヘラ切りか 2 堅綴 灰色／ ？

25 須恵器 査 (9. 0) *3. 7 15/24 内外商とも回転ナデ、底部ヘラ切り 3 堅綴 灰色

26 須恵器 椀C 14. 0 4. 4 2/24 内外面とも回転ナデ、底部糸切り 2 堅綴 灰色
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27 須恵器 宜士2: oo. 2) 本8.4 7/24 内外面とも回転ナデ 3 堅綴 青灰色

28 製塩土器？ 11. 1 *3.7 3/24 内外面ともハケ後ナデ 3 良好 茶褐色

29 
緑手由陶

椀 (6. 4) 宇l1 11/24 内外面とも 回転ナデ、施手由 2 軟 緑色 削り出し高台
器

30 
緑手由陶

椀 (7. 2) *l. 3 完存 内外面とも回転ナデ、施f由 2 軟 灰黄色 削り出し高台
器

31 土師器 皿B 13. 6 1. 7 2/24 内外面ともナデ 2 良好 澄褐色

32 須恵器 皿1B 13. 4 2. 3 1/24 内外面とも回転ナデ、底部ヘラ切りか 2 竪綴 灰色

33 土師器 折、B 14. 4 *3. 0 2/24 内外面ともナデ 2 良好 櫨褐色 内面にE音文あり

34 土師器 杯、c 12. 8 2. 7 4/24 内外面ともナデ 3 良好 権褐色

35 土師器 杯か (5. 2) 2. 5 7124 内外面とも回転ナデか 2 良好 援褐色

36 土師器 干干、D (8. 6) ペ.6 6/24 内外面とも回転ナデか 2 良好 権褐色

37 士郎器 本不D (7. 3) *2. 4 4/24 内外面とも回転ナデか 2 良好 燈褐色

38 士師器 杯D (8.4) *2. 5 6/24 内外面とも回転ナデか 2 良好 燈褐色

39 土師器 斐B 16. 0 本4.1 3/24 
口縁部内外面ともヨコナデ、体部内外面とも

3 良好 樫褐色
ナデか

40 土師器 斐A 18. 0 本6.5 3/24 
口縁部内外面ともヨコナデ、体部外面ハケ後

3 良好
授褐色／

ナデ、体部内面ナデか 里褐色

41 土師器 受A 21. 0 *6. 8 2/24 
口縁部内外面ともヨコナデ、体部外面ハケ後

3 良好 樟褐色
ナデ、 体部内面ケズリ

42 土師器 斐A 18. 8 *4. 8 1/24 
口縁部内外面ともヨコナデ、体部内外面とも

4 良好 茶褐色
ナデ

43 土師器 受C 25. 0 *7. I 3/24 
口縁部内外面ともヨコナデ、体部外面タタ

3 良好
権褐色／

キ、体部内面ナデか 黄褐色

44 瓦器 椀 12. 9 ホ2.7 4/24 内外面ともナデ l本 良好 暗灰色

45 土師器 椀 (3. 9) *I. 4 8/24 内外面ともナデ 2 良好 灰黄色

46 
黒色土

椀A 15. 4 *2. 0 3/24 内外面とも回転ナデ、内面ミガキ 2 良好
灰黄色／

器 黒褐色

47 
黒色土

椀A (7.0) *l. 6 完存
内外面とも回転ナデ、内面ミガキ、底部糸切

2 良好
灰黄色／

器 り 黒褐色

48 
緑粕陶

椀 16. 2 本1.7 2/24 内外面とも回転ナデ、施紬 勺 堅綴 緑色
器

49 白磁 椀 (5. 8) 2. 9 14/24 内外商とも回転ナデ、施粕 つ 堅綴 灰白色

50 白磁 椀 16. 4 6. 7 2/24 内外商とも回転ナデ、施軍由 つ 堅綴 灰白色

51 土師器 斐C 36. 8 *3. 0 1/24 口縁部内外面ともヨコナデ 4 良好 樫褐色

黒色炭層

須恵器 蓋 11. 9 事1.3 8/24 
内外面とも回転ナデ、天井部ヘラ切り後ナデ

2 里E綴 青灰色缶、

2 須恵器 蓋 13. 0 *l. 0 1/24 
内外面とも回転ナデ、 天井部ヘラ切り後ナデ

2 堅綴 灰色iJ> 

3 須恵器 蓋 13. 0 事lI 2/24 内外面とも回転ナデ 2 軟 灰白色 生焼け

4 須恵器 蓋 13. 9 事1.9 5/24 内外面とも回転ナデ、 天井部へラ切 り後ナデ 3 堅綴 灰色

5 須恵器 蓋 15.4 *l. 8 3/24 内外面とも回転ナデ、 天井部ヘラ切り後ナデ 3 堅綴 灰色

6 須恵器 葦E 14.0 1. 0 2/24 
内外面とも回転ナデ、 天井部ヘラ切り後ナデ

3 堅綴 灰褐色iJ> 

7 須恵器 蓋 14. 5 2.1 6/24 内外面とも回転ナデ、天井部ヘラ切 り後ナデ 3 堅綴 青灰色

8 須恵器 蓋C 15. 0 2.3 1/24 内外面とも回転ナデ、天井部へラ切り後ナデ 3 堅綴 灰色

9 須恵器 蓋 15. 5 *l. 4 2/24 内外面とも回転ナデ 3 堅綴 灰色

10 須恵器 蓋 16. 4 *l. 5 4/24 内外商とも回転ナデ、天井部ヘラ切り後ナデ 3 堅綴 灰色
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11 須恵器 蓋 18. 8 本l.8 2/24 内外国とも回転ナテ、天井部ヘラ切り後ナデ 2 堅綴 灰色

12 須恵器 葉 19. 7 ホl.3 2/24 内外面とも回転ナデ 2 竪級 灰褐色

13 須恵器 蓋E 14.3 l. 2 6/24 
内外面とも回転ナデ、天井吉IIヘラ切り後ナデ

3 竪綴 灰色也、

14 須E宮、器 華D * l. 8 12/24 内外面とも回転ナデ 3 堅綴 灰褐色

15 須恵器 杯Bc 14. l 3. 5 2/24 内外面とも回転ナデ、底部ヘラ切り後ナデか 2 軟 灰白色

16 須恵器 杯Bc 12. 8 3.3 7/24 内外面とも回転ナテ＼底部ヘラ切り後ナデ 2 軟 灰白色

17 須恵器 椀B 10. 4 *2. 7 1/24 内外面とも回転ナデ 2 堅級 灰色

18 須］恵i;.; 杯C (5. 6) *2. 0 6/24 内外面とも回転ナデ、底部ヘラ切 り 3 堅綴 灰色

19 須恵'.I~ 杯C (6. 2) *3. 0 22/24 内外面とも回転ナデ、底音IIヘラ切り後ナデか 3 堅級 灰色

20 須恵~ 杯C (6. 6) *3. 0 9/24 内外面とも回転ナデ、！長音IIヘラ切り後ナデか 2 堅綴 灰色

21 須恵器 杯C (8.1) *2. 0 9/24 内外国とも回転ナデ、底部ヘラ切り後ナデか 2 軟 灰白色

22 須恵器 杯C (8. 2) 牢l.8 7/24 内外面とも回転ナデ、底部ヘラ切り後ナデ 2 堅綴 青灰色

23 須恵器 杯Ca 11. 5 4. 6 2/24 内外面とも回転ナデ 2 堅綴 灰色

24 須恵探 杯Ca 12. 6 3. 9 6/24 内外面とも回転ナデ、底部ヘラ切り後ナデ 2 堅綴
）夫褐色／

灰白色

25 須恵器 杯C (8. 4) 本l.8 4/24 内外面とも回転ナデ、底部ヘラ切 り後ナデか 2 堅綴
黒灰色／

灰色

26 須恵器 杯C (9. 0) *2. 0 9/24 内外商とも回転ナデ 2 堅綴
灰褐色／

灰色

27 須恵器 杯C (11.0) *2. 5 5/24 内外面とも回転ナデ 2 堅綴 灰色

28 須恵綜 杯C (8. 5) ホ2.4 12/24 内外面とも回転ナデ、底部ヘラ切り後ナデ 3 堅綴 灰色

29 須恵器 杯Ca 12. 9 3.8 10/24 内外面とも回転ナデ、底部ヘラ切り後ナデか 2 堅綴 灰色

30 須恵器 杯Ca 14. 7 3.8 
ごく

内外商とも回転ナデ、底部ヘラ切り後十デか 3 堅綴
灰褐色／

わずか 灰色

31 須恵器 杯C ( 11. 0) *2. 2 5/24 内外面とも回転ナデ、底部ヘラ切り後ナデ 3 墜綴 灰色

32 須恵器 村、Ca 18. 0 3. 8 1/24 内外面とも回転ナデ、底部ヘラ切り後ナデ 2 竪綴 灰色

33 須恵器 折、Ca 15. 8 5. 2 3/24 内外面とも回転ナデ、底部ヘラ切り後ナデ 2 軟 灰白色

34 須恵器 杯C ホ5.0 内外面とも回転ナデ 3 堅綴 青灰色

35 須恵器 柄、Ca 16.3 5. 8 2/24 内外面とも回転ナデ 4 軟 灰白色

36 須恵器 杯C 04. 8) ’l. 7 3/24 内外面とも回転ナデ、底部へラ切り後ナデ 2 堅綴 灰色

37 須恵器 椀 16. 8 事5.I 3/24 内外商とも回転ナデ 2 堅綴 灰色

38 須恵器 椀 (8.4) *2. 0 
LUI 

内外面とも回転ナデ 2 堅綴 灰色
完存

39 須恵、器 宣言 (5.4) ホ4.8 14/24 内外面とも回転ナデ 3 堅綴 灰色

40 須恵器 皿A 13.4 2. 5 5/24 内外面とも回転ナデ、底部ヘラ切り後ナデか 3 堅綴 灰色

41 須恵器 皿A 15. 4 I. 8 4/24 内外面とも回転ナデ、底部へラ切り後ナデ 2 堅綴 灰色

42 須恵器 皿A 15.5 2.1 4/24 内外面とも回転ナデ 2 堅綴 灰色

43 須恵器 高勾： ホ6.2 内外面とも回転ナデ 2 軟 灰白色
脚部外面に沈線
を2条ほとこす

口縁部外面に沈
44 須恵器 長頭蓋 本9.8 内外面とも回転ナデ 3 堅級 灰褐色 線を 2条ほとこ

す

45 須恵器 水瓶か キ8.6 内外面とも回転ナデ 2 堅綴 灰褐色

46 須恵器 受A *9. 7 口縁部内外面とも回転ナデ、体部摩滅のため
3 堅綴 灰色

不明

47 土師器 杯B 13.8 *2. 6 1/24 内外面ともナデ 3 良好 茶褐色
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48 土師器 ＋不B 13. 8 ホ3.5 2/24 内外商ともナデ 3 良好

49 土問器 車不B 12. 8 ホ3.3 5/24 内外面ともナデ 4 良好

50 土師器 十不E (7. 9) *2. 5 6/24 内外面とも回転ナデか、底部ヘラ切り 2 良好

51 土師器 十不E (5. 3) キl.3 13/24 内外面とも回転ナデか、底部へラ切り 2 良好

52 土師諜 杯E 13. 8 4. 8 9/24 内外面とも回転ナデ、底部ヘラ切り 3 良好

53 土師器 杯か *3. 0 7/24 内外面ともナデ 3 良好

54 土師器 斐A 15. 6 *3. 3 3/24 口縁部内外商ともヨコナデ、体部内面ケスリ 2 良好

55 土師苦手 斐A 17. 9 ホ4.5 1/24 
口縁部内外商ともヨコナデ、体部外面ハケ、

3 良好
体部内面ケズリ

56 土師器 斐A 17. 4 ホ5.0 1/24 
口縁部内外商ともヨコナデ、体部外面ハケ、

2 良好
体部内面ケスリ

57 土師器 斐B 22. 8 *3. 0 2/24 口縁部内面に強いヨコナデ 3 良好

58 土問i器 受B 22. 8 *3.5 4/24 口縁部内面に強いヨコナデ 3 良好

59 土師器 受A 23. 2 ホ4.2 2/24 
口縁部内外面ともにヨコナデ、体部内外面と

3 良好
もナデ

60 土師器 鍋B 31. 5 ホ3.4 1/24 
口縁部内面に強いヨコナデ、口縁部体部外

3 良好
面ナデ、体部内面ナデ

61 士師器 鍋A 38. 8 ホ7.6 3/24 口縁部内外面ともヨコナデ、内外面ともナデ 3 良好

62 土師器 鍋B 38. 6 本6.6 4/24 
口縁部内面強いヨコナデ、口縁部外面ヨコナ

3 良好
デ、体部外面ハケ後ナデ、体部内面ナデ

63 土師器 鍋B 52. 0 *7. 7 5/24 
口縁部内外面ともヨコナデ、体部外面ハケ、

3 良府
体部内面ケズリ

掘立柱建物跡SBOl 

｜受A I 20. 4 I ホ6.o I 3124 I口内縁面部ケ内ズ外リ国ともナデ 体部外商ハケ 体部 I 3 I 良好

｜受A I 22. 6 I *5. o I 山 i内口縁面部ケ内ズ外＇）面ともナデ 体部外面ハヶ、体邦 I 3 I 良好

土抗SK09 

3 土師器 杯B 11. 6 3. 7 4/24 内外面ともナデ 3 良好

4 土師器 受A 23. 3 *7. I 5/24 
口縁部内面ハケ後ヨコナデ、口縁部外面ヨコ

2 良好
ナデ、体部外面ハケ、体部内面ケズリか

i蕎S005・06

5 須恵器 1藍 18. 5 半l.2 3/24 内外面とも回転ナデ、天井部ヘラ切り 2 堅級

6 須恵器 蓋 14. 2 事l.3 2/24 内外面とも回転ナデ 3 竪級

7 須恵器 杯C (8 6) *3. 3 8/24 内外面とも回転ナデ、底部ヘラ切り後ナデか 3 堅綴

8 須恵器 杯Ca 13. I 3. 5 1/24 内外面とも回転ナデ 3 堅綴

9 須恵器 杯Ca 12. 9 3. 7 2/24 内外面とも回転ナデ 3 竪綴

10 須恵器 杯Ca 13.6 3.8 1/24 内外面とも回転ナデ 3 堅綴

11 須恵器 杯Bc 11. 7 2.6 1/24 内外国とも回転ナデ 2 堅綴

12 須恵器 皿A 15. 8 2.0 3/24 内外面とも回転ナデ、底部ヘラ切り後ナデか 3 堅綴

13 土師器 杯C 14. 6 3. 2 3/24 
内外商ともナデ、口縁部外面やや強めのヨ コ

3 良好
ナデ

14 土師器 杯A 14. 0 *3. 2 1/24 
内外面ともナデ、口縁部外面やや強めのヨコ

3 良好
ナデ

15 土師器 鍋A ・3.3 1/24 口縁部内外面ともヨコナデ 3 良好

16 土師器 斐A 14. 8 *6. 2 2/24 
口縁部内外面ともヨコナデ、体部外面ハケ後

3 良好
ナデ、体部内面ケズリ
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椀底部の可能性
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斐A I 24. 8 I句 II 2/24 I口縁部内外面ともヨコナデ、体部外面ハケ後 12 I 良好 ｜ 種褐色
ナデ、体部内面ケズリ

護A I 22. 9 Iホs.s I 山｜湾~1：州耐ともヨコナデ、休部内外面とも I 3 I 良好｜ 側色

i蕎SD03 

19 須恵器 杯 13. I 本3.6 4/24 内外面ともナデ 2 堅綴 灰色

20 土師6:i 十不 14. 7 事2.5 1/24 
内外面ともナデ、口縁部内外商ともやや強い

2 良好 極褐色
ヨコナデ

21 土師器 現』む属 15. 8 *3. 2 1/24 
口縁部内外面ともヨコナデ、休部外商ハケ、

3 良好 樫褐色
口縁部ややつま

体部内面ナデか み上げ気味

22 上師器 鍋B 34. 2 *4. 0 1/24 
口縁部内而強いヨコナデ、 l」縁部外面ヨコナ

2 良釘 樟褐色
7 、

；喬SDOl 

23 須恵器 杯 (6 6) 字2.0 15/24内外聞とも回転ナデ、底部へラ切りか 3 竪綴 ！火色

溝 SDOS 

24 土師器 斐B 22. 3 *6. 9 3/24 II縁部内面強いヨコナデ、口縁部外面ヨコナ｜ 3 I 良好｜ 燈褐色
デ、体部外商ハケ、体部内面ケズリ

製塩炉SX14 

25 上r.ni6if 斐A 20. 7 *6. 9 口縁部内外国ともヨコナデ、体部外国ハケ、 I 3 I 良好 ｜ 茶渇色
体部内面ナデか

土坑SK06 

26 土師器 斐A 17. I *3. 7 3/24 口縁部内外面ともヨコナデ、体部内外面とも｜ 3 I 良好 l桜褐色
ナデか

最終焼土面下層

須恵7.if 蓋 ホ2.3 内外而とも回転ナデ、天井部ヘラ切り後ナデ 2 堅綴 灰色

2 須恵7.~ 蓋 12. 8 事 I.2 2/24 内外面とも回転ナデ、天井部ヘラ切り後ナデ 2 堅綴 灰色

3 須恵器 蓋 15. 8 *I. 5 1/24 内外面とも回転ナデ、天井部ヘラ切り後ナデ 2 軟 生焼け

4 須恵器 蓋Ca 13. 8 2. 5 1/24 内外面とも回転ナデ、天井部ヘラ切り後ナデ 3 堅綴 灰色

5 須恵器 童主 13.5 *I. 7 6/24 内外面とも回転ナデ、天井音IIヘラ切り後十デ 3 竪綴 灰色

6 須恵器 蓋 18. 0 市 I.5 1/24 内外函とも回転ナデ、天井苦IIヘラ切り後ナデ 3 竪綴 灰色

7 須恵器 杯Ca 11. 4 4. 5 1/24 内外面とも回転ナデ 3 堅綴 育灰色

8 須恵器 杯Ca 13. 0 3. 6 3/24 内外聞とも回転ナデ、底部ヘラ切り後ナデか 3 堅綴 灰色

9 須恵器 杯Ca 12. 8 3.8 4/24 内外商とも回転ナデ、底部ヘラ切り後ナデか 3 堅綴 青灰色

10 須恵器 杯Ca 13.6 3. 5 7124 内外面とも回転ナデ、底部ヘラ切り後ナデか 3 堅綴
青灰色／

灰色

11 須恵器 杯Ca 13.8 3. 9 5/24 内外面とも回転ナデ、底部ヘラ切り後ナデか 3 竪綴 青灰色

12 須恵器 杯Ca 14. 0 3.4 4/24 内外面とも回転ナデ、底部へラ切り後ナデか 3 堅綴 灰色

13 須恵器 杯Ca 14. 9 3. 9 1/24 内外国とも回転ナデ、底部ヘラ切り 3 堅綴
灰褐色／

灰色

14 須恵器 杯C (JO. 0) *I. 9 12/24 内外聞とも回転ナデ、底部ヘラ切り後ナデか 3 堅綴 灰色

15 須恵器 杯C (7. 5) 事2.8 8/24 内外商とも回転ナデ、底部ヘラ切り後ナデ 3 堅綴 灰色

16 須恵器 杯C (11. 3) 事2.5 5/24 内外国とも回転ナデ 3 軟 白

17 須恵器 折、c (11. 7) *I. 4 4/24 内外面とも回転ナデ、底部ヘラ切り後ナデか 3 堅綴 灰色

18 須恵器 杯C (11.4) ’I. 6 5/24 内外商とも回転ナデ、底部へラ切り後ナデか 3 堅綴 灰色

19 須恵苦手 杯C (12. 4) *I. 4 4/24 内外国とも回転ナデ、底部ヘラ切り後ナデか 2 軟 白

20 須恵器 杯C (6. 6) *l. 6 14/24 内外面とも回転ナデ、底部ヘラ切り後ナデか 3 堅綴 灰色

21 須恵器 杯C (8. 5) 事I.2 5/24 内外面とも回転ナデ、底部ヘラ切り後ナデか 3 堅綴 灰色

ハH
Uつ山



畳 一一察ー 去

22 須也、器 折、c (8. 2) *I. 5 4/24 内外面とも同転ナデ、底部ヘラ切り後ナデか 3 堅綴 ！火色

23 須恵器 杯C (9. 8) *I. 9 3/24 内外面とも同転ナデ、底部ヘラ切り後ナデ 2 堅徽 灰色

24 須忠器 nfiA 13. 7 2. I 4/24 内外面とも同転ナデ、底部ヘラ切りか 3 竪綴 灰色

25 須忠、器 高杯 *7. I 内外面ともナデ 3 堅綴 灰色

26 須守、器 査か *3. 6 内外耐とも回転ナデ、底部ヘラ切り後ナテ 3 堅綴 灰色

口縁部外函に沈
27 須恵器 長頚査 * 11. 7 内外面ともヨコナデ 3 堅綴 灰色 線を 2条ほとこ

す

28 ｜師 器 十fB 12. 3 ホ2.4 1/24 内外面ともナデ 3 良好 燈住j色

29 L師搭 ＋不B 14. 0 キ2.2 1/24 内外面ともナデ 2 良好 樫褐色

30 土師器 杯B 17. 6 *2. 9 1/24 内外面ともナデ 2 良好 樫褐色

31 ー十帥穏 杯／椀 14. 5 キ3.I 1/24 ｜人j外面ともナデ 3 良好 燈褐色

32 土師器 杯Eか 14. 6 キ3.0 1/24 内外面とも回転ナデか 2 良好 経褐色

33 土師器 杯Eか (6.4) *0. 8 内外面とも回転ナデか、底部へラ切りか 2 良好 経褐色

34 土師器 斐A 20. 0 キ4.7 1/24 
口縁部内外面ともヨコナデ、体部外面ハケ、

3 良好 燈m色
体部内面ナデか

35 土師器 斐A 22. 4 *3. 8 4/24 円縁部内外面ともやや強めのヨコナデ 3 良好 賞褐色

36 I：.師器 斐A 17. 5 *4.3 2/24 口縁部内外面ともやや強めのヨコナデ 3 良好 糧褐色

37 土師器 斐A 24. 2 ホ5.5 8/24 
口縁部内外面ともヨコナデ、休部外面ハケ、

3 良好 極褐色
体部内面ナデか

38 土師器 斐A 29.0 キ6.9 2/24 
μ縁部内外国ともヨコナデ、体部内外面とも

3 良好 僚渇色
ナデか

39 土師器 受B 26. 2 本4.3 2/24 
口縁部内面強いヨコナデ、口縁部外面ヨコナ

3 良好 松褐色
ア

qノU
】
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第11表出土輔羽口観察表 第12表出土鉄浮観察表

番
出土地点 層位・遺構 太さ （cm) 穴の径（cm)

残存晶

号 (cm) 
番

出土地点 層位・遺情
最大長 重さ

号 (cm) （口）

1 N地占 SH 14 (3. 3～5. 7) (2. 7～3. O) 5. 3 1 0 1地点 鍛冶炉12炉底 4. 2 

2 0 2地点 撹乱土 (4. 0～5. 8) ( 1. 5～2. 0) 3. 8 2 A 3地向 包含層 4. 5 30 

3 A地点 S HOS (5. 8～6. 7) ( 1. 7～2. 2) 5. 8 3 0 1地山 鍛冶炉3周辺 7. 5 80 

4 0 1地点
鍛冶炉跡群包含

(5. 0～7. 4) (2. 0～2. 3) 7. 3 
層

4 B地点
S HO！周辺（SK

5. 2 35 Inn 

5 0 2地点 炉跡4周辺 (5. 9～8. 0) (2. 4～3. 3) 7. 9 5 N地点 製塩炉3周辺 5. 2 64 

6 B地点 S HO！周辺 5.1～8. 0 2. 3～2. 4 13.1 6 B地点 S HO！周辺 6.3 76 

7 0 2地点 炉跡4周辺 5. 0～7. 3 2. 6～2. 7 11. 3 7 B地点 S HO！周辺 6. 7 91 

8 0 1地，占 金床石周辺 5. 8～7. 9 2. 4～3.0 10. 8 8 B地点 S HOl周辺 8.3 135 

9 A地点 包含層 4.4～6. 5 2.1～2. 2 8. 2 9 B地点 S HOl周辺 7.1 191 

10 0 2地点 黒褐色土層 6. 4 2. 0 8. 2 10 B地点 S HOll剖辺 8. 7 101 

11 N地戸 S Hl4 (5. 4～7. 6) (2.1～4. 2) 6.3 11 A 1地点 S HOSPi t 5 8. 2 120 

12 o~ 2地点 段 F層 7. 9～8. 5 2. 5～3 2 7. 5 12 A 3地占 S X03 8. 0 227 

13 0 1地点
鍛冶炉跡群包含

(9. 4～10. 5) (3. 2～4. 2) 9. 4 
層

13 0 1地占 鍛冶炉14炉底 9. 8 

14 0 1地点 i毎浜部 9. 3 269 

14 0 1；地，占 鍛冶炉 5直上 8. 4～10. 7 3. 0～4 2 10. 1 15 A 3地占 S X03 8. 5 

16 A l地点 S HOSPit 7 9.1 

第11表・第12表とも、番号は図版第146に対応する。 17 0 1地点 鍛冶炉7周辺 10. 0 221 

18 N地占 S HlO周辺 10. 2 178 

19 B地点 S HO！周辺 8. 4 166 

第13表出土木器観察表

番号 種目IJ 出土地区 i去量 番号 種目リ 出土地区 法量

全長 幅 厚み 全長 幅 厚み

馬形 VIID 19d ホ27.2 4. 1 0. 8 16 下駄 VII D 17 e ホ11. 4 8.1 1.1 

2 馬形 25 4. 9 0. 8 ！？ 木匙 VII D 18 e 10. 6 6. 2 0.8 

3 馬形 VII D 19d *26. 5 3. 6 0. 5 18 曲物jま VII D 19c *10. 7 本5.0 

4 人形 VIID 1 b *8. 6 3. 4 0. 6 19 曲物底 VII D 17 e 9. 2 *5. 2 0.8 

~ 人形 VIID 18g *10. 0 4. 2 0. 7 20 火ま費臼つ VIIC 1 t ホ58.3 7. 7 1.7 

6 人形 VIIC-20 t 55. 5 5. 9 0. 5 21 不明木製品 ＼~ D 18 e 33. 6 3. 3 2. 3 

7 人形 VIID 2 t ホ22.3 3.8 0. 5 22 火鍍臼ワ 四D 20a キ14.6 2. 6 1. 3 

8 人形 断ち割り £720. 5 3.1 0. 7 23 火鍍臼？ VII D-17 f ホll. 6 2. 5 2.1 
イン

9 人形 VII D 18 d 本14.6 3.8 0. 4 
24 人形？ 四D 18 e ホ25.1 2.4 1. 9 

10 人形 VIID !Oc ’14. 3 2 0. 5 
25 人形？ 四D-18f *22. 5 2. 6 1. 4 

11 人形 VII C-20 t *12. 2 2. 3 1. 2 
26 人形？ *20. 6 2. 3 2.3 

12 人形 四D 10 c *11. 3 2. 5 0. 5 
27 人形？ VIID 1912: *14. 9 4. 2 1. 2 

13 下駄 21 8. 3 
28 人形ワ Vl!D-l8a ホ16.2 3 2. 6 

14 下駄 18. 3 9. 2 1. 3 
29 人形つ 刊 D 20 t 牟16.5 2. 2 2. 1 

15 下駄 VIICー lt ぺ7.5 3.6 
30 人形つ VlI c 2 t *6. 3 2.1 0.8 
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観 室 表

断ち割り Eラ
31 人形？ イン *10. 7 4.6 1. 4 39 主年 VII D-18 f *12. 5 0.6 0.6 

32 人形 四D 18 e *9. 0 1. 3 0. 3 40 箸 VII D 2 a *12. 7 0.5 0.5 

33 筆 *8. 8 0. 6 41 箸 VII D 18 f *11. 0 0.6 0.5 

34 筆 四D 18 f ホ5.3 0.4 0. 4 42 箸 刊D-18f *11. 5 0. 5 0. 6 

35 主喜 刊Dー18f 事7.9 0. 7 0.4 43 箸 刊Dー 18f 事12.l 0.5 0. 5 

36 箸 VII D-18 f *8. 9 0. 6 0. 5 44 主喜 VII D-18 f *14.6 0.6 0.5 

37 箸 VIID-18 f *9. 8 0.8 0. 5 45 不明製品

38 箸 四D 18 f *9. 8 0.6 0. 5 

第14表 出土石器観察表

番
器種 出土地点 層位 ・遺構

長さ 幅 厚さ
石材 備考

号 (c皿） (cm) (cm) 

石鍛 A 3地点 S P221 (1. 7) (1. 2) (0.3) 安山岩

2 石鍛 N地点 包含層 H 1. 8 1. 4 0. 25 安山岩

3 石鍛 N地点 包含層E 2.3 1. 7 0. 7 チャート

4 石鉱 0地点 2. 7 1. 9 0.4 安山岩

5 石鍛 N地点 包含層 E 2. 2 1. 2 0.4 安山岩

6 石鍛 A I地点 S HOS 2.1 1. 7 0.4 安山岩

7 石鍛 A l地点 包含層 (0. 9) 1. 4 (0.4) チャート

8 石鍛 N地点 包含層皿 2. 0 1. 5 0. 5 チャート

9 ＝片 N地点、（縄文） 包含層E 3.0 2.0 0. 8 チャト

10 石匙 0 1地点 海浜部精査中 2. 4 4.1 0. 8 頁岩 両面に積打痕あり

1 l磯石鍾 N地点 9. 5 7. 5 1. 6 砂岩 ＝片素材

12 部石 N地点 8. 5 8.0 4.65 砂岩

13 石核 N地点 10.1 9. 5 4.1 砂岩

第15表出土土錘観察表

出土位置 法量 出土位置 法量
番

分類
号 地点 地区・遺情 層位

長さ f呈 重さ
(cm) (cm) (g) 

番
分類

号 地点 地区・ 遺構 層位
長さ 径 重さ

（叩） (cm) (g) 

l 不明 a類 3.4 1. 0 4 18 A-3地点 S P212 c類 4. 3 1. 6 12 

2 Aー 1地点 S HOS a類 3.0 1. 9 5 19 A-1地点 S HOS c類 6. 3 1. 5 16 

3 A-1地，占 S HOS a類 4.0 1. 2 5 20 A-3地点 s p 191 c類 5. 9 1. 6 17 

4 Aー I地点 S HOS a類 4. 2 1. 3 6 21 A-3地点 S X03 c類 6. 9 1. 5 20 

5 A-1地点 S HOS a類 4. 0 1. 1 5 22 A-3地点 S X03 c類 6. 5 1. 5 15 

6 A 1地点 S HOS a類 4.2 1. 1 6 23 A 3地点 S X03 c類 6. 5 1. 5 16 

7 A 1地点 S HOl a類 3. 9 2.0 13 24 A-1地点 S HO! c類 6. 7 1. 8 18 

8 Aー 1地点 S HOl a類 3. 9 1. 9 12 25 A-1地点 S HOl e類 7. 3 4.4 142 

9 Aー l；地点 S HOl a類 *4. 3 1. 7 *13 26 A 3地点 S K03 d類 6.4 3.3 84 

10 A 1地点 S HOl a類 3.6 1. 9 15 27 N地点 出土地区不明 包含層 a類 3.1 1. 0 2 

11 A-1地点 S HOl a類 3. 9 2.0 15 28 N地点 出土地区不明 包含層 b類 4. 9 2. 2 21 

12 A-1：地点 S X02 a類 5.0 1. 5 ぺl 29 N地点 出土地区不明 包含層 d類 5.1 2. 3 26 

13 A-1地点 S HOS b類 5.0 2. 2 21 30 N地点 出土地区不明 包含層 d類 *5. 7 2. 5 29 

14 A-1地点 S HOS c類 5. 5 1. 7 13 31 N地点 出土地区不明 包含層 d類 6.0 3. 0 50 

15 A-1地点 S HOS c類 6. 2 1. 8 20 32 N地点 出土地区不明 包含層 d類 6.1 2. 2 26 

16 不明 c類 6. 3 l. 5 15 33 N地点 出土地区不明 包含層 d類 6.8 2.4 34 

17 A-1地点 S H03 c類 6.4 1. 7 20 34 N地点 S Hl2 a類 5.0 1. 9 20 
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81 N地点 四D 12 h 包含層 c類 5. 7 1. 5 16 

82 N地，凸
VIID 12 f 

包含層 c類 5. 9 1. 9 20 
11 g 

83 N地点
D-12 f 

包含層 c類 6. 5 1. 7 20 
11 g 

84 N地点 製塩炉 l c類 6. 9 1. 3 12 

85 N地有 四D 11 g 包含層 c類 7.1 1. 3 14 

86 N地点 VIID 9 g 包含層 c類 7.0 1. 4 18 

87 N地点 製塩炉2 d類 *6. 2 3.1 *43 

88 N地点 出土地区不明 包含層 d類 *7. 6 *3. 4 本41

89 N地点 出上地区不明 包含層 d類 6. 3 3.6 82 

90 N地点 S X04 e類 5. 8 4. 5 135 

91 N地点 出土地｜耳不明 包含層 f類 2. 8 3. 2 29 

92 B地点 試掘 a類 4.1 1.3 

93 B地，占 S H02 c類 5. 2 1.8 16 

94 B地点 試掘 f類 3. 2 3. 6 

95 0 2地点 VIID b f長 4. 8 2. 0 17 

96 0-2地点 Vile 暗茶褐
d類 5. 2 2. 3 28 

色土層

97 0-1地点 四D 16 g 磯面直
d類 5. 1 事2.1 *18 

上

98 0-1地点 VIID 16g 際面直
d類 5. 1 2.4 27 

上

暗青灰

99 0-2地点 VIIC 色粘土 d類 5. 4 2.4 32 
層

100 0 2地点 VIIC 黒褐色
d類 *4. 7 2.1 *21 

土層

101 0-2地点 c 黒褐色
d類 5. 2 2.0 22 

土層

102 0-2地占 VIID 焼土面 c類 5. 1 1. 7 18 

103 0 2地点 VIIC 暗茶褐
c類 6.3 1. 6 19 

色土層

104 0 2地点 刊C 暗茶掲
c類 6. 3 1. 3 16 

色土層

105 0 2地点 VIIB ベース
c類 7. 3 1. 7 20 

直上

106 0 1地点 VIID 16g 機首直
d類 5. 5 3.4 64 

上

107 0-2地点 VIID ・VD 暗茶褐
e類 9. 4 4. 6 216 

色土層

108 0 2地収 不明
暗茶褐

f類 3. 7 3. 7 48 
色土層

109 0 2地点 NE 結茶褐
c類 5. 3 1. 4 12 

色土層

110 0 2地点 240 c類 5. 7 1. 3 11 

lll 0 2地点 VIIC 黒渇色
c類 5. 5 1. 4 12 

土層

112 0-2地点 刊C 黒褐色
c類 5. 9 1. 4 11 

土層

113 0 2地点、 c c類 6. 6 1. 4 14 

114 0-2地点 VIIC b類 4. 3 2. 0 17 

第29冊

37 IN地点

21 

19 

1. 7 

1. 5 

1. 5 

5. 9 

3. 5 

5. 1 b類

b類

a 類

京都府遺跡調査報告書

S Hl2 

S Hl2 

S Hl4 

35 IN地点

36 IN地点

15 1. 5 5. 0 a類S Hl4 38 IN地点

17 ]. 6 6. 7 出土地区不明｜包含層 lb類39 IN地点

21 b類40 IN地点

22 

1. 7 

]. 9 

7. 0 

5. 8 

S Hl4 

出土地区不明｜包含層 lb類

出立 19 2. 0 5. 8 出土地区不明｜包含層 lb類

24 1. 8 6.4 出 t地区不明｜包含層 lb類43 IN地点

21 1. 7 6. 9 b類S Hl5 44 IN地点

18 b類45 IN地点

15 

1. 5 

1. 3 

7. 3 

6. 7 b類

S Hl9 

S H20 46 IN地点

17 1. 7 6. 2 b類S H22 47 IN地点

！？ 1. 6 6.0 b類S H22 48 IN地点

字82主斗主」d類S H22 49 IN地点

49 2. 7 6. 3 d類so I不明

11 1. 3 6.4 出土地区不明｜包含層 lb類51 IN地点

22 3. 0 2. 8 f類S H23 52 IN地点

f額 28 

25 

3. 5 

3.0 

2. 5 

*3. 0 f類

S H23 

S H23 

53 IN地占

54 IN地点

0. 9 3. 6 包含層 la類Vil D 10 e 55 IN地点

包含層 la類四D 10 g 56 IN地点 4 

5 

1.1 

1. 6 

4. 2 

3. 6 a類製塩炉257 IN地点

4.0 a類58 IN地点 7 

9 

17 

17 

15 

1. 4 

1. 8 

2. 0 

2. 1 

2.1 

4. 6 

4. 8 

4. 7 

4. 2 包含層 la類

類
一
類

内

d

－L
U

層
一
層

合
口
一
合
口

包
一
包

出土地区不明｜包含層 lb類

Vil Dー12f 

刊D 12 e 

四Dーl1 f 

四D 12 l 

S XOl 

59 IN地点

6: N地点

61 N地点

62 N地点

包含層 lct類63 IN地点 21 2. 3 5. 2 

21 2. 3 4. 9 包含層 lb類刊D-12f 64 IN地点

19 2. 0 4. 8 b類製塩炉265 IN地点

*20 

22 

20 

2. 2 

2.1 

1. 7 

4. 8 

4. 9 

5. 4 

包含層 lb類

類
一
類
一

t
h
u

一
p
u

一

層
一
層
一

品
百
一

ι百一

包
一
包
一

一
明
一

f

一
不
一

g

ロ

一

区

一

日

一
一
地
一
一

D

E

土一

D

河

川

一

出
一
四

VIID-12 f 66 IN地点

67 IN地点

68 IN地点

19 1. 8 5. 0 主主国三塁69 IN地点

包含層 lb類Vil D-12 f 70 IN地点 20 2.2 4. 3 

包含層 le類VIID-12 f 71 IN地点 17 

18 

21 

22 

24 

21 

1. 9 

2. 0 

1. 8 

2.0 

2.0 

2.1 

5. 2 

5.0 

5.0 

4. 6 

5. 1 

5. 2 

主主到性豊
包含層 Id類

主主国三宝
d類

d類

VIID-12g 

S H22 

製塩炉2

VIID lOg 

刊D-12f 

Vil D-12 f 

721 N地点

73 IN地点

74 IN地点

間主
12 

11 

16 

1. 5 

1.4 

1. 6 

5. 3 

5.4 

5. 3 

包含層lc類

類
一
類
一

PL

－
P

一

層
一
層
一

A
百
一
今
旦

包
一
包
↑

四D 11 e 

VIID 11 e 

77 IN地点

78 IN地点

79 IN地点

21 

214-

2.1 *5. 6 包含層 lct類Vil Dー10g so IN地点



115 0-2地点 四C D b類 4. 2 2. 2 16 

116 0-2地点 240 b類 4. 2 2.8 *31 

117 0-2地点 刊C 黒色炭
d類 5. 2 2. 2 27 

層

118 0 2地占 VIID 黒褐色
d類 6.6 2. 5 42 

土層

119 0 2地点 VIIC c類 5. 4 l. 4 10 

120 0 2地点 VIIC c類 5. 8 l. 7 13 

121 0 2地点 不明 c類 6.2 l. 8 15 

122 0 2地点 II D 黒褐色
c類 6. 9 l. 5 16 

土層

123 0-2地点 四C 黒褐色
c類 7. 3 l. 7 19 

土層

124 0-2地点 不明 f類 *2. 0 2. 5 10 

125 0 2地点 不明 f類 *2. 3 3.1 19 

126 0-2地点 VIIC 黒褐色
f類 ホ3.5 3. 5 36 

土層

127 0-2地点 240 f類 3.1 3. 1 27 

128 0-2地点 VIIC 黒色炭
d類 6.8 3.0 38 

層

129 0 l 地点 VII C-20 t 精査中 c類 5.1 l. 2 7 

130 0 1地点 VIID 16g 精査中 c類 6.1 l. 5 13 

131 0-1地点 VII D 18 e 精査中 c類 6.4 l. 5 15 

132 0 1地点 VII C-19 t 精査中 c類 6. 9 1.4 16 

133 0-1地点 VIID 16g 磯面 c類 7. 6 l. 4 15 

134 0 1地.'2. VIIDー17f 精査中 c類 6.1 l. 6 16 

135 0-1地点 VIID 16g 磯面 c類 本6.9 l. 5 16 

136 0 l地点 VII D 19a 精査中 d類 6. 7 2.1 31 

137 0-1地点 VII Dー17f d類 6. 3 2.1 25 

138 0 l地点 VIID 16g 精査中 c類 6. 7 l. 9 26 

観察表

139 0 l地占 VII D 18 b 精査中 a類 3.3 l. 9 9 

140 0-1地点 土層断ち割り
Aライ

a類 3. 3 l. 9 11 
／ 

141 0ー］地点 土層断ち割り
Aライ

a類 4. 6 l. 8 14 
ノ

142 0 1地点 土層断ち割り
Eライ

b類 4. 2 宇2.0 13 
／ 

143 0 l地点 VII D 16g 精査中 a類 4. 4 l. 9 12 

144 0 1地点 VITO 16g 精査中 a類 4. 7 l. 7 11 

145 0 l地点 土層断ち割り
Aライ

d類 5. 0 2.4 22 
／ 

146 0 l地点 VII Dー17f 精査中 d類 5. l 2.1 20 

147 0 1地出 刊D-16f 灰色 d類 5. 2 2. 2 21 

148 0 1地点 刊D 2a 精査中 d類 5.4 2. 0 20 

149 0-1地点 刊D 16 f 灰色 b類 4.8 2. 3 23 

150 0 1地点 四D 17 e 精査中 d類 *5. 5 2.1 24 

151 0-1 地点 四D 17 f 精査中 d類 5. 2 2. l 24 

152 0 1地点 VllD-17d 磯面 d類 5. 2 2.6 33 

153 0-1地点 Vil D 16 f 精査中 d類 5. 5 2. 6 30 

154 0 l地点 VllC-7 q 焼土面 d類 5. 3 2. l 21 

155 0 1地点 VllD-19a 精査中 d類 5. 7 2. 9 45 

156 0 l地点 VIID 16g 精査中 d類 6. 0 3. 9 75 

157 0 I地点 VIIC-6 q 焼土面 d類 *8. 3 3.4 107 

158 0 l地点 VIID 19b 精査中 f類 2. 9 3.4 26 

159 0-1地点 VIICーlt 際面 f類 3. 5 4.2 53 

160 0 l地点 VII D 16 f 際面 f類 2.8 3.4 26 

161 0 l地点 VIIC-7 q 黒褐 f類 3.1 3. 3 30 

162 0 1：地点 VII Dー17f E韓国 f類 2. 2 3. 5 16 

163 0 1地点 四D 17g 精査中 f類 3.1 3.0 22 

164 0 1地点 鍛冶炉跡群 Pit 2 e類 10. l 4. 3 204 

165 0 1地，占 土層断ち割り
Aライ

e類 *6. 5 5.4 161 
ノ

F
h
U
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種別 主な時代 主な遺構 主な遺物

集落 ・生産遺跡 縄文時代 石回世戸・焼土 縄文土器 ・石器

丸木舟

弥生時代 竪穴住居・流路跡 弥生土器・石器

銅鍛

古墳～飛鳥時代 竪穴住居 ・テラス状遺構 土師器・ 須恵器

奈良～平安時代 竪穴住居 ・テラス状遺構 土師器・ 須恵器

製塩炉跡・ 鍛冶炉跡 木製品・銭貨

鍛冶関連遺物

製塩土器
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平成13年3月26日
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頁 場所 5呉 正

本文編 W頁 下から3行目 1 .縄文土器 1 .縄文時代の土器

2. 弥生時代後期から古墳時

下から2行日 2.弥生土器 代前期の遺物

V頁 上から17行自 126 125 

VI頁 上から14行目 A 3地点土層 A-3地点 ・0-2地点土層

VlI頁 上から4行目 136 135 

28頁 第10図h7°ション 流路SDOl 流路跡SDOl

129頁 上から12行目 執筆者名抜け （筒井崇史）を追加

131頁 上から32行目 執筆者名抜け （伊藤栄二）を追加

134頁 上から6行目 接合部に＝ 接合部に納

174頁 仁から 15行目 M= MVI 

174頁 上から16行目 M= MVlI 

174頁 上から17行自 M= M VlI 

174頁 上から18行自 M= MVlI 

174頁 上から 19行自 M= MVI 

N地点竪穴式住居跡SH N地点テラス状遺構SH23全
図版編 VI頁 下から5行目 22全景 景

VlI頁 上から6行目 A-2地点 A-1地点

VIIl頁 上から10行目 製塩土器集積遠景 製塩土器集積全景

医頁 上から17行目 製塩炉.s x 11 製塩炉SXll 

下からl行自 0-1地点 0-2地点

図版第172 (3）のキャ7＇ション S H22 S H23 

図版第192 (2）のキャ7＇ション 段状遺構SX焼け石 段状遺構SXOl焼け石

0-2地点下層製塩炉S
x 11 . 14、溝S001全景 0 2地点下層製塩炉SXll 

図版第204 (1）のキャ7'＇；ヨン （南東から） 全景（南東から）

0-2地点下層製塩炉S 0-2地点下層製塩炉SXll 
(2）のキャ7＇ンヨン Xl4全景（南東から） 北半近景（南東から）

0 2地点下層製塩炉S
Xl4製塩土器出土状況 0-2地点下層製塩炉SXll 

(3）のキt7°ション （南東から） 南半近景（南東から）

0-2地点下層製塩炉S 0-2地点下層製塩炉Sx 
図版第205 (l）の1--¥-7＇ション x 11全景（南東から） 11 .溝 S001近景（東から）

0-2地点下層製塩炉S 0 2地点下層製塩炉SXll 
(2）のキt7＇ション Xl l北半近景（南東から） 土層断面（南東から）

0-2地点下層製塩炉S 0-2地点下層講S001遺物
(3）のキャ7。yヨン Xll南半近景（南東から） 出土状況（南東から）

R地点丸木舟取り上げ作 R地点丸木舟下層検出種実貯
図版第219 (3）の村7。ション 業風景 蔵土坑（西から）

図版第232 遺物番号抜け 77-230 (79-298) 

（）は番号が記入されてい (78-255) (78-261) 

るもの 80-314 80-307 

80-334 80-322 

＊を付したものについては、 お手数ですが別添のシールを貼付して ください。

牢

＊ 

＊ 

＊ 

＊ 

＊ 

＊ 

＊ 

＊ 

＊ 

＊ 


